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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに




　こんにちは。本書の筆者である加納正顕かのう・まさあきです。

　まずは本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア（以下、デザイア）』シリーズの最終第五巻かんにあたります。そのため、前ぜん巻かんまでの内ない容ようを踏ふまえて書かれている部分がありますので、もし未読の方はぜひとも先に既き刊かんをお読みください。




　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下、ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、マージャンやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。

　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウィルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その陰かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。




　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　それでは、説明はここまでにして、本ほん編ぺんに入りましょう。

　最後までお付き合いのほどをお願いいたします。










　　　　前回のあらすじ




　あらゆる願いを叶かなえるという未知の物ぶつ質しつ、『至高天エンピレオ』を守り、起動させるために戦うＦＨセル『神曲』のオーヴァード、青あお峰みねミユキ、大門寺朱香だいもんじ・しゆか、闇条晃士朗あんじよう・こうじろう、そして九く鬼きの四人。彼かれらはそれぞれ自らの欲望ねがいを持っていた。

　幾いく多たの戦いを経へて、遂ついにすべての条じよう件けんが揃そろい、起動する『至高天』。最愛の母の命を諦あきらめるという朱香の苦く渋じゆうの決けつ断だんを経て、四人の願いは叶かなえられることとなる。

　だが、それこそがＦＨセル『神曲』を陰から操あやつる黒くろ幕まくであり、朱香の祖そ父ふである大門寺蔵人くろうどの目的であった。飢き餓がという衝しよう動どうに支し配はいされた彼は、『至高天』を喰くらう、ただその目的ひとつのために二〇年もの歳さい月げつをかけてきたのだ。

　京都の街を静せい寂じやくに飲のみ込こみ、稲いな荷り山やまと一体化し、ただ『至高天』を喰くらおうとする蔵人。だがそのとき、他ならぬ『至高天』そのものが助けを請こうていた。四人は蔵人そのものとなった稲荷山＝『神曲』セルへと乗のり込こみ、苦く闘とうの末に蔵人を打うち倒たおす。そのあとに残ったのは、『至高天』がその姿すがたを変えた赤あかん坊ぼうだった。

　こうして、長い戦いは終わりを告げた──かのように、見えた。



















　　　　ＰＲＯＬＯＧＵＥ




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで世界はすでに変へん貌ぼうしていた──。




　二〇一一年、三月初頭。『デザイア』シリーズ最さい終しゆう巻かんである本書の収しゆう録ろくのため、筆者を含ふくめた五人の男女が大おお阪さか府ふ某ぼう所しよに集まろうとしていた。

　前巻にて、ＰＣたちは見事『至高天エンピレオ』の起動に成功し、それぞれの願いを叶かなえ、さらには『神曲』セルを陰で支配していた黒幕・大門寺蔵人をも打うち倒たおした。単行本四冊さつ、セッション八回に及およぶ『至高天』を巡めぐる物語は一いち応おうの決着を見たのである。

　だが、まだ残された謎なぞがあった。そもそも『至高天』とは一体なんなのか。どこから来て、なぜ人間になることを求めたのか。そして蔵人に〝プルガトーリオ〟という手て駒ごまを与あたえ、彼すらも支配下に置いていたと見える人物の正体はなんなのか。

　それらすべてに決着をつけるため、筆者は今回のシナリオ──ラスト二話を用意した。

　さて、今回シナリオを用意するにあたって、筆者はまずプレイヤー諸氏にとある質問のメールを送った。その質問とは、次のようなものだ。




「ＰＣたちは前巻の戦いを終え、三ヶ月ほど特に事件のない時間を過ごすことになります。その間、どのような生活をし、どのように過ごそうと思っているでしょうか？」




　このような質問をしたことには理由がある。前述した通り、前巻で物語はひとつの区切りを迎えている。そのため、まずは現状──願いを叶えたあとのＰＣたちがどう考え、どう行動するのかを確認しておきたかったのである。

　ひとり、またひとりとプレイヤー諸氏から返ってくる答えを見、シナリオ作成に反映していく作業をし──やがて、収録当日を迎えた。

　この質問とその答えがどのようなものか、そしてそれがシナリオに、ひいてはセッションにどのような影響を与えるのか、それは後ほど確認していただこう。

　それではまずは、『デザイア』シリーズに参加するお馴な染じみのメンバーを紹しよう介かいしよう。







▼若林直美わかばやし・なおみ

『THE IDOL M@STER』シリーズ（バンダイナムコゲームス）の秋月律子あきづき・りつこを代表に、多数のアニメやゲームの声、舞台出しゆつ演えんなどで活かつ躍やく中の声せい優ゆう。眼鏡めがねの似に合あう素す敵てきなお姉さんである。役者ならではの見事なロールプレイと、数度のセッションを経て研とぎ澄すまされたゲーム勘かんはしばしばＧＭを驚きよう嘆たんさせ、時には苦しめる。

　本シリーズでは、ＦＨにスポイルされながら、様々な出会いと別れを経て成長してきた少女、大門寺朱香のプレイヤーである。




▼矢野俊策やの・しゆんさく

『ＤＸ３』シリーズの生みの親であるゲームデザイナーにして、『アリアンロッド・サガ』や『ダブルクロス』シリーズの小説も手がける作家でもある。リプレイのプレイヤーとしても数多の作品に出演している。筆者にとっては偉い大だいな先せん輩ぱい。ツッコミ属ぞく性せい。

　本シリーズでは、復ふく讐しゆうを果たしてなお野望を秘ひめる男、闇条晃士朗のプレイヤー。




▼三田誠さんだ・まこと

『レンタルマギカ』（角川書店刊かん）、『イスカリオテ』（アスキー・メディアワークス刊）など、多数のヒットで知られる神戸在ざい住じゆうの作家。やはり筆者にとっては偉い大だい極まりない先輩である。

　理り性せい的てきで分ぶん析せき力りよくに富とみ、多大なアドバイスをくれる頼たよれる先輩だが、ゲームとなると我われを忘わすれる傾けい向こうがなくもない。

　本シリーズでは、実力最強と謳うたわれながらも、ＦＨらしからぬ人間味を見せる男、九鬼のプレイヤーである。




▼合あい鴨がもひろゆき

『異い界かい戦せん記きカオスフレア』（新紀元社刊）、『トリニティ×ヴィーナス』（ジャイブ刊）などで知られ、現げん在ざいは電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥにて『アクセル・ワールド』（アスキー・メディアワークス刊／著ちよ：川原礫）のコミカライズを手がける漫まん画が家か兼けんイラストレーター。ペンネームで誤ご解かいされがちだが、れっきとした女じよ性せいである。リプレイのプレイヤーとしても、その丁てい寧ねいなロールプレイ描びよう写しやで人気を博している。

　本シリーズでは、ただひたすらクールに戦い続け、遂に愛する弟を取とり戻もどした少女、青峰ミユキのプレイヤー。




　以上四名、そして筆者こと加納正顕でお送りする本書、『デザイア』最終巻。

　どうか最後までよろしくお付き合いくださいませ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、これより最終巻の収録を行いたいと思います。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしますー！

若林：あー……長かったこのキャンペーンも終わりなんですね……。

合鴨：そうですね。今回を入れて残り二回ですよ。

矢野：色々感かん慨がい深ぶかいものがありますね。

三田：つまり俺おれが成長できるのも今回を入れて二回……！　か、加納！　俺は一いつ刻こくも早くレベルアップしたい！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：落ち着いてください（笑）。

合鴨：そうだそれより、『至高天エンピレオ』から生まれた赤ちゃんの名前は決まったの？

若林：あ、決めました！　永石絆ながいし・きずなです！




　前回のセッション後、『至高天』は人間になることを望み、ひとりの赤ん坊へと姿を変えた。朱香は自分たちが願いを叶えた責せき任にんとして、その子の母親になることを決めたのだ。




三田：ほー、絆ちゃんかあ。

ＧＭ：あえて永石姓せいなんですね。

若林：そうです。お母さんのことを忘わすれないように、ずっとお母さんが名乗っていた姓にしました。で、名前はもうそのままです。みんなの絆で生まれた子ですからね。

合鴨：すごくかわいがってそうですね。

若林：溺でき愛あいしますよ!!（一同爆笑）

矢野：ち、力強いなあ（笑）。

若林：お母さんが朱香を育ててくれたみたいに、立りつ派ぱに育ててあげたいと思います。

合鴨：なるほどー。

ＧＭ：了解しました。では──本来ならここでトレーラーを読み上げ、それからみなさんにハンドアウトを配るところなんですが。

若林：が？

ＧＭ：その前に、ちょっと今回は趣向を変えたいと思っております。

一同：ほう？




　きょとん、とした顔をするプレイヤー一同。




ＧＭ：というのも──今回、みなさんには事前に質問をしましたよね。

矢野：ああ、そうだね。前回から三ヶ月の間、何をしてたか……っていう。

合鴨：色々考えて返信しました……！

若林：あたしもです。やりたいことが次から次に出てきましたし！（笑）

三田：俺もセシリアとの新生活を考えて返信したねえ。

ＧＭ：で、こちらがみなさんからいただいた返答です（テキストの打ち出しを配る）。

一同：おお……！




　配られたテキストには、ＰＣたち──ミユキ、朱香、晃士朗、九鬼の四人が、三ヶ月間に何をしていたのか、どのように過ごしていたのか、プレイヤー自身で考えてもらったものが書かれていた。

　京都に残るものもいれば、離れたところで新生活を営もうとするものもいる。ＰＣだけではなく、その家族たるＮＰＣとの関係をどうするかや、いざ新生活を始める前に済ませておきたいことなど、結構な分量が書かれていた。




若林：（テキストを熟読している）おー……！

合鴨：……結構状況が変わるんですね。

矢野：なるほど、面白い。しかし……これ、オープニングでまとめられるのか？（笑）

ＧＭ：そこなんですよ。三ヶ月と時間が経過しますし、こうやってその間に結構みなさんの状況が変化します。それをさらっと説明するだけでは難しいですし……。

三田：ま、確かにそうだねえ。

ＧＭ：そんなわけで、今回はオープニングの前に、「プロローグ」という形で別途シーンを演出したいと思います。

一同：「プロローグ」？




　ふたたび、きょとんとした顔をするプレイヤー一同。




ＧＭ：はい。この三ヶ月間何をしていたか、というのをロールプレイしてもらうシーンです。トレーラーを読み上げる前に、まずはそのシーンを演出しようかと。

矢野：ふむ。つまり、シナリオが始まる前の日常を演出するシーン、ってことかな？

ＧＭ：ええ、まさしくそんな感じです。なので、「プロローグ」のシーンに限り、特別に侵蝕率は上昇させなくてもよいとします。

合鴨：あ、それは嬉しいですね。

三田：なるほど、あくまでも日常の延長線ってことなんだね。

ＧＭ：そういうことです。「プロローグ」のあとで、トレーラーとハンドアウトを読み上げることで、日常から非日常に切り替わる感じですね。

合鴨：なるほど、わかりました。

矢野：逆に言えば、三ヶ月で平穏な時間が終わるってことだな。

三田：長いような短いような。

若林：平穏なままでいいのに！

ＧＭ：では、そろそろ最初のシーン──「プロローグ」を演出したいと思います。

一同：はーい！







◆Prologue◆それぞれの三ヶ月間

Master Scene




　京都──一〇〇〇年の歴史を持つ古都。あらゆる願いを叶える物質『至高天エンピレオ』を巡り、この街で繰り広げられていたオーヴァードの戦いは、『至高天』の起動、そして暗躍していたＦＨセル『神曲』とその創設者・大門寺蔵人の死とともに終結を迎えた。

　残ったのは幾人かのオーヴァードと、ひとりの赤ん坊──。




ＧＭ：では、三ヶ月間──セッションが始まるまでの日常を描写していきましょう。ひとりずつ現げん状じようを語ってもらうんですが、その前に、やることがひとつ。

若林（以下、朱香）：それってあたしがメールで返したやつでしょうか。

合鴨（以下、ミユキ）：あ……多分、私わたしも同じことをしたいって返したと思います。

ＧＭ：はい。まずは、朱香のお母さん──永石美み奈な子こを弔とむらうというわけですね。

ミユキ＆朱香：（こくんと頷うなずく）




　ミユキと朱香、ふたりが最初に考えたのは、前回の戦いにおいて苦渋の決断の末、救うことを諦あきらめた朱香の母──美奈子を弔うことだ。




朱香：たとえばお母さんが『神曲』セルに来る前に暮くらしてた場所とか、そういうところに埋まい葬そうしてあげたいなあって思うんですが。

ＧＭ：わかりました。では、彼かの女じよの生家であり、セーフハウスとして使っていた家が兵庫の北部、城きの崎さきにあります。人気のない、日本海が見える小高い丘おかの上に建っている。

矢野（以下、晃士朗）：場所を突つき止とめたのは多分俺だろう。それに、遺い体たいは俺の《ポケットディメンジョン》で運ぶだろうしな。

ミユキ：さすがリーダーです。

朱香：じゃあ、お母さんをそこまで連れて行ってあげよう。絆も行こうね？

ＧＭ：「だぁ、だぁ」と、話はわからないまでも、朱香に抱だっこされてご機き嫌げんそうです。

ミユキ：かわいいなあ。

三田（以下、九鬼）：んじゃ、おじさんが車を出そう。弔とむらいくらいはさせてもらうよ。

朱香：リーダー、九鬼さん……ありがとう。




「さよなら……お母さん」

　祈いのりの言葉も弔いの鐘かねもなく、四人は静かに美奈子を送り出した。

　今度こそ、朱香は永えい遠えんに「お母さん」と決別したのだ。



















ＧＭ：美奈子を送ってから三ヶ月、あなた方はそれぞれの日常を過すごしていくことになります。順番に描写していくんですが……晃士朗は京都に残り、九鬼は離はなれるんですよね。

九鬼：まあねえ。セシリアも目を覚ましたし、どこか安全な場所に連れてくよ。

晃士朗：俺は『神曲』セル唯ゆい一いつの生き残りってことになってるからな。残ってねえと逆にまずいだろうし、離れる理由もない。

ＧＭ：納なつ得とくです。で、朱香とミユキはどうするかですが……。

ミユキ：私もできれば離はなれたいです。タクミもいるし。

九鬼：じゃあ、セシリアと一緒に──そうだねえ、東京近きん郊こうＮ市の学校に通うってところでどうだい？　ミユキとセシリアは女子校、タクミくんはその隣となりにある男子校とかで。

ミユキ：……そうさせてください。きっとタクミにも一番いいと思うし。

ＧＭ：では、朱香はどうしますか？

朱香：……あたしは京都に残る。お母さんがいた場所だし、絆が生まれたところだもの。

ミユキ：そっか。じゃあ、しばらくお別れだね……。

朱香：うん。でも、メールとかするからね。いつでも会いに来てね。

ミユキ：もちろんよ。またすぐに会える、そうよね。

ＧＭ：わかりました。では、京都に残るふたりと離れるふたり、順に描写していきましょう。




▼日常──ＳＩＤＥ：Ａ

　京都。『神曲』セルが崩ほう壊かいし、『至高天』が消失したことにより、ＵＧＮ・ＦＨともその重じゆう要よう性せいは失われたと判はん断だん。街の陰から、非日常はなりを潜ひそめていた。




ＧＭ：では、まずは京都に残った朱香と晃士朗です。

朱香：はっ……まずは絆を養うことを考えなきゃ。学校やめて働かないと！（笑）

九鬼：げ、現げん実じつ的てきだねえ。

ミユキ：すっかりお母さんの考え方に（笑）。

晃士朗：ま、そこはなんとかなるだろう。美奈子がある程てい度ど金を遺のこしているとは思うし。その上で働いたり子どもを預あずけるんなら、俺が百も々も菊ぎくのところを紹介してやる。

ミユキ：百々菊さんを!?

九鬼：妹ってばれちゃうかもしれないのに？（笑）

晃士朗：事情を話せる人間が他にいねえからな。百々菊のいる置屋や、あとはせいぜいロングアイランドのマスターくらいだ。

ＧＭ：オーヴァードであることを隠さずに過ごせるのはそのくらいでしょうね。

朱香：じゃあ、あたしは舞まい妓こさんの修しゆ業ぎようをするんだね！（笑）

晃士朗：それは好きにしろ（笑）。

朱香：よかったね～、絆♪

ＧＭ：朱香に抱っこされたまま、絆はきゃっきゃと嬉うれしそうに笑っています。……で、三ヶ月が過すぎるわけですが。

朱香：そこは特に何事もなく過すぎるの？

ＧＭ：はい。しかしただひとつ、絆はこの三ヶ月で、肉体的にも精せい神しん的てきにも、三歳さい児程てい度どにまで急きゆう激げきに成長します。

朱香：お、おおぅ!?




『至高天』から生まれた少女──永石絆は、わずか三ヶ月で急きゆう激げきな成長を遂とげた。言葉も普ふ通つうに話し、食べ物も大人と大差ないものを食べる。外見的にも肉体的にも、完全に普通の人間に見えた。




九鬼：なるほどねえ。

ミユキ：やっぱり出自が出自ですし、普通の子じゃないのね。

朱香：保ほ育いく所しよに預あずけたりはできないね……。

晃士朗：あまり人目には出せないが、誤ご魔ま化かしようはあるさ。

朱香：うん、ありがとうリーダー。

九鬼：三歳ってことは結けつ構こう喋しやべったりもするよねえ。絆はどんな子なの？

ＧＭ：ママ大好きな甘あまえん坊ぼうです。基き本ほん的てきに朱香のマネばかりしていて、朱香の言うことはよく聞いて、朱香の膝ひざ枕まくらで寝ねるのが大好き。

朱香：（しみじみと）あー……ホントにお母さんの前のあたしみたいだね。




　絆に対して、朱香は譬たとえようもない温かい気持ちを抱だいていた。ただ願いを叶えた責任というだけではない、娘むすめを想う母としての気持ちだ。




ミユキ：朱香ちゃん、気持ちもすっかりお母さんなんだね。

朱香：うん……。大事に育ててあげなくちゃ、って思うの。

ＧＭ：そして絆に関することで特とく徴ちよう的てきなのは、三歳児とは思えないほどよく食べるということです。Ｌサイズのピザくらいなら三枚まいは完食可か能のう。

朱香：食べすぎだよ！（笑）

ミユキ：いきなり成長したぶん、エネルギーが必要ってことなのかしら。

晃士朗：衝動が〝飢餓〟だったジジイの影えい響きようってことは……（笑）。

朱香：やめて！（笑）

九鬼：ひと言でいえば、「はらぺこちび朱香」ってわけだね（一同笑）。

ＧＭ：そんな感じですね。で、晃士朗はどうしてるんでしょうか。

晃士朗：やることは日がな一日ロングアイランドの二階の廊ろう下かにハンモック吊つって寝ねてるか、たまに出かけて酒を飲んでくるくらいだ。

ミユキ：ニートじゃないですか！（笑）

朱香：なんで廊下なの？　ピッツァと一緒に部屋で寝ねればいいのに。

晃士朗：あの犬に占せん領りようされたからだよ！（笑）

朱香：絆～、あんな大人になっちゃダメだよ？（一同爆笑）

ＧＭ：「りーだーになっちゃだめ！」と、晃士朗を見てうんうんと頷うなずきます。

晃士朗：く、くそ。朱香が増ふえた気分だな……（笑）。

朱香：そして嫌いやがるリーダーを真ん中にして、左右に絆とピッツァを並ならべて写メをとってミユキちゃんに送る。ほーら、ニートのリーダーと一緒だよ～（笑）。

ＧＭ：「りーだー、にーと！」と言いつつ、絆の食べかすやピッツァのよだれで晃士朗がべとべとになりますね。

晃士朗：……への字口ですごい仏ぶつ頂ちよう面づらになるぞ。

ＧＭ：では、その写真が送られてくる──というところでミユキサイドを描写しましょう。




▼日常──ＳＩＤＥ：Ｂ

　東京近郊Ｎ市のとある通学路。朝になると、ここはとある有名私し立りつ大だいの付ふ属ぞく女子高校と、それに隣りん接せつしてやはり有名な私し立りつの男子校の生徒でひしめきあう。

　その中には、ミユキとタクミ、そして神父服を着た九鬼と、ミユキと同じ制せい服ふくを着たセシリアの姿も含ふくまれていた。




ＧＭ：というわけで、東京の学校に通うことになったミユキと九鬼ですが……九鬼はどうしてるんでしょう？　やっぱりボディーガード？

九鬼：それも兼かねて、ミユキやセシリアが通うミッション系けいの女子校に神父って名目で居い座すわるよ。だから神父服を着てる（笑）。

晃士朗：胡う散さん臭くさい神父だな。

九鬼：やかましい（笑）。

ミユキ：じゃあ、タクミやセシリアさんと一緒に登校してるのかな。

ＧＭ：そうなりますね。タクミにも妙みような変調はなく、日々穏おだやかに過ごしています。

朱香：じゃあ、そこでさっきのあたしからのメールが届とどくよ（笑）。

ミユキ：あ、朱香ちゃんだ──と思って開いたら、例の写真を見るので噴ふき出だす（笑）。

ＧＭ：「……元気そうだね、みんな」と、タクミがそれを見て笑い、セシリアが「うわ、何この残念なイケメン？」とやはり笑う（笑）。

朱香：残念なイケメン……まさにリーダー。

ミユキ：セシリアちゃん辛しん辣らつだわ……。京都でお世話になった人なの、と説明しますね。

ＧＭ：「そうなんだ。じゃあ、おじさまの知り合いなのね」

九鬼：んじゃ、そのへんで俺も声をかけよう。やあおはよう、朝からご機嫌だねえ。

ミユキ：あ、おはようございます、九鬼さん。あ、あの、これ……。震ふるえて笑いをこらえながら写メを見せる。

九鬼：ぷっ、何これ！　ぎゃはははは！　晃士朗もすっかり毒を抜ぬかれちゃったねえ。

ミユキ：でも元気そうでよかった。朱香ちゃんも、リーダーも、絆ちゃんも、ピッツァも。

九鬼：……そうだねえ。平和だねえ。

ミユキ：ええ。この平和が、ずっと続くといいのに……。




　この三ヶ月、繰り返してきたなんでもない一日。

　その日も──やはり、そんななんでもない日になる。そのはずだった──。










　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　それぞれが日常を過ごし、三ヶ月が過すぎた。

　だが、その三ヶ月後に四人はふたたび集まり、戦いへと赴おもむくことになる。『至高天』を巡る──正しよう真しん正しよう銘めい、最後の戦いへと。




ＧＭ：……というわけで、ここからは本セッション、非日常の世界となります！

朱香：日常のままでいいのに！

ミユキ：（こくこく頷く）なんか、最後の最後に不安を煽あおる描写が……（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ、日常のままだとセッションにならないじゃないですか。では、改めてトレーラーを読み上げますね。




●トレーラー

　戦いは終わった。

『至高天』は散り、願いは叶かなえられた。

　戦いは終わった。

　少女たちは平穏な日々──日常を謳おう歌かする。

　だが──ある時を境さかいに、日常は砂すな粒つぶのように手のひらからこぼれ落ちてゆく。

　それは新たな悲ひ劇げきの始まりなのか、それとも──。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア』第九話

「Tomorrow Never Knows」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




朱香：また見事に不安を煽る文もん句くばっかりだなあ……。

晃士朗：しかも具体的に何が起こるかはまったくわからない。

ミユキ：とにかく碌ろくなことにならない、というのはわかりました。

九鬼：それだけは間ま違ちがいないよねー。

ＧＭ：信しん頼らいされてるなあ、俺。じゃあハンドアウトを順に読み上げますね。

晃士朗：動じなくなったな、加納くん……。




●青峰ミユキ用ハンドアウト

ロイス：青峰タクミ　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：庇ひ護ご／Ｎ：不安

　大門寺蔵人との戦いから三ヶ月。キミは噓うそのように穏おだやかな日常を過ごしていた。

　だが、不意に日常は崩壊の兆しを見せる。弟タクミの身体が、突とつ然ぜん水すい晶しようのような物質に変化していく現げん象しようが起こったのだ。これは一体何が起こっているのだろうか？




一同：えええええええええええええええ!?

ミユキ：また!?　またなの!?　もうやだー！　さっきまであんなに幸せな日常を過ごしていたのに……。

九鬼：す、水晶になるの好っきゃなあ……。

晃士朗：八話ぶんの苦労が……。

朱香：台無しじゃないですか！　ひどい！

ミユキ：これですよ、これが『デザイア』なんですよ……。すごろくでゴール直前に「ふりだしにもどる」って言われたみたい……。

晃士朗：むしろゴールしたあとに言われてますよ。

ＧＭ：喜んでいただけてなによりです。

一同：そんなわけがあるか!!

ＧＭ：ん～、いい反はん応のうをありがとうございます。では、次は朱香ですね。




●大門寺朱香用ハンドアウト

ロイス：永石絆　　　推奨感情　Ｐ：慈じ愛あい／Ｎ：恐きよう怖ふ

　大門寺蔵人との戦いから三ヶ月。『至高天』より生まれた少女・絆は、わずか三ヶ月で三歳児程度までに育つという異い変へんを見せてはいるものの、キミのことをママと呼よんで慕したってくれている。今の日常は、戦いの日々が噓のように穏おだやかだ。

　だが、不意に日常は崩壊の兆しを見せる。そのカギを握にぎるのは、他ならぬ絆だった。




朱香：あたしと絆の日常も崩壊しちゃうのかー……。

晃士朗：もう間ま違ちがいなくひどいことが起こるね。それだけは自信を持って言える。

朱香：（力強く頷く）

ＧＭ：俺がひどいことばっかりしてるようじゃないですか。心外だなァ。

九鬼：合鴨さんにハンドアウトであれだけダメージ与えておいて今いま更さら何を！

ミユキ：（泣きまねをしながら）うっうっ（笑）。

朱香：加納さんひどーい（笑）。でも、絆はあたしが絶ぜつ対たいに守るよ！

ミユキ：朱香ちゃんが燃もえてる……！

朱香：もちろん。あの子を泣かせたり絶対にしないもん！　さっさと解かい決けつして、一緒にご飯を食べるのです。

ＧＭ：うんうん、その意気です。では、次は晃士朗です。




●闇条晃士朗用ハンドアウト

ロイス：〝プランナー〟都築京香つづき・きようか　　　推奨感情　Ｐ：有ゆう為い／Ｎ：猜さい疑ぎ心しん




一同：おおおおお!?

晃士朗：すごいのが来たな。てっきり百々菊だと思ってたが、考えてみれば当然か。絆はある意味レネゲイドビーイングだろうし、プランナーが接せつ触しよくするのはわかる。

ＧＭ：そういうことです。続きを読み上げますね。




　大門寺蔵人との戦いから三ヶ月が過ぎた。キミは特にやることもなく、寝ているか、酒を喰くらっているかという自じ堕だ落らくな生活を続けている。

　だが、転機は謎なぞめいた少女の姿でキミのもとを訪おとずれた。都築京香、またの名を〝プランナー〟。レネゲイドビーイングによる組そ織しき、ゼノスのトップが一体何の用なのだろうか？




晃士朗：何の用もなにも、絆のことだろうなあ。

朱香：う～ん……。

ＧＭ：では、最後に九鬼のハンドアウトです。




●九鬼用ハンドアウト

ロイス：〝クレセントエッジ〟雪村豪久ゆきむら・たけひさ　　　推奨感情　Ｐ：有為／Ｎ：食しよく傷しよう




ミユキ：えー!?

朱香：ハゲさん!?

晃士朗：俺のもそうだけど、こっちも結構意外だな！　なんで今更!?（笑）

九鬼：食傷かあ……。そりゃそうだよなあ（笑）。




　大門寺蔵人との戦いから三ヶ月が過ぎた。キミはようやく健康な身体を取り戻したセシリアを見守りながら、平穏な日常を過ごしている。

　そんなある日、キミはＵＧＮの雪村から連れん絡らくを受ける。恥はじを忍しのんで、と切り出す彼は、ブレイクエンドこと柾木真まさき・しんが消息不明になったことを告げた。




一同：またか！

ＧＭ：綺き麗れいなハーモニーでしたね。

ミユキ：ヒロインなのか主人公なのかハッキリして欲ほしいですね、真くんには。

朱香：（机つくえに突つっ伏ぷして）あいつめ……（笑）。

九鬼：何回目だよブレイクエンド！　大おお怪け我がしたり行方不明になったりしすぎだろ！（笑）

晃士朗：もういっそ殺しちまったほうがいいんじゃねえのか、あいつ。

ミユキ：いちいち行方不明になられても面めん倒どうですし。

朱香：今度会ったら首輪つけてピッツァの横につないでおこう。

晃士朗：そもそも九鬼が半はん端ぱに優やさしくするから、あのハゲも妙に懐なついて……（笑）。

九鬼：だからってＵＧＮに頼たよれとは思うんだが……。

ＧＭ：そのあたりの事情はオープニングで説明しますよ。というわけで、以上のハンドアウトを踏まえて成長作業をお願いします！




　ハンドアウトから阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相を呈ていしつつ、各人はルールブックと残り経けい験けん点を照らし合わせつつ、成長作業を行う。そして、小一時間が過ぎた──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




▼青峰ミユキ

ＧＭ：では、ミユキから順に成長報ほう告こくをお願いします！

ミユキ：はーい。まずは【肉体】をふたつ上げて、８にしました。

晃士朗：なるほど、地味に効ききますよね。判はん定ていのダイスもＨＰも増ふえるし。

ミユキ：ええ。あとは《氷雪の守しゆ護ご》を２レベルで取得。これで自分でダメージを軽けい減げんできるようになりました。で、〈白兵〉を11レベルにして、経験点は１点残り。

朱香：ついにミユキちゃんも防ぼう御ぎよができるように。

九鬼：生せい存ぞん能力と地力を堅けん実じつに上げた感じですねえ。

ミユキ：固定ロイスはこれまでどおり、朱香ちゃんとタクミです。こんなところかな。
















▼大門寺朱香

ＧＭ：はい、では次に朱香の報告をお願いします。

朱香：ヴェイパーウォールを取りました！　以上！（笑）

ミユキ：わーお、シンプル！（笑）

朱香：お母さんがあたし用に遺してくれてたってことで。九鬼さんが使えるように完成させてくれたんだよ（笑）。

九鬼：おお、そうだったのか。

朱香：そうなの。普ふ段だんは背せ負おえるタイプのバッグだけど、展てん開かいすると蒸じよう気きが六対一二枚の翼つばさのようになって攻こう撃げきを防ふせぐ！

ミユキ：フェニックスというか天使の翼みたいね。

朱香：えへへー♪

晃士朗：しかしヴェイパーウォールは単たん純じゆんにガード値ちがぐんと上がるので心強いな。

朱香：任まかせてください。で、ガードシールドを払はらい戻もどして、ＦＨベストアーマーを買いました。なので【行動値】は４になって少し遅おそくなっちゃった。

ＧＭ：わかりました。では固定ロイスを教えてください。

朱香：はーい。絆はハンドアウトでもらえるので、ミユキちゃんと真くんにしました。で、これは直ちよく接せつ成長とは関係ないんですが……。

ＧＭ：どうしました？

朱香：学校をやめて百々菊さんのところで働くので、カバーが「女子高生」から「舞妓見習い」にチェンジしました！（笑）

ミユキ：ああっ、そういえば……！（笑）

晃士朗：なんか一番劇げき的てきに変わった気もする。データ的には何も変わらんのに（笑）。

朱香：……せっかくなので、余あまった１点を使って〈芸げい術じゆつ：芸事〉でも取っておこう。

ＧＭ：は、了りよう解かいです。
















▼闇条晃士朗

ＧＭ：では、次に矢野さん、晃士朗の成長報告をお願いします。

晃士朗：うむ。まず《ダークマター》を１から３に伸のばして、次に《赤方偏移世界》を取得して３レベルまで上げた。

九鬼：ひとりの行動値を上げる奴やつだっけ。

晃士朗：ああ。行動順や移い動どう距きよ離りの調整がある程度できるようになるだろう。あと、今回行動値の落ちた朱香を先に動かさなきゃいけない時なんかに便利だ。

ＧＭ：なるほど、さすがに考えてますね。では、固定ロイスを教えてください。

晃士朗：百々菊と朱香にしておいた。ちなみに朱香に対してはネガティブの〝嫌けん悪お〟が表だ。ウザいので（一同笑）。

朱香：ひどーい！（笑）
















▼九鬼

ＧＭ：では最後に九鬼さん、お願いします。

九鬼：《勝利の女神》を取得して５レベルにした！　終しゆう了りよう！

朱香：あたしと同じくらいシンプルだった！

ミユキ：達成値を上げるエフェクトでしたっけ。

晃士朗：いやあ、ダイス目に自信のない三田さんには重要ですよ！（笑）

九鬼：そうなんだよ、固こ定てい値ち大好き……ダイス目怖こわい……（笑）。

ＧＭ：シンプルですが、色んな局面で使えそうではありますね。では、固定ロイスを。

九鬼：うん、これは今までと同じくセシリアと朱香。以上！



















　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、最後にＰＣ間ロイスを決めましょう。これはハンドアウト順にミユキ[image: ]朱香[image: ]晃士朗[image: ]九鬼[image: ]ミユキの順で取得してください。

ミユキ：あ、私は固定ロイスでもう朱香ちゃんを取ってます。

ＧＭ：なら、そこは空けておいてください。

ミユキ：はーい。

朱香：じゃあ、あたしはリーダーにだね。百々菊さんを紹介してくれたり、あたしと絆に居い場ば所しよを用意してくれたし、ポジティブの〝信頼〟が表です。

晃士朗：特にそれ以上干かん渉しようはしねえけどな。

ミユキ：勝手にピッツァや絆ちゃんに構かまわれそうですけどね（笑）。

朱香：ネガティブは〝憤ふん懣まん〟。リーダーはいつ素す直なおになるのかなあ、って（一同爆笑）。

晃士朗：やかましい（笑）。

ＧＭ：えー、では晃士朗から九鬼ですね。

晃士朗：ああ、俺か。んー……評ひよう価か自体は変わってねえので、ポジティブは〝有為〟。で、ネガティブは〝疎そ外がい感かん〟だな。

朱香：疎外感なんだ。

晃士朗：外の世界に出てったからな。ミユキが出てったのとはちょっと意味合いが違ちがう気がする。まあ、表に出すのはポジティブのほうだ。

ＧＭ：わかりました。では、最後に九鬼からミユキへ。

九鬼：ほいほーい。〝誠せい意い〟と〝隔かく意い〟で、ほぼこれまでと変わらない感じで取っておくよ。もちろんミユキの頑がん張ばりは間近で見てるので、ポジティブが表だ。

ＧＭ：了解しました。では、少し休きゆう憩けいしてからメインプレイに移うつりましょう！


















〝プランナー〟都築京香　元ＦＨ日本支部長であり、現在はレネゲイドビーイングの組織「ゼノス」を率いるオーヴァード。幼い少女の姿をしているが、その力は非常に強大。

ヴェイパーウォール　噴出する蒸気の壁で攻撃を防ぐサラマンダー専用ユニークアイテム。

《赤方偏移世界》　対象の【行動値】を一時的に上昇させるバロールのエフェクト。

《勝利の女神》　適切な指揮によって対象の判定の達成値を上昇させるノイマンのエフェクト。












　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆プラン

Scene Player ── 闇条晃士朗




　大門寺蔵人くろうどとの戦い以い降こう、晃士朗は特にやることもなく、傍はた目めには呆ほうけた生活をしていた。日がな一日ロングアイランド二階の廊下に吊つったハンモックに寝ねそべり、時折出かけて酒を飲む、という生活である。

　その日も、彼かれは祇ぎ園おんにある馴な染じみの店で一いつ杯ぱい傾かたむけていた。




ＧＭ：では、オープニング最初のシーンは晃士朗からです。

晃士朗：お、了りよう解かい。

ＧＭ：プランナーが接せつ触しよくしてくるシーンですが……その前に、少し別の描びよう写しやを。ここ最近は寝ねるか飲むかという生活をしている晃士朗は、馴染みの茶屋で一杯やっているところです。

晃士朗：なるほど。じゃあ、手て酌じやくでちびちびやってよう。

ＧＭ：そうしていると、「よぅおこしやした」と襖ふすまが開き、見知った顔の芸げい妓こが入ってきます。「兄さん、ごぶさたどした」

九く鬼き：おお、百も々も菊ぎくさんだ。

晃士朗：……呼よんでねえぞ。

ＧＭ：「いけずどすなあ。あてが会いとうて来ましたんやさかい、お金は気にせんでも」

晃士朗：金にゃ困こまってねえよ。──つうか、なんでまた京都に戻もどってる。お前にとって、もうここにいる意味なんざねえだろ？

ＧＭ：「そうどすなあ……。せやけど、ここ以外であての捜さがし人が見つかる保ほ障しようもあらしませんさかい」




「言っとくが、捜してやる気はねえからな」

「あら、セルも無くなったはぐれもののエージェントはんに頼たのむつもりはあらしまへんえ」

　突つき放はなすような晃士朗の物言いを、百々菊は楽しそうな笑い声でコロコロとかわす。




晃士朗：なんとかしてＦＨやめさせてえんだよな……口には出さないけど。

ＧＭ：あなたが兄だと名乗り出れば多分すぐにでもやめますよ。

晃士朗：そんなことをするつもりもないから困ってるんだ！　……ああ、まあいい。ここはもう話を変えよう。……朱しゆ香かの様子はどうだ？

ＧＭ：「よう頑がん張ばってはります。芸事はあんまり得意やおへんけど、明るうて、みんなに好かれるええ子どす」

晃士朗：そうか。……念を押おすが、あいつのことはあんまり触ふれ回まわるな。

ＧＭ：「へえ、重々承しよう知ちしとりますえ」

晃士朗：ならいい。それだけ言って、あとは無言で酒を飲む。

ＧＭ：百々菊はにこっと笑って、三味線を用意します。




　──二時間後。

　いつもより酒を過すごしてしまったことを後こう悔かいしながら、晃士朗はロングアイランドの扉とびらを開き──カウンターに座すわる少女を見た瞬しゆん間かん、一気に酔よいが醒めるほどの驚きよう愕がくに見み舞まわれる。



















ＧＭ：「あら、お帰りなさいませ。お待ちしていました」

晃士朗：（即そく座ざに）問答無用で攻こう撃げきする。

一同：（どよめく）

ＧＭ：「……慌あわてないでください」と、彼かの女じよは晃士朗の黒風とまったく同じものを巻まき起おこして相殺します。「私わたしに敵てき意いはありません」

晃士朗：だったら何の用だ……〝プランナー〟。




〝プランナー〟都築京香つづき・きようか。かつてのＦＨ日本支し部ぶ長ちようであり、現げん在ざいはレネゲイドビーイングの組そ織しき「ゼノス」を率ひきいるオーヴァード。間ま違ちがいなく、この世界でも有数の強大な存在だ。




ＧＭ：「私のことをご存ぞん知じですか」

晃士朗：知らないはずがねえだろう。一年前まで、この日本はあんたの掌の上だった。

ＧＭ：「今回はゼノスの代表として、あなたに提てい案あんを持ちかけにきたに過すぎません」

晃士朗：提案？　思わず眉まゆをひそめる。

ＧＭ：「はい。あなた方が確かく保ほしたレネゲイドビーイング──永石絆ながいし・きずな、と名づけた少女に会わせていただきたいのです」

朱香：絆……!?

ミユキ：どういうことなんだろう……。

晃士朗：……どこでどう知った、なんて寝ねぼけたことを聞くつもりはねえが、会ってどうする？　お前みたいな何を考えてるかわからん奴やつを素す直なおに会わせる気はないぜ。

ＧＭ：「私の現在のプランのため、と申し上げておきます」そう言って、彼女はちょこんとスツールから降おりる。

晃士朗：プランだと……？

ＧＭ：「はい。──危き害がいを加えるつもりはありません。むしろ保ほ護ごしたいと考えています」

晃士朗：……保護、ねえ。あからさまに訝いぶかしんだ目を向けるぜ。

ＧＭ：「ここなら会えるかも、と思っていましたが、今すぐ何か対たい処しよしようというわけでもありません。今日のところは引き下がりましょう。ですが──異い変へんはすぐに起こります」

晃士朗：異変？

ＧＭ：「今言ってもあなたは信じないでしょう。その時がくれば、私の言葉の意味はおのずと理り解かいできるはずです」と言って、都築京香はカウンターに名めい刺しを置く。

晃士朗：……覚えてはおく。

ＧＭ：「我われ々われに敵意はありません。無む論ろん、その永石絆というレネゲイドビーイングに対してもそうです。むしろ彼女を保護したいと考えていることを覚えておいてください」

晃士朗：無言を貫つらぬこう。




「それでは、またいずれ」

　丁てい寧ねいに一礼し、都築京香はその場を辞した。

「何か動きはあるかと思ったが──考こう慮りよ中だったってことか」

　そう呟つぶやくと、晃士朗はカウンターの上の名刺を手に取っていた。







◆Opening02◆異変ふたたび

Scene Player ── 青峰ミユキ




　東京近きん郊こうＮ市にあるアパートで、ミユキとタクミは二人暮ぐららしをしていた。姉弟ふたり、穏おだやかに過すごす夢ゆめのような日々。

　──しかし、異変は思いもかけない形で現れる。




ＧＭ：次はミユキのオープニングです。タクミと会話するシーンを想定しています。

ミユキ：一いつ緒しよに住んでる……ってことでいいですかね？

九鬼：そのくらいなら俺おれが手配できるんじゃないかな。お互たがいの学校に近いアパートとか。

ミユキ：じゃあ、九鬼さんに甘あまえてしまおう（笑）。

ＧＭ：では、とある天気のいい日曜日。タクミが台所に立ち、中ちゆう華か鍋なべを振ふるって昼食の用意をしています。メニューは青椒肉絲。

朱香：タクミくん、料理できるんだ（笑）。

ミユキ：じゃあ私はお皿を用意したり、お米を研いだりしよう。

ＧＭ：手て際ぎわよく材料を切ったり、食材を炒いためたりしつつ。「おねえちゃん、学校慣なれた？」

ミユキ：んー……ようやく今の環かん境きように慣なれてきた、ってくらいかな。

ＧＭ：「あは、僕ぼくもそんな感じだよ。友達はできてきたんだけど……」




「──!?」

　不意にタクミが言葉につまる。一拍ぱく置いて、中華鍋が音を立てて床ゆかに転がり落ちた。




ミユキ：タクミ、どうしたの!?

ＧＭ：「っ……ぅあ……!!」タクミはうずくまり、苦しそうに呻うめいている。

ミユキ：タクミ、タクミしっかりして！　駆かけ寄よって抱だき起おこします！

ＧＭ：そうすると、タクミの身体からじんわりと、光がこぼれます。

ミユキ：……光？

ＧＭ：それは、かつて日にち常じよう的てきに見ていた光です。そして──タクミの指先から少しずつ、皮ひ膚ふが水すい晶しようのような質しつ感かんへと変へん質しつしていきます。

ミユキ：咄とつ嗟さにその手をとって、指先の温度や手て触ざわりを確かく認にんしますが……。

ＧＭ：あきらかに、鉱こう物ぶつへと変化しています。三ヶ月前、タクミがそうだったように。

ミユキ：どうして今になって……!!

ＧＭ：「なんで……わかんないよ……。全部終わったんじゃなかったの……？」




　ふたたび自分の身体が変わっていく恐きよう怖ふに駆かられ、タクミは声を震ふるわせて取とり乱みだす。

「こわいよ、おねえちゃん……。もう、あんなところに戻もどりたくないよ」




ＧＭ：「いやだよ……。やっと普ふ通つうに暮くらせるようになったのに……」

朱香：ひどい……。

九鬼：そりゃ怖こわいだろうねえ……。

ミユキ：「大だい丈じよう夫ぶだから。タクミは絶ぜつ対たい大丈夫だから！」




　ミユキは自らの身体の震ふるえを必死に抑おさえながら、タクミを抱だきよせると、ポケットから携けい帯たいを取り出す。こんな時に相談できる人間が──今、たったひとりしかいない。




ミユキ：九鬼さんに電話をかけます。タクミが、タクミの身体が……!!

九鬼：……登場したほうがいいかな？

ＧＭ：いえ、ここは九鬼に連れん絡らくした、というところでシーン終しゆう了りようにしましょう。




　九鬼にすぐ駆かけつけてもらう約束を取り付け、震ふるえる手でミユキは通話を切る。

　──一体、タクミに何が起こっているのだろうか？







◆Opening03◆それは舞まい散ちる桜さくらのように

Scene Player ── 大門寺朱香




　ある晴れた日の昼下がり。鴨かも川がわ沿いの道で、朱香と絆はピッツァの散歩に出かけていた。

　右手は絆と手を繫つなぎ、左手にリードを持って、川沿いの道をてくてくと歩く。

　──そんな日にち常じようが、ずっと続くと思っていた。




ＧＭ：次は朱香のオープニングです。大体午後から夕方にかけての時間を想定しています。

朱香：はーい。じゃあ、絆を連れてピッツァの散歩に行こう。ふたりとも～、いくよ！

ＧＭ：「あい！」という絆の返事と、「アン、アンッ！」と尻尾しつぽを振ふるピッツァの声が同時に聞こえます。

朱香：ふたりともいいお返事だね～。よし、それじゃ行こうね！　リードを持って、お散歩グッズをかばんに入れて、出発しますよ。

ミユキ：こっちはまだほのぼのだなあ……。

朱香：というわけで五条大橋あたりをうろうろと散歩するよ。




「絆、今日は晩ばん御ご飯はんなに食べたい？」

「んー……おむらいす！」

　散歩道を歩きながら他愛ない会話をかわす。穏おだやかで優やさしい時間だ。



















ＧＭ：「あとねー、はんばーぐと、やきそばと、ころっけと……」

九鬼：どれだけ食うんだ（笑）。

朱香：そんなに食べると太るよー？

ミユキ：そういう問題じゃないと思う（笑）。

朱香：あ……そういえば、絆はまだどんどんおっきくなるの？　三ヶ月で三年分だから、このペースだと来月は四歳さいに……？（笑）

ＧＭ：それはどうかわかりませんが、ひとまず急成長は落ち着いてるように見えます。

朱香：そっかー……。心配だし、気に留とどめておこう。今のあたしは絆を守ることがなにより大事だからね。

ミユキ：守ると決めたら朱香ちゃんは一いち途ずだなあ……。

朱香：よーし、じゃあ今日はオムライスつくるからね、絆。

ＧＭ：「うん。きじゅな、おむらいすだいすき！」

朱香：ママもオムライス好きだよ～♪




「あとね、きじゅな、わんわんだいすき。おさんぽもだいすき。りーだと、ますたもすき」

　絆は満面の笑みを浮うかべて、オムライスを皮切りに好きなものを連れん呼こし始める。

　いくつかの「だいすき」が続いた後、最後を締しめくくるのは、ひとつだ。

「でもね、ままがいちばんだいすき！」




朱香：……ちょっと、あたしもお母さんのことを思い出してぎゅっと抱だきしめちゃうな。

ミユキ：（絆になって）まま、だいすき！

朱香：ちょっと泣いちゃいそう……。絆。ママもね、絆がいちばん大好きだよ。

ミユキ：（絆になって）きじゅなのほうが、ままのこといっぱいすきだもん！

朱香：おお～？　言うなあ？　でもママだって負けないもん！　頰ほお擦ずりしてやる！（笑）

ミユキ：（絆になって）ふにゅ～！

九鬼：ほのぼのした空間だなあ。

晃士朗：合あい鴨がもさんが楽しそうだ。

ミユキ：楽しいです（笑）。

朱香：あたしも楽しい（笑）。絆を抱だき上あげて、高い高いとかするよ。




「何があっても、絆は絶対にママが守ってあげるからね……」

　ぎゅっと絆を抱だきしめ、頰擦りをしながら、朱香は小さく呟つぶやいた。それに込こめられているのは、亡なき母のように我わが子こを愛そうという強い意い志しだ。




朱香：……よし！　じゃあ、そろそろ帰ってオムライス食べようね！

ＧＭ：ぱぁぁ、と顔を輝かがやかせる絆。しかし──不意に彼女は目を見開いてふらふらとよろめき、二、三歩あとずさります。

朱香：き、絆？　どうしたの!?

ＧＭ：「ま、まま……や、やだ……こわい……」

朱香：絆!?　絆ぁっ!!

ＧＭ：「まま……だめ……いやぁ……っ!!」

朱香：だっ……大丈夫！　絆はあたしが守るから！　ぎゅーっと抱だきしめるからね！




　変へん貌ぼうは突とつ然ぜんに起こった。朱香の腕うでの中で苦しみ喘あえぐ絆の身体が、むく、むく、と少しずつ大きく──否いな、成長を始める。身体の変化に伴ともなう痛いたみに泣なき叫さけびながら、絆は五歳程てい度どの大きさにまで成長する。




晃士朗：また成長すんのか！

朱香：絆、絆ぁっ!!　不安なので、いっそう強く抱きしめるよ。

ＧＭ：その瞬間、不意に朱香はこめかみの辺りを刺さすような偏へん頭ず痛つうに襲おそわれます。

朱香：っ痛……。でも、絆は放さない。

ＧＭ：「ままぁ……こわいよう……」と、絆はぎゅっと朱香の服の裾すそを握にぎり締しめます。

朱香：大丈夫。ママがちゃんとついてるからね。

ＧＭ：涙なみだ目めで朱香を見ながら、絆はこくこくと首を振ふります。──というところで、朱香は不思議な光景を見る。




　痛みと不ふ快かい感かんに喘ぐ絆。その肩かたに、どこかから飛んできた赤とんぼがそっととまった。

　その赤とんぼが、不意に全身から光こう沢たくを放つ。それはまるで何かの鉱物のような素そ材ざいに全身が置おき換かわったかのようだ。




朱香：……なに、これ……。

晃士朗：絆に触ふれたら石化するとかそういう話か？　いや、でも朱香に変化はねえのか。

ＧＭ：絆に触ふれているとひどい頭ず痛つうに襲われますが、それ以上のことはありません。

朱香：……とんぼは死んじゃうの？

ＧＭ：いえ、全身が鉱物になっただけで、元気に生きています。さらには、絆が膝ひざをついたり、手をついた先にある植うえ込こみの植物などが、同じように鉱物へと変化する。

朱香：何が起こってるの……？　わかんないよ、誰だれか……。そうだ、リーダー。ひとまずリーダーに連絡しないと──。




　絆の触ふれたもののうちいくつかが、不意に鉱物になってしまう謎なぞの現げん象しよう──。

　脅きよう威いを覚えた朱香は咄嗟に携帯を手に取り、片かた手てでボタンを操そう作さして晃士朗を呼よび出だす。事じ情じようを話した途と端たん、晃士朗は些いささか強い口調ですぐに戻もどるように命じた。

　一度も絆の手を放さないまま、朱香は早足でロングアイランドに戻る──。







◆Opening04◆ブレイクエンド生死不明

Scene Player ── 九鬼




　タクミを襲おそった異変に取とり乱みだしながら、ミユキは九鬼に助けを求めた。

　なぜ今になって異変が現あらわれたのか？

　疑ぎ問もんを抱きながら、九鬼は迅じん速そくにミユキのもとへと駆かけつけた。




ＧＭ：それでは九鬼のオープニングです。

九鬼：ん、了解。ひとまずタクミを本間博士のいる施し設せつに連れて行った後、くらいかねえ。

朱香：本間さん東京にいるの？

九鬼：というか、連れて来てるね。

晃士朗：まあ、テセウスのメンテナンスとかはあの爺じいさんがするんだろうしなあ。

ＧＭ：どこかの大学病院に潜もぐり込こみながら、裏うらではレネゲイド関連の研究をしている、という感じですかね。では、タクミは本間博士のところで一いつ旦たん落ち着く。

ミユキ：私も登場していいですか……？　できれば離はなれたくないんです。

ＧＭ：流れ的にはそのほうが自然ですしね。いいですよ。

九鬼：これでも飲んで落ち着けよ、とミユキにコーヒーでも渡わたそう。

ミユキ：はい……。紙コップを持った手がふるふると震えてます。

ＧＭ：本間博士の見たところ、ゆっくりと身体の結けつ晶しよう化かが進んでいますが、今のところすぐに命に関わるようなものではない、ということです。

九鬼：……だってさ。ひとまず落ち着きな。お前がそれじゃ、タクミが心配するだろ？

ミユキ：はい。……すみません、お世話をかけて。

九鬼：ところでＧＭ、タクミは完全に前と同じような症しよう状じようなのかい？

ＧＭ：症状そのものは三巻かんで身体の半分が水晶になっていた時と同じですが、進行速度は圧あつ倒とう的てきに遅おそく、また水晶化している範はん囲いも狭せまいです。

九鬼：それなら、すぐにどうこうって話でもなさそうだねえ。

ミユキ：……………タクミ。

ＧＭ：──というところで、不意に九鬼の携帯が鳴ります。




　信しん頼らいの置ける場所にタクミを収しゆう容ようし、ひとまずミユキを落ち着かせた九鬼。

　だが、息つく間もなく別の事じ件けんが彼を待っていた。

　電話をかけてきたのは──ＵＧＮの少年、〝クレセントエッジ〟雪村豪久ゆきむら・たけひさだ。




九鬼：ふぅん。一いち応おう電話に出てみるかねえ。は～い、もしも～し。

ＧＭ：『失礼する。九鬼氏の携帯電話で間ま違ちがいはないか』

九鬼：……名指しされちゃったら、間ま違ちがいですとは言えないねえ。一体どうしたのよ？　お前が俺に連絡してくるって、ちょっとしたサプライズどころじゃないよ？

ＧＭ：『……こちらとしても恥はじを忍しのんで連絡している。そのくらいの緊きん急きゆう時だ』

九鬼：ふむ。この通話、盗とう聴ちようされてたりしないだろうねえ？

ＧＭ：『高円寺にそのあたりの確認は任まかせている。余よ程ほどのことがない限かぎり問題ない』

ミユキ：そっか、真ま梨り子こはノイマンだっけ。一応そういうこともできるのね。

九鬼：……わかった。事情を話せよ。

ＧＭ：『……うむ』




『──真のヤツが消息を絶たった。現げん場ばに残っていたのは血けつ痕こんのみだ』

　重苦しい声で雪村が告げる。その内ない容ように、さしもの九鬼も言葉を失った。

　雪村は続ける。

『本来、貴き様さまに頼たよる筋すじではないのは承知している。だが、あいつにとって不利な要よう因いんがいくつか重なり──ＵＧＮ側は捜そう索さくを打ち切ろうとしているのだ』




九鬼：……順番に聞こうか。真の奴がいつどこで消息を絶ったのか。なんでＵＧＮは捜索を打ち切ったのか。

ＧＭ：では、雪村が説明したことを搔かい摘つまんでまとめます。まず、真は現在京都から離はなれた場所でＵＧＮエージェントとして活動していました。

朱香：そうだったんだ……。だからオープニングとかでも触ふれられなかったんだね。

晃士朗：まあ、復ふつ帰きしたにしてもそうだよな。『至高天エンピレオ』がらみで色々あった真をわざわざ京都の近くに行かせようとは思わんわ。

ＧＭ：その真が、なぜか今から六時間前に京都近郊で目もく撃げきされ、その後すぐに消息を絶ちました。目撃したＵＧＮの関係者によると、かなりの重じゆう傷しようを負っていたようです。

九鬼：……穏おだやかじゃないねえ。しかし、六時間か。ＵＧＮがそんなに早く捜索を止めるってのは……あれかい？　真のヤツ、ＦＨとの関係を疑うたがわれてるってところかい。

ＧＭ：『……推すい察さつの通りだ』




　京都近郊で消息を絶ったという事実が、ＵＧＮ内部で真の潔けつ白ぱくに疑ぎ義ぎを呈ていさせていた。実はスパイであり、ＦＨに戻ったのではないか。そのような噂さえある。仮かりにこのまま見つかったところで、真の立場は非ひ常じように危あやういものになるだろう。




九鬼：……なるほどねえ。

朱香：し、真くん……なんて面めん倒どうなことに……（笑）。

ミユキ：温おん情じようがあって戻もどれたとはいえ、疑うたがいが晴れたわけじゃない。これじゃ庇かばいきれない、って話になるのね。

ＧＭ：『……俺や高円寺はおおっぴらに動けない。下手に動けば尚なお更さら真が疑われかねんのだ。だから……恥を忍んで、貴様に……』

九鬼：……ふうむ。




　雪村の話を聞きながら、九鬼は不安そうなミユキに視し線せんを向けた。

　タクミの異変と時を同じくして起こった真の失しつ踪そう。偶ぐう然ぜんのひとことで片かた付づけてしまうことは容易たやすいが、そうするにはこのふたりの共通点は大きすぎた。

　──『至高天』に関する事件は、終わったのではなかったのか？




九鬼：……わかった、お前の話を信じるよ。そもそも俺を騙だます意味が無いし、それに関かん連れん性せいのありそうな事件にも心当たりがある。

ＧＭ：『他にも何か起こっているのか？』

九鬼：詳くわしくは話せないけどねえ。とにかく、真については引き受けるよ。ただ、無事に帰してやるとは一切約束できない。

ＧＭ：『十分だ。……すまない、恩おんに着る』

九鬼：よしなよ、殊しゆ勝しようなお前なんか気持ち悪いよ。……でもまあ、素直に大人を頼たよろう、って思ったことは褒ほめてやるさ。

ＧＭ：『………返す言葉もない』

九鬼：ま、吉きつ報ぽうを待ってな。そう言って通話を切るよ。

ミユキ：……九鬼さん、何かあったんですか？

九鬼：んー……まあ、ね。帰り道ででも説明するよ。俺はちょっと連絡しなきゃならない。




　そう言って、九鬼は携帯電話のアドレス帳の一番最初にある名前をコールする。

　ほんの数コールで、彼に──三ヶ月前まで共に行動していた男に繫つながった。

「晃士朗か？　俺だ。ちょっと話したいことがある──」










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆不ふ穏おんな空気

Scene Player ── 大門寺朱香




　平へい穏おんな日にち常じようは、突とつ如じよとして崩ほう壊かいの兆しを見せ始めた。

　絆きずなの異い変へん、タクミに再さい発はつした水すい晶しよう化か、真の失しつ踪そう──。『至高天エンピレオ』に関わりの深い彼かれらを同時期に襲おそう凶きよう事じ。これは果たして偶ぐう然ぜんなのだろうか？




ＧＭ：それではここからミドルフェイズです。まずは京都組、晃こう士じ朗ろうと朱しゆ香かのシーン。絆に異変が起こった直後から始まります。時間的には、九く鬼きが晃士朗に連れん絡らくするより少し前。

朱香：絆、大だい丈じよう夫ぶ？　歩ける？

ＧＭ：「まま……。きじゅな、どうなるの……？　からだがいたいよ……」

朱香：……っ！　絆、ママにしっかり摑つかまってなさい。ぎゅっと絆を抱だきかかえて立ち上がるよ。ピッツァ、リーダーのとこに戻もどるよ。ついておいで。

ＧＭ：「ワンッ！」




　絆を抱だき上あげると、やはり朱香の偏へん頭ず痛つうは強くなる。だが、そんなことを気にしている場合ではない。とにかく、走る。こんな症しよう状じようが通つう常じようの病院に頼たよれるとも思えない。ならば、とにかくリーダーに……晃士朗に相談せねばならない。




ＧＭ：絆は苦しげに喘あえいでいます。三歳さい児が五歳程てい度どに成長したため、着ている服も端はし々ばしが破やぶれ、ところどころきついのもあるのかもしれません。

朱香：あー……脱ぬがせてあげたいけど……。

九鬼：なんか悪目立ちしそうな状じよう態たいだなあ（笑）。

ミユキ：人目についちゃうのが怖こわいなら、《ワーディング》は？

朱香：あ、そうか、それがあった。じゃあ《ワーディング》しながら走りますよ。信号も気にしなくて済すむんじゃないかな、これ。

ＧＭ：お、《ワーディング》をしたなら、その瞬しゆん間かんにあなたの頭ず痛つうは治おさまり、絆もだいぶ楽になったように見えます。

朱香：……《ワーディング》で？

九鬼：やっぱり何かレネゲイドが関係してるんだろうねえ。

朱香：それで絆が楽になるなら、《ワーディング》展てん開かいしっぱなしでもするよ、あたしは！

ＧＭ：わかりました。では、走っている朱香は不意に何者かの襲撃を受けます。

朱香：襲撃ぃっ!?




　レネゲイドによる結界を張はり続けながら、ロングアイランドまでの最短距きよ離りを走る朱香。

　その時──不意に、上空から朱香を狙って襲いかかる影があった。




ＧＭ：影は朱香の脳天から剣で断ち割ろうとします。──とはいえ、攻こう撃げきしたのはエキストラなのでダメージを受けたりはしませんが。

朱香：じゃあ当たる寸すん前ぜんに、オートガードみたいな炎ほのおで威い力りよくを殺ぐよ。誰!?

ＧＭ：襲撃者は大振りの剣を構えた少年です。大きめのサングラスをかけており、表情などはうかがえません。

朱香：なんなの、こいつ……。

ＧＭ：彼はひと言も喋らず、無言のまま、ふたたび朱香に剣を向けます。

晃士朗：なら、そこで登場しよう。そいつが攻撃しようと剣を構かまえるんだが、気づいたときには両りよう肘ひじから先がなくなっている。

朱香：……リーダー！

晃士朗：やれやれ。様子が妙みようだったんで念のため出向いちゃみたが──。




「……こんなのが湧わいて出てるとはな」

　黒い風に巻まかれ、少年は両りよう腕うでの次に膝ひざから下を削けずり取とられて崩くずれ落おちる。

「さて、これで逃にげられねえな」




晃士朗：この辺りでやんちゃをするのはリスクが高いぜ？　何せ俺おれの目の届とどく範はん囲いだ。

朱香：ありがと、リーダー。とりあえず、早く絆をロングアイランドまで連れていこ？

晃士朗：……その前に、こいつから色々と聞きださねえとな。ＧＭ、情じよう報ほう源げんとしてこいつを連れて帰りたいんだが。

ＧＭ：そういうそぶりを見せた瞬間、少年の顔からカチリと音がし、次の瞬間彼の頭部が吹き飛びます。自決用の小型爆弾を使ったようです。

晃士朗：（舌した打うちして）ちっ、思い切りのいい野や郎ろうだ。このまま死体を残しておくのも厄やつ介かいなので、完全にチリにしておく。

朱香：……この人、一体なんなの……？　どうしてあたしを……？

晃士朗：……さあな。どっちにしても面めん倒どうなことになりそうだぜ。そう呟つぶやいて、朱香を連れてロングアイランドに戻る。

朱香：戻もどったら、絆をソファに寝ねかせておくよ。少しでも楽になるんなら《ワーディング》もしておくね。

ＧＭ：「まま……」と、絆は不安げに朱香を見上げます。

朱香：大丈夫だからね、絆。ママが絶ぜつ対たい助けたげるから……。

ＧＭ：「うん……。げんきになったら、ままの、おむらいす、たべられる？」

朱香：あたりまえだよ！　一いつ緒しよに食べようね？　ね？　だから早く元気になって……。

ＧＭ：「うん……」絆は朱香に微び笑しようを見せると、力ちから尽つきたのか、気を失います。

朱香：絆……。

ＧＭ：では、そこで九鬼から晃士朗の携けい帯たいに着信があります。

九鬼：おお、ここで俺のオープニングに繫つながるわけか。

晃士朗：では、その電話に出よう。




　携帯を手にとってから、ふと晃士朗はカウンターに置いたままの名めい刺しを一いち瞥べつする。

　──異変が起こる、か。もったいぶった言い方をしやがって。

　吐はき捨すてるように〝プランナー〟への恨うらみ言ごとを呟つぶやき、通話ボタンをプッシュした。







◆Middle02◆プランナー、ふたたび

Scene Player ── 九鬼




『至高天』に関する事こと柄がらは、すべて終わったと思っていた。

　だが、それはどうやら甘あまい考えだったらしい。朱香、タクミ、真に降ふりかかった一連の事じ件けん、そしてゼノスの接せつ触しよく。事じ態たいは確かく実じつに動き始めているのだ。




ＧＭ：そういうわけで、九鬼と晃士朗が電話越ごしで会話するシーンとしますか。

九鬼：んー、そうだねえ。《タッピング＆オンエア》を使うので、テセウスを介かいして全員で会話できるようにする、ってのはどうかな？

ＧＭ：なるほど、音声会議みたいな感じですね。

九鬼：そうそう。で、なぜかカメラも連動して完全に多人数テレビ電話状態にする。

ＧＭ：わかりました。では、全員登場ということにしましょう。

九鬼：んじゃまあ、全員で会話をする前に晃士朗に電話だ。もしもし晃士朗？

晃士朗：お前か、いいタイミングだ。こっちも連絡するつもりだった。

九鬼：……そっちでもなんかあったのかい？

朱香：（電話を奪うばい取とって）九鬼さん九鬼さん、大変なの！　絆がね、絆が大変で……!!

晃士朗：（奪うばい返かえして）……まあ、そういうことだ。

九鬼：やれやれ。一回全員で話すほうがよさげだねえ。




　九鬼がパチンと指を鳴らすと、四人全員の携帯が連動し、音声と画面で同時に会話ができるようになる。九鬼とミユキは現げん在ざい地ちである本間博士の施し設せつにあるモニター、晃士朗と九鬼はロングアイランド内にあるＰＣが受じゆ像ぞう機きだ。




晃士朗：なるほどな。便利なもんだ。

九鬼：んじゃ、まずはこっちの状じよう況きようを説明しよう。そう言ってタクミと真について話すよ。

晃士朗：……そうか。こっちは朱香が襲おそわれて、絆が妙なことになってる。

朱香：真くんが行方不明……そんなことが……。

九鬼：京都近きん郊こうで消息を絶たった、ってことだが、何か情じよう報ほうは入ってないかい？

晃士朗：……いや、まったく聞いてねえな。

ミユキ：……そっか。そっちでも大変なことになってたのね。

九鬼：状況は把は握あくした。タクミは今んとこ、こっちの施設で安静にしてる。

晃士朗：朱香、絆はどうだ。

朱香：う、うん。今は落ち着いてるよ。《ワーディング》の中だと楽になるみたい。

晃士朗：朱香、今は《ワーディング》は切っておけ。

朱香：なんで!?　絆がこんなに苦しそうなのに……！

晃士朗：《ワーディング》はオーヴァードならかなり遠くからでも感知できる。

朱香：……でも、絆が！

晃士朗：ここを戦場にしてえのか？

朱香：あ……そう、か。わかった……。絆、ごめんね。少し我が慢まんしてね……？

ＧＭ：「うん……」不安と苦しみが表ひよう情じように出ていますが、朱香の言うことは素す直なおに聞きます。

朱香：絆ぁ……。じゃあ、《ワーディング》は解かい除じよしておく。偏頭痛はするだろうけど、きっと絆のほうが辛つらいもの。あたしが弱音吐はけない。

ミユキ：朱香ちゃん、顔色が悪いわ。大丈夫なの？

朱香：うん……へいき。ありがと、ミユキちゃん。

晃士朗：──できすぎてるな。行方不明、水晶化、襲撃と形は違うが─。

九鬼：……ああ。『至高天』の適てき格かく者しやばかりだねえ。




　朱香、タクミ、そして真の三人は、『至高天』を起動するために必要な、適格者と呼よばれる存そん在ざいだった。異変の兆候は明らかに三人に絞しぼられており、それはとりもなおさず、この事じ件けんが『至高天』に関わるものだという証しよう左さになり得るだろう。




晃士朗：さっきの襲しゆう撃げき者しやがくたばっちまったからな。何か手がかりがありゃいいんだが。

ＧＭ：そうですね……。装そう備び品ひんなどは、ＦＨのものだったように思います。命令の詳しよう細さいや、背はい後ご関係などはわかるべくもありませんが。

晃士朗：ふむ、そのへんは情報収しゆう集しゆうだな。しかしＦＨだってわかるだけでも大分楽だ。誰の差し金かはわからんが、と付け加えて九鬼に伝えておくぜ。

九鬼：オーケー。……つまり、かつての『神曲』セルとは別のセルが『至高天』を狙っている、って可か能のう性せいが高いねえ。

朱香：でも、もう『至高天』はなくなっちゃったよ？

ミユキ：ええ。……あれは、終わったはずです。

九鬼：絆が生きている以上、終わったとは言い切れないのかもねえ……。

晃士朗：このガキがどんな力を持っているか、俺たちは知らないわけだしな。

朱香：でも、絆は絆だもん……。あたし、絆の傍そばで髪かみを撫なでておきます。

ＧＭ：朱香に触ふれられると、少し安心したような表情になります。

九鬼：……問題は、だ。絆に異変が起こった理由がまったくわからない、ってことなのよ。

晃士朗：そうだな。絆の異変とタクミの異変の因いん果が関係もわからねえ。

九鬼：ま、とにかく今あるデータだけでも調べ始めてみるよ。

晃士朗：頼たのむ。──それとこの件についてなんだが、ある組そ織しきから接触があった。

九鬼：ある組織？




　ああ、と頷うなずき、晃士朗はモニターを通じて一いち枚まいの名刺を見せる。

〝プランナー〟都築京香つづき・きようか──ゼノスのトップであり、かつてのＦＨ日本支し部ぶ長ちようの名刺だ。




朱香：ゼノス……は知らないけど、その名前は聞いたことあるよね。

ミユキ：いくら私わたしたちでも、知らないはずがないと思います……！

九鬼：……随ずい分ぶん大物が来たんだねえ？　ま、ゼノスといえばレネゲイドビーイングの保ほ護ごを掲かかげてる組織だ。絆に目をつけるのもおかしくないねえ。

晃士朗：何を考えてるのかは見当もつかんがな。だが、見当がつかんのは絆のことも同じだ。情報を引き出す、という意味で接触する手はあるだろう。

九鬼：確たしかにいい手ではあるねえ。

ミユキ：……大丈夫なんですか？

晃士朗：敵てき意いはない──らしいぜ。

九鬼：ふむ。襲撃の件もあるし、こりゃ直ちよく接せつ合流したほうがいいかもねえ。

ＧＭ：では──そのあたりで、あなた方の会話に割わり込こむ回線があります。

九鬼：テセウスの秘ひ匿とく通信回線に割わり込こんでくるだと？

晃士朗：色んな機き能のうがあるなあ、テセウス。

ＧＭ：まず画が像ぞうが転送され、あなた方は通話に割り込んできた人物を確かく認にんできます。




　複ふく数すうのスクランブルをかけて圧あつ縮しゆくしたテセウスの秘匿通信回線に、音声とリアルタイム動画を事も無げに割わり込こませるものがあった。

　画面に映うつるのは、穏おだやかでありながら無む機き質しつな表情をした、幼おさない少女の姿すがただ。




ＧＭ：「念のため自じ己こ紹しよう介かいをしておきます。ゼノス代表、都築京香。〝プランナー〟と名乗ったほうが通りはよろしいかと存ぞんじます。以後お見知り置きを」

九鬼：おやおや、随分かわいくなっちゃったんだねえ？

ミユキ：プランナー……名前だけは、聞いていたけど……。

朱香：あ、あたしも一回お母さんに聞いたっきりだよ。超ちよう有ゆう名めい人じゃない。

ＧＭ：「どうやら私の言うとおりになったようですね、闇あん条じようさん」

晃士朗：……そうだな。あんたのプランだ、ってことも疑うたがってないわけじゃないが。

ＧＭ：「プランの一部と言えなくもありませんが、私が仕組んだわけではありません」

晃士朗：はん。

朱香：そんなのどうでもいい！

ミユキ：朱香ちゃん!?




「私の言ったとおり、って何!?　絆がこうなった理由を知ってるの!?　だったら早く治してよ！　あんなにちっちゃいのに、あんなに苦しんでるんだよ!?」

　都築京香と晃士朗の会話に割わり込こみ、朱香が叫さけぶ。どうしていいかわからない戸と惑まどいと、どうにもできない苛いら立だちを綯ない交まぜにして、涙なみだを浮うかべていた。




ＧＭ：「我われ々われとしても、その少女、永石絆を保護したいと思っています。すぐに解かい決けつする方法はまだ不明ですが、解決に向かうための手助けをさせていただくことはできます」

朱香：……罠わなじゃない？　罠じゃないの？

晃士朗：人を罠にかけるのは何より得意な女め狐ぎつねだが、とりあえず噓うそは言うまい。それに、罠だとしても他に情報源がねえ。そういう時には乗のり込こむ。それが──。

ミユキ：それがケルベロスのやり方──でしたね。

晃士朗：そういうことだ。

朱香：えと、プランナー……さん。都築さん？　京香さん？

ＧＭ：「お好きにどうぞ」

朱香：じゃあ、京香さん。タクミくんや真くんのこともどうにかできたりするんですか？

ＧＭ：「無関係ではありませんから、解決の糸口にはできるでしょう」

朱香：……わかった。じゃあ、今はあなたを信じる。みんなもいい？

ミユキ：ええ、私に異い存ぞんはないわ。

九鬼：虎こ穴けつにいらずんば虎こ子じを得ず、だよ。

晃士朗：決まりだな。プランナー、このまま回線を通じて話していても埒らちがあかねえ。

ＧＭ：「同感です」




「では、こちらをどうぞ」

　朱香たちのいる京都と、ミユキたちのいる東京。二箇か所しよ同時に、都築京香が空間を捻ねじ曲まげた通路──ディメンジョンゲートを開き、四人を誘さそう。




九鬼：……んじゃ、行きますか。タクミは本間博士にひとまず任まかせておくよ。

ミユキ：ええ。タクミをお願いしますと本間博士に伝えてください。

晃士朗：朱香、絆を抱かかえろ。

朱香：うん、わかった。……少し我慢しててね、絆。







◆Middle03◆ゼノス

Scene Player ── 闇条晃士朗




　都築京香の用意したディメンジョンゲートを抜ぬけ、三ヶ月ぶりにケルベロスが集結する。

　彼らを迎むかえ入いれたのは、ゼノスのリーダー・都築京香。

　かつてのＦＨ日本支部長を前に、四人は少なからず緊きん張ちようしていた。




ＧＭ：ゲートを抜ぬけると、そこは大きな病院のような、白を基き調ちようとした色で統とう一いつされた部屋の中です。中央で都築京香が単身であなた方を迎むかえます。

朱香：……来ましたよ。とりあえず、絆を休ませる場所をください。

ＧＭ：「わかりました」と、ベッドを用意してくれます。

朱香：じゃあ、絆をベッドに寝ねかせるね。

ミユキ：朱香ちゃんが絆ちゃんを休ませたら声をかけよう。……久ひさしぶりね。

朱香：ミユキちゃぁん……。ぎゅってミユキちゃんに抱だきつく。

ミユキ：大丈夫。絆ちゃんもタクミも、きっと大丈夫だから。そう言って抱だき返すね。

朱香：そうだよね。大丈夫！　ミユキちゃんの前では強がるよ！

九鬼：よ、晃士朗。三ヶ月ぶりだねえ。

晃士朗：まさかこんなに早く、またお前のツラを拝おがむことになるとはな。

九鬼：やれやれ、毒どく舌ぜつだねえ。

晃士朗：はん、今に始まったこっちゃねえよ。




　実に三ヶ月ぶりに、ケルベロスが一堂に会する。『至高天エンピレオ』を巡めぐる戦いを終えて別れた四人が、今ふたたび『至高天』に関することで集結したのだ。




晃士朗：ところで、プランナーよ。ここがどこなのかは聞いていいのか？

ＧＭ：「京都近郊にあるゼノスの基き地ちのひとつ、私のエフェクトで作成した空間です」

九鬼：なるほどねえ。晃士朗の《ポケットディメンジョン》みたいなもんか。

晃士朗：それよりミユキ、タクミはどうした？

ミユキ：タクミは──九鬼さんの計らいで、本間博士のところで見てもらっています。

ＧＭ：「タクミ──適格者、青峰タクミのことですね。彼にはどのような変調が？」

ミユキ：……身体が徐じよ々じよに水晶に変わっていく、というような症状です。

ＧＭ：「……ふむ」と、都築京香は得心したような表情をする。「他に──そうですね、水晶に限かぎりませんが、鉱こう物ぶつに変化するようなものを見ませんでしたか？」

晃士朗：ふむ……？

朱香：……見たよ。絆が──あたしの娘むすめに触ふれた虫や植物が、金きん属ぞくみたいに変わってた。

ＧＭ：「……なるほど。では──これをご覧らんください」




　都築京香がさっと手を上げると、壁かべの一部が巨きよ大だいなモニターに変化する。

　そこに映うつし出だされるのは、様々な風景や街の映えい像ぞうだ。一見すると、それは単なる環かん境きよう映像のようにしか見えない。

　──だが、やがて全員が違い和わ感かんに気づく。映像の端々、目を凝こらしてようやくわかるほどの規き模ぼとはいえ、動植物、あるいは人間の中に、身体のごく一部が鉱物に変化しているものが見受けられたのだ。




九鬼：どういうことだ？

ＧＭ：「──この現象はここ三ヶ月の間、徐々にその影えい響きよう範囲を広げています」

朱香：三ヶ月……。なんか、嫌いやな予感……。

晃士朗：……調べのいいこった。だが、なぜ俺たちにそこまで肩入れする？　それがあんたのプランって奴なのか？

ＧＭ：「そうです。正確にいえば、あなた方よりもその少女──永石絆が重要です」

朱香：絆が？　どういうこと……？

ＧＭ：「現在の私のプランは、永石絆というレネゲイドビーイングの保護だからです」

朱香：絆を、保護……？

晃士朗：何故だ？　あんたらがそのガキを保護する理由がどこにある。

ＧＭ：「理由はふたつあります。ひとつは、彼女が我々と同じくレネゲイドビーイングであること。もうひとつは──彼女が、この世界で唯一の特殊なレネゲイドだからです」

朱香：特殊な、レネゲイド……？

ＧＭ：「ええ。我々の知るものとは別種のレネゲイド。便宜上、我々はこれを『ベータレネゲイド』と名付けました」

ミユキ：ベータ……レネゲイド……？

九鬼：ふぅん……。晃士朗、聞いたことある？

晃士朗：（首を振って）初めて聞く単語だな。

朱香：……絆がそのベータレネゲイドだって言うの？

ＧＭ：「はい。そして我々は、彼女が従来のレネゲイドにいかなる影響をもたらすのか、それを調査したいと考えています」

朱香：絆の調査……？　思わず身み構がまえるよ。

ＧＭ：「もちろん、彼女やあなた方に危き害がいを加えるつもりはありません。できうる限りの助力をしたいとも考えています」

朱香：……リーダー、信用できるの？

晃士朗：……戦力はそっちのがあるだろうし、力押おしなら最初から攻せめてきてるか。ひとまず、噓はついてないだろうぜ。それに、こいつらの情じよう報ほう網もうは確たしかだろう。

朱香：そっか……。あたしはそれで絆が助かるなら……。

ミユキ：……私もです。すぐにでもタクミを助けてあげたい。

ＧＭ：「ひとまず、私のプランには協力いただけると考えても？」

晃士朗：……そうだな。他にこっちも手しゆ段だんはねえ。

九鬼：ま、俺たちに危害が加わらない限り、だけどねえ。

ＧＭ：「結けつ構こうです。──では、次にこちらをご覧ください」




　モニターの表ひよう示じが切きり替かわる。そこに映し出されたのは、見み慣なれた日本列島の白地図と、その中のとある一点を中心に描えがかれたいくつかの同心円だ。




朱香：……これは？

ＧＭ：「この三ヶ月で、鉱物化の発生した範囲の推すい移いを示しめしたものです」と、彼女は言います。地図を見れば気づくのですが、同心円の中心に位置しているのは京都──ちょうど朱香の生活している区く域いきと重なります。

朱香：……!!

ミユキ：それって、まさか……。

九鬼：三ヶ月、だしねえ……。

晃士朗：……どういうことだ、プランナー。

ＧＭ：「この現象は、永石絆の誕たん生じようを皮切りに──彼女を中心として発生しています」

一同：…………!!




　プランナーの発言に息を吞のむ一同。

　まさかとはいえ、絆がこの現象──ひいてはタクミの水晶化の原げん因いんだというのだろうか？




ＧＭ：「現在、彼女の身体からは常にベータレネゲイドが散布されています。つまり、ベータレネゲイドによる《ワーディング》が発生している状態です」

晃士朗：……ふむ。

朱香：《ワーディング》を……？

ＧＭ：「ええ。こちらも仮に《ベータワーディング》と呼んでいますが──今回の現象が起こっているのは、例外なくこの《ベータワーディング》の影響範囲内です」

朱香：絆が……絆がタクミくんを水晶にしたって言うの？

ミユキ：冗じよう談だんだとしたら……質しつが悪すぎます。

九鬼：ふたりとも、落ち着くんだ。絆が自分の意思でやってるとは言ってない。……そうだろ、プランナー？

ＧＭ：「──資し料りようを交えながらご説明しましょう。こちらへ」と、彼女はあなた方を奥おくの会議室のような部屋へ誘さそいます。

九鬼：ふむ……。どうする？　晃士朗。

晃士朗：どうするもねえよ、他に選せん択たく肢しがあるならこっちが聞きてえ。

九鬼：だよねえ。

朱香：あ……。あたしは絆が心配なんだけど……。

ＧＭ：「彼女についてはゼノスの医い療りようスタッフが処しよ置ちを行います。ご安心ください」

ミユキ：……ここは信じるしかないわ、朱香ちゃん。

朱香：（不安げに）うん……。でも、絆に何かあったら承しよう知ちしないからね！

ＧＭ：「覚えておきます。──それでは皆みな様さま、こちらへ」と、都築京香に案内されるところでシーンを終しゆう了りようしましょう。次のシーンで、ベータレネゲイドに関する話が行われます。

晃士朗：お、なるほど。了りよう解かいだ。

朱香：うん。待っててね、絆……！







◆Middle04◆ベータレネゲイド

Scene Player ── 大門寺朱香




　都築京香つづき・きようかに促うながされ、四人は奥の部屋へと案内された。

　三ヶ月の沈ちん黙もくを破やぶり、異い変へんを起こす原げん因いんとなった『ベータレネゲイド』とは果たしてなんなのか。なぜ絆きずなから散さん布ぷされ、なぜ生物を鉱こう物ぶつにするような異変を起こすのか……？




ＧＭ：では、ベータレネゲイドについての説明を受けるシーンとなります。「これをどうぞ。私には必要のないものですが、説明の要を感じて作成しておきました」と、あなた方は都築京香からベータレネゲイドに関する研究資料を渡わたされます。

晃士朗：はん、まるで大学の研究発表だな。

九鬼：ん～、おじさん三十路を過ぎて勉強はちょっとねえ。

ミユキ：これがタクミを助ける手しゆ段だんになるなら、一も二もなく目を通しますよ。

朱香：あたしもあたしも！　絆が待ってるんだもん……！

ＧＭ：では、まず資料の見出しにはこう書かれてあります。




・「ベータレネゲイドと『至高天エンピレオ』に関する研究資料」




晃士朗：……はん、案の定かよ。

朱香：ここで出てくるのー!?

ミユキ：やっぱり関係があるのね……。

九鬼：なーるほどねえ……。で、搔かい摘つまんで説明を頼たのむよ、プランナーさん。

ＧＭ：「先さき程ほども申し上げたとおり、ベータレネゲイドは我われ々われの知るそれとはまったく違ちがう種類のレネゲイドです」

九鬼：何度かあった未発見のシンドロームであるとか、変へん異い種であるとか、そういうものとも違うってわけかい？

ＧＭ：「そうです。現げん在ざい知られる一三のシンドロームのどれにも属ぞくさず、遺伝子の組成からまったく異なるレネゲイド──それがベータレネゲイドです」

晃士朗：……話が突とつ飛ぴ過すぎるな。

ＧＭ：「では、具体例を示しめしましょう。──あなた方がかつて保ほ護ごしていた『至高天』という物質。あれがなんなのか、あなた方にはおわかりですか？」

朱香：レネゲイドの塊かたまり、でしょ。

ミユキ：そうね。強大な力を持つレネゲイドの結けつ晶しよう、そういう認にん識しきだったわ。

ＧＭ：「半分は正せい解かいです。ですが、いくら強力なレネゲイドであろうと、完全に死し亡ぼうしたものを蘇そ生せいさせることは不ふ可か能のうです」

ミユキ：そ、れは……。

朱香：ぜ……前例がないだけでしょ？　だって、現げんにあたしは生き返ったし、絆だって生まれてきたんだもん！

ＧＭ：「『至高天』の叶かなえた願いは、この世界の常じよう識しきを根底から覆くつがえすものです。性せい質しつは同じでも、その発はつ現げんの仕方を異にする──いわば、進化の系けい統とうが違う」

九鬼：外がい宇う宙ちゆうとか別世界から来たレネゲイド、って感じだねえ。

ＧＭ：「その意見が論ろん理り的てきにもっとも矛む盾じゆんしませんね」

晃士朗：つまり、『至高天』ってオンリーワンのシンドロームがあるようなもんか。




　既き存そんのどのシンドロームとも異ことなる『至高天』というシンドロームがあり、それに属ぞくするエフェクトによって朱香が蘇よみがえり、〝十字疵スカード〟が力を得た──。

　都築京香の説明と研究資料は、そのように語っていた。




ＧＭ：「──事実、京都にかつて存そん在ざいしたもの以外に『至高天』、あるいはそれに類するものは発見されていません。これだけでもその特とく殊しゆ性せいはおわかりいただけるかと」

九鬼：……なるほどねえ。人を生き返らせたり、シンドロームをまるっと書かき換かえたり、極きよく端たんに力を増ぞう幅ふくしたり、不思議なことが起こってたわけだよ。

朱香：でも、絆が原因なんだったら、まずあたしに影えい響きようがあるはずだよね？

ＧＭ：「そのことですが、《ベータワーディング》による侵しん蝕しよくは我々のレネゲイドである程てい度ど抑おさえることができるようです」

晃士朗：朱香が《ワーディング》して、絆が楽になってたのはその所しよ為いか。

九鬼：《ベータワーディング》は《ワーディング》で打ち消せる、ってことかい？

ＧＭ：打ち消すというか、効果を抑えることができます。

朱香：じゃあ……絆のそばにいても、あたしがすぐどうにかなっちゃうってことはないの？

ＧＭ：「はい。ですが、《ベータワーディング》の効果範囲は徐々に拡がっています。直近での目立った変化は数時間前──あなたが襲しゆう撃げきを受けた時です、大門寺朱香さん」

朱香：あたしが……。それってつまり、絆が急におっきくなっちゃった時……だよね。

ＧＭ：都築京香はこくりと頷うなずきます。




　ベータレネゲイドの拡散は、どうやら絆の急成長とも関連があるようだ。

　──もしこのまま絆が急成長を続けたら、一体どうなるのか。不安が朱香の胸むねを突つき刺さす。




ミユキ：待って。今オーヴァードに影響が少ないなら、一体どうしてタクミだけ？　あんなに離はなれていたし──そもそもあの子はオーヴァードなのに。

ＧＭ：「彼かれは長らく『至高天』──つまりベータレネゲイドの影響を受け続けていました。そのため、親しん和わ性せいが高くなっているのでしょう」

ミユキ：……そんな。

朱香：……それって、真くんも危あぶないってことなの？

ＧＭ：「真……〝ブレイクエンド〟ですか。彼も確たしかに危き険けんです」

朱香：なんでこんな時に行方不明に……！（笑）

九鬼：で、プランナーさんよ。説明はわかったが、結局あんたの目的はなんなんだい？

ＧＭ：「このままベータレネゲイドの拡散が続けば、いずれ我々オーヴァードでさえどうなるかわかりません。それは既すでに青あお峰みねタクミという前例があります」

ミユキ：……タクミ……。

ＧＭ：「無む論ろん、ベータレネゲイドの発生元がわかっている以上、この事じ態たいを止めることそのものは簡かん単たんですが──」

ミユキ：それは……。

晃士朗：……絆が死ねばいい。そういうことか？

朱香：リーダー!!

晃士朗：やらねえよ。ただ、そういう手段があるかも、ってことだ。

ＧＭ：「我々も彼かの女じよを殺すのが最さい善ぜんの手段だとは考えていません」

晃士朗：ま、そうだろうさ。レネゲイドの化身たるあんたが、別種のレネゲイドに興きよう味みをもたないはずがない。確かにそこは筋すじが通ってる。

九鬼：……ふむ。ＧＭ、今ここで《インスピレーション》を使って、この《ベータワーディング》がどのくらいで止めきれなくなるかはわかる？

朱香：タイムリミットってことですね。

ＧＭ：ふむ……許きよ可かしましょう。

九鬼：よし。じゃあ、テセウスに絆のバイタルをチェックさせて、そのベータレネゲイドとやらを解かい析せきさせようかねえ。




　九鬼の誇ほこる超ＡＩ「テセウス」が、絆の身体から散布されるベータレネゲイド、そして絆が展開し続ける《ベータワーディング》の解析を行う。

　未知の、あるいは別世界のレネゲイドとはいえ、根本的な性質は変わらない。テセウスの演えん算ざん能力をもってすれば、その解析もある程度は可か能のうだ。




九鬼：という演えん出しゆつで《インスピレーション》を使うぜ。

ＧＭ：わかりました。では、絆の状じよう態たいについて以下のことがわかります。




　現在絆が拡散しているベータレネゲイドは、絆自身で止めることはできないものの、ある程度抑おさえ込こもうとすること自体は可能なようだ。

　それはつまり、絆が自分の理り性せいで抑おさえ込こんでいるということに他ならない。




九鬼：……要するに、ジャーム化させなきゃいいってことか。

ＧＭ：はい。ゲーム的には、ジャーム化すると絆を殺す以外の方法でベータレネゲイドの拡散を止めることができなくなります。

朱香：やだ、そんなのやだ！　あたしが絆を守るって決めたんだよ!?　あたしはあの子のお母さんだもん！　絶ぜつ対たいそんなことさせない！

ミユキ：朱香ちゃん……。

朱香：……お母さんも、あたしを命がけで守ってくれてたんだもん。だから──あたしだって、お母さんみたいに命をかけて絆を守りたい。




　ぎゅっと拳を握りしめる朱香。彼女は絆を通し、自分を愛し、守ろうとしたまま命を落とした母──美奈子の姿を見ているのだ。




ミユキ：……無言で朱香ちゃんの手にそっと自分の手を重ねておこう。

朱香：……ありがとう、ミユキちゃん。

ＧＭ：「……永石絆の急きゆう激げきな成長、そしてそれに伴ともなうベータレネゲイドの散布は余あまりにも急すぎます。恐おそらく何か、この事態を発生させた原因があるはずです」

朱香：その原因を探さがせば、絆は助かるってこと!?

ＧＭ：「少なくとも、対たい応おう方法は見つかるでしょう」

朱香：じゃあ早く探さがしに行こうリーダー！

晃士朗：……慌あわてるな。プランナー、今回はあんたの策プランに乗ってやる。その代わり、お前もこっちに提てい供きようできる情報は惜おしんでもらっちゃ困こまるぜ。

ＧＭ：「そのつもりです」

晃士朗：なら、交こう渉しよう成立だ。絆のこと、ベータレネゲイドのこと、ＦＨの動き、ついでに真の行方。バカみたいに調べることがありやがる。




「行くぞ。時間は一秒でも惜おしい」

　面めん倒どうそうに吐はき捨すてながら、晃士朗はケルベロスの仲間たちに振ふり向むいた。

　立ち上がる四人。事じ件けんの真相を探さぐるべく、部屋をあとにする──。







◆Middle05◆細い糸

Scene Player ── 青峰ミユキ




　『至高天エンピレオ』を形成していたという謎なぞのレネゲイド──ベータレネゲイド。

　その拡散は、世界に、そして大切な人によからぬ変へん質しつを与あたえようとしている。

　なんとしてもこの事件を解かい決けつせねばならない──。




ＧＭ：というわけで、ここから情報収集のシーンになります。先程のシーンで大分たくさん情報が出たので、まずは現在調べられる項こう目もくを提てい示じしますね。

ミユキ：お願いします。

朱香：はやく、はやく！




▼各地で起こっている異変について　〈知ち識しき：レネゲイド〉　難なん易い度ど10

▼真の安あん否ぴ　　　　　　　　　　　　〈情報：ＦＨ〉　　　　難易度10

▼ＦＨ内の動き　　　　　　　　　　〈情報：ＦＨ〉　　　　難易度12




ＧＭ：ここに本来「絆に起こっている異変について」という項目がありましたが、その情報は前のシーンの《インスピレーション》で判はん明めいしています。




九鬼：おお、そりゃ助かる。

ＧＭ：ただし、このシーンはひとり一回しかメジャーアクションを行えません。全員が判定を終わった時点で情報収集が完かん了りようしていない場合、少し大変なことになります。

朱香：もう十中八九真くんに何か起こるよ！　早く調べよう、ほんとに早く!!（笑）

晃士朗：とすると、失敗できるのはひとりだけだな。さっきの九鬼の《インスピレーション》が地味にありがたい（笑）。

ミユキ：どれから行きますか？

九鬼：やっぱりまずは世界各地で起こってる異変じゃない？　これは俺おれが得意だし、調べるよ。〈知識：レネゲイド〉で……お、一回クリティカルして19。テセウスをゼノスのデータベースに直結して、情報処しよ理りのサポートをさせる。

ＧＭ：では、それによってわかる情報は以下の通りです。




・世界の各地で散発的に「動植物を中心に、有機物が無機物である鉱物に変質する」という現げん象しようが発生している。

・統とう計けい的てきにオーヴァードの少ないところほど発はつ生せい率りつが高い。




ミユキ：オーヴァードには感かん染せんしにくい……っていうのはさっきも出たわね。

朱香：ベータレネゲイドは、あたしたちのレネゲイドの薄うすいところを狙うのかな。

ＧＭ：次に、この異変のもうひとつの特とく徴ちようがわかります。

九鬼：ほう？

ＧＭ：それは、運悪く変質してしまった人間と思しき存在の映えい像ぞうから読み取れます。

晃士朗：……もう鉱物になっちまった人間もいるのか。




　──変質したものと、そうでないものの間では、コミュニケーションが成立しない。

　その結果都市機能が一部停止したり、事故が起こるというようなことも多発している。




九鬼：なる、ほど……。

晃士朗：ＳＦ映えい画がみてえだな……。

朱香：……会話ができなくなっちゃうんだね。

ミユキ：……そっか。これ、『至高天』のままだと会話できなかったけど、絆ちゃんになったら会話できるようになったのとちょうど逆ぎやくなんですよね。

朱香：……あー。そっか、『至高天』は絆になったから、あたしと話せるんだもんね。

ＧＭ：そういうことですね。しかし、この映像には続きがあります。

朱香：続き……？




　──だが、中には町の一区画の住民とペット、公園の木々などがすべて無機物に変化し、それが特に混こん乱らんなく生活をしているものも見られた。




九鬼：えええええええ？（笑）

晃士朗：……想そう像ぞうすると気持ち悪いな。

朱香：自分が変わっちゃったことに気づいてない……ってこと？

ＧＭ：気づいてないというか、受け入れてしまっているようです。変質した同士ではコミュニケーションも取れているように見えます。

ミユキ：な、なるほど……。そこだけまさに別の世界になっちゃってる感じですね。

九鬼：世界の常識がいくつか崩くずれたまんま、そのまま生活……って感じだねえ。

朱香：宇う宙ちゆう人じんになっちゃったら、宇宙人同士でしか意思の疎そ通つうができないんだね。

晃士朗：まさにそういうことだろうな……。

ＧＭ：なお、変質が他人にわかるくらい顕けん著ちよになったのがここ数時間──絆が急に成長してから、ということになります。

ミユキ：これって、このまま《ベータワーディング》の効果範囲が拡がると、地球が……。

九鬼：鉱物の惑わく星せいになるんじゃない？　ミネラルプラネット。

晃士朗：……いわゆる珪けい素そ生せい命めい体たいになっちまうのかなあ（笑）。

ＧＭ：以上です。放置すると、確かく実じつに世界がまったく違うものになってしまうでしょう。

九鬼：……なるほどねえ。

晃士朗：……次は俺がＦＨの動きについて調べる。財ざい産さんポイント３点使って成功。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、まず襲しゆう撃げき者しやの素す性じようが絞しぼり込こまれます。

晃士朗：プランナーが絞しぼり込こみ終わったんだな（笑）。




・朱香を狙ねらっていたのは単なるＦＨエージェントではなく、とあるクラン──ＦＨの最上位エージェント、一二人のリエゾンロードのひとりが直ちよつ轄かつするセルに派は遣けんされた刺し客かくである。




晃士朗：何ぃ!?

朱香：……くらん？

ミユキ：クランって……セルとは違うんでしたっけ。

晃士朗：ＦＨの幹かん部ぶが直轄するセルのことだな。問題なのは、クランが動いてるってことは、そいつらを動かしてるのはリエゾンロードだってことだ。




　思いがけない大物が動いていることを知り、晃士朗は息を吞のむ。リエゾンロードの力は、かつて彼を苦しめた〝プルガトーリオ〟以上の存在であろうことは想像に難かたくないのだ。




ミユキ：……蔵人くろうどさんや美み奈な子こさんより上、ってことですよね。

朱香：そんな人が、絆を狙ってるの……？

九鬼：……一体どんな敵てきが動いてるのかね？

ＧＭ：今回動いているクランの名は「エグジスタンス・オーギュメント」。〝奪だつ還かん者〟と呼よばれるロードに率ひきいられている、ということだけがわかります。

晃士朗：奪還者、ね……。そいつについては何かわかるのか？

ＧＭ：コードネーム以外は、彼に直ちよく接せつ会って生せい存ぞんしているものは、ＦＨのトップなどの例外を除のぞき皆かい無むという事実だけが判明しています。

九鬼：ず、随ずい分ぶん大きく出たねえ……。

晃士朗：だが、名前がわかっただけでもめっけものだ。さすがに元リエゾンロードのプランナーが絞り込んだだけのことはある。

ミユキ：……味方でよかったですね。

朱香：うう……。前ぜん巻かんラストのマスターシーンで出てきたあいつかなあ……とか。

晃士朗：それは一番ありそうなセンだな。

晃士朗：じゃあ、あとは真についてか……。

朱香：あたし、あたしがやります。10ですよね！　……あぁぁぁ、６で失敗！（笑）

ミユキ：……じゃあ、私がやりますね。

朱香：ミユキちゃん、お願い～！

ミユキ：ええと……８、なので財産ポイントを２点使って成功。よかった……（笑）。

ＧＭ：それでは、真に関する以下の基き本ほん情報が判明します。京都で消息を絶たっていたのですが、ゼノスの張はっていた網あみに引っかかった感じですね。




・深しん刻こくな負ふ傷しようをしているが、まだ死亡してはいない。

・ＵＧＮから切きり離はなされ、孤こ立りつ無む援えんの状態で戦せん闘とうを継けい続ぞくしている。




朱香：よ、よかった。まだ生きてた。

ミユキ：どこにいるか、とかはわからないの？

ＧＭ：基本情報に加え、「ＦＨ内の動き」を調べることで真の現げん在ざい地ち、および誰だれと戦っているかという情報が明らかになります。




・東京での任にん務む中、介かい入にゆうを行ったのはリエゾンロード〝奪還者〟である。彼は真もろとも京都まで転てん移いし、そこで彼にとどめを刺さそうとしている。




ミユキ：……これって現在進行形？

ＧＭ：現在進行形です。ほうっておくと奪還者に殺されますね。

九鬼：さ、さらっと言ったけど、ほうっておくだけで真を殺すって結けつ構こうな実力者じゃね？

晃士朗：……さすがはリエゾンロード、ってところか。

朱香：（慌あわてて）どこー!?　真くんどこ!?（笑）

ＧＭ：ゼノスから、貴き船ふね神社の近辺で真の目もく撃げき情報があります。

九鬼：一一月の貴船か……。紅こう葉ようが綺き麗れいなころあいだな。

ＧＭ：そうですね。色づき始めた紅葉の合間、満まん身しん創そう痍いの真が撤てつ退たい戦をしている映像が送られてくる感じです。

晃士朗：……急いだほうがいいな。ＧＭ、《ディメンジョンゲート》で行ける？

ＧＭ：問題ありません。写真で場所を確かく認にんできるということで。

朱香：あ……そうだ、絆はどうしよう。ここに置いてて大だい丈じよう夫ぶかな。出る前に、絆の顔は見られますか？

ＧＭ：それは問題ありません。絆は今医い務む室しつのベッドに寝ねかされています。

朱香：じゃあ、ちょっと顔を見に行くね。




　協力してくれているとはいえ、朱香は大切な絆をゼノスの基き地ちにひとり置いていくのが心配でならなかった。不安げにベッドに横たわる少女の顔を覗のぞき込こむと、不意に絆はうっすらと目を開けた。




ＧＭ：「……まま？　どう、したの？」

朱香：あ……えと、今ね、絆が病気にかかっちゃったみたいだから、それをみんなで治してくれようとしてるんだよ。ママはね、そのお手伝いをしてるの。

ＧＭ：「……きじゅな、びょうきなの？　しんじゃうの？」

朱香：死なないよ！　ママが絶対守るからね。だから、大丈夫。きっと……。って、言いながら、不安そうな顔で都築京香さんを見るんだけど。

ＧＭ：「その子を保護することは我々の利り益えきになります」

朱香：絆を傷きずつけたり、悲しませたりすることはない？

ＧＭ：「お約束しましょう」

朱香：……わかった。




「じゃあ、しばらくあたしの娘むすめをお願いします」

　朱香は都築京香の手さえ握にぎって、真しん摯しな表ひよう情じようでそう告げた。




ミユキ：……朱香ちゃん、まるで美奈子さんみたいね。

朱香：……ありがと、ミユキちゃん。でもまだまだだよ、あたしは。

ＧＭ：「まま、いくの？　きじゅな、おるすばんできるよ」

朱香：うん。今からね、真くんを助けに行くの。覚えてる？　真くん。

ＧＭ：「……真くんまま？」（一同爆ばく笑しよう）

朱香：そうだよー、真くんママだよ（笑）。

九鬼：そうだ、そういえばママだった（笑）。

ミユキ：……タクミはタクミママなのかなあ（笑）。

朱香：じゃあ、ばーっと行って助けてくるからね！　そう言って、絆を軽くハグします。帰ってきたら、今度こそオムライス食べようね？（笑）

ＧＭ：「おむらいす、たべる！」朱香に頰ほお擦ずりして、くすぐったそうに微笑ほほえみます。「いってらっしゃい、まま……。きじゅな、いいこでまってる」




　絆を都築京香に託たくし、緊きん急きゆう連れん絡らく用の端たん末まつを握にぎり締しめ、朱香は仲間のもとに駆かけ寄よる。

「行こうミユキちゃん、リーダー、九鬼さん！」




ミユキ：ええ、そうしましょう。

晃士朗：ああ。真の奴やつは助けなきゃならん。

九鬼：ああ、だろうねえ。

朱香：……珍めずらしくふたりとも真くんに優やさしいね？

晃士朗：そうじゃねえよ。恐らく──ＦＨは絆をジャーム化させたがってる。それで真に限かぎらず、絆と交流のある奴を狙ってるんだ。

九鬼：そういうこと。

ＧＭ：ご名答。ゲーム的には、絆のロイスを狙っているのだろうとわかります。

朱香：……じゃあ、絆を助けたければ──。

ミユキ：誰も死なせないで、朱香ちゃんも死なないこと。それが重要よ。

朱香：うん！

晃士朗：行くぜ。あのバカを勝手にくたばらせるな。そう言ってゲートを開く。




　晃士朗の開いたゲートを抜ぬけ、四人は一路、紅葉色づく貴船に向かう──。






クラン　様々な目的に特化し、リエゾンロードと呼ばれる強力なオーヴァードに仕えるセル。









◆Middle06◆救出、真

Scene Player ── 大門寺朱香




　紅葉が色づき、赤と黄色に美しく染そまる貴船の山間部。

　木々の間を縫ぬうように、満身創痍の真が謎の敵から逃のがれようとしていた。




ＧＭ：では、紅葉の貴船山です。貴船神社から外れて山間部に入はいり込こみ、奥おくまった山林の中。あなた方は、血まみれの樹きによりかかる真を見つけます。

朱香：真くんっ！　ひどい……。とりあえず守れる位置に駆かけ寄よろう。

ＧＭ：おっと、その前に。真を見下ろすような位置に、ひとりの男が立っています。




　銀ぎん髪ぱつのオールバック、ダブルのスーツにループタイを締しめた、山あいにはそぐわない格かつ好こうの男が真の前に佇たたずんでいた。

　──否いや、追おい詰つめている。

　ＵＧＮで天才と謳うたわれる実力を持つ〝ブレイクエンド〟を相手取りながら、その男は傷きずらしい傷も負っていない。

「終わりだ」

　銀髪の男──リエゾンロード〝奪還者〟は、真の頭上に掌てのひらをかざした。




ＧＭ：「く……こんなところで……」と、最早身体の動かない真が歯は嚙がみをする。
















朱香：待ちなさい!!

九鬼：そうそう、その辺にして欲ほしいんだよねえ。ちょっとそいつには因いん縁ねんあってさ。

ＧＭ：「…………」男は意に介かいさず、真にとどめを刺そうとする。

ミユキ＆朱香：真くん!!




　男の掌に禍まが々まがしい力の塊が生じる。それは、掌サイズに圧あつ縮しゆくされた超ちよう高こう温おんの光球だ。恐らく、真を追おい詰つめた攻こう撃げきの手段なのだろう。見るだけで剣けん吞のん、今の真がそれを喰くらえばひとたまりもないだろうことは明白──。




ＧＭ：というわけで、真の救出が間に合うかどうかの判定です！

晃士朗：おお、やっぱなんか判定すんのか！　ちなみに失敗したら……。

ＧＭ：真が死にます。

九鬼：デスヨネー。

ＧＭ：というわけで、判定方法は以下です。




・シーンに登場しているＰＣが〈白兵〉か〈ＲＣ〉で判定を行う。これは攻撃として扱あつかう。

・全員の達成値ちの合計が[image: ]を超こえれば成功し、真を救出できる。

・この時、判定を放ほう棄きすることでガード値を達成値の合計に加算できる。これはカバーリングとして扱あつかい、オートアクションでガード値を上じよう昇しようさせるエフェクトを使用してよい。




晃士朗：[image: ]は結構厳きびしいな！

朱香：あたしはやること決まったね。カバーリング扱いなら守しゆ護ご者しやの手て袋ぶくろで＋３できる。

ミユキ：というか、全力で行かないとダメですね。

九鬼：俺も加か減げん抜ぬきでいかないとだねえ……。

ＧＭ：では、判定をどうぞ！




　ケルベロスの四人が同時に疾しつ駆くする。晃士朗の黒風が〝奪還者〟に絡からみつき、九鬼とミユキの一いつ閃せんが真から奪還者を引ひき剝はがす。それでも放たれた満身創痍の真への攻撃は、朱香がその背せから大きく広げた蒸じよう気きの翼つばさで防ふせいだ。




　──薄はく氷ひようを踏ふむ思いで挑いどんだ四人だが、朱香のガード値は実に57に達し、続くミユキの攻撃は達成値56。ふたりで合計[image: ]もの数字を叩たたき出だす。

　これを受けて九鬼は37、晃士朗は29とまずますの数すう値ちを出す。結果は[image: ]。

　四人の連れん携けいは、見事に真を守りきることに成功する──！




ミユキ：真くん、生きてるわね？

ＧＭ：「朱香ちゃん……青峰さん、それに……どうして……」

晃士朗：お前との話は後だ。そう真に言って、ずいと前に出るぜ。

朱香：これがあたしの新しい力、お母さんが遺してくれた力！　そう言って六対の蒸気の翼を天使のように広げて舞まい降おりるの（笑）。

ＧＭ：では、その翼で男の放った光球は食い止められ、霧む消しようする。で、見ればミユキと九鬼の攻撃で、彼の掌に少し大きめの切きり傷きずができている。

ミユキ：一矢報むくいた、ってところかしら。

ＧＭ：で──その瞬しゆん間かんに、絆の近くで《ワーディング》したときだけ和らいでいた偏へん頭ず痛つうがほとんど感じられなくなります。といっても、ほんの十数秒ですが。

朱香：え、なに？　この人が怪け我がをしたら、あたしの頭ず痛つうが治まる……？

ＧＭ：やがて、男は顔を上げてあなた方を見回す。




　傷きず痕あとをぺろりと舐なめながら、〝奪還者〟は、見た目にそぐわぬ嗄しやがれ声ごえで呟つぶやく。

「朱香か」

　感かん情じようの篭こもらない、抑よく揚ようのない声。だが、何故なぜか朱香はこの声に聞き覚えがあった。




朱香：なんで、あたしの名前……。

九鬼：嫌いやな予感が……。

ＧＭ：〝奪還者〟の顔を見た瞬間、朱香の脳のう裏りに記き憶おくのフラッシュバックが発生する。




　──朱香には、父親の記憶がない。三年前の蘇生以前、おぼろげにしかない記憶の中で、朱香に微笑みかけていたのはいつも今は亡なき母、美奈子だ。

　だが、ひとつだけ覚えている記憶がある。普ふ段だんは記憶の奥おく底そこにしまって出てこない、古い古い記憶。それは、自分を見る父親の顔だ。

　その表情にあるのは失望。

　壊こわれた玩具おもちやを見るような、陶とう芸げい家かが失敗作の陶とう器きを叩たたきつけて壊こわす直前のような──

　とても人間を見ているとは思えない目を、実の娘に向ける父親の顔。

　それは、目の前にいる男と同じ顔をしていた。




朱香：お、とう、さん…………。

ミユキ：朱香ちゃん、今、なんて……。

朱香：い、いやぁっ！　あたしをそんな目で見ないでっ！

晃士朗：こ、これはよっぽど嫌なイメージがあるんだな。

ミユキ：横から朱香ちゃんを支ささえてあげます。

朱香：怖こわい……。この人、怖い。

晃士朗：……はん。お前がリエゾンロード、〝奪還者〟だな？

ＧＭ：「肯こう定ていだ」とだけ答えて、数歩分の距きよ離りを一気に離はなす。「コードネーム〝奪還者〟こと、永石竜馬ながいし・りようま──それは私だ」

ミユキ：永石…………？

朱香：じゃ、じゃあ、やっぱり、あなたは……。

ＧＭ：「推すい測そくは肯定だ。久ひさしぶりとでも言おうか、朱香」




　永石竜馬。かつての『神曲』セルリーダー、永石美奈子の夫。朱香の実父。

　だが、彼が朱香を見る目は、父親が娘を見るそれではない。

　──朱香の記憶にあるものと同じ、見下しきった、失敗作を見る目だ。




ＧＭ：ちなみに、彼は会話するとき人と目を合わせることがありません。視し線せんを常つねに行き来させ、目の前の人間を値ね踏ぶみするようにじろじろとねめつけまわすのです。

晃士朗：ぶ、不気味な動きだな。

朱香：（嫌そうに）きもちわるい……!!

ミユキ：この男が朱香ちゃんのお父さん……？

九鬼：で、何をしに来たってんだ？

ＧＭ：（淡たん々たんと）「ブレイクエンドこと、柾まさ木き真を殺しに来た。レネゲイドを塗ぬり替かえ、世界を変へん貌ぼうさせるために必要な手順だ」

朱香：真くんを……。そのあと、あたしも殺すの……？　おとう、さん。

晃士朗：はん……永石絆の心の拠より所どころを奪うばうためにか。

ＧＭ：「あー──どちらも肯定だ。しかし、絆とは、また無意味な名だ」




　抑揚のない嗄れ声。人間味のない会話内ない容よう。きょろきょろと落ち着きなく動く目。

　それらすべてが、朱香の精せい神しんをすり減へらしていた。




朱香：……うううう、うるさい、うるさい、うるさい!!　もうやだよ、リーダー逃にげよう！　こんな奴の話なんか聞かなくていいよ、逃にげようよ！　あたしもうこいつのロイスとってタイタスにする、すぐタイタスー!!

ミユキ：しゅ、朱香ちゃん……落ち着いて……。

晃士朗：いや、お前が正しい、朱香。いつでもゲートを開けるようにしておく。

九鬼：朱香が逃げようっていうのは珍めずらしいねえ。しかし──お前さん、ウィルスで世界を塗り替えてどうしようってんだい？

ＧＭ：「……カカカカカ」口だけを動かし、喉のどを絞しぼって笑声を出す。

九鬼：ほんとに気持ち悪いな……あの爺さんより俺は苦手だねえ。

晃士朗：……ジジイの話にチラッと出てはいたしな。動くとしたら朱香の父親だと思っていた。だが、まさか──ロードとはな。

ＧＭ：「逃にげる、のか。それは、困るな」

九鬼：た、ただでは逃にがしてくれそうにない……？

ＧＭ：「……フム。残念だが、今はこれが限げん界かいか」

晃士朗：……何？




　絆のジャーム化を図る竜馬にとって、ケルベロスの四人と真、すべてが抹まつ殺さつ対象だ。

　当然、追つい撃げきを行うものかと思われたが──彼は、かざした手をそっと下ろす。




九鬼：なんだか知らんがチャンスだ晃士朗、ここは退しりぞいとくのがいいよ。

晃士朗：はん、じゃあ撤てつ収しゆうさせてもらうぜ。《ディメンジョンゲート》だ。

九鬼：んじゃ、真の首根っこ引っつかんで撤退！

ミユキ：朱香ちゃん、行きましょう。

朱香：う、うん…………。




　ようやく姿すがたを見せた実父。だが、それは優しい想い出などとは無む縁えん。むしろ、真反対の悪意に満ちた存在だ。

　朱香はただ、嫌けん悪お感に身を震ふるわせていた。




ＧＭ：去り際ぎわに、竜馬はあなた方の背に呪じゆ詛そのような言葉を投げ掛けます。

朱香：な、何……？




「──逃げても無む駄だだ。既にキミたちへの対たい策さくは講こうじている」

　抑揚のない声で、竜馬が続ける。それは、彼の率ひきいるクランによる宣せん戦せん布ふ告こくだ。

「ほどなく──我々はキミたちの抹殺にかかる。待ってい給え」







◆Middle07◆〝奪だつ還かん者〟の影かげ

Scene Player ── 九く鬼き




　リエゾンロード〝奪還者〟──永石竜馬ながいし・りようまと邂かい逅こうの末、真の救出には成功した。

　だが、かの男は呪じゆ詛そにも等しい言葉を吐はいていた。

　近いうちに、クラン「エグジスタンス・オーギュメント」の襲しゆう撃げきが開始される──。




ＧＭ：では、晃士朗のゲートで戻もどってきたところからシーンを始めます。

九鬼：そういや、真は戦えたりすんの？

ＧＭ：かなりの重傷を負っているうえ、侵しん蝕しよく率りつも危き険けんな領りよう域いきです。このセッション中には、軽い会話程てい度どしかできないでしょう。

ミユキ：……あ、私わたしここで永石竜馬に〝好こう奇き心しん〟と〝憤ふん懣まん〟でロイスを取っておきます。

ＧＭ：了りよう解かいです。

九鬼：んじゃ、真の身体に変調がないか、気き絶ぜつしてる間にチェックしておきたいんだけど。

ＧＭ：あ、わかりました。ちなみに会話はできます。

九鬼：なるほど。じゃあ問もん診しんするシーンにするかねえ。

ＧＭ：では九鬼のシーンということで、登場する場合は侵蝕率を上げてください。

晃士朗：出ておくか。プランナーのところに戻もどる、でいいな？　リエゾンロードが本気で動いているってわかったら、もうあそこ以外ではどこで拘こう束そくされてもおかしくない。

朱香：あ、タクミくんも連れてきたほうがよくない？

ミユキ：……そうね。いざとなったらここのほうが安心だわ。でも九鬼さん、セシリアさんはどうするんですか？

九鬼：連れてきて巻まき込こみたくないし、かといってそのままも心配か。あ、いや、待てよ。




　九鬼が携けい帯たいを取り出し、テセウスを使ってとあるアドレスにメールを送り、ある仕事を依い頼らいする。その内ない容ようは、陰からセシリアの監かん視しとガード、自分への定期報ほう告こく。

　──頼たのんだ相手は、雪村豪久ゆきむら・たけひさ。




晃士朗：なるほど、ハゲか。

九鬼：こういう事じ態たいだからねえ……。京都から離はなれててむしろよかったよ。なあに、被ひ害がいが広がる前に終わらせりゃいい。

朱香：よくあのハゲさんがＯＫしたね。

九鬼：ま、持ちつ持たれつってやつかねえ。ついでに、真のことも伝えておくさ。

ＧＭ：どういうふうに伝えますか？

九鬼：真に介かい入にゆうした相手はリエゾンロード、その攻こう撃げきで重じゆう傷しよう。現げん在ざいゼノスに保ほ護ごされているが、治ち療りようを終え次第送そう還かん予定。そんなところかな。

ＧＭ：なるほど。それはまだ言いい訳わけが利きそうですね（笑）。

九鬼：そういうふうに言ったんだよ！（笑）

ＧＭ：では、雪村は真の生せい存ぞん確かく認にんに感かん謝しやし、その礼としてセシリアの保護を確かく約やくする。

九鬼：……よし、と。




　セシリアの保護を皮切りに、一同は関係者の確かく保ほを優ゆう先せんし始める。

　まずは本間博士の下で治療中のタクミをここゼノス基き地ちに運び、治療の継けい続ぞくを依頼。

　ロングアイランドのマスターはひとまず府外に避ひ難なんさせ、ピッツァ、百も々も菊ぎくはタクミ同様ゼノス基地へと招まねき入いれておく。




晃士朗：……という感じだな。

九鬼：ちゃんと百々菊さんも連れてくるのは偉えらいよ、晃士朗？

晃士朗：貴き重ちような『神曲』セルの生き残りだからな。

九鬼：ふうん？　まあ、そういうことにしとくかねえ。

ＧＭ：「青あお峰みねタクミさんには医い療りようスタッフをつけます。それ以外の方は待機になりますが」

晃士朗：ああ、それでいい。

ミユキ：よろしくお願いします。

ＧＭ：では、そのあたりの処しよ理りが終わったところで九鬼による真の問診ですね。

九鬼：おお、そうだねえ。んじゃ、一いち応おうみんなで移い動どうしよう。

朱香：絆きずなはどうするの？　あたし、オムライスつくってあげようかと……。

晃士朗：今は寝ねかせておいてやれ。百々菊にでも面めん倒どうを見させるさ。

朱香：……んー、わかった。じゃあ百々菊ねえさんに任まかせるね。




「さて──」

　ゼノス基地の一室。ミーティングルームのような部屋で、九鬼と真は向かい合って座すわっていた。晃士朗、ミユキ、朱香、そして都築京香つづき・きようかも念のためその場に控ひかえている。

「とりあえず、今の症しよう状じようから聞いていこうかねえ」

　テセウスに真のバイタルをチェックさせながら、通とおり一いつ遍ぺんのことから質しつ問もんを始めた。




ＧＭ：戦せん闘とうができるほどではありませんが、身体的には正せい常じようです。ただ、朱香と同じようにこめかみの辺りがしくしくと痛いたむ症状が出ています。

朱香：やっぱり、そこはあたしと同じなんだ……。

晃士朗：んじゃ、次は俺おれから質問だ。とりあえず京都に来る前後の経けい緯いを全部話せ。

ＧＭ：「……わかった」




　発ほつ端たんは昨日。〝奪還者〟永石竜馬は不意に真の前に現あらわれ、空間を歪ゆがめて彼かれを京都まで連れてきた後に襲撃を仕し掛かけた。

　明めい確かくな殺意を持ち、圧あつ倒とう的てきな戦力で攻撃してくる〝奪還者〟に、さしもの真も追おい詰つめられるばかりとなったのだ。




九鬼：……そんなに強いのかい。お前の目から見て、親父──〝十字疵スカード〟とどっちが強い？

ＧＭ：「単たん独どくでなら、父さんのほうが強いと思う」

九鬼：単独なら……ってことは、部下を使ってたわけ？

ＧＭ：「うん。そのふたりは倒たおしたけど、あいつにまで手は届とどかなかった」と、思い出したのか、少し悔くやしそうな顔をする。「それに、部下があれだけとも限かぎらない」

晃士朗：……リエゾンロードだからな。同じレベルの部下は多いだろうさ。

朱香：でも、それって真くんをわざわざ京都に連れてきてから殺そうとしてたのかな。

ＧＭ：「……言われてみれば妙みようだね。いきなり連れてこられたし、考える余よ裕ゆうもなかった」

九鬼：なんで京都でやる必要があったのかねえ……。

晃士朗：絆の近くで殺したかった、ってことなのかもな。

九鬼：でもさあ、それなら絆の前まで連れてって殺さないかい？

ＧＭ：「ちょ、ちょっと待って」と、真が不思議そうな顔をする。「絆……って、誰だれ？」

朱香：絆は絆だよ！　あたしたちの子どもじゃない。

ミユキ：朱香ちゃん、その発言は誤ご解かいを招まねくわ！（笑）

ＧＭ：「え、あ、えぇ!?」

朱香：ほら、『至高天エンピレオ』から生まれたでしょ。あたしと、真くんと、タクミくんの子ども。

ＧＭ：「あ、ああ……あの子、か。絆って名前になったんだね」

朱香：そうだよ～。あとで顔を見てあげてね、真くんママ♪（笑）

ＧＭ：「……あ、僕ぼく、やっぱりママなんだ」

晃士朗：……まあいい。真、ここまで関わったんだからお前にも今何が起こっているか話してやる。どうするかはその後で決めろ。そう言って、真が死ねば絆のジャーム化が近づき、それが永石竜馬の目的であることを説明するぜ。

ＧＭ：「そうだったのか。それで僕を……」

朱香：……うん。世界中が変な金きん属ぞくになっちゃうかもしれないんだよ。

ミユキ：そのためにも、あなたに死なれちゃ困こまるってわけね。

ＧＭ：……というところで、都築京香が口を挟はさみます。「私からも一点うかがいたいことがあります」

九鬼：お、なんだい？

ＧＭ：「あなた方がその少年を救出に向かっている間、永石絆から拡かく散さんされるベータレネゲイドが弱まる瞬しゆん間かんがありました。十数秒ほどで戻もどりましたが、それに何か心当たりは？

九鬼：……あの時か。

朱香：あの時……？

晃士朗：はん、なるほど。朱香、それに真。お前らの頭ず痛つうが治まった瞬間があっただろう？

朱香：……うん。って、あ、そうか。

晃士朗：そうだ。リエゾンロード〝奪還者〟が手て傷きずを負った瞬間だ。単たん純じゆんに考えれば、絆にちょっかいをかけてベータレネゲイドを拡散させているのはあいつ、と考えられる。

朱香：つまり──あの人をなんとかすれば、ひとまず解かい決けつってこと？

九鬼：確かく定ていじゃないが、可か能のう性せいは高いと思うぜ。

晃士朗：何をしてるのか、どうやって絆に干かん渉しようしてるのかはわからねえがな。

九鬼：……なんなら裏うら付づけておくかい？　あいつが原げん因いんかどうかだけならわかるぜ。

ミユキ：できるなら確定させておきたいですね……。

朱香：九鬼さん、お願いできる？

九鬼：よし。んじゃ、《インスピレーション》だ。〝奪還者〟を倒たおせば、絆がベータレネゲイドを拡散させるのが止まるのかどうか。




　ゼノスのデータベースと絆のカルテ、〝奪還者〟永石竜馬との交戦データをテセウスの量子演えん算ざんコンピュータに入力。数万回の試行の後、ＡＩは答えを導みちびき出だす。

　──回答は、Yes だ。




ＧＭ：永石竜馬が絆に干渉し、ベータレネゲイドを拡散させているのは間ま違ちがいありません。

九鬼：……よし。んじゃ、あとはどう出るかだが──。

ＧＭ：では、そこで都築京香が提てい案あんをします。「対象が特定できたのなら、干渉の方法……どのようにしてベータレネゲイドを拡散させているか、などは調べられます」

朱香：ほんと!?

ＧＭ：「ええ。ただし、時間はかかります」

晃士朗：どのくらいだ？

ＧＭ：「三〇時間あれば」

ミユキ：その間、私たちにできることは何もないの？

ＧＭ：「ひとつだけ。死なないでください」

九鬼：そりゃ重要だ（笑）。

朱香：あたしたちが死んだら、絆を苦しめちゃうもんね。

ＧＭ：「いえ、それだけではありません」

朱香：え？

ＧＭ：「彼かの女じよの力を思い出してください。『至高天』の力、と言いい換かえても構かまいません」

一同：……！




『至高天』の持つ力。常じよう識しきでは考えられないことを可か能のうとするベータレネゲイドの力。

　──それは、完全な生命蘇そ生せいが可能であることを意味する。




ミユキ：……私たちを助けようとする、ってこと？

ＧＭ：「間ま違ちがいなく。そして、それは確かく実じつに彼女の侵蝕率を上じよう昇しようさせます」

晃士朗：とすると、もしさっき真がやられてたら……。

朱香：……絆が力を使ってた、だろうね。

九鬼：そ、それであっさり死ぬとか言ってたのか。ひどいな加か納のう！（笑）

晃士朗：……なるほど。向こうは目的のために絆をジャーム化させたい。そのためには侵蝕率を上げればいい。侵蝕率を上げるにはエフェクトを使わせればいい。

ミユキ：……そして、そのためには私たちを殺せばいい、ですね。

ＧＭ：「私の見たところ、彼女──永石絆をジャーム化させるには、三回程度の侵蝕率の急きゆう上じよう昇しようで十分です」と、都築京香が言います。

朱香：三回………。

ＧＭ：具体的には、このシナリオ中に絆が生命を蘇生させるエフェクトを三回使用した場合、その時点で彼女はジャームになり、殺害だけがベータレネゲイドを止める方法になります。

晃士朗：大分話が単たん純じゆん化かしてきたな。だが、それでもうひとつわかったことがある。




　髪かみをばりばりと搔かき毟むしりながら、やれやれ、という体で晃士朗が零こぼす。

「要するに、向こうは宣せん言げんどおりに真っ直ぐ俺たちを狙ねらってくるってこった」




ミユキ：……確たしかにわかりやすいですね。

九鬼：やれやれ。この基地から出ないほうがいいのかもねえ……。

ＧＭ：「固まっているほうが危険度は上がります。ミサイルなどの破は壊かい兵器で一いち網もう打だ尽じんにされないとも言い切れません」

朱香：絆のためなら、ミサイルくらいなら止めてみせるよ！

ＧＭ：「経けい験けんがありますか？」

朱香：……な、ないけど。ないけど、母は強しなの！（笑）

ミユキ：気持ちは力強いわ、朱香ちゃん。

朱香：ううっ……ありがとう、ミユキちゃん（笑）。

晃士朗：ミサイルはともかく、バラけるのは悪い案じゃねえよ。その分敵てきも戦力を割さくことになる。真とタクミと絆はここに置いとくしかないとして──。

ミユキ：私たちがふたりずつに分かれる、というのはありですね。

九鬼：そうだねえ。ひとりずつ散って、今度は個こ別べつ撃げき破はされても困る。




　絆をジャーム化させんがため、攻せめ込こんでくるであろう永石竜馬のクラン、エグジスタンス・オーギュメント。どうやって対たい処しよすべきかを考えている時、朱香が立ち上がって叫さけぶ。

「だったら、逆ぎやくにあたしたちが出てっちゃえばいいんだよ！」




朱香：あたしたちが出てって、京都の街中ぶらぶらして、三〇時間逃にげ回まわるの。

ミユキ：……囮おとりになるってこと？

朱香：そう！　そうしたら、この基地のリスクは下がるでしょ？　言っておくけど、あたしはひとりでも出るよ。絆やタクミくん、真くんを守りたいもん。

ミユキ：ひとりじゃないわよ、朱香ちゃん。

九鬼：やれやれ、あんまりバラけても意味ないよ。ま、最低四人だねえ。なあ晃士朗？

晃士朗：……はん、結局またこの四人か。

九鬼：終わってなかったんだから、仕方ないだろ？

ミユキ：チーム再さい結けつ成せい、ですね。

晃士朗：……仕方ねえな。俺だって『至高天』に願いを叶かなえてもらったひとりだ。そのあとに自分がヤバいからってほっぽって逃にげ出だすのは、仁じん義ぎに反するって奴やつだろ。

朱香：……リーダー、そんなふうに考えてくれてたんだ。

晃士朗：……あん？

朱香：あたしたちは、それぞれ『至高天』に願って、願いを叶えてもらったよ。だから、絆は大事だけど──それだけじゃなくて。なんていうか、願いを叶えてもらった責せき任にんみたいなものがあると思うの。

晃士朗：……ふむ。

朱香：でもリーダーはそうじゃないから。全部自分で解決しちゃったし、ほら、なんていうかいつも俺は関係ないんだーみたいにしてたから。なんか、意外。

ミユキ：リーダーはそういうところ、人に見せませんからね。

晃士朗：はん、見せる必要なんざねえだろ。




「だが──力があろうがなかろうが、俺にとって『至高天』は必要だった。あれがなきゃ、復ふく讐しゆうなんざ果たせなかっただろうからな」




朱香：……そっか。ふふ、うちの娘むすめは幸せだね。みんなに感謝されてるよ。

ミユキ：きっとママに似にたのね。

朱香：もー、ミユキちゃんたら！（笑）

九鬼：さて、そんじゃあ話も決まったし、早速出るかねえ。

晃士朗：そうだな。チンタラしててここに攻せめ込こまれちゃ元も子もねえ。

朱香：じゃあ、行こう、みんな。……真くん、京香さん、絆をお願いね。

ミユキ：私からも、タクミをお願いします。

ＧＭ：真と都築京香が、同時にこくりと頷うなずきます。

晃士朗：じゃあ、行くぜ。




「出しゆつ撃げきだ。三ヶ月ぶりのな」

　再結成されたケルベロス。晃士朗の檄げきを受け、三人は力強く頷うなずいた。







◆Middle08◆殺さつ戮りくの宴うたげ

Scene Player ── 闇条晃士朗




　囮になるという決意を込こめ、京都の街に出たケルベロスの四人。

　──殺気だけで痛いたみを感じる錯さつ覚かくすら覚えるほど、彼らの周囲は死で満ちていた。




ＧＭ：それでは次のシーンです。あなた方は京都に出た瞬間から、とんでもない量の殺気に晒さらされることになります。これから、三〇時間の耐たい久きゆう戦が始まる。

晃士朗：そう考えると結けつ構こう大変だな……。

九鬼：三〇時間はかなりの重労働。っていうか重労働なんてレベルじゃない（笑）。

ミユキ：……たぶん真くんはこの手しゆ段だんでボロボロにされたんだね。

朱香：そっか。人じん海かい戦せん術じゆつでとにかく弱らされるんだ……（笑）。

ＧＭ：──というところで、早速攻撃が始まります。




　四人の周囲を銃じゆう弾だんが飛び交い始めた。

　京都の街に人気は無く、エグジスタンス・オーギュメントによって言げん論ろん統とう制せいと情じよう報ほう規き制せいが行われ、今の京都は完全に戦場──否いや、ケルベロスを仕し留とめるための狩かり場ばだ。




九鬼：ひぃぃぃ、連中本気すぎるよ！

晃士朗：はん、半日も経たたねえで見み慣なれた街がこのザマか。

朱香：あたしはヴェイパーウォールによる蒸じよう気きの翼つばさで銃弾を防ふせいでる。

ミユキ：朱香ちゃんと背せ中なか合あわせになってる感じですかね。

ＧＭ：では──そんな中を、人と岩の中間のような何かがのっしのっしと横切る。

一同：!?




　ベータレネゲイドの侵蝕──鉱こう物ぶつへの変へん質しつも街全体の三割わり程度にまで及およんでいた。

　コンクリートの建物などは関係ないものの、木もく造ぞうの家や公園の木々、街行く人や犬いぬ猫ねこのたぐいは一部、あるいは全部が鉱物になっている。

　まだ影えい響きようを受けていない人々──オーヴァードや、レネゲイドに感かん染せんしていながら未み覚かく醒せいのキャリアたちは家の中に引きこもり、恐きよう怖ふに震ふるえている。




晃士朗：想そう像ぞう以上に進行は速えな。

朱香：……がんばろうね、みんな。

ミユキ：ええ。

九鬼：あいよ。

ＧＭ：……では、都築京香の情報収しゆう集しゆうが終わるまでの三〇時間、あなた方が生いき延のびられるかどうかを判はん定ていする方法を以下に記します。




１：メインプロセスを一回行い、35以上の達成値ちかつ、45点以上のダメージを出す

２：メインプロセスを一回行い、60点以上のダメージを出す

３：〈交こう渉しよう〉ないし〈調達〉で難なん易い度ど30の判定を行い、成功する

４：ダイス８個こ、技ぎ能のうレベル10、攻こう撃げき力りよく＋15、クリティカル値７の攻撃のリアクションを行う。１点でもダメージを受けた場合は失敗とする。




ＧＭ：上記１～４のうちどれかひとつを選んで判定してください。複ふく数すうのＰＣが同じ判定を選んでも構いません。

朱香：判定に失敗したらどうなるの？

ＧＭ：死し亡ぼうします。




　断だん言げんするＧＭに、一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くする一同。それは、このルールの苛か烈れつさを示しめしていた。




九鬼：……死亡？　ＨＰ０じゃなくて？

ＧＭ：死亡です。タイタスで復ふつ活かつもできません。

晃士朗：……なるほど、シンプルだ。殺意高い集しゆう団だんだな！

ミユキ：命が軽いなー……（笑）。

朱香：つまり、ミスしたらそれだけ絆がジャームに近づくんだね……。

九鬼：よし。んじゃ、トップバッターはおじさんが行くよ。１番で判定だ。




　状じよう況きよう開始──。

　襲おそい来る〝奪還者〟永石竜馬からの刺し客かくに対し、最初に動きを見せたのは九鬼だ。アームブレイドとパイルバンカーをコートの下から展てん開かいするアームで保ほ持じし、超ちよう接せつ近きん戦せんでひとりずつ確実に葬ほうむっていくスタイルだ。

　ゴーストタウンになりつつある京都を駆かけ抜ぬけ、永石竜馬配下のクランメンバーを屠ほふる。




九鬼：侵蝕率が足りないから《ポルターガイスト》が使えないねえ……。ま、とにかく組み合わせは最さい大だい限げん組み合わせて攻撃だ。まず達成値は──おおお、大分クリティカルしたぞ！

晃士朗：これは楽勝ムードだな。

九鬼：……達成値53、ダメージは──58！　あぶねー!!（笑）

ミユキ：２番だったら大変なことになってました（笑）。

ＧＭ：成功ですね。彼らは九鬼の攻撃で蹴け散ちらされていきますが、誰がやられようが、誰が殺されようが、表ひよう情じようひとつ変えずに一いつ糸し乱みだれぬ動きを貫つらぬいています。

ミユキ：まるでロボットみたい。

九鬼：操あやつられてやがんのか。

ＧＭ：そういうふうにも見えません。完全に意い志し力で感かん情じようを殺している。

九鬼：はいはい。一番厄やつ介かいなタイプだなー。

朱香：よし！　じゃあ次はこの勢いきおいに乗ってあたしが！




「待ってて絆……！　無事に帰って、オムライスつくったげるからね！」

　九鬼に続き、朱香が前線へと飛び出す。母が遺のこしていたものを九鬼がレストアしたという武ぶ具ぐ、いかなる攻撃も噴ふん出しゆつする蒸気の翼で食い止める盾たてを背せ負おい、剣林弾雨に身を晒さらす。

　その姿すがたは、最愛の愛まな娘むすめを守る母の姿、そのものだ。



















ＧＭ：それでは、こちらでまず達成値を出します。……42です。

ミユキ：これって「リアクションを行う」だから、ドッジでもいいんですね。

晃士朗：ドッジは成功したらダメージ０だな。そりゃ。

朱香：できないよ！（笑）　《氷ひよう盾じゆん》＋《イージスの盾》でガード！

ＧＭ：では、ダメージを算出します。……装そう甲こう無む視し、42点！

朱香：ふっふっふ、44点軽けい減げん。《氷雪の守しゆ護ご》使うまでもないよ！




　クランメンバーが朱香の周りに殺さつ到とうする。だが、その中の誰だれひとりとして、炎ほのおと蒸気の翼に守られる少女に傷ひとつ負わせることができなかった。




ＧＭ：戦っている中で気づきますが、彼らはこれまで相手にしたＦＨやＵＧＮのエージェントとは、錬度も殺意もまったく違います。なにせ一いち撃げきかすったら死ぬ。

朱香：こわ[image: ][image: ][image: ]い。

ミユキ：リエゾンロード直ちよく属ぞくは伊達だてじゃないのね……。

ＧＭ：なお、これでミユキと晃士朗が失敗しても絆のジャーム化自体は食い止められます。ただし、このイベントでどれだけ失敗するかでクライマックスの敵の数が変わります。

晃士朗：なるほどな。ミユキ、本ほん腰ごし入れて行け。

ミユキ：はい。それに、使わせないに越こしたことはありませんからね。このまま行きます！




「折角タクミとの暮くらしを手に入れたのに──こんな所でふいにできないのよ！」

　ミユキが氷の剣を携たずさえ、朱香に殺到するクランメンバーを次々と斬り払はらっていく。

　それは、まるで舞まい散ちる蒸気の羽の下から現あらわれる、氷の天使だ。




ミユキ：２番を選んで、《終末の炎》と、メジャーは全部組み合わせて攻撃。達成値が……。

朱香：ちょっとちょっと、ダイスが７以上を連発してますわよ（笑）。

晃士朗：（素すになって）合あい鴨がもさんはこれが怖こわい……（笑）。

ミユキ：……達成値は95です。10Ｄ振れるので──ダメージは、[image: ]点！




　舞まうように優ゆう雅がな動きで剣を振ふるい、周囲の敵をなぎ払はらう。傷きず口ぐちを凍こおりつかせながら、幾いく人ものクランメンバーが声ひとつ上げずに倒たおれ伏していく。




晃士朗：本当にロボットみたいだな……（笑）。

朱香：ミユキちゃんかっこいいよ！

ミユキ：絆ちゃんは、私にとっても大事だもの。

ＧＭ：では、最後に晃士朗です。

晃士朗：ふむ。……３番なんだが、Ｄロイスの〝工作員〟は使えないか？　俺たちの居い場ば所しよを隠かくしつつ、一定時間ごとにセーフハウスからセーフハウスに移動して休息をとる。

ＧＭ：……なるほど、許きよ可かしましょう。その代わり、こちらが見み破やぶる判定をして、見み破やぶられれば判定に失敗したものとして扱あつかいます。

晃士朗：上等だ。なら、〝工作員〟を使用する。




　三〇時間真っ正直に戦うつもりは晃士朗にはない。時には忽こつ然ぜんと姿を消し、時には倒した敵から影かげ武む者しやを立て、様々な手練手管で現げん在ざい地ちを隠いん蔽ぺい──その間、仲間に休息をとらせる。




ＧＭ：竜馬の【精せい神しん】で判定。……残念、22です。見み破やぶれなかった！　情報の混こん乱らんがおき、思おも惑わく通りの戦局を展開できます。

晃士朗：ま、こういう戦い方もあるっつうこった。




　やがて、約束の時間の一七分前に四人に都築京香から連れん絡らくが入る。

　──お待たせしました。調ちよう査さと解かい析せきは完かん了りようしています。

　その言葉を聞いた瞬間、三〇時間に及およぶ死し闘とうはようやく終わりを迎むかえた。







◆Middle09◆カウンター・アタック

Scene Player ── 青峰ミユキ




　クラン「エグジスタンス・オーギュメント」の猛もう攻こうを三〇時間凌しのぎきり、四人はゼノス基地で待つ都築京香のもとへと帰き還かんする。

　──〝奪還者〟永石竜馬に反はん撃げきを行うために。




ＧＭ：では次のシーン。恐らくこれがクライマックス手前のシーンでしょう。

ミユキ：ちょっと疲つかれた表情で戻ってきます。

朱香：ミユキちゃんと肩かたを寄よせ合あったりして。

ＧＭ：「ご苦労様です。こちらも被害はゼロに抑おさえました」

晃士朗：……こっちにも敵が来てたのか。

九鬼：……セシリアを呼よばなくて正せい解かいだったねえ。

朱香：っ……！　絆！　絆は無事なの!?

ＧＭ：「永石絆と青峰タクミには傷ひとつありません」

ミユキ＆朱香：（ほっとした顔になる）




　ゼノス基地では、大おお掛がかりな戦闘の痕こん跡せきがあった。エグジスタンス・オーギュメントのエージェントはこの基地周辺にも殺到し、ゼノスのメンバー、真、百々菊、そして都築京香自身も戦闘に参加していたのである。




ＧＭ：「敵戦力をあなた方が引き付けてくれていたおかげで随ずい分ぶんと楽でした」

晃士朗：はん、こっちからそういう仕事を引き受けたんだ。それより、あんたはあんたの仕事の結果を教えてくれ。

ＧＭ：「わかりました。では、こちらへ」と、都築京香は資し料りよう室しつのようなところへあなた方を促うながします。




　解析した資し料りようを並ならべながら、都築京香は〝奪還者〟永石竜馬について説明する。

　まず、彼が何らかの手段を使って絆に干渉し、ベータレネゲイドを拡散させていることは明確である。問題は、それを行わせている方法だ。




ＧＭ：「……なんだと思います？」

ミユキ：わかりません。見当もつかない……。

朱香：（ふるふると首を振ふる）

晃士朗：…………まさか、あいつもベータレネゲイドを出してるとか言うなよ？

ＧＭ：「正解です」

一同：（どよめく）

晃士朗：適てき当とうに言ったら当たってしまった……（笑）。

ＧＭ：「〝奪還者〟のベータレネゲイドによる干渉は、永石絆の能力を促進しているのでしょう。急激な成長、それに伴う《ベータワーディング》の効果範囲拡大もその影響です」

朱香：あいつが絆を苦しめてるのね……。

九鬼：しかし、とすると真にとどめを刺そうとしてたときに使ってたエフェクトはなんだろうねえ。サラマンダーっぽかったけど、っぽいだけで別物？

晃士朗：実じつ際さいに俺たちが使われたわけじゃないからな。

ＧＭ：「ですが、これはある意味では吉きつ報ぽうと言えます。彼、〝奪還者〟が永石絆に影響を及およぼせる距きよ離りは限られています。大きく見積もって、二キロメートル圏けん内ないでしょう」

ミユキ：随分近いですね……。

晃士朗：なるほど、逆か。真を京都に近づけようとしてたんじゃねえ、自分が京都から離はなれられねえから、真を引ひっ張ぱってきたわけだ。

九鬼：そうじゃないと絆に干渉できない……か。

朱香：だとすると、あの人──竜馬がいる場所って断だん定ていできますか？

ＧＭ：「永石絆を中心に、二キロの同心円の中にいます。どこかに留まるわけではなく、ランダムに場所を替えているようですが」

晃士朗：絆から離れられないなら、逆に絆を離はなせば追ってくるんじゃねえのか？

朱香：……それだ！

ミユキ：あ、そうか。リーダーさえてますね。

ＧＭ：「……具体的にどのような方法を？」

晃士朗：（少し考えて）……高速をあらかじめ封ふう鎖さしておいて、トラックか何かのコンテナに絆と医療スタッフ、そして俺らを乗せる。そのままスピードを出して突つっ走ぱしれば、二キロなんぞすぐだろう」

朱香：……要するに、また囮になるんだね？（笑）

ミユキ：なるほど（笑）。

晃士朗：ま、しかしこれで俺らの餌えさ役もお役御ご免めんだ。ただ、この作戦は絆の協力が不ふ可か欠けつになる。お前はそれで構かまわねえのか、朱香。

朱香：あたしは……大だい丈じよう夫ぶ。でも、絆に話はさせて。

ミユキ：そうだね。絆ちゃんと話はしておきたい。

ＧＭ：では、シーンは変えずにそのまま絆のベッドに移動しましょう。




〝奪還者〟永石竜馬をおびき寄よせる作戦のため、朱香とミユキは、いわばその餌として使うべく、絆の休む病室を訪おとずれる。




朱香：絆、ただいま。

ミユキ：こんにちは、絆ちゃん。

ＧＭ：「まま……それに、みゆきおねえちゃん……おかえりなさい」

朱香：いい子にしてた？　って言ってハグしよう。ちょっとなら《ワーディング》してもいいかな……？

ＧＭ：まあ、短時間なら何も言われないでしょう。

朱香：じゃあそうする。絆が楽になるなら。

ＧＭ：「あ……ままにだっこされたら、きじゅな、いたいの、とんでったよ」

ミユキ：健気だなあ……。

朱香：そっか、よかった。……ねえ、おなかすいてる？

ＧＭ：「……うん。ままのおむらいす、たべたい」

朱香：……ごめんね、絆。そう言って、ポーチから飴あめでも出してあげよう。これでもう少し我が慢まんしてね？　終わったら、絶ぜつ対たいオムライスつくったげる。

ＧＭ：「はむ……」と、飴あめ玉だまを口に入れて微笑ほほえみます。「うん。きじゅな、いいこでまってるよ。おむらいす、ままと、みゆきおねえちゃんと、真くんままと、りーだとたべる」

ミユキ：私もいいの？

ＧＭ：「うん！　らって、ままのおともだちだもん！」

ミユキ：ありがとう、絆ちゃん……。ふふ、そういうところ、朱香ちゃんにそっくりね。

朱香：えへへ……。ね、絆。ママね、またお仕事に行くの。それで──最後に絆にも少し手伝ってもらいたいの。

ＧＭ：「うん。ままのおしごと、きじゅなもてつだうよ」一いつ緒しよに行けるのが嬉うれしいのでしょう、とても朗ほがらかに笑います。

朱香：はうっ……！　ああああん、連れていきたくないよう。いやでも連れていかなきゃいけないんだよね……。

ミユキ：……朱香ちゃん。みんなで解決しましょう。ふたりだけじゃない、みんないるわ。

朱香：……そうだね。あたしと絆だけの問題じゃないもんね。

ミユキ：ええ。リーダーも九鬼さんもいる。

朱香：うん！　あたしが盾なのは変わらないしね！　よーし、みんなを守るぞ～！




「いい、絆。お仕事って言ったけど、これはね、大好きなみんなを守るためなんだよ」

「うん。きじゅな、ままもみゆきおねえちゃんも、真くんままも、りーだも、くきしゃも、ぴっちゃも、すき！」

　ぎゅっと朱香が絆を抱だきしめる。

　この子をこれ以上苦しめないためにも、必ず勝たなければいけない──。




朱香：……じゃあ行こう、ミユキちゃん。

ミユキ：ええ。

晃士朗：……準じゆん備びできたみてえだな。行くぜ。

九鬼：俺はテセウスのコードを車に繫つないで、自動運転する気満々（笑）。




　医療班に付つき添そわせ、ストレッチャーに乗せた絆をコンテナの中に運はこび込こむ。

　運転席の九鬼以外──ミユキ、朱香、晃士朗もコンテナの中だ。

　全員が乗のり込こむと、車は一路、あらかじめ封鎖した高速道路へ急ぐ──！










　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆時速一〇〇キロの戦い

Scene Player ── 青峰ミユキ




　永石竜馬ながいし・りようまの力が絆きずなに及およぶ範はん囲い──二キロメートル圏けん内ないを出るべく、絆を乗せたトラックは高速道路を飛ばしていた。コンテナには、絆を乗せたストレッチャーと彼かの女じよを看みるドクター、それを護まもるゼノスの構こう成せい員いん数名、そしてケルベロスの四人が乗っている。




ＧＭ：では、クライマックスに移りましょう。あなた方が高速道路を封ふう鎖さし、手配したトラックを飛ばしていると、やがて一台のトラックが追い上げてきます。

ミユキ：……来たわね。

朱香：うん……。

九鬼：ああ、乗ってくれたな。というか、それ以外に向こうも方法はないんだろうねえ。

晃士朗：俺おれはコンテナの上に行く。追いかけてくる車が視し界かいに入ったら、とにかく黒風を放って迎げい撃げきしてやる。

ＧＭ：わかりました。晃士朗の攻こう撃げきは、向こうに届とどく前に何らかの力で防ふせがれます。見れば、あちらもコンテナの上に三人の人ひと影かげが。

晃士朗：向こうもコンテナの上にいるのか！　……走るトラックの上での戦いだな！（笑）

九鬼：嬉うれしそうだなあ、矢野くん。

晃士朗：こういう変わったシチュエーションは大だい歓かん迎げいだ（笑）。

ミユキ：朱香ちゃん、九鬼さん、私わたしたちも行きましょう。

朱香：うんっ！

九鬼：……だねえ。

ＧＭ：トラックが追い上げてくるにつれて、人影が明らかになります。背せの高い壮そう年ねんの男と、それを守るように立つ少年がふたり。その片かた方ほうが晃士朗の攻撃を防ふせいでいます。

晃士朗：追いつかれるのは時間の問題か──。とすれば、そろそろ仕し掛かけ時だな。

九鬼：ああ。全員しっかりつかまってろよ！　そう言ってテセウスに命じてブレーキをかけさせ、一気に後方の車と並へい走そうする！

ミユキ：頑がん張ばって踏ふん張ばります！（笑）

朱香：あたしも振ふり落おとされないように踏ふん張ばる。

晃士朗：俺は慣かん性せいを操そう作さできるバロール能のう力りよく者しやなので、平然と立ってる。

ＧＭ：では──あなた方は、追いかけてきたトラックの上にいる三人を確かく認にんします。




　二台のトラックが、幅はば一メートルほどの距きよ離りで並ならぶ。追い上げてきたコンテナの上でもっとも目立つのは、銀ぎん髪ぱつをたなびかせた長身の男。

　──〝奪だつ還かん者〟永石竜馬。

　そしてその傍かたわらには、オーヴァードと思しきふたりの少年が控ひかえる。彼かれらは同じような顔立ちをしており、ふたりとも──どこか、朱香に似にていた。




朱香：あ、あたし？

ミユキ：ああああ……。

九鬼：戦いにくいねえ……。手て加か減げんする余よ裕ゆうはないけどさ。

ＧＭ：ちなみにひとりは長大な刀を携たずさえ、ひとりはガードシールドを構かまえています。

晃士朗：はん、わかりやすい役やく割わり分ぶん担たんだ。

ＧＭ：「意外と大だい胆たんな方法を取る」竜馬は抑よく揚ようの無い声でそう呟つぶやくと、ループタイを結びなおします。

晃士朗：はん、こっちにゃ信用できねえ協力者がいるんでな。

ＧＭ：「プランナーか。理り解かい」

晃士朗：こっちもさっさと片をつけてえのさ。

ＧＭ：「同感だ」

九鬼：……んで、そのガキどもはなんだい？　朱香の兄弟、とか言わないよねえ。

朱香：それはあたしも気になる……。

ＧＭ：「彼らは私の生み出したものだが、朱香のような人間ではない。〝プルガトーリオ〟と同種の存そん在ざいだ」

ミユキ：なんですって？

晃士朗：……プルガトーリオと同種？　お前が生み出した、だと？

九鬼：ってことは、プルガトーリオはお前が……。

ＧＭ：「この二体は〝インフェルノ〟、〝パラディーゾ〟と名づけている」刀を持っているのがインフェルノ、盾たてを持っているのがパラディーゾです。

九鬼：地じ獄ごくと天国か。わかりやすいねえ。

ミユキ：蔵人くろうどさんの後ろに、この人がいたのね……。

朱香：（声を震ふるわせて）お母さんも、絆も、あたしも、全部あんたのせいで無茶苦茶にされたんじゃない！　……絶ぜつ対たい、好きにさせない！　絆はあたしが守る！

九鬼：……碌ろくでもないねえ。あのジジイも、こいつも。

朱香：もうやだよう～。あのおじいちゃんと同じはイヤだから永石絆って名前にしたのに、永石も大門寺もどっちも最悪じゃん！（泣笑）

ミユキ：美み奈な子こさんの男だん性せい運の悪さは一体……（笑）。

九鬼：というか、ジジイが自分の娘むすめをこいつに提てい供きようしたって考えるのが妥だ当とうじゃないかい。

晃士朗：ジジイは力が欲ほしかったみたいだからな。

ミユキ：むしろ、なんでこの人が美奈子さんと結けつ婚こんして子どもまで作ったのかが不思議です。

朱香：そうだよ！　なんでお母さんを選んで、あたしを産ませたの!?

ＧＭ：「言えない」と、相変わらず抑揚の無い声で答えます。

九鬼：まだ言えないのか……！

ミユキ：……そういえば、朱香ちゃんが父親について覚えてるのって、失望したような顔なのよね。壊こわれた玩具おもちやを見るような……。

朱香：うん……。

ミユキ：それってつまり、何か実験みたいなことをしてたんじゃ……。

晃士朗：……朱香が普ふ通つうの人間だったからがっかりした、ってところか。

九鬼：適てき格かく者しやではあるけどねえ。中ちゆう途と半はん端ぱだったってところか……。

ＧＭ：今も、竜馬の表ひよう情じようや視し線せんは特に変わりません。朱香だろうとミユキだろうと、他の誰だれを見るときも、道みち端ばたの石を見るような無む機き質しつな表情です。




　知らず、四人は戦せん慄りつしていた。この永石竜馬という男からは、まったく人間味を感じない。ぴくりとも変化しない表情、異い質しつな主しゆ張ちよう、異質な言動──。

　言いようの無い恐きよう怖ふ感と不ふ快かい感かんにレネゲイドがざわめく。




ＧＭ：では、彼のよくわからない精せい神しん構こう造ぞうや、人間味を感じない言動・主張に、あなた方は言い知れない恐怖を感じます。──ということで、衝しよう動どう判はん定ていをどうぞ！

ミユキ：成功です。うう、凄すごく不気味……。

朱香：……あたしも成功。こんな人がお父さんだなんて認みとめたくないよう。

九鬼：同どう情じようするよ、ホントに。成功……はしたが、侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％になっちまった！

晃士朗：はん、何考えてるのかもよくわからんが、俺は妙みような鉱こう物ぶつになるつもりなんざねえんだよ。衝動判定は成功だ。

ＧＭ：では、戦せん闘とうに入ります──が、今回は高速で走る車の上ということで、移い動どうできる範囲が限げん定ていされます。

九鬼：それはむしろありがたい！　是ぜ非ひそうしてもらいたい！

晃士朗：まったくだ。俺たちの弱点のひとつに「逃にげ回まわりながら遠えん距きよ離りから攻撃される」ってのがあるからな（笑）。

ＧＭ：巨きよ大だいなトラック二台が併へい走そうしている状じよう態たいでの戦闘、という感じですね。車間も含ふくめて差さし渡わたし５ｍ、縦たてに10ｍということにしておきましょう。その範はん囲い外がいには移動できません。彼ひ我がの距離は２ｍで固定ということで。




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、セットアップです。こちらの行動値ちは竜馬が40、インフェルノが25、パラディーゾが14。

晃士朗：随ずい分ぶん速いな。《赤方偏移世界》を九鬼に使って先手を取ってもらうか。

九鬼：竜馬はかなり速いのを覚かく悟ごしてたが、取とり巻まきもそこまで速いとはねえ。

ＧＭ：では、まず竜馬とパラディーゾが《ヴァイタルアップ》、インフェルノは何もなし。

晃士朗：次は俺だな。九鬼に《赤方偏移世界》を使う。これで行動値に＋６だ。

九鬼：《加速装そう置ち》だ。これで行動値は29になって、インフェルノよりは速いぜ。

朱香：あたしは《氷の城じよう砦さい》！

ＧＭ：では行動値40の竜馬が行動しますが、その前にイニシアチブプロセスで《ブリッツクリーク》を使用。即そく座ざにインフェルノを行動させます。

晃士朗：くっ、《時間凍とう結けつ》でも間に合わないか……。

朱香：そうなの？

九鬼：タイミングが同じイニシアチブだからねえ。行動値が高いほうを先に処しよ理りするんだよ。

ＧＭ：そういうことです。では、インフェルノの行動。マイナーは何もなし、メジャーは《一いつ閃せん》＋《マシラのごとく》＋《獅し子し奮ふん迅じん》その他を組み合わせて全員を斬り裂さく！

晃士朗：そんなもん喰くらってたまるか……！《時の棺》で防ふせぐ！

ＧＭ：では攻撃は防がれますが、《一閃》の効こう果かでインフェルノはあなた方にエンゲージ。

晃士朗：なら、ここで《時間凍結》だ。時間を止めてインフェルノの攻撃を防いで、そのまま攻撃に転じる。《斥せき力りよく跳ちよう躍やく》でエンゲージを離はなれて、いつもの組み合わせで攻撃！




　竜馬が指先で指し示じした瞬しゆん間かん、刀を構かまえた少年、インフェルノが目にも留とどまらぬ速さで連続攻撃を仕し掛かける。必中必殺の高速乱らん撃げきが、四人を捉とらえたかと思われた。だが──。

「それでも、遅おそい」

　晃士朗はインフェルノの周囲の時間を止め、その攻撃を防ぐ。そのまま、彼は停止した時の中で黒風を展てん開かい、反はん撃げきへと転じた。




晃士朗：《マインドエンハンス》も組み合わせる。……よし、達成値47！

ＧＭ：インフェルノはエフェクトなしでガード。パラディーゾはガードシールドの効果と《炎えん陣じん》＋《氷盾》で竜馬をカバーリング！

晃士朗：倍ダメージで砕くだけ散ちりやがれ！　……ダメージは50点！　《魔ま王おうの腕うで》も組み合わせてるので、硬こう直ちよくも入るぜ。

ＧＭ：インフェルノは９点止めて41ダメージ。パラディーゾは46点止めて、４点が倍になって８点のダメージ。

ミユキ：46点!?

晃士朗：……かなり硬かたいな。

九鬼：これは俺が踏ん張るしかないねえ。イニシアチブで《フルインストール》を使うよ。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、ようやく行動値40で竜馬の攻撃。

朱香：そっか、まだ誰も行動済ずみになってなかった……！（笑）

ＧＭ：マイナーは《氷の加か護ご》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《白熱》。腕を変化させながら、「……こんな力しか使えない」と彼は淡たん々たんと、しかしどこか寂さびしげに呟く。

ミユキ：こんな……？　まだ全力じゃないとでも言うの？

朱香：ほんとはもっと力があるんだぞ、ってこと？

晃士朗：そういうことだろうな。そのために絆が必要ってところか。

九鬼：勘かん弁べんして欲ほしいねえ……。

ＧＭ：メジャーは《氷の塔とう》＋《焦しよう熱ねつの弾だん丸がん》＋《プラズマカノン》＋《結合粉ふん砕さい》！

晃士朗：《破壊の爪》使ったのに〈ＲＣ〉攻撃かよ！（笑）

ＧＭ：で、判定の直前にアイテム「真理の花」を使用。〈ＲＣ〉による攻撃のダメージにプラス10し、ガードされた場合は使用した武ぶ器きのガード値をそのシーン中マイナス10！

朱香：あたしのヴェイパーウォールがー！

ミユキ：なんていやらしい攻撃を……！

ＧＭ：達成値は65。変へん異いさせた腕から巨大な超ちよう高こう温おんの光球を放つ！

朱香：どうしよう……。あと何回攻撃が来るかなんだよね。

晃士朗：ガード値が10下がるのは痛いたいが、初撃を凌しのぐのは意味があるだろう。よほど無茶な攻こう撃げき力りよくじゃない限かぎり、今の朱香なら耐たえられるはずだ。

朱香：じゃあ組み合わせられるエフェクトは全部組み合わせてミユキちゃんをかばう！

ＧＭ：ダメージは……かなり低い。93点、装そう甲こうは有ゆう効こう。

朱香：《氷雪の守しゆ護ご》を使って……34点喰くらいますっ！

九鬼：で、俺は当然ＨＰが０になるわけだが──《ラストアクション》を宣せん言げん！




　竜馬の放った光球に包まれながら、朱香はミユキを守りきって仁に王おう立ちとなる。だが、耐たい久きゆう力りよくに劣おとる九鬼は一気に危き険けん領りよう域いきまでダメージを受けていた。

　九鬼の生命力の低下を検けん知ちし、超ＡＩテセウスが緊きん急きゆうプログラムを起動、強きよう制せい的てきにその全身体能のう力りよくを賦ふ活かつさせる──。




九鬼：テセウス、特殊段階限定解除エクストラリミテツドリリース！　マイナーで《ポルターガイスト》を宣言、レールガンを指定だ！

晃士朗：いつもなら温おん存ぞんされる切り札がどんどん先に切らされていくな……！

九鬼：両手に構えたアームブレードの横に、コートから更さらにアームがポップアップし、パイルバンカーとレールガンを構かまえる。《バリアクラッカー》含めて全部組み合わせ、目の前のインフェルノを攻撃！　……達成値は45！

ＧＭ：《残ざん像ぞう》＋《リフレックス：ハヌマーン》で回かい避ひ！

九鬼：ええええええ、回避キャラ!?　さっきガードしてたのに!?

晃士朗：し、渋しぶいエフェクトを……。

ＧＭ：ガード不ふ可かですし、耐たえられそうにありませんからね。……惜おしい、達成値41。

朱香：怖こわいよー、やめてよーう（笑）。

九鬼：ダメージは84点！　ナイフで切きり裂さき、パイルバンカーを叩たたき込こみ、最後にレールガンを零ぜろ距離からぶち込こむぜ。

ＧＭ：それはひとたまりもない……。インフェルノは倒たおれます。

九鬼：で、戦闘不ふ能のうになる前に竜馬のロイスをタイタスにして即そく昇しよう華か、起き上がる。行動値順から行くと、次はそのまま俺の行動だぜ。

ミユキ：九鬼さん、大だい丈じよう夫ぶなんですか!?

九鬼：まだなんとでもなる！　マイナーで移動して、そのまま竜馬に殴なぐりかかるぜ。組み合わせはさっきと同じ、達成値は38！

ＧＭ：パラディーゾがカバーリングを行います。《エネルギーシールド》を組み合わせるので、《バリアクラッカー》による攻撃でもガード可か能のう！　熱エネルギーの盾を展開して九鬼の攻撃を受け止め、その熱波でダメージを与あたえる！

九鬼：構かまうかよ……！　ダメージは82点、ガード値を10点無む視しだ！

ＧＭ：く、ガード値を引いて51点、《氷雪の守護》で……低い、13点止めて38点ダメージ受けます。で、こちらの《蒼あおき悪あく魔ま》のダメージは30点！

晃士朗：さっき朱香に使わず取っておいて正せい解かいだったな。《波は紋もんの方ほう陣じん》でダメージを防ぐ……おおお、出目が走った！　43点防ぐ！

九鬼：おお、助かるぜ晃士朗！　しかしこれで侵蝕率は[image: ]まで上がっちまったぜ。

ミユキ：それにしても、さっきのインフェルノといい、このパラディーゾといい……。

朱香：あたしたち……みたいだね。

晃士朗：まったくだ。敵てきに回すとこんなにやりにくいとはな。

ＧＭ：では、そこで愚ぐ痴ちる晃士朗の行動です。

晃士朗：俺じゃパラディーゾのガードは抜ぬけん、待機だ。

ＧＭ：了解です。では、パラディーゾの行動。彼はＤロイス〝複ふく製せい体〟で取得した《癒いやしの水》を使用。……22点回かい復ふく。

ミユキ：……全力で行くべき、かな。

九鬼：ああ、とにかくこの盾役をぶっ飛ばさないとねえ。ま、《氷雪の守護》も《蒼き悪魔》も１ラウンド１回だ。……こじあけたぜ、ミユキ！

ミユキ：はい！《終末の炎》＋《氷の加護》＋《氷炎の剣けん》＋《地獄の氷炎》＋《氷の回かい廊ろう》で、移動と武器の作製とダメージ増ぞう強きようを一気にやります。ＨＰは25点消費！




　九鬼の一いち撃げきを受け、わずかにパラディーゾの体たい勢せいが崩くずれる。そして、その瞬間を見み逃のがすミユキではなかった。

　凍こおりつかせた地面から長ちよう剣けんを引ひき抜ぬき、一足飛びに踏ふみ込こんで地摺すりの斬きり上げを放つ！




ミユキ：《炎の刃は》をはじめ、全部組み合わせて永石竜馬を攻撃します。……達成値、77！

朱香：すごーい！

晃士朗：ここぞって時の合あい鴨がもさんのダイス目はすごいな……。

ＧＭ：くっ……、《炎陣》＋《氷盾》でガード！

ミユキ：ダメージは87点、装甲無視！

ＧＭ：46点抜ぬけますが、まだ倒たおれません。……では、朱香の行動です。

朱香：マイナーで移動してミユキちゃんと同じエンゲージに。メジャーは《鋼はがねの肉体》で16点回復。出目が低いよう～。

晃士朗：で、待機してた俺の行動か。……カバーさせて倍になる、って考えればまだマシか。いつもの組み合わせで攻撃……おお、出目は悪くない。達成値50！

ＧＭ：パラディーゾは変わらず《炎陣》と《氷盾》でカバーリングを行います。

晃士朗：……ダメージ69点。これはさすがに効きいただろう。

ＧＭ：41点引いて28……が、倍になって56点。累るい積せきダメージは[image: ]点。




　鉄てつ壁ぺきの防ぼう衛えい能力を持つパラディーゾ。九鬼、ミユキの斬ざん撃げきを立て続けに身を以って防ふせぎ、今また晃士朗の放つ黒い風に身を晒さらし、その衝しよう撃げきをまともに受ける。

　──一拍ぱく置いて、その身体はぐらりと傾かしいだ。




ＧＭ：「損そん傷しよう率大。活動続行は不ふ可か能のう」……ＨＰは[image: ]点なので、それで倒たおれます！

晃士朗：はん、しつこい野や郎ろうだったぜ……！

九鬼：ふたり揃そろうとプルガトーリオより強い、って印象だねえ……。部下でこれとは、洒落しやれになってないねえ。

ミユキ：つ、よい……。

朱香：インフェルノもパラディーゾも、お母さんの複製体……みたいなものなのかな。そりゃ、強いよね……。

ＧＭ：「ふむ、二体とも沈ちん黙もくしたか」と、竜馬は特に気にした様子もなく、倒たおれたふたりに視線さえ向けません。そして──彼は未だ無む傷きずです。「では──もう少し本気を出そう」




「もう少しなら、私もちゃんとした力を使えるはずだ」

　呟つぶやいて、永石竜馬はループタイをわずかに緩ゆるめる。

　──空気が変わった。この場にいる竜馬以外の全員が、我われ知しらず慄りつ然ぜんとする。




ミユキ：ちゃんとした力……？

朱香：何言ってるの、この人……。

晃士朗：時間制せい限げんがあるのかもな。

九鬼：そんな感じだねえ。さっきから時間をずっと気にしてるよ。

ミユキ：粘ねばれば勝てる……？

晃士朗：……それまでにこっちが限げん界かいになんなきゃな。

ＧＭ：と、いうわけでクリンナッププロセスです。こちらは特になし。

朱香：《フェニックスの翼つばさ》！　これで全ぜん快かいだよ！

ＧＭ：それでは、第一ラウンド終しゆう了りようです！




◆第二ラウンド

ＧＭ：ではセットアップ。こちらは竜馬が《フルパワーアタック》を宣言。

晃士朗：……行動値が０になったか。なら、何もなしだな。

ミユキ：《フルパワーアタック》ってことは攻撃力がぐんと増ふえるんですよね。

朱香：何が来たってあたしが守るよ。《氷の城砦》を宣言！

九鬼：向こうに手番が来ちゃうとマズイかもねえ。でも……。

ＧＭ：では──イニシアチブプロセスに《加速する刻とき》！

晃士朗：くそ、やっぱりか！　俺がＧＭでもそうするわ！（笑）

ＧＭ：まあ、当然の組み合わせですよね。《獣けものの力》＋《結合粉砕》＋《鬼の一撃》＋《銘めいなき刃》＋《炎の刃》＋《増ぞう腕》で晃士朗以外の三人を攻撃！　……達成値58！

ミユキ：朱香ちゃん、私はまだ大丈夫。九鬼さんを！

九鬼：すまんっ……！

朱香：うんっ！《炎陣》＋《氷盾》＋《イージスの盾》で九鬼さんをかばう！

ＧＭ：ではミユキに[image: ]点、朱香には《鬼の一撃》の効果で[image: ]点！

朱香：ええと、ガード値を引いたのが倍になって……[image: ]点喰くらう（笑）。




　竜馬が無む造ぞう作さに、変異した腕を薙なぎ払はらう。

　さして技ぎ術じゆつも感じられない、一見緩かん慢まんな動作にしか見えないそれは、拳けん圧あつだけでコンテナの屋根を抉えぐり、肉を裂さき、骨ほねを砕くだく。その威い力りよくはミユキの意い識しきを一瞬で刈かり取とり、九鬼の前に立ちはだかった朱香をその防ぼう御ぎよごと粉砕するは容易たやすい。




朱香：竜馬のタイタスを昇華して起き上がる。あなたを父親だなんて認みとめないし、絆も絶対に渡わたさないんだから！

ＧＭ：「単なる事実に、認みとめるという言葉は不ふ適てきだ」

朱香：あたしは認めないもん！　事実だって主張するんなら、ここで縁えんを切るもん！　一度死んで生き返ったときに、あなたの娘なんかじゃなくなったんだから！

ミユキ：そうよ、あなたなんかいなくても朱香ちゃんはこれから歩いていけるわ。そう言って、私も竜馬さんのタイタスを昇華して起き上がるわね。

朱香：（嬉うれしそうに）ミユキちゃ～ん！

ＧＭ：「度どし難がたい」とかぶりを振ふります。では、晃士朗の行動。

晃士朗：……俺か。《ダークマター》＋《斥力跳躍》。移動にあんまり意味は無いが、これで侵蝕率が[image: ]％を超こえて、ダイスも攻撃力も増えるぜ。

ミユキ：リーダー……！

晃士朗：んじゃ、全部組み合わせて攻撃させてもらう。ついでに竜馬のロイスをタイタスにして昇華、クリティカル値を１下げるぜ。




「こちとら『至高天エンピレオ』がらみの話にゃ飽あき飽あきしてんだ。ここらでご退たい場じよう願うぜ」

　心底うんざりした口調──その中に少なからぬ怒ど気きを孕はらませながら、晃士朗が黒風を放つ。それは、永石竜馬という存在を否ひ定ていするための渾こん身しんの一撃だ。




晃士朗：８ならいつもより大分クリティカルする……達成値60!!

ＧＭ：「凌ぐのは不可能、か」ではガードを宣言。《白熱》のガード値だけ防ぎます。

晃士朗：ダメージは73点、ダイスペナルティ15個こと硬直もおまけだ！

ＧＭ：69点受けて、ペナルティと硬直も受けます。

晃士朗：バッドステータスは通るんだな。……とはいえ、これで侵蝕率は[image: ]％だ。

朱香：リ、リーダー大丈夫……？

晃士朗：……まあ、なんとかな。

ミユキ：九鬼さん、次は先に私が行きます。

九鬼：ああ。それで倒たおしてくれりゃあ、俺も侵蝕率が節約できるよ（笑）。

朱香：がんばって、ミユキちゃん！

ミユキ：ええ、私にできる事はこれだけだもの！　さっきと同じ組み合わせで、《終末の炎》はＨＰを15点消費。いきます！　……達成値は73！

ＧＭ：……ガードです。

ミユキ：ダメージの出目がいい！　[image: ]点！




　生命力を刀身に注そそぎ込こみながら、ミユキが攻せめる。三手、虚きよ実じつ織おり交まぜた突つきで敵てき手しゆの態勢を崩くずし、左から右に胴どうを薙なぐ──剣けん術じゆつで言う逆ぎやく胴どうで一気に勝負を仕掛ける。




ＧＭ：それなりに喰らいましたが、表情も変えずに乱みだれたループタイを直します。

ミユキ：さすがにタフね……。

九鬼：その余裕、まだ保たもってられるかい？　……ってわけで、《バリアクラッカー》だけ外して攻撃だ。これで侵蝕率は[image: ]、奇くしくも晃士朗と同じだ！

晃士朗：嬉うれしくねえなあ……。

九鬼：……って、えええええ!?　12個振ふって１個しかクリティカルしねええええ!?（笑）

ミユキ：三田さ───ん!?（笑）

朱香：やだ───！（笑）

九鬼：で、出目11……。これは使うしかない、《勝利の女神》！　達成値43！

ＧＭ：ええっと……それはガード。そっと拳を上げて止めようとする。

九鬼：よし、ダメージはでかいぞ！　[image: ]点！

ＧＭ：99点抜ぬけてきたか……。肩かた口ぐちからアバラのあたりまで、身体を大きく斬り裂さかれるんですが、血はほとんど噴ふき出だしません。

九鬼：なんだ、こいつ……!?

ミユキ：どこまでも人間離ばなれしてるわね。いえ、むしろ……。

朱香：……この人も鉱物になってる、ってことなのかな。

晃士朗：はん、こいつの正体がなんだろうと、倒たおすことに変わりはねえよ。

ＧＭ：竜馬は傷きず口ぐちを一いつ顧こだにせず、変異した右みぎ腕うでを構えなおす。……次は朱香です。

朱香：あたしは《鋼の肉体》。……31点回復して、ＨＰは47だよ。

ＧＭ：では、行動値０で竜馬が動きます。マイナーは《氷の加護》＋《戦闘本ほん能のう》。これでダイスペナルティを消し、メジャーは《コキュートス》その他を組み合わせてシーン攻撃！

晃士朗：何ぃ!?

ミユキ：まだそんな手を……!?

ＧＭ：達成値は……58！

ミユキ：回避は無理っ……！　朱香ちゃん、九鬼さんをお願い。侵蝕率も限界だし、これ以上タイタスを切らせられない！

朱香：わかった！　倍になるし、《炎陣》だけでかばうよ！

九鬼：すまん、朱香。この借りはお仕事で返すよ。




　竜馬が変異した腕をかざした瞬間、ミユキたち四人を猛もう烈れつな冷気が襲おそう。単なる極低温の攻撃ではなく──人体の熱そのものを奪うばい取とり、直ちよく接せつ凍とう死しさせんとする魔技。

　体温と共に、生命力がどんどん奪うばい取とられてゆく。




ＧＭ：ダメージは……おや、かなり低い。77点！

朱香：あーん、そのくらいならエフェクト使っておけばよかったかも。さっきのパラディーゾがなんかかわいそうだったのでタイタスで取って昇華、起き上がるね。

ミユキ：……ＧＭ、今世界を覆おおおうとしている「未知のレネゲイド」に対してロイスを取って構かまわないですか？　で、それを拡かく散さんさせたりしないという意思表ひよう示じでタイタスにする。

晃士朗：おお、なるほど。

ＧＭ：ふむ……構わないでしょう。ミユキが取るのはらしい気がしますし。

ミユキ：ありがとうございます！　ではそのタイタスを昇華して起き上がる！

晃士朗：問題は俺だな。……ここでタイタスを使って起き上がって、もう一回攻撃すると侵蝕率が[image: ]％を超こえる。

ミユキ：だ、大丈夫ですか……？

朱香：無理しないでいいと思うんだけど……。

晃士朗：……いや、攻撃だけに絞しぼれば[image: ]％まで抑おさえられるな。都築京香つづき・きようかのロイスをタイタスにして昇華する。

ＧＭ：おお、もうプランナーをタイタスにしますか？

晃士朗：ああ、実は〝猜さい疑ぎ心しん〟を表にしてたんだが、この状じよう況きようではもうあいつを信用せざるを得ない。これからの関かん係けい性せいを変える、ということでタイタスにする。

ＧＭ：なるほど、わかりました。

九鬼：しかし、真のやつの戦力評ひよう価かがぴたりだったねえ。単たん独どくなら〝十字疵スカード〟より弱いかもしれないけど、部下込こみだと強い。

晃士朗：そうだな。あいつの評価は主観が入るからアテにならなかったんだが（笑）。

ＧＭ：では、これで全員行動終了ですね。

朱香：クリンナップで《フェニックスの翼》！　ＨＰを36まで回復！

ミユキ：……でも、次はあいつの攻撃からね。これを凌しのげるかどうか……。




◆第三ラウンド

ＧＭ：では、セットアップ。Ｅロイス〝楔くさびの呪のろい〟を使用。このラウンド中、「戦闘不能からの回復」以外にタイタスが使えなくなります。

晃士朗：もう使えねえよ（笑）。

朱香：あたしは《氷の城砦》ー！　略りやくしてＫＪ!!

ＧＭ：それでは行動値40で竜馬が動きます。まずはマイナーで硬直を解除。メジャーは……先さき程ほどと同じ、《コキュートス》をメインにした組み合わせで攻撃！

ミユキ：です、よね……。

朱香：またシーン攻撃……!!

晃士朗：………くっ！

九鬼：これは……まずい……か？

ＧＭ：む、ダイスは低い。達成値48！

ミユキ：朱香ちゃん、私はまだ大丈夫……！　九鬼さんを！

朱香：っ……、うん、わかった！《炎陣》に全部組み合わせて九鬼さんをガード！

ＧＭ：ダメージは……う、低い。60点！

朱香：それならガード値を引いた分を倍にして30、《氷の城砦》で12点減へらして18！

晃士朗：……それならいけるか？　ミユキに《波紋の方陣》で46点軽けい減げん！

ミユキ：《氷雪の守護》も使います！　……20！　ノーダメージ！




　ミユキが新たに覚えた防御能力、そして瀕ひん死しの晃士朗が放った振しん動どうの障しよう壁へきが竜馬の攻撃を防ぐ。結果、ミユキが受けた被ひ害がいは……ゼロ！




ミユキ：朱香ちゃんの戦いはずっと見てきたのよ。

朱香：ミユキちゃん[image: ][image: ]！

ミユキ：私は大丈夫。そう言って朱香ちゃんに微笑ほほえみかける。……ＧＭ、ここでロイスを取ります。「ケルベロス」に対して。

ＧＭ：おお、了解です。

ミユキ：ああ、こういう戦いが私の生きる場所なんだ、って感じてしまったので。

朱香：た、戦いって、そんな居い場ば所しよでいいの!?（笑）

九鬼：それはなんというか……危あやうい感じだねえ。

晃士朗：さて、問題は俺がどうするか、だな。侵蝕率は[image: ]超ごえ、ここでタイタスを切るとロイスの残りは３つ……。

九鬼：……寝ねてた方がいいんじゃねえのか？

朱香：あたしもそう思うんだけど……。

ミユキ：でも、もし倒しそこねて、「とどめを刺さす」って言われたら……。

朱香：……それって、多分絆が生き返らせちゃうよね？

ミユキ＆九鬼＆晃士朗：あ!!

ＧＭ：（気づいたか、という顔）




『至高天』の化身であり、未知のレネゲイドの能力を操あやつる絆は、死者をも生き返らせることができ得る。ただし、自らがジャームに近づくのと引ひき換かえだ。

　恐らく、ここにいる四人の誰が倒れても、彼女は自分を犠ぎ牲せいに蘇よみがえらせようとするだろう。朱香の発言の意味に気づき、全員が顔を蒼あおくする。




朱香：……あたしが絆でもそうするもん。あの子は、あたしなんだから。

ミユキ：……そうだよね。絆ちゃんならきっとそうする。

九鬼：そういうことかっ……！　ミドルで誰も死ななかったから、ジャーム化するまで三回は生き返らせるってことかねえ。

ＧＭ：……むう、気づきましたか。ええ、絆はためらわないでしょう。

ミユキ：なんてこと……。

晃士朗：……よし、起きていよう。俺もミユキと同じく「ケルベロス」というチームにロイスを取り、それをタイタスにして昇華する。

ミユキ：ええ!?　いや、わかるんですけど！

晃士朗：ＦＨにはまだ残るつもりだが、このチームで動くのは終わりだろうしな。……とはいえ、俺は待機だ。さすがに余裕がねえ。

ミユキ：……わかりました。なら、次は私が動きます。攻撃するしかありませんけど……！

朱香：悔くやしいな、あたしは祈いのるしかできない。……《極大消滅波》があればなあ。次にとるべきエフェクトが何かはわかった気がする（笑）。

ミユキ：エフェクトは全力で組み合わせて攻撃。これで私の侵蝕率も[image: ]％を超こえました。……達成値は64！

ＧＭ：ドッジはできないか。……ガードです。

ミユキ：私たちの未来を奪うばわせたりしない……！　ダメージは98点！




　満まん身しん創そう痍いの上、レネゲイドの侵蝕も限界に達しつつある中、ミユキの剣は持てるすべての力を込こめて竜馬の身体に叩たたきつけられた。

　やはり血を流さないまま、ざくりという手ごたえと共に食くい込こむ氷の刃──。




朱香：お願い、倒れて……。

ＧＭ：「損傷、大。しかし活動は続行可能だ」そう言ってミユキの剣を摑つかんで引ひき抜ぬく！

ミユキ：倒たおせなかった……!?

九鬼：ちぃっ、やるしかねえか……！

朱香：九鬼さん大丈夫？　戻もどってこれるの!?

九鬼：ま、晃士朗よりゃマシだよ。《バリアクラッカー》は抜ぬきで攻撃するが、それでも侵蝕率は[image: ]％まで上がる！《勝利の女神》を使って、達成値は77！

ＧＭ：ガード値はアームブレードで減へるのか。では一いち応おうドッジを試みますが……失敗。

九鬼：……ダメージは[image: ]点。へへ、侵蝕率は[image: ]％まで上がった（笑）。

ＧＭ：累積ダメージ[image: ]点になりました。……ここで《燃もえる魂たましい》！




　限界を超こえた身体に鞭むち打うって、九鬼が最後の攻撃を仕掛ける。過か剰じような神しん経けい加速により体温は急きゆう上じよう昇しようし、流れた血が沸ふつ騰とうして赤い湯気をたなびかせた。

　だが──その攻撃を受けてなお、永石竜馬は立ち上がる！




ミユキ：復ふつ活かつ……!?

九鬼：まだ立ち上がるのかよ！

ＧＭ：ＨＰをある程てい度ど回復させて起き上がります。では、晃士朗は待機していたので朱香。

朱香：んー、《鋼の肉体》を使ってもどうせ次で倒たおれるかもしれないし……。よし、決めた。無む駄だかもしれないけど、ヴェイパーウォールで攻撃する！

ミユキ：しゅ、朱香ちゃん!?

朱香：もうとにかくこの人を許ゆるせない。怒いかりの感かん情じように任まかせて殴りかかる！　……あ、クリティカルした！　ええと、達成値はちょうど20！

ＧＭ：それはガードを宣言しましょう。たいした攻撃力でもないだろうし。

朱香：蒸じよう気きの羽根を何度も叩たたきつけるよ。ダメージは18点！

ＧＭ：む、意外とでかい……！　14点も喰らってしまった。




　朱香の必死の攻撃を侮あなどり、竜馬は変異した右腕をかざすだけで捌さばこうとする。だが──激はげしい怒りと共に繰くり出だされたそれは、わずかに、だが思った以上に竜馬の身体を傷きずつける。




朱香：少しは効いたでしょ？　お母さんとあたしの気持ちなんだから！

ＧＭ：「不ふ快かいな感覚だ」と、表情こそ変えませんが、淡々と呟つぶやきます。

朱香：うう、相変わらず気持ち悪い……。

晃士朗：こりゃ俺も腹をすえるしかねえな。マイナーで移動してエンゲージする。いざとなったらかばって倒れるつもりでな。

ミユキ：リーダー……。

晃士朗：あとのことはもう考えねえ。マイナーで《ダークマター》＋《斥力跳躍》、メジャーは《サイレンの魔ま女じよ》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《マインドエンハンス》のみ。……達成値37！

ＧＭ：それはドッジを試みましょう。……失敗！

晃士朗：ダメージは49点！　てめえが何人操あやつり人にん形ぎようにしてたか知らねえが、後から出てきて美味しいところだけ搔っ攫さらおうったってそうはいかねえぜ！




　晃士朗が一気に間合いを詰つめ、竜馬に肉にく迫はくする。右手に黒い風を纏まとい、拳を握にぎり締しめ、殴なぐりつけるように衝撃を撃うち込こむ。

　──たった今、朱香の攻撃で傷きずついた箇か所しよめがけて。




ＧＭ：……《燃える魂》は５レベルなので、復活時のＨＰは50です。それで倒れる……！

晃士朗：……はん、朱香の攻撃が決め手になりやがったぜ。

朱香：あ、あたし……？　やった……！　やったよ、ミユキちゃん！

ミユキ：……すごいわ、朱香ちゃん。

ＧＭ：しかし──永石竜馬は、相変わらず表情を変えないまま、致ち命めい傷しようとなった傷口を見て呟く。「やはりこの力ではダメか」

一同：…………!?




　断だん末まつ魔まの叫さけびをあげることも、怨えん嗟さの言葉を紡つむぐこともなく、ただ淡々と、永石竜馬──そう呼よばれた男は、自らの敗北を認にん識しきする。

「段階を進める必要があるな。遺い憾かんなことだが──」




ＧＭ：……その言葉を最後に、彼の全身にぴしりと亀き裂れつが入り、そのまま粉々に、灰はいのように細かく崩くずれ去さります。

朱香：どういう、ことなの……？

ミユキ：……こいつが黒くろ幕まくじゃないってこと？　それとも分身とか？

晃士朗：分身を作り出す手しゆ段だんはないではないな。エフェクトでもＥロイスでも。

九鬼：勘弁して欲しいねえ……。

朱香：あ、絆は？　絆はどうなったの？

ＧＭ：この時点で、絆からベータレネゲイドが拡散されるのは止まります。

朱香：（ほっと息をついて）そっか、ひとまず目的は達成だね。

ミユキ：ええ……そうね。

ＧＭ：ミユキと朱香がそうしてひとまず安あん堵どしたとき、不意に上空からパキパキ、と何かが割われるような音がします。

ミユキ：何!?

朱香：また──何か変なのが来るの!?

ＧＭ：空間を割わり裂さくようにしながら、上空に現あらわれる一体の人影。その姿すがたは、永石竜馬に酷こく似じしています。

朱香：…………！（息を吞のむ）




　現あらわれた人影は、見るからに異い様ような姿をしていた。

　顔かたちや体たい格かくこそ、永石竜馬と同じものだ。だがその身体の各所、六割わり方がたは鉱物のようなものに置おき換かわっており、僅わずかな動作にともなって硬いものがこすれあう音を立てる。




ＧＭ：吐はき捨すてるように、不快感をあらわにした表情で彼は言います。「……忌いま々いましい。こんな所で力を使わせられるとは」

朱香：やっぱり分身だったのか。でも、さっきのより随分人間っぽい。

ミユキ：見た目は随分人間離れしたけどね……。

晃士朗：はん、真打ち登場って所か。しかし随分余裕がないように見えるな。

九鬼：だねえ……。さっきまでの奴やつも時間を気にしてたみたいだったよ。

ＧＭ：彼はうんざりした表情で溜ため息いきをつき、すっと右手を掲かかげる。

晃士朗：まずい、仕掛けてくる気か!?

九鬼：テセウス、車を止めろ！

ＧＭ：彼の身体から、これまでとは比くらべ物ものにならない、あなた方でもハッキリと「違ちがう」と認識できるほど強力なベータレネゲイドを感じます。「──消えてもらうぞ、貴き様さまら」

朱香：えええええ!?　あたしたちも危あぶないけど、それって絆も危ないじゃん！

晃士朗：もう余よ力りよくなんかねえぞ……！

九鬼：俺もちょっと……厳しいねえ……。

ミユキ：ど、どうすれば……。

ＧＭ：竜馬が攻撃に転じようとした瞬間、「だめぇ！」という絆の声が聞こえ、コンテナの屋根を破やぶって人影が飛び出します。

朱香：絆!!

ミユキ：絆ちゃん！

ＧＭ：はい、飛び出したのは絆です。「ままたち、いじめるの、だめ……！」




　絆が光を放ち、竜馬を除のぞく全員をトラックごと包つつみ込こむ。絆以外の全員が酩めい酊ていしたような感覚を覚えたと思った瞬間──トラックの中から、人の姿は消失する。




ＧＭ：絆は必死に力を使い、あなたたちを連れて強制的に空間転てん移いして逃とう走そうをはかります。そして、その力を放った瞬間、絆の身体が一〇歳さい程てい度どにまで成長する。

一同：えええええええ!?

九鬼：こ、ここで成長はヤバイ気が……！

ミユキ：絆ちゃん!!

朱香：ダメだよ絆、絆───っ!!

ＧＭ：朱香の叫びが虚こ空くうへ消え、高速道路に残されるのは竜馬の本体のみ──というところで、クライマックスを終了します。






《ブリッツクリーク》　指定した対象を即座に行動させるノイマンのエフェクト。

《残像》　高速移動によって分身を作り出し、攻撃をかわすハヌマーンのエフェクト。

《リフレックス》　リアクションで使用するエフェクトに組み合わせ、その判定のクリティカル値を下げるエフェクト。シンドロームごとに別のエフェクトとして取得する。

《戦闘本能》　本能を呼び覚まし、ダイスペナルティを無視するキュマイラのエフェクト。

《コキュートス》　広範囲の空間から熱を奪い、気化熱で冷却して攻撃するサラマンダーのエフェクト。Ｄロイス〝変異種〟専用。












　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：それでは、エンディングの前にお待ちかねのバックトラックです。

ミユキ：……リーダーと九鬼さんが、かなり危ないんですよね。

朱香：……どこまで上がったの？

九鬼：ははははは、俺、[image: ]（笑）。

晃士朗：[image: ]で、ロイスは３つしか残ってない。Ｅロイスにかなり左右される（笑）。

ＧＭ：ちなみにＥロイスは……永石竜馬が６つぶん、インフェルノとパラディーゾが３つずつ、合わせて12個こです。

九鬼：おおお、それなら帰ってこれそうだ……。って、出目がすげえー！　Ｅロイスだけで69も減へった!!　そこからロイスは一倍振ぶりで34減へって、90で帰き還かん！

晃士朗：……Ｅロイスだけで72も減った（爆ばく笑しよう）。

ミユキ：なんですか、その出目!?

朱香：リーダーはここぞの出目がいいなー。

晃士朗：結局二倍振りで86まで下がって帰還だ。よ、よかった……。

九鬼：危なかったねえ。俺、けっこう晃士朗はヤバイと思ってたよ（笑）。

ＧＭ：実は俺もです（笑）。まあ、無事帰ってこれてなによりですね。

ミユキ：私はＥロイスと一倍振りで、78まで下がって帰還です。

ＧＭ：ミユキは危あぶなげないですね。……朱香はどうなりました？

朱香：62……。また下がりすぎちゃった……（笑）。

九鬼：おじいちゃんといいお父さんといい、家族と戦うと下がるねえ（笑）。

朱香：あんな人たちと家族でいたくない、っていう表あらわれです！　あたしの家族はお母さんと絆と、ここにいるみんなだけだよ。

ミユキ：朱香ちゃん……！（思わず抱だきつく）

朱香：ミユキちゃ～ん！（抱だき返す）

ＧＭ：では、ふたりが[image: ]％超えるという前代未聞の状況から全員帰還ですね。それでは、最後にエンディングを演えん出しゆつしましょう。







◆Ending01◆おわりのはじまり

Scene Player ── 大門寺朱香




　絆の放った光に包まれ、次に気づいた時──ケルベロスの四人をはじめ、トラックの中にいたメンバー全員はゼノスの基き地ち、絆が保ほ護ごされていた場所へと戻ってきていた。

　そして、彼らはそこで事じ態たいが急変していることを知る──！




ＧＭ：では、エンディングです。あなた方は気づけばゼノスの施し設せつへと戻ってきています。

朱香：（間かん髪はついれず）絆、絆は!?

ＧＭ：絆は急きゆう激げきに力を使った反動か、一〇歳程度にまで成長しており、息も絶たえ絶だえに喘あえいでいます。「ママ……ママ……」と、朱香を呼よび続けているようです。

朱香：すぐに駆かけ寄よって抱だきしめるよ。絆……ごめんね、ママのために……。

ミユキ：大丈夫なのかしら……。

九鬼：多分、一気に侵蝕率が上がっちまったんだろうねえ。

晃士朗：ゼノスに戻ってきてるなら、職しよく員いんに絆のことを任まかせりゃいいだろう。プランナーはいるのか？

ＧＭ：はい。「戻りましたか」と、都築京香はあなた方を迎むかえますが、その表情は曇くもっています。「事態は思ったより深しん刻こくな状態です」

晃士朗：深刻……？　何があった？

ＧＭ：「──これを」と、彼女は室内にあるモニターに京都の現げん状じようを映うつし出だします。




　世界の変化は、加速していた。

　京都を中心に、世界規き模ぼで変へん質しつが始まっているのだ。有機物が無機物に置おき換かわり、既き存そんの生命や価か値ち観かんが根底から覆くつがえされようとしている。




ＧＭ：「……ほんの数分前から、ベータレネゲイドが爆ばく発はつ的てきな広がりを見せています。世界中がこの変質に覆おおいつくされるまで、さほどの時間はかからないでしょうね」

晃士朗：……ここまで、とはな。

ミユキ：これって、あの竜馬さんが出てきたから……？

九鬼：そうとしか考えられないねえ……。

朱香：あたしは仲間も絆も無事でここにいるから、外のことは気にしない。絆、疲つかれたでしょ？　ゆっくり休みなさい。

ＧＭ：「こわいよ」震ふるえる声で絆が呟きます。「絆、ママといたい……」

朱香：当たり前でしょ。絆はずっとママと一いつ緒しよだよ！

ＧＭ：涙なみだを浮うかべながら絆は頷うなずきます。「……うん。ママ、一緒、だよね……」




　変わりゆく──あるいは、終わりゆく世界。

　果たして〝奪還者〟永石竜馬の正体は、目的はなんなのか。生せい存ぞんを賭かけた戦いは、一体いかなる結末を迎むかえるのだろうか？




　最後の戦いが、始まろうとしていた。





……To Be Continued.





















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




『至高天エンピレオ』から生まれた少女、絆きずなをめぐり、永石竜馬ながいし・りようまとの死し闘とうを辛からくも制せいしたミユキたちケルベロスの四人。だが、倒たおしたはずの竜馬は単なる分身に過すぎず、本体は全身の半ば以上が鉱こう物ぶつに置おき換かわった異い形ぎようの姿すがたを現あらわした。

　疲ひ弊へいしきった四人を葬ほうむり去さろうと攻こう撃げきを仕し掛かける竜馬。だが、その窮きゆう地ちを救ったのは、誰だれあろう絆であった。だが、竜馬がその手を彼かれらに伸ばすのは時間の問題だ。それに、無理な力を使った絆は一〇歳さい程度にまで成長し、急きゆう激げきな侵しん蝕しよく率りつの上じよう昇しように苦しみ喘あえいでいる。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの状じよう況きようの中──最後の戦いが始まる。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　そんな状況で終わった前回第九話。それを受け、筆者は作成しておいた最終話のシナリオに手を加え、シリーズを締しめくくるにふさわしいものとするべく作業を行った。

　そして、時は流れた。一年四ヶ月も続いた『デザイア』シリーズの最終話を収しゆう録ろくする日がやってきたのである。




ＧＭ：それでは皆みな様さま、とうとうこの日がやってまいりました。

ミユキ：はい。最終話、ですね……。

朱香：最終話かあ～。長かったような、短かったような。

晃士朗：感かん慨がい深ぶかいものがあるな……。

九鬼：だねえ……。

ＧＭ：──というわけで、この『デザイア』という物語を笑顔で終えることができるかどうか、それは皆様にかかっております。

九鬼：プレッシャーをかけるなよ！（笑）

朱香：加か納のうさんは最後までこんなでした。

ＧＭ：はっはっはっ。それでは、早速トレーラーから読み上げていきますね。




●トレーラー

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日──。

　ずっと続くと思っていた世界は、目の前で変へん貌ぼうを遂とげ始めていた。

　知っているはずの世界が、知らない世界に塗ぬり替かえられていく。

　その狭はざ間まに見えるのは、自らの欲望ねがいのために積み重ねてきた犠ぎ牲せいの数々。

　──最後の戦いが始まる。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア』最終話

「Innocent World」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




ミユキ：とうとう話が世界規き模ぼになってしまいました。

朱香：だねー。それにしても、犠牲、かあ……。

九鬼：ま、事じ件けんの規模を考えたら最終話って気がするよねえ。

晃士朗：今までは京都の中で収おさまってたからな。

ＧＭ：では、次にハンドアウトですが、今回は共通のハンドアウトがひとつだけです。




●ハンドアウト

ロイス：任にん意い　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：任意／Ｎ：任意

　キミたちの目の前で、世界は変貌を遂げつつあった。この異い変へんこそ、数多の戦いと犠ぎ牲せい者しやを生み出した『至高天』と欲望ねがいを巡めぐる戦いの締しめくくりとなるのだろう。

　これまでの戦いが脳のう裏りをよぎる。今、キミが思い出す人物の名前は……。

　※このロイスは、現げん在ざい生せい存ぞんしている人物以外のロイスを取得すること。




ＧＭ：というわけで、今回はロイスの対象も自分で選んでいただこうと思います。ただし、現在生存している人物以外でお願いします。

朱香：んんんんん？

ミユキ：死んだ人に取れ、ってことかあ。

晃士朗：……なるほど。死んだ人なら誰でもいいのか？

ＧＭ：はい。これまでの九回に及およぶセッションの中で、たとえば自分が手にかけた相手だとか、印象に残っている相手をロイスに指定してください。一度タイタスにして昇しよう華かした相手でも構かまいません。

九鬼：つまり、ここで指定した相手を強く思い出す、ってことなのかねえ。

ＧＭ：そういうことです。それと、今回のシナリオではここで誰を指定したかが重要になりますので、よく考えて決めてください。

九鬼：ふむ、了りよう解かい。

ミユキ：……加納さん、『デザイア』の既き刊かんをちょっと取ってください（笑）。

朱香：……あたしは選せん択たく肢しないなあ。

晃士朗：俺おれは少し考えるところだな。さて、どうするか。




　これまでのセッションを思い出しつつ、誰にロイスを取るかを考えるプレイヤー諸しよ氏し。既刊を引ひっ張ぱり出だして確かく認にんする人もいれば、「この人しかいない」と即そつ決けつする人もいる。




ＧＭ：誰にロイスを取ったかは後で順番に確認しますね。まずは成長作業を行いましょう。

一同：はーい！




　残り経けい験けん点を確認しながら、最後の成長作業を行うプレイヤーたち。ほどなくして、ハンドアウトのロイスを決める作業も含ふくめてすべてが終しゆう了りようしたのであった。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




▼青あお峰みねミユキ

ＧＭ：それでは、合あい鴨がもさんから順に成長の報ほう告こくをお願いします。

ミユキ：はーい。41点残ってたので、《クロスバースト》を取得して５レベルにしました。

九鬼：最大火力が一気に20点も伸のびたのか……！

ミユキ：ふふ、最大レベル＋２まで取得できるのはピュアブリードの強みです。で、あとは《氷雪の守しゆ護ご》が１レベル伸のびて３に。これで残り１点です。

晃士朗：うん、ミユキらしくわかりやすい成長だ（笑）。

ＧＭ：まったくですね。それでは、次にロイスですが──まずはシナリオハンドアウトのロイスを教えてください。

ミユキ：はい。悩なやんだんですが、クィーンアントにしました。




〝クィーンアント〟高円寺瑞穂こうえんじ・みずほ。『神曲』セルを裏うら切り、ミユキたちに倒たおされたオーヴァードだ。彼かの女じよは〝クィーンビー〟高円寺真ま梨り子この母であり、ミユキはいわば母の仇かたきである。




朱香：真梨子ちゃんのお母さんかあ……。

九鬼：まあ、真梨子に恨うらまれるのを覚かく悟ごで倒たおすって決めた相手だもんな。

ミユキ：ええ。私わたしにとっては拭ぬぐえない業みたいなものなので。感情はポジティブは〝懐かい旧きゆう〟、ネガティブは〝不安〟。表にするのはネガティブです。

ＧＭ：ポジティブのほうはなんとなくわかりますが、ネガティブが〝不安〟なのは？

ミユキ：後こう悔かいしているわけじゃないし、同どう情じようや哀あわれみも何か違ちがう気がするんですよ。で、なにか自分でもよくわからない、モヤモヤした気分ということで〝不安〟です。

ＧＭ：なるほど、わかりました。固定ロイスはどうしました？

ミユキ：固定ロイスはタクミ、朱香ちゃん。感情も前回から変えていません。

ＧＭ：そこはミユキらしくブレませんね。了解です。




▼大門寺朱香

朱香：（満面の笑顔で）《極大消滅波》を取りましたー！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：おお、最終話にして遂ついに朱香が攻撃手しゆ段だんを！

朱香：しかも一気に最大の５レベル！　攻撃しちゃうぜ～？（笑）

晃士朗：ガード役の朱香が、ガードできない攻撃を覚えるってのはまあ理り屈くつに合ってるな。

九鬼：前回の決め手になった盾での攻撃に味を占しめたのかと思ったよ（笑）。

朱香：正直、それはあります（一同笑）。でもできればエフェクトで攻撃したかったの。

ミユキ：なるほど（笑）。

朱香：それに前回、前々回とバックトラックで侵蝕率が下がりすぎちゃったし……。

晃士朗：朱香は〝不死者〟だしな。そのくらいでちょうどいいんじゃねえか？

九鬼：そうそう、俺と晃士朗は[image: ]％以上から戻もどってきたしねえ……（笑）。

ミユキ：壮そう絶ぜつでしたね（笑）。

朱香：うん、だからあたしもきっと大だい丈じよう夫ぶ（笑）。あ、経験点は４点残しました。あとでイージーエフェクトか技ぎ能のうでも取ろうかな、と。

ＧＭ：了解です。では、シナリオハンドアウトのロイスは誰を指定したか教えてくださいな。

朱香：ここは迷まよいませんでした。永石美奈子ながいし・みなこ──お母さんです。

ミユキ：朱香ちゃんはそうだよね。

九鬼：まあ、それ以外ないよねえ。

朱香：ポジティブは〝遺い志し〟、ネガティブは〝悔かい悟ご〟。表に出ているのはネガティブです。ずっと後悔を抱かかえているので。




『至高天エンピレオ』に願えば、最愛の母の死は覆くつがえせたかもしれない。だが、朱香は自分の信念を貫つらぬき、後悔を背せ負おいながらも、それを否ひ定ていしたのだ。自分が前に進むために。




ＧＭ：……なるほど、わかりました。では、最後に固定ロイスをお願いします。

朱香：はーい。まずは絆に〝庇ひ護ご〟と〝不安〟。で、もうひとつは真くん。……ええと、ポジティブは〝純じゆん愛あい〟にしました（笑）。

ミユキ：純愛、かあ……。とうとう純愛……。

晃士朗：合鴨さんが遠い目を……（笑）。

朱香：いやーん！（笑）で、ネガティブは絆と同じ、失いたくないので〝不安〟。ふたりともポジティブを表にしてます。




▼闇条晃士朗

ＧＭ：それでは次に晃士朗、お願いします。

晃士朗：《援えん護ごの風》３レベルと《限げん界かい突とつ破ぱ》１レベルを新たに取得した。判はん定ていのダイスを増ふやすのと、「一ラウンドに一回」って制せい限げんのエフェクトを二回まで使用できるようになる。

九鬼：《波は紋もんの方ほう陣じん》が二回使えるのはありがたいねえ。

晃士朗：最近使用頻ひん度どが上がってる気がするからな……（笑）。ま、俺はサポートができたほうがいいだろう。《援護の風》はミドルでも使えるしな。

ＧＭ：了解です。では、次にシナリオロイスに指定した対象を教えてくださいな。

晃士朗：死んだ仲間ってのも考えたが、ここはプルガトーリオだろう。




『神曲』セルリーダー〝プルガトーリオ〟。朱香の母・美奈子のコードネーム──のはずだったが、実は死し亡ぼうした美奈子の身体を操あやつっていたレネゲイドビーイングであった。

　かつて晃士朗に屈くつ辱じよくを与あたえたのも、このプルガトーリオである。




晃士朗：感情は〝執しゆう着ちやく〟と〝憎ぞう悪お〟で、ネガティブが出ている。固定ロイスは百も々も菊ぎくに〝庇護〟と〝恐きよう怖ふ〟、朱香に〝連帯感〟と〝厭いや気け〟だ。一いち応おうどちらもポジティブを表。

ＧＭ：わかりました。では、最後に九鬼ですね。




▼九鬼

九鬼：《ドクタードリトル》と《プロファイリング》のふたつのイージーエフェクトを取得して、40点残しておく。状況に応おうじて場当たり的に成長するよ！

朱香：すごい。実に三田さんらしい。

ミユキ：九鬼さんのポケットからはなんだって出てきます。

九鬼：いくつかのシチュエーションでどういうエフェクトを取るべきか、というのはちゃんと想定してあるから安心していいよ！

晃士朗：「こんなこともあろうかと」って言いたいわけだな（笑）。

九鬼：すごい勢いきおいでテセウスにプログラムを書かき換かえさせるよ（笑）。

ＧＭ：わかりました。では、シナリオロイスは誰に結びましたか？

九鬼：〝十字疵スカード〟にしたよ。最大の強きよう敵てきだったし、それに俺が道を間ま違ちがえたらああなりかねない。なのでポジティブは〝親近感〟、ネガティブは〝嫌けん悪お〟だ。




〝十字疵スカード〟。絶ぜつ大だいな力を持つＵＧＮエージェントであり、〝ブレイクエンド〟真田賢人さなだ・まさと──柾木真まさき・しんの父親でもある。力持たぬ人のためにレネゲイドを根こん絶ぜつするという大たい義ぎを掲かかげて『至高天』を狙ねらい、ケルベロスの前に敗れ去った。




九鬼：大義や信念はわかるが、ああはなりたくない。なのでネガティブが表だよ。

ＧＭ：なるほど。固定ロイスはどうなりましたか？

九鬼：セシリアに〝庇護〟と〝悔悟〟、朱香に〝信しん頼らい〟と〝脅きよう威い〟。前回とまったく変わってないよ。もちろんどちらもポジティブを表にしている。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは、最後にＰＣ間ロイスを決めましょう。今回は順番を指定しないので、ＰＣの中から好きな人を選んで取得してください。

ミユキ：あ、それは嬉うれしい。

晃士朗：ふむ。確たしかにＰＣのロイスは全員分欲ほしいところだな。……いざタイタスを切らないといけなくなった時は悩なやみの種でもあるが（笑）。

ＧＭ：まあ、それはそれということで。固定ロイスと同じ人にして、枠わくをひとつ空けておくというのも許きよ可かします。では、まずはミユキから。

ミユキ：それなら九鬼さんに取ります。私とタクミの生活基き盤ばんを保ほ障しようしてくれましたし。

九鬼：おお、そりゃうれしいねえ。

ＧＭ：なるほど、それは確かに。

ミユキ：感情はポジティブの〝信頼〟が表で、ネガティブは〝不安〟にしておきますね。

ＧＭ：わかりました。では、次は朱香です。

朱香：ミユキちゃんに取ります！（たいへん明るい声で即そく答とう）

ＧＭ：まあそうですよね。わかってました。

晃士朗：好きに取れ、って言われてミユキ以外を取るわけがないな。

ミユキ：幸せです。

朱香：えへへー。あ、ポジティブは〝信頼〟。ミユキちゃんを何より信頼してます。……で、ネガティブは色々考えて〝劣れつ等とう感かん〟にしました。

九鬼：ほおおー！

晃士朗：劣等感か。少し意外だった。

朱香：ほら、ミユキちゃんにはタクミくんって家族がいるじゃないですか。で、私はお母さんを亡なくして、絆も不安定で……自分が失ったものを持ってるなあ、って思ってます。

ＧＭ：なるほど。

朱香：あ、でも表にしてるのはもちろん〝信頼〟です。

ＧＭ：……ええと、では次に晃士朗です。

晃士朗：俺は九鬼に取った。表にしてるのはポジティブの〝連帯感〟だ。ケルベロスは連帯感で統とう一いつしようと思ってる。周りが信頼できねえしな。

ミユキ：なんだかよくわからない状況ですもんね。セルを放り出されちゃって。

晃士朗：そうなんだよな。で、ネガティブは〝隔かく意い〟にしておく。以上だ。

ＧＭ：では、最後に九鬼は誰に取得しました？

九鬼：〝誠せい意い〟と〝不安〟でミユキに取った。セシリアと同じ学校に通わせてるし、あの子のこともある程てい度ど任まかせられると思ってる。なので〝誠意〟が表だ。

ＧＭ：おお、了解です。

朱香：あ……ひょっとして、みんなあたしのロイスを持ってる？

ＧＭ：おお、そうですね。言われてみれば。

朱香：やだ～、あたしったら愛されてる！　愛されすぎちゃって困こまっちゃう！（一同爆笑）

晃士朗：なんだそれ……（笑）。

ミユキ：面白いなあ、もう（笑）。

朱香：あ、でもロイス枠足りないですよ！　これでリーダーと九鬼さんに取ったらもう何もタイタスにできない！　ねえＧＭ、ロイス枠ってどうやったら増ふえますか？（一同爆笑）

晃士朗：えええええええ？（笑）

九鬼：お、俺でさえロイス枠を増ふやせとまでは要求しないよ！（笑）

ミユキ：でも「経験点が欲しい」よりは共感できます。足りないっていつも思うもん！

朱香：ねー、足りないよねー。

晃士朗：それこそ「今後関かん係けい性せいを変えていくんだ」っていう、ある意味前向きにタイタスにするとかじゃねえのか（笑）。

朱香：それですねー。愛されロイスを前向きタイタスに。うん、それだわ。

ミユキ：何がそれなんだろう……（笑）。

ＧＭ：えーと、余よ談だんはそれくらいにしてそろそろ本ほん編ぺんに入りましょう。

一同：はーい！






《クロスバースト》　冷気と灼熱を融合させた力場によって攻撃するサラマンダーのエフェクト。

《援護の風》　風を操ることで他人をサポートするハヌマーンのエフェクト。

《限界突破》　限界を越えたスピードで行動するハヌマーンのエフェクト。

《ドクタードリトル》　世界中の言語を操り、動物との意思疎通も可能になるノイマンのイージーエフェクト。

《プロファイリング》　ちょっとした情報から人物像を導き出すノイマンのイージーエフェクト。
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◆Opening01◆母と娘むすめ

Scene Player ── 大門寺朱香




　絆が見せた力により、永石竜馬の攻撃を切きり抜ぬけたケルベロスの四人。逃にげ延のびた先は、仮かり宿やどとなっていたゼノスの基き地ちであった。

　プランナーの計らいでふたたび医い療りよう処しよ置ちを受ける絆。その傍かたわらで、朱香とミユキは不安げな表ひよう情じようを見せていた。




ＧＭ：オープニング、最初のシーンは朱香とミユキのみ登場です。逃げ延びた後、絆と会話をするシーンというのを想定しています。

朱香：絆の容よう態だいはどんな感じなの？

ミユキ：確か、一〇歳くらいにまで成長しちゃったんですよね。

ＧＭ：はい。それにくわえ、急激な侵蝕率の上昇が身体に負ふ担たんをかけ、激げき痛つうが全身に走っているような状じよう態たいです。今は用意された部屋のベッドに寝ねかされています。

朱香：うう、痛いたそう……。できることなら代わってあげたい。これじゃ、オムライス作ってあげても食べられないじゃない。

ミユキ：できるだけそばについててあげようね、朱香ちゃん。

朱香：うん……。

ミユキ：そうだＧＭ、真くんやタクミもこの基地にいるんですか？

ＧＭ：はい。タクミは水すい晶しよう化が進行している状態、真はある程度回かい復ふくしています。

ミユキ：そっか……。

朱香：タクミくんのことも気になるよね。真くんが無事なのは不幸中の幸いかな……。

ＧＭ：では、そのあたりで絆はゆっくり目を明けてふたりに視し線せんを向ける。「ママ……。ミユキ、おねえちゃん……」

朱香：絆!?　……絆、大丈夫なの？　無理しちゃダメだよ？

ミユキ：そうよ。すぐにみんなで絆ちゃんを助けてあげるから……。

ＧＭ：「うん……からだ、いたい、けど……」

朱香：……絆にはママがついてるし、ここにはお医者さんもいるから、きっとすぐによくなるよ。だから、大人しく寝ねてるんだよ。じゃないと、オムライス食べられないよ？

ＧＭ：「……うん。ママのオムライス、はやくたべたい」こくり、と絆は小さく頷うなずきます。

ミユキ：……そうだ、絆ちゃんの《ベータワーディング》は収まったんですか？

朱香：あ、そうだね。一応……永石竜馬からは離はなれたわけだけど。




　絆の身体から拡散するベータレネゲイド──それは現在知られているものとは異い質しつなレネゲイドだ。その影えい響きようを受け続けると、生命、否いや、有機物が意い識しきや人じん格かくを持ったまま鉱物のような無機物へと置ち換かんされてゆくのである。

　それは絆自身が使用しているわけではなく、永石竜馬が絆に干かん渉しようし、そのベータレネゲイドを活かつ性せい化かさせることで強きよう制せい的てきに拡散させていたような状態だったのである。




ＧＭ：いえ、現在も収まっていません。それどころか、《ベータワーディング》の範はん囲いはどんどん拡かく大だいしており、ベータレネゲイドが拡散される速度も前回とは比ひ較かくになりません。

一同：ぎゃー！

ミユキ：それって、やっぱり絆ちゃんにも制せい御ぎよできない状態……？

ＧＭ：そのとおりです。

朱香：解かい決けつ……してないね。

ミユキ：……ええ。

ＧＭ：「ママ……ミユキおねえちゃん……」ふたりが不安げにしていると、絆が心配そうに呼よびかけたりします。

朱香：……大丈夫よ、絆。きっとあたしたちがなんとかしてあげるから！

ＧＭ：「でも……ママがこわい目にあうのは、いや。ママがだいじょうぶなら、絆はどうなってもいいから……」

朱香：ばかっ！

ミユキ：しゅ、朱香ちゃん？




「そんなこと言っちゃダメ！　自分をたいせつにしないのは、一番よくないことだよ!?」

　いつになく激はげしい口調で朱香が絆を叱しかる。

　その姿に誰よりも驚おどろいていたのは、他ならぬミユキだった。




ミユキ：……こんな朱香ちゃん、初めて見た気がする。

ＧＭ：「でもでも、ママになにかあったら……」と、涙なみだ目めになります。

朱香：いい、絆。ママはちゃんと自分で自分を守れるの。人の前に立って、誰だれかを守るための力を鍛きたえてきたんだよ。でも、絆はあたしたちを守ろうとして傷きずついちゃったでしょ？

ＧＭ：「…………うん」少ししゅんとして、大人しく聞いています。

朱香：……絆が傷ついて、一番悲しいのはママなんだよ？

ＧＭ：「……ごめん、なさい」

朱香：誰かのために犠牲になるなんて、言っちゃダメだよ。ちゃんと生きて、守りたい人と一いつ緒しよにいないといけないの。

ミユキ：……私、黙だまって横で聞いていよう。

朱香：ママはね、ママのママから命を授さずかって──前に進むために、自分でしっかり生きていこうって決めたの。絆は、そんなママの子どもでしょ？
















ＧＭ：「……うん。もうどうなってもいいとか、言わない」

朱香：そうよー。どうなってもいい人なんていないんだから。

ミユキ：……そうね。お姉ちゃんだってそばにいるわよ？

ＧＭ：「ママ……ミユキおねえちゃん……ありがとう」

ミユキ：ふふ、いいのよ。

朱香：うん！　絆のことは絶ぜつ対たいママがなんとかしてあげるからね！　もちろん、それはあたしのためでもあるんだから！

ＧＭ：「うん……」絆は相好を崩くずし、全ぜん幅ぷくの信頼を寄よせた笑みを朱香に向けます。

朱香：ああ、母ぼ性せい本ほん能のうをくすぐられるわ（笑）。

ミユキ：本当にすっかり朱香ちゃんがお母さんに……。

晃士朗：まさか朱香が子どもを叱る日が来ようとはなあ……。

九鬼：長生きはするもんだねえ……（一同笑）。

朱香：どういうことー!?（笑）

ＧＭ：「ねえ、ママ。ミユキおねえちゃん」ふと、絆はふたりに声をかけます。




「なあに？」

「どうしたの、絆」

　朱香とミユキが同時に答える。それを見て、絆は小さく、いいなあ──と零こぼした。

「絆も……ママとミユキおねえちゃんみたいに、なかよしになれる友達がほしいな」




朱香：……ダメ。まだミユキちゃんみたいな人は絆には早いよ！（一同爆笑）

ミユキ：朱香ちゃんー!?（笑）

晃士朗：何を言い出すんだコイツは。

九鬼：えええええええええ（笑）。

朱香：だってあたしとミユキちゃんがここまでの関係になるのに、どれだけ時間がかかったと思ってるのよー！（笑）

晃士朗：ああ……そういう意味か……。

九鬼：びっくりした……。

朱香：どういう意味だと思ったのよー！（笑）

ミユキ：娘の交こう際さいを許ゆるさない父親的な意味かと思ったわ。

朱香：ちがうよう！（笑）……ええと、絆。

ＧＭ：「……は、はい」

朱香：そういう友達はね、絆にもきっとできると思う。でも、そのためには時間がたくさん必要なんだよ。そうだよね、ミユキちゃん。

ミユキ：ふふ、そうね。……ねえ絆ちゃん、焦あせらなくていいのよ。




「絆ちゃんと出会って、まだほとんど時間が経たってないわ。私たちも戸と惑まどうくらい」

　そう言って、ミユキは絆の髪かみをそっと撫なでた。諭さとすような、それでいて柔やわらかな口調で、訥とつ々とつと言い聞かせる。

「でも、これからはたくさん時間があるの。やりたいことは少しずつやっていけばいいわ」




朱香：ミユキちゃんはまるでパパのよう……（笑）。

ミユキ：私はそれでも別にいいのよ？（爆笑）

晃士朗：合鴨さーん!!（笑）

九鬼：真、形無しだな……。

ＧＭ：今、合鴨さんの表情が真しん剣けんだった。

ミユキ：え、ええと、話を戻もどしましょう。絆ちゃんには絆ちゃんにしかできないことがきっとあるから、それを頑がん張ばってほしいの。

ＧＭ：「うん。……ママとミユキおねえちゃんと、みんなを信じる」




　朱香とミユキの想いが伝わったのだろう、絆はすっかり安心した表情だ。

　これ以上無理をさせぬよう、朱香は絆の髪を撫なでて寝ねかしつけようとする。

　だが──その瞬しゆん間かん、安あん寧ねいを打うち砕くだく警けい報ほうの音が鳴なり響ひびいた。







◆Opening02◆拡ひろがる異変

Scene Player ── 闇条晃士朗




　一方その頃ころ、晃士朗と九鬼。

　激げき戦せんを終え、揃そろって理り性せいを失っても可笑おかしくないほどレネゲイドの活性化に見み舞まわれたふたりは、疲弊した身体を休め、体内のレネゲイドが静まるのを待っていた。




ＧＭ：では、次は晃士朗と九鬼のオープニングです。ミユキと朱香が会話している裏での出来事、という感じですね。

晃士朗：ん、了解だ。しかし大分疲弊してそうだな、俺たち。

ミユキ：ふたり揃って[image: ]％までいきましたしね……。

九鬼：つ～か～れ～た～。もう立ちたくないよ～。

晃士朗：うるせえ、聞いてるこっちが疲つかれるような声を出すな。

九鬼：もう歩くのも面めん倒どうになって、テセウスから出たアームで移い動どうしている（笑）。

朱香：要よう介かい護ご者しやみたいになってる（笑）。

晃士朗：俺は俺で髪の黒い部分が減へっている。

ミユキ：……そういえば、上昇した侵蝕率って減へらす手段はあるんですか？

ＧＭ：基き本ほん的てきにはありませんよね？

晃士朗：うん、自然に落ち着くのを待つしかない。ピークを過よぎれば徐じよ々じよに減っていくんだろうな。多分今もそんな感じだ（笑）。

九鬼：そうそう、レネゲイドが落ち着くのを待ってるんであって、なまけてるわけじゃないんだよ？（笑）

晃士朗：やかましい（笑）。

ＧＭ：では、そこであなた方のもとをプランナー……都築京香つづき・きようかが訪おとずれます。




　晃士朗と九鬼が待機している部屋のドアが静かに開く。入ってくるのは幼おさない少女の姿をしながら、不思議な威い圧あつ感を放つ存そん在ざい──ゼノスのリーダー、都築京香だ。彼女はふたりを一いち瞥べつすると、その疲弊した様子を確認して言う。

「──随ずい分ぶんと苦戦したようですね」




晃士朗：まあな。……とはいえ、あれはただの分身で本体じゃなかった。

九鬼：本体のほうが遥はるかに強そうだったしねえ。勘かん弁べんして欲しいよ。

晃士朗：で、事じ態たいも収しゆう束そくはしてねえんだろ？

ＧＭ：「ええ。永石絆から拡散しているベータレネゲイドは、今もその影響範囲が拡大し続けています」そう言って、都築京香が室内の端たん末まつを操そう作さすると、モニターに現在の影響範囲が色分けされた世界地図が表ひよう示じされる。

晃士朗：……勢せい力りよく図ず、ってところか。

九鬼：世界地図……要するに世界中に広がってるってわけかい？

ＧＭ：そのようです。思った以上に異変──鉱物化現げん象しようはその範囲を広げています。その中心になっているのは、当然ながら絆のいるここ、京都近きん郊こうです。

晃士朗：はん……遂に本体が出てきたんだ。それで現象が加速するってんなら筋すじは通る。

ＧＭ：「ＵＧＮ、ＦＨもそれぞれに対たい処しよを行っているようですが──」と、彼女は現在把は握あくしているＵＧＮとＦＨの対たい応おうを説明します。




　この異変に際さいし、何より迅じん速そく且かつ活発に行動を始めたのは当然ながらＵＧＮである。

　だが、多数の一いつ般ぱん人じんの目に触ふれる形で現象が起こっている以上、ＵＧＮの隠いん蔽ぺいにも限界がある。そこで彼らが着目したのは、この異変は通つう常じようのレネゲイドウィルスによって影響をある程度抑おさえられるという点だ。




ＧＭ：「ＵＧＮはレネゲイドを散さん布ぷして影響を食い止める──という動きに出ています」

朱香：えええええええ、何それ!?

ミユキ：ゆ、ＵＧＮがレネゲイド散布……!?

九鬼：防ぼう疫えき対たい策さくみたいになってきたねえ……。

晃士朗：……まあ、一番手っ取り早くはあるな。

ＧＭ：「ですが、レネゲイドの散布は、感かん染せん者しやを増やす──つまりオーヴァードを増やすことに繫つながります」

朱香：……だよねえ。それはひどいなあ。

晃士朗：もう本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはだしいな！（笑）

ＧＭ：「ＵＧＮ内部でも紛ふん糾きゆうしています」と彼女は言います。しかし他に手段はなく、ＵＧＮ日本支し部ぶがレネゲイド散布に踏ふみ切きりつつあるのが現げん状じようです。

九鬼：すげえ……！『ＤＸ』で過か去こＦＨによるレネゲイドの散布計画を止める、ってシナリオはいくつもあったのに！（笑）

晃士朗：レネゲイド散布を食い止めたＰＣはたくさんいるからなあ。それらすべての活かつ躍やくが全部台無しに（笑）。

ミユキ：ＵＧＮがそこまで追おい詰つめられてるのね……。

晃士朗：ＵＧＮについてはわかった。で、ＦＨの動きも摑つかんでるのか？

ＧＭ：「──ＦＨの動きはまばらです。それはセントラルドグマ──ＦＨの中ちゆう枢すうと、幹かん部ぶであるコードウェル博士の意思が統一されていることに起き因いんします」

九鬼：……随分大物の名前が出てきたな。

晃士朗：だが、それがなんで動きの混こん乱らんに繫つながる？　トップの意思が決まってるなら統とう制せいはとれそうなもんだがな。

ＧＭ：「状況の静観。それがＦＨの決定です」

九鬼：……おやおや？

晃士朗：要するに手を出すな、って話か。

ＧＭ：「その通りです。無む論ろん、この方ほう針しんに反対のセルも多い」




　ＦＨの頂ちよう点てんは、この異変に対して手出しをしないことを決定した。それは、自分たちがこの異変に巻まき込こまれるのを座ざして待てと言われたに等しい。当然ながら反発し、独どく自じに対処をしようとするＦＨセルやエージェントも存在する──。




九鬼：……トップが止めろってのに末まつ端たんは勝手に動いてるってことか。なるほど。

晃士朗：ま、ＦＨらしいといえば、らしい。もともとＦＨは攻せめるのは得意だが守るのには向いてねえからな。

ＧＭ：「──今の両りよう組そ織しき、そして世界はそういった状況です。事態は急きゆう激げきに変化している、と言って良いでしょう」

ミユキ：変化ってか悪化ですよ！

朱香：転がる石のように……どころか、落下する石のように（笑）。

九鬼：ひっどい話だねえ……。

ＧＭ：「このままいけば、遠からずこの世界は変へん質しつします。──あるいは、それが彼や『至高天』がもとあった世界なのかもしれません」

晃士朗：自分たちの住みやすい世界に作り変えてる、ってところか。勝手なことしやがって。

九鬼：しかしねえ、これだけでかい話になっちまったんだ。それこそあんたが出で張ばって大元をぶん殴なぐりゃあいいんじゃねえの？

ＧＭ：「我われ々われゼノスとしても判はん断だんは保ほ留りゆうしています。これがレネゲイドにとって否定すべきものなのか、受け入れるべきものなのか、決めるには時じ期き尚しよう早そうですから」

九鬼：……そ、そうか。

晃士朗：はん、そういやお前らはそういう考えだった。手を組んでるだけで、同どう志しってわけじゃねえんだしな。

ＧＭ：「正しい認識です」

晃士朗：しかしこのまま世界が変質すれば、あんたたちが手を尽つくしてきた「こちらの世界」のレネゲイドも変質しちまうんじゃねえのか？

ＧＭ：「取り得る対処は取ります。あなた方にも最さい低てい限げんの保障と協力はします」

晃士朗：はん、それで構かまわねえよ。何もかも全面的に協力する、なんて言われたほうが信用できねえさ。

ＧＭ：「それでいいでしょう」──というところで、基き地ち内ないに警報が鳴なり響ひびきます。ミユキと朱香のオープニングの最後で鳴った警報ですね。

九鬼：これは……？




　警報の直後、室内にゼノスの構こう成せい員いんが駆かけ込こむ。彼は都築京香を確認し、警報の理由と基地に発生した異変を告げた。

「オーヴァードが接せつ近きん中。数は一名──レジストコード24、コードネーム〝奪だつ還かん者〟！」










　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆降こう伏ふく勧かん告こく

Scene Player ── 九鬼




〝奪だつ還かん者〟永石竜馬ながいし・りようま。この異い変へんの張ちよう本ほん人にんでもある彼かれは、早々にケルベロスの四人、そして絆きずなが待機するゼノスの基き地ちに単身乗のり込こんできたのである。

　果たしてその真意とは──。




ＧＭ：それでは、ここからミドルフェイズです。シーンプレイヤーは九鬼。オープニングから状じよう況きようを引ひき継つぎます。

九鬼：ん、了りよう解かい。

晃士朗：もう基地に入ってきてるのか？

ＧＭ：いえ、基地の監かん視し範はん囲いに無む造ぞう作さに入ってきて、そこでぼうっと基地のある場所を見ています。というところで、都築京香つづき・きようかが追加の報ほう告こくを部下から受けます。「……どうやら彼はあなた方との接せつ触しよくを求めているようです」

晃士朗：罠わな……にしか見えねえな。

ＧＭ：「ですが、このままでは何も進展しません。──私わたしも立ち会いますので、モニター越ごしででも一度話を」

九鬼：……どうする、晃士朗。

晃士朗：はん、どうせいつか戦りあうなら、ここで叩たたいても同じだ。ミユキと朱しゆ香かを呼よぶぜ。

ミユキ：あ、じゃあ私たちも出てくるのかな。

朱香：絆の傍そばからは離はなれたくないなー……。

晃士朗：ひとまず今はここの医い療りようスタッフに任まかせろ。

朱香：……あ、真くんはどうするのかな。

九鬼：ＧＭ、戦力としてアテにできる？（笑）

ＧＭ：活動は通つう常じよう通り可か能のうです。

九鬼：んじゃ、あいつに絆についててもらえばいいじゃん。

朱香：あ……そうだね。じゃあ、真くんにお願いしよう。

ＧＭ：わかりました。絆も真のことは「真くんママ」として懐なついていますし、そういう役目なら真は喜んで引き受けるでしょう。

朱香：よかった。

ミユキ：少しだけ見直してあげるわ（笑）。

晃士朗：……なら、俺おれたちとプランナーだな。それで話しにいくとしよう。




　ミユキ、朱香、晃士朗、九鬼、そして都築京香が外部通話用モニターの前に集まる。そこに映うつし出だされるのは、身体の数割わりが水すい晶しようのような結けつ晶しように変化した男──〝奪還者〟永石竜馬の本体だ。彼は無む表ひよう情じようのまま、基地のモニター用カメラを注ちゆう視ししている。




朱香：…………本物、なのかな。

晃士朗：さぁな。外見だけそのままにした分身かもしれねえが。

九鬼：どっちでもいいけど、何の用なんだい？　できればもう少し傷きずが癒いえるまで待ってくれるとありがたいんだけどねえ。

ＧＭ：竜馬は表ひよう情じようを変化させず、モニターのカメラを見続けたまま言います。「今回は、いわゆる降伏勧告というものをしにきた」

晃士朗：降伏勧告、だと？

ミユキ：私たちに降伏しろっていうこと？

ＧＭ：「そうだ。キミたちが永石絆と呼こ称しようする個こ体たい、あれを渡わたして欲ほしい」

朱香：どうしてそんなに絆が必要なの？

ＧＭ：「ここに私がもといた世界をつくる。その目的のために必要だからだ」

晃士朗：もといた世界……ね。もう少し詳くわしく説明しろよ。

ＧＭ：「いいだろう。──まず、キミたちが『至高天エンピレオ』と呼称していた個体と私は起き源げんを同一にしている」

九鬼：へえ。ならあんたも『至高天』みたいな一種のレネゲイドビーイングってことかい？

ＧＭ：「完全な間ま違ちがいではないが、訂てい正せいしよう。キミたちがレネゲイドと呼ぶものと、我われ々われを構こう成せいする物ぶつ質しつは非ひ常じように酷こく似じしているが、まったく別のものだ」

晃士朗：……てめえらを構成する物質、ね。こっちでは仮かりにベータレネゲイドって呼よばせてもらってるがな。

ＧＭ：「ベータレネゲイドか。では、その呼称を使用する」




　無表情のまま淡たん々たんと、彼は驚おどろくべき事実を口にする。

「──この星せい系けいで発生したレネゲイドと我々は起源を異ことにする。性せい質しつこそ酷似しているが、別の進化を遂とげた生命体。それが私であり、『至高天』を形成するものだ」




ＧＭ：「キミたちに理り解かいしやすく言えば、遠い宇う宙ちゆうの彼方かなたから来た、とでも思えばいい」

一同：えええええええええええええええ!?（笑）

ミユキ：……よ、要するに、宇う宙ちゆう人じんなの？

朱香：ちょ、ちょっと待って。それだとあの、非常に、その……あたし的に重要な問題が。

晃士朗：多分俺も同じことを考えてる。……お前、本当に朱香と血が繫つながってるのか？

朱香：そ、そうだよ！　あたし半分宇宙人なの!?（笑）

ＧＭ：「その通りだ。彼かの女じよ──朱香は私とこの世界の人間との生せい殖しよく行動の結果生まれた」




「だが」

　と、竜馬は続ける。その時の表情は、朱香の記き憶おくに残る父の顔──まるで壊こわれた玩具おもちやを見るような、失望に満ちた表情だ。

「残念ながら、彼女は完全にこの世界の人間として生まれた」




ＧＭ：「肉体的には彼女は一いつ般ぱんの人間と完全に変わることはない。その身に宿すレネゲイドの性質も同様だ。我々とは異い質しつな、この世界の存そん在ざいに過すぎない」

ミユキ：……父親はどうあれ、朱香ちゃんは純じゆん粋すいに人間として生まれたってことかしら。朱香ちゃんにはベータレネゲイドはないってことよね。

ＧＭ：そのとおりです。

朱香：……そ、そっか。ちょっと安心したかも（笑）。

九鬼：びっくりした。いきなり朱香は宇宙人ハーフですとか、意味わかんないよ（笑）。

晃士朗：逆ぎやくに言えば、ハーフにさえならなかったんだろうさ。それで失敗作を見るような目で見てたのか。

朱香：……あー。

ＧＭ：あなた方が納なつ得とくするのを見て、「……ふむ、この説明で理解できたか。なら、この話し方で問題ないな」と、竜馬は得心したように頷うなずく。

ミユキ：……コミュニケーションそのものがわかんないのね、この人。

晃士朗：人間と話したことないんじゃねえのか（笑）。

朱香：待って、お母さんとはどうやって知り合ったの!?

ＧＭ：「お母さん……遺い伝でん子し提てい供きよう者しやのことか。彼女はＦＨから生殖行動の相手として提てい供きようされただけだ」

ミユキ：…………っ。

九鬼：……あのじいさんだろうねえ。

晃士朗：間違いねえな。

朱香：…………（絶ぜつ句く）。




　あからさまな不ふ快かいを覚え、朱香は顔を顰しかめる。最愛の母が、自分のために命を捨すててくれた母が、まるでただの道具のようにしか扱あつかわれていないのだ。

　そして──そんなことをしたのが、自分の父親と祖そ父ふなのだ。




ＧＭ：「他に説明することがなければ、永石絆をこちらに引ひき渡わたしてもらいたいのだが」

朱香：……イヤに決まってるでしょう!?

ミユキ：そうね。あなたなんかに渡わたす道理はないわ！

九鬼：そういうこと。降伏しろって言われて素す直なおにしてやる義ぎ理りはないからねえ。

晃士朗：状況はどうあれ、前回の戦せん闘とうで負けたのはてめえだ。こっちの戦力はまるで削そがれてねえし、降伏する道理はねえよ。

朱香：あなたの望みはここにもといた世界をつくることかもしれないよ。でも、絆は違ちがう。あの子はここで生きて、名前の通りに色んな人と絆を結ぶのを望んでるんだよ！

ミユキ：そうよ、あの子はこの世界で生きるのが幸せなの。

ＧＭ：「……ふむ。戦力を削がれず、永石絆の認にん識しきが現げん状じようを求めている。それがキミたちが私の降伏勧告に応おうじない理由か」

晃士朗：……何を言ってやがる？

九鬼：なんか嫌いやーな感じがするねえ……。

ＧＭ：「──では、キミたちの戦力を削そぐことから始めるとしよう」

一同：………………!!




　降伏は受け入れられないと判はん断だんし、永石竜馬は方向転てん換かんをあっさりと口にした。

　それはつまり、ケルベロスへの宣せん戦せん布ふ告こくだ。




晃士朗：今からやりあおうってのか……？

ＧＭ：「直ちよく接せつ戦闘は非ひ効こう率りつ的だ。他の手しゆ段だんを使わせてもらう」そう言って彼は《瞬しゆん間かん退たい場じよう》を使用。地面にずぶりと溶とけ込こむようにして姿すがたを消す。

ミユキ：くっ……！

朱香：……絆から目を離はなせなくなったね。

ミユキ：ええ。ちゃんとあの子を守ってあげましょう。

朱香：（強く頷うなずいて）うん……。

晃士朗：俺はプランナーに話しかけよう。襲しゆう撃げきの可か能のう性せいが高い。相そう応おうの準じゆん備びを頼たのむぜ。

ＧＭ：「わかりました」

晃士朗：九鬼、ミユキ、朱香。お前たちもだ。いつ何が来ても良いように準備はしておけ。

九鬼：……なあ、プランナー。あのおっさんは自分や『至高天』が外がい宇う宙ちゆうから来たなんて吐ぬかしてたが、そういうのもあり得るのかねえ？

ＧＭ：「否ひ定ていする要よう素そはありません。恐おそらく永石竜馬の本来の姿は、鉱こう物ぶつそのもの。今の姿は彼がこちら側のレネゲイドに侵しん蝕しよくされた結果なのでしょう」

ミユキ：……つまり、あの人はもうひとつの『至高天』ってところなのね。

九鬼：やれやれ、ここまで来て『至高天』そのものと戦う羽目になるとはねえ。

朱香：じゃあ、絆はどうなんだろう。あの子はちゃんとこの世界で生きていけるの……？

晃士朗：わからねえよ。とにかく今は調べることも含ふくめてできることをやるだけだ。それに、向こうが襲撃を仕し掛かけてくることも明白だからな。

朱香：……そっちへの対たい処しよもしないと、だね。

ＧＭ：「こちらも戦力は用意します」と都築京香が言います。というところで、このシーンは一度終しゆう了りようしましょう。







◆Middle02◆ミユキと真

Scene Player ── 青峰ミユキ




　永石竜馬の訪ほう問もん。それは結果として、彼からの宣戦布告となった。

　各員が迎げい撃げき準備を始める中、ミユキは真のもとを訪おとずれていた。




ＧＭ：では次のシーン。基き本ほん的てきにはここから情じよう報ほう収しゆう集しゆうを想定しています。

ミユキ：あ、その前にちょっと真くんと話したいんですが。

朱香：およ？

ＧＭ：おお、ミユキからとは意外な。

ミユキ：事じ件けんが始まってずっとこっちにいるし、個人的に聞きたいこともあるので。

ＧＭ：なるほど、わかりました。

九鬼：朱香をめぐるライバルでもあるしな！（笑）

ミユキ：そう！　……って違うのよ!?（爆ばく笑しよう）

朱香：いやーん♪

ミユキ：というわけで、真くんをちょっと呼よびつけよう。ちょっといい？

ＧＭ：「青峰さん？　いいけど──どうしたの？」

ミユキ：ちょっと話したいことがあるの。時間もないし、手短に済すませるわ。




　ベッドで眠ねむる絆に一度視し線せんを落としてから、ミユキは真を部屋の隅すみに呼よび出だす。視し界かい内に絆を入れて、何があっても対たい応おうできるようにした上での会話だ。

　何の話かと首を傾かしげる真に、ミユキが切り出す。




ミユキ：なんだかまた私たちに協力しちゃってるけど──大だい丈じよう夫ぶなの？

ＧＭ：「この状況でＵＧＮがどう、ＦＨがどうって言ってられないよ。やれることをやって、事じ態たいが収しゆう拾しゆうできたら、また戻もどるさ」

ミユキ：ＵＧＮに戻もどって……三ヶ月だっけ。あっちではどうだったの？

ＧＭ：「どう……って？」

ミユキ：その……成り行きとはいえ、私たちに手を貸かしてたわけじゃない。ちゃんと、ＵＧＮに受け入れてもらえてるのかなって。

ＧＭ：「うん、そこは問題ないよ。……色んな人のおかげでね」




　裏うら切ぎりとも言える行動をとった真がＵＧＮに戻もどれたことには、様々な要よう因いんがある。前回の大門寺蔵人くろうどととの戦いの中、九鬼が真を含ふくめたＵＧＮに対して明めい確かくな敵てき対たい行動を取っていたこと。『神曲』セルが壊かい滅めつし、表向きには晃士朗以外が死し亡ぼうしたことになっている状況。〝十字疵スカード〟の暴ぼう走そうという事じ情じようを鑑かんがみた日本支部長霧谷雄吾きりたに・ゆうごの計らい等──。




ＧＭ：「査さ問もんはされたけど、疑うたがわれることはなかった。──父さんがジャームになったのも確かく認にんされていたしね」

晃士朗：倒たおした相手がジャームだったし、情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちはある、ってとこなんだろうな。

朱香：……そっかぁ。

ミユキ：そう。なら、ひとまず安心したわ。

ＧＭ：「キミたちは──青峰さんや朱香ちゃんはどうだったの？」

ミユキ：美み奈な子こさんを弔とむらって──それから、私とタクミは九鬼さんの計らいで東京の学校へ。朱香ちゃんは、リーダーに紹しよう介かいされたお仕事しながら、絆ちゃんと暮くらしてるわ。

ＧＭ：「……そうだったんだ。ふたりが離はなれて暮らしてるのは意外だったな」

ミユキ：少し寂さびしいけど、ね。──でも、何が起こるかわからないわね。せっかく手に入れたタクミとの居い場ば所しよも、こうして手放すことになっちゃった。

ＧＭ：「取とり戻もどすためにも、早く解かい決けつさせないとね」

ミユキ：ええ。ＵＧＮとかＦＨとか、そんな立場とは関係ない事件だものね。

ＧＭ：「立場、か。──ひとつ聞いていいかな？」

ミユキ：なに？




「キミたちは、まだＦＨなのかな」

　真はふと浮うかんだ疑ぎ問もんを口にした。『神曲』セルも『至高天』も既すでに存在せず、少なくともミユキや朱香はＦＨにこだわる必要はないように思える。




ミユキ：……難むずかしいわね。実はリーダーが私たちを死んだことにしてくれたみたいだけど。

ＧＭ：「そうなのか……」

晃士朗：いくら〝工作員〟を使用したとはいえ、もう気づかれてるだろうけどな。

九鬼：そこで気づかないままのＦＨじゃないよねえ。気づくのと気にするのとは別で。

ミユキ：でもね、ＦＨというより──『神曲』セルのケルベロスに、家族みたいな居い心地ごこちのよさを感じてるから。だから、難しいの。

ＧＭ：「……なんとなくわかるよ。僕ぼくにも同じような仲間はいるからさ」

ミユキ：ＵＧＮに対立したいわけじゃないの。けど、自分の居場所って考えると──朱香ちゃんやリーダー、九鬼さんがいるところがそうだって思うのよ。

ＧＭ：「そっか……」それを聞くと、真は納得した様子です。

ミユキ：ねえ、真くん。帰りたい？　……ＵＧＮに。

ＧＭ：「そりゃあ、ね。この三ヶ月で、やっぱりあそこが僕の居場所だってわかったし」

ミユキ：……じゃあ、お互たがい頑がん張ばりましょう。居場所を守るためにもね。

ＧＭ：「ああ。やれるだけのことをやり切るよ」




　ミユキが微笑ほほえみ、真もそれに返す。自然と二人は拳こぶしをあわせていた。

「ところでさ」

　不意に真が切り出す。




ＧＭ：「キミや朱香ちゃんがＵＧＮに来る……って選せん択たく肢しもあるよ？」

九鬼：こいつ、何しれっと勧かん誘ゆうしてやがるよ（笑）。

ミユキ：んー……でも、ＵＧＮってところにまだ納得できないこともあるもの。

晃士朗：緊きん急きゆうとはいえレネゲイド散さん布ぷする、とかもあるしな。悪いことじゃないが、レネゲイド隠いん蔽ぺいというＵＧＮの目的からすりゃ本ほん末まつ転てん倒とう過すぎる。

ＧＭ：「なら、納得できるような場所に僕が変える。それが父さんを否定して、キミたちに協力した僕の責せき任にんだと思うから」

朱香：な、なんかかっこいいことを言ってる……。

ミユキ：期待してるわ。京都支し部ぶの支し部ぶ長ちようにでもなってちょうだい（笑）。

ＧＭ：「努力するよ。いや、違うな。……やってみせる。京都かはわからないけど、きちんと自分の言葉を通せるようになるよ」




　真っ直ぐ自分を見み据すえて宣せん言げんする真を見て、ミユキは少し満足感を覚えていた。

　──まあ、これならライバルとして少しは認みとめてやってもいいかな、と。

　くすりと笑い、少し悪戯いたずら心を込こめて、ミユキはふとこんな質しつ問もんを投げる。




ミユキ：ところで、朱香ちゃんとのことはどうするの？

ＧＭ：「ちょ、あ、え!?」（笑）

朱香：ねー、どうするんだろうねー。

ＧＭ：「あー、うん……。考えてることはある。けど、それは本人に直接言うよ」

ミユキ：……そう。なら、それでいいわ。絆ちゃんの様子を見に来ると思うし、その時にでも言いなさいよ。

ＧＭ：「ああ、そのつもりだよ」

朱香：何を言われるんだろう。どきどき（笑）。

ミユキ：言いたいことも言ったし、聞きたいことも聞いた。そろそろお仕事の時間かな。

ＧＭ：「……生き残ろう。お互たがいに」

ミユキ：もちろん。




　最後にもう一度拳をあわせ、ミユキは部屋をあとにした。

　──敵てきの襲しゆう来らいまで、もういくらの時間もない。







◆Middle03◆迫せまる脅きよう威い

Scene Player ── 闇条晃士朗




　攻こう撃げきするという宣言を残し、一いつ旦たんは退しりぞいた〝奪還者〟永石竜馬。しかし、遠からず絆を狙ねらって攻せめ込こんでくるだろう。

　それまでに、調べられることは調べておかねばならない。




ＧＭ：では、次のシーンは情報収集としましょう。シーンプレイヤーは晃士朗。

晃士朗：ん、俺か。とはいえ調べられることは限かぎられてるな。

九鬼：まずは襲撃に関することだよねえ。なら、俺も登場しておくよ。

ＧＭ：了解です。ふたりとも侵蝕率りつを上げておいてください。

晃士朗：あと調べるべきは永石竜馬……というか、こいつの出自についてだ。あいつの言う「もとの世界」とか、その辺だな。

ＧＭ：どちらもゼノスを頼たよって調ちよう査さすることが可能でしょう。まず、永石竜馬や彼の出自に関しては〈情報：ＦＨ〉か〈知ち識しき：レネゲイド〉で難なん易い度ど11の判はん定ていが必要です。

晃士朗：11か……。襲撃に関しては？

ＧＭ：敵の襲撃については〈情報：ＦＨ〉で判定。難易度は12ですが、達成値ちが15を超こえると追加情報が出てきます。

九鬼：15は中々厳きびしいねえ。

晃士朗：財ざい産さんポイントを使えば出ない数字じゃないがな。

ＧＭ：達成値15で出る情報は必ひつ須すではありません。ただし、このシーンで襲撃についての情報収集に失敗した場合、敵の奇き襲しゆうを受けます。色々不利になると思ってください。

晃士朗：……ふむ、了解だ。

九鬼：ま、12は晃士朗なら大丈夫かな。俺は永石竜馬を調べるよ。テセウスをゼノスのデータバンクに直結、みるみるうちにペタ単位のデータがＤＬされる。




　九鬼の強さの源である超ＡＩ『テセウス』は、迫る脅威に対たい抗こうするためゼノスの技ぎ術じゆつでアップデートされていた。むろん、情報処しよ理り能のう力りよくとて例外ではない。

　敵の正体を分ぶん析せきするべく、テセウスが膨ぼう大だいな量の情報処理を行う。




九鬼：〈知識：レネゲイド〉で判定しておくかねえ。……よし、達成値は12だ。

ＧＭ：成功ですね。では、彼に関する膨大なデータが表ひよう示じされます。まず、彼は現あらわれるたびに意い思しを感じられるように、いってしまえば「人間くさく」なっています。

朱香：あれで人間くさいって、じゃあ前はほんとに意思疎そ通つうできなかったんじゃないの？

ミユキ：……というか、そうなんでしょうね。会話してても違い和わ感かんだらけだもの。

九鬼：……ふむ。

ＧＭ：そのあたりから考えて、以下のことがわかります。




・時間を経へるごとに永石竜馬自身も変へん質しつしている。他の人々とは逆に、ベータレネゲイドの塊かたまりである彼は、こちらのレネゲイドに侵蝕されることでこちらの世界に適てき応おうしてしまうのだ。

　そうなる前に、彼は世界を自分に適てきしたものに変化させようとしている。




晃士朗：ベータレネゲイドのほうが弱いのか……？

ＧＭ：というよりは、環かん境きようの問題でしょう。たとえば、仮に竜馬のもといた世界にあなた方が行けば、変質するのはあなた方です。

晃士朗：ふむ……。

ＧＭ：本来はそのままこの世界に適応して終わりだったはずなのですが、彼は現げん在ざい絆の中にあるベータレネゲイドの力を増ぞう幅ふくさせることで、今の現げん象しようを起こしています。

九鬼：なるほどねえ……。

ＧＭ：次、その他の彼に関する以下のような情報がわかります。




・ＦＨの確認できるもっとも古い記録にも彼についてと思しき記き述じゆつがあり、少なくとも二〇年前──未知のウィルスであったレネゲイドが世界中にばら撒まかれ、拡かく散さんした時には、彼は既に存在していたようだ。




九鬼：……ふむ。レネゲイドが拡散する前から存在してたのか。

晃士朗：それまでは比ひ較かく的てき自由に動けてたんだろう。で、拡散以い降こうはそうもいかなくなったってところか。ＦＨに無む菌きん室しつでも用意してもらったのかね。

ＧＭ：その通りです。無菌室を出てしまうと、レネゲイドに侵蝕されてしまうわけですね。

九鬼：ふむ……。とすると、無菌室を出て変質してでも、今は自分の目的を遂とげるチャンスだって思ってるってことだろうねえ。

朱香：えと、じゃあ『至高天』はいつからあったんだろう。おじいちゃんが二〇年前に見つけたんだよね、たしか。

ＧＭ：恐らく竜馬と同時期、一〇〇年以上昔に地球に来たものと思われます。ただし、活動を一切行わなかったために発見されませんでした。

九鬼：んじゃ、二〇年前まではそんなに焦あせってなかったんだねえ。

ＧＭ：そういうことになります。まとめると以下の通り。




・レネゲイド拡散により自身の変質が早まったため、その後はＦＨの庇ひ護ご下で変質を防ふせぎながら、自分を保たもつ様々な方法を試行していた。朱香を産ませたのもそのひとつ。




朱香：あたしがひょっとしたら絆の代わりになるかもしれなかったのか……。

九鬼：この世界に適応して、なおかつ自分たちと同じ存在ってのを作ろうとしたのかねえ。

ミユキ：ひょっとしてタクミや真くんもベータレネゲイドの影えい響きようを受けてるんじゃ……。

晃士朗：間ま違ちがいなくそうだろう。というか、適てき格かく者しやってのがそういう存在なんだろうな。

九鬼：な、なるほど。何で朱香を産ませたのかとか、そもそもなんでタクミは水晶になってるんだとか疑問はあったが、大分わかってきたぞ。

朱香：あたしやタクミくんはあの人にとっての失敗で、絆がようやく成功ってことなのね。

晃士朗：タクミはちょっとわからねえけどな。あいつが完全に水晶になっちまったら、それはそれで竜馬の思おも惑わく通りにベータレネゲイドになるのかもしれん。

ミユキ：……そんなのは、絶ぜつ対たいに防ふせがないと。

晃士朗：──だが、逆に言えばこの変質を止めれば、徐じよ々じよにでもタクミは元に戻るだろうな。

ＧＭ：はい。タクミはいわば、ベータレネゲイドの影響を受けやすい存在なのでしょう。

九鬼：しかし、それなら『至高天』はなんで変質しなかったんだろうねえ。

ＧＭ：いえ、そんなことはないですよ。絆の姿になってから、彼女はこの世界の人間と同じように振る舞い、学習し、普通のオーヴァードと変わらない存在になろうとしています。

朱香：絆の姿になってから……？

晃士朗：……そうか、人間の姿じゃなかったから、なのか。

ＧＭ：はい。人間の姿になったことで、この世界に適応しようとし、変質を始めたのです。

九鬼：永石竜馬……人間の姿になっちまったばっかりに……（笑）。

晃士朗：というか、成らざるを得なかったんじゃねえかな。推すい測そくだが、『至高天』の姿のままだと外部から影響は受けないが、自分からも何もできないんだよ。

ＧＭ：さすが矢野さん、その通りです。つまり、現在世界で発生している変質も『至高天』が絆の姿になったからこそ可能となっています。

九鬼：……要するに、ジャーム化した絆みたいなもんなのか。

朱香：前回もし絆がジャームになってたら……。

晃士朗：ああなってたのかもしれねえな。

ＧＭ：はい。ちなみにここまで来ればわかりますが、あなた方はいつでも以下の方法を実行することが可能です。




・世界に起こっている変質は、飽あくまでも永石竜馬が絆のベータレネゲイドを増幅することで起こっている。したがって、絆を殺せば、少なくともその時点でこの現象は収しゆう束そくする。




晃士朗：……そりゃそうだ。前回もそうだったもんな。

九鬼：んー、でもさ、絆もこっちに適応していってるんだよねえ。なら時間を稼かせいで、絆が完全にこっち側のレネゲイドに変質し終わればなんとかなるんじゃねえ？

ＧＭ：その前に世界の変質が終わる可能性もありますけどね。

九鬼：……晃士朗、地球が死ぬか向こうが死ぬか、待つだけ待ってみる？

晃士朗：そんなバカな持じ久きゆう戦せんがあるかよ。……まあいい、こっちはこっちで襲撃について調べる。「要人への貸し」も使うぜ。




　ゼノスのデータベースと人員を活用した索さく敵てきと調査により、晃士朗が永石竜馬のクラン、エグジスタンス・オーギュメントの襲撃を割わり出だす。

　そこでわかる内ない容ようは、シンプルながらも戦せん慄りつすべき内容であった。




晃士朗：達成値は11か……。財産ポイントを使って15まで上げる。

ＧＭ：了解です。では、以下の情報がわかります。




・数時間後にクラン「エグジスタンス・オーギュメント」による総そう攻こう撃げきが発生する。真正面から立ち向かっても勝ち目はないが、敵には時間制せい限げんがある。戦い方はあるだろう。




ＧＭ：この判定に誰だれも成功しなかった場合、次のシーンでＦＳ判定ができませんでした。

晃士朗：なるほど、これで「時間稼かせぎをする」ってＦＳ判定ができるようになるのか。

ミユキ：そうじゃなかったら真っ当に戦って勝つしかなかったわけですね。

ＧＭ：では、次に達成値15で発生する追加情報です。




・攻せめてくる敵クランのメンバーは、すべて永石竜馬の分身とも言える存在である。何人かにひとりの割わり合あいで存在する司し令れい塔とうを集中して攻せめればよい。

　敵の攻こう略りやく法ほうがある程てい度ど見出せるようになるため、次シーンのＦＳ判定において、判定のあとにひとり一回だけ達成値を＋５できる。




晃士朗：なるほど、つまり作戦が立てやすくなるからボーナスがあるってことか。無理してでも15まで出しておいて正せい解かいだったな。

朱香：リーダーえらーい。

九鬼：……でもさ、すべて分身ってつまりこのクラン……（笑）。

ＧＭ：はい。言ってしまえば、このクランは永石竜馬たったひとりのクランと言えます。

ミユキ：さ、寂しい……。

晃士朗：……ま、向こうの出方や対処はわかった。とにかく時間を稼かせぎゃいい。

九鬼：なるほどねえ。って、やっぱ持久戦じゃん……（笑）。

晃士朗：はん、レネゲイドに苦しんでるのは向こうも同じってこった。──それが人間の理り性せいを賭かけてるのか、自分の存在を賭けてるのかの差はあるがな。




「ま、同どう情じようはするさ」

　晃士朗が一切同情が感じられない、吐はき捨すてるような口調で言う。

「だが、良いようにやらせる選択肢もねえさ」




九鬼：……あちらさんにとって、適応して変質しちまうってのは、俺らにとっちゃ自分が鉱物になっちまうようなもんなのかもしれんねえ。

晃士朗：なんだ、珍めずらしいな。いつもなら、決けつ断だんした後はブレるようなこと言わねえだろ。

九鬼：人生そろそろ半分過すぎたかなあ、って思うとなんとなくね。それにほら、年を取るって変質するようなものじゃん？

晃士朗：相手の気持ちがわかる、ってか？

九鬼：わかってやったほうがいいかもしれないし、向こうもそう考えてるかもしれないよ。だってほら──奥おくさんも娘むすめもいたんだし。

晃士朗：はん、感かん傷しように浸ひたるのは後でもできるだろ。

九鬼：（苦笑して）そうだねえ。ま、こっちはこっちでできることをやるさ。




　テセウスに命じ、物質変へん換かんプログラムでパイルバンカーを生成しながら九鬼がごちる。

　なんだかんだ言いつつも、戦う準備は万全なのだ。

　──永石竜馬の襲撃まで、推すい定てい残り時間は一〇〇分を切っていた。







◆Middle04◆伝えたいこと

Scene Player ── 大門寺朱香




　晃士朗と九鬼が襲撃に備そなえて準備をしている頃ころ──。

　朱香は絆を休ませている部屋に、ミユキと入いれ違ちがいになるタイミングで訪おとずれた。




ＧＭ：というわけで、次のシーンなんですが……。

朱香：はいはい！　今度はあたしが真くんと話すシーン！（笑）

九鬼：必要だよねえ（笑）。

ミユキ：うんうん。さっき朱香ちゃんに言うことがあるとか吐ぬかしてましたし。

晃士朗：吐ぬかす、と来た（笑）。

朱香：真くんには絆についててもらってるし、そこをあたしが訪たずねる感じで。さっきミユキちゃんと話してたときと同じシチュエーションかな。

ＧＭ：わかりました。では、眠ねむっている絆は見えますが、登場はふたりだけということで。

朱香：はーい。絆が心配で訪たずねていって、そこで真くんを見かける。あ、真くん。

ＧＭ：朱香が来たのに気づいてそちらを見ます。「朱香ちゃん……」




「ずっと見ててくれたんだ？　ありがと、真くん」

　落ち着いた表情で眠る絆を見てひとまず安あん堵どし、朱香は屈くつ託たくのない笑顔を真に見せる。

「お礼を言われることじゃないよ。僕だって、この子の『ママ』のひとりだしね」

　冗じよう談だんめかした口調で答え、微笑み返す真。朱香は、そんな彼の隣となりにちょこんと座すわった。




朱香：そういえば、こうやってちゃんと話すのって三ヶ月ぶりだね。

ＧＭ：「そうだね。昨日は僕、ズタボロだったし……。でも、なんか変な感じだよ。折角朱香ちゃんやみんなの計らいでＵＧＮに戻れたのに、またこうやって一いつ緒しよにいるのは」

朱香：んー……あたしたちと一緒にいるのは嫌なの？

ＧＭ：「そういうわけじゃないよ。この状況だし、一緒にいられるのは心強い。朱香ちゃんの力になれるのは嬉うれしいしね」

朱香：……えへへ、ありがと。あたしも心強いし、嬉しいよ。

ＧＭ：「だから──キミや絆ちゃんは僕が守る。いや、守らせて欲しい。そうすれば、この戦いが終わった後で胸むねを張はってＵＧＮに戻もどれると思うんだ」

朱香：うん。じゃあ、あたしも真くんがちゃんと帰れるように守るからね。

ＧＭ：「はは、それなら安心だね」そう言うと、真は少し寂さびしげな顔になります。

朱香：真くん……？




「──全力を尽つくすよ。こうして一緒にいられるのは、これが最後だから」

　真は決意を込こめたまなざしで朱香を見て、言った。

　それは、この戦いが終わったら、二度と会うことはないという覚かく悟ごだ。




朱香：…………最後？

ＧＭ：「この戦いが終わったら、僕はＵＧＮに戻る。そう言ったよね」

朱香：う、うん……。でも、前に帰るときも言ったよ。ＵＧＮとかＦＨとか関係ない、真くんは真くんで、あたしはあたしだって。

ＧＭ：「僕もそう思ってる。けど、周りのみんながそう思うわけじゃないんだ。ＦＨの〝フェニックスガード〟であるキミを──朱香ちゃんを憎にくむ人もいる」

朱香：……そんなのあたしは平気だもん。

ＧＭ：「僕は平気じゃない。それに、絆ちゃんも危き険けんに晒さらすことになる」

朱香：うー、絆のことを言われると弱い……。

ＧＭ：「……ＵＧＮが絶対の正せい義ぎだとは言わない。父さんみたいな人もいるし、悪い部分や納得できない部分もある。僕はＵＧＮに戻って、そういう部分を変えていきたいんだ」

ミユキ：ああ、私にも言ったことね……。

朱香：……とりあえず、黙だまって聞いてる。

ＧＭ：「……だから、朱香ちゃんとは会えない。会えば危険に晒さらしてしまうし──甘あまえてしまうかもしれない。そうなったらＵＧＮを変えるなんて絵空事になる」




　朱香をじっと見つめたまま、自分の決意と理想を告げる真。

　数秒の沈ちん黙もくのあと──朱香は、にっこりと笑う。




朱香：……じゃあ、勝手に会いに行くよ。

ＧＭ：「…………え？」

ミユキ：（爆笑）

晃士朗：朱香に理り屈くつが通じるはずもなかった（笑）。

九鬼：ああ、うん、朱香らしいねえ（笑）。

朱香：あたしは真くんに会いたいもん。真くんが会おうとしないのは勝手だけど、あたしが会おうとするのも勝手でしょ？

ＧＭ：「いや、その……僕の話聞いてたよね？」

朱香：もちろんっ！

ＧＭ：「だから、僕のいるＵＧＮには、ＦＨのエージェントだった朱香ちゃんを快こころよく思わない人もたくさんいるわけで……」

朱香：関係ないもん。あたしはＵＧＮのブレイクエンドじゃなくて、真くんに会いたいの。

ＧＭ：「………ッ！」そう言われると顔を真っ赤にして視線を外します（笑）。「……な、なら勝手にすればいい」

朱香：（満面の笑みで）言われなくても、勝手にするよ！

ＧＭ：「けど、僕はキミを危険に晒したくない。だから──逃にげるよ？」（一同爆笑）

朱香：だったらあたしはどこまでも追いかけて、いつでも押おしかけるもん♪

晃士朗：押おしかけ女によう房ぼう宣言かよ。

九鬼：「母は強し」とでも言うべきなのかもしれないねえ（笑）。

ＧＭ：言葉もない、と言った感じで真はこめかみを押おさえております。




　──まったく、どんな思いで会わないって言ったと思ってるんだ──

　強気かつ不ふ敵てきに笑う朱香の顔を横目で見ながら、真はちょっとした敗北感を味わっていた。




朱香：だからね、観念しなさい。あたしから逃にげられると思うなよ？（笑）

ＧＭ：「……僕は、決めたことは曲げるつもりはないよ」

朱香：うん、知ってる。……でもさ、真くんが逃げるのもあたしが追っかけるのも、全部この戦いが終わってからだよ。それまでちゃあんと一緒にいようね。

ＧＭ：「…………う、うん」

晃士朗：勝負は見えたな。

九鬼：まったくだ。

ＧＭ：そこ、うるさい（笑）。

朱香：よし！　じゃあ、あとは迎撃まで待機だね。ちゃんとみんなで生いき延のびないと。

ＧＭ：「ああ、気をつけて。僕はここで絆ちゃんを守るよ。どうにも、僕にしかできないこともあるみたいだしね」

朱香：そうなの？

ＧＭ：「他人のレネゲイドを活かつ性せい化かさせる──っていうのが、僕の力だから」そう言って、真は絆にそっと手をかざす。そうすると、絆は幾いく分ぶん楽になったような表情を浮うかべます。

朱香：絆……！　なんで!?

ＧＭ：前回のシナリオで絆のジャーム化回かい避ひ、真の生せい存ぞんを両方クリアしていましたので、真がＤロイスの〝触媒カタリスト〟を絆に使います。




　真は他者のレネゲイドを活性化させる〝触媒〟と呼ばれる能力を持っている。このため、かつてマテリアルが活性化した結果、過か剰じよう適てき合ごうを引き起こしたこともあるのだ。

　通常のレネゲイドがベータレネゲイドの抗こう体たいの役目を果たすのならば、絆の体内にある通常のレネゲイドを活性化させれば異変の進行速度も抑おさえられるのだ。




九鬼：なるほどねえ。確たしかに理屈は通ってるよ。

ミユキ：ここに来て真くんが輝かがやき始めたわ（笑）。

ＧＭ：……というわけで、これにより次のＦＳ判定の完かん了りよう値が低下します。本来はＦＳ判定の開始時に使う予定でしたが、ここで使うのが流れ的にいい気がした。

九鬼：おお！

晃士朗：すばらしい。真を助けておいてよかったと初めて思った（笑）。

ＧＭ：「……あんまり長くはもたないけどね。これは、僕にしかできないことだから」

朱香：……ありがとう。




「──そうだ。真くん、最初にした約束覚えてる？」

「……うん。あの約束だけは絶対に忘わすれないし、違ちがえないよ」




　笑顔のふたり。その視線を絡からませながら、絆の傍で談笑する。

　──その穏おだやかな空間を、敵の襲撃を知らせるアラートが中ちゆう断だんさせた。







◆Middle05◆悪あく夢む襲しゆう来らい

Scene Player ── 青峰ミユキ




　ゼノス基き地ち内ないに警けい報ほうが鳴なり響ひびき、そこに居いるすべての者に緊きん張ちようが走る。

　──〝奪だつ還かん者〟永石竜馬ながいし・りようまとクラン「エグジスタンス・オーギュメント」、襲来。

　予想を遥はるかに超こえた戦力が、ゼノス基き地ちを揺ゆるがす。




ＧＭ：では、クラン「エグジスタンス・オーギュメント」の襲しゆう撃げきシーンです。想定よりもかなり多い戦力が投入され、ゼノス基地へと雪崩なだれ込んでくる。

晃士朗：こんなに数が多いのに、ひとりなんだよな……（笑）。

朱香：さ、さみしい。

九鬼：どこまで行っても何人いてもひとり。

ミユキ：ちょっとかわいそうになってきました。

ＧＭ：とはいえ、状じよう況きようは深しん刻こくです。




　ゼノス基地周辺──京都近きん郊こうの山間部は、異い様ようそのものの姿すがただった。

　木々はその七割わり強が鉱こう物ぶつへと姿を変え、基地に押おし寄よせるエグジスタンス・オーギュメントの軍ぐん勢ぜいは、その数こそ圧あつ倒とう的てきでありながら、外見は三通りしか存そん在ざいしない。




九鬼：三通り……それって前回の？

ＧＭ：そうです。竜馬のコピー、インフェルノ、パラディーゾの三名です。

晃士朗：あの連中が大量に攻せめてくるのか……。

九鬼：さ、さすがに弱体化してるよね!?　ね!?

ＧＭ：ゼノスの構こう成せい員いんが既すでに戦せん闘とうを開始していますが、それを見る限かぎりでは前回戦った三人と戦せん闘とう力りよくに遜そん色しよくないか、それ以上のようです。

ミユキ：ひええ……。

晃士朗：……これはまともに戦ってられんな。とはいえ、時間制せい限げんがあるのはわかってるんだ。それについてはミユキと朱香にも伝えておく。

ミユキ：とにかく耐たえればいいんですね……。

朱香：うん、大だい丈じよう夫ぶ。耐たえるのは得意だよ！（笑）

ＧＭ：「そうですね。耐たえ続けるだけなら十分に勝機はあります」と、あなた方のもとに都築京香つづき・きようかが現あらわれます。

九鬼：お～やおや、プランナーさんじゃないの。協力してくれるわけかい？

ＧＭ：「はい。ここであなた方の戦力を補ほ強きようするのが私わたしのプランです」

晃士朗：はん、そいつぁありがてえ。利用させてもらうぜ。

ミユキ：私たちも気合いを入れましょう、朱香ちゃん。

朱香：うんっ！　絆きずなは真くんに任まかせたから安心だしね！




　戦闘態たい勢せいをとるケルベロスの四人と〝プランナー〟都築京香。

　圧倒的な戦力差を覆くつがえす方法はただひとつ、迫せまり来くる猛もう攻こうを耐え続けること。

　じりじりと包囲は狭せばまり、やがて──戦いが始まった。




ＧＭ：というわけで、初期配置はこんな感じです（ポーンを並ならべる）。現げん在ざいあなた方に攻こう撃げきを仕し掛かけるのはこれだけですが、時間の経けい過かと共に戦力は増ぞう加かするでしょう。

ミユキ：増ぞう援えんが来る、ってことですね……。

朱香：前回のクライマックスよりきついんじゃないの!?（笑）

晃士朗：そのためのＦＳ判はん定ていなんだろう。

ＧＭ：では、次にＦＳ判定について説明します。目的は敵てきの大だい攻こう勢せいを耐え凌しのぐこと。判定は【肉体】で難なん易い度どは８。最大達成値ち40、支し援えん判定は【精せい神しん】です。

晃士朗：技ぎ能のうじゃなく能のう力りよく値か……。結けつ構こう面めん倒どうだな。

九鬼：俺おれと晃士朗は見けんに回るか、支援判定だねえ。

ＧＭ：次に［完かん了りよう値］ですが、本来28なのが前シーンのイベントの効こう果かで25に減げん少しようします。

朱香：真くんのおかげだよ。

九鬼：へえ、あいつも中々やるねえ。

ＧＭ：終しゆう了りよう条じよう件けんは五ラウンドです。それを経過すると、敵をすべて戦闘で倒たおす以外の方法はなくなります。

ミユキ：……ほぼ手て詰づまりですよね、それ。

九鬼：あいつらとそんなに戦って侵しん蝕しよく率りつがどうなるかとか、想そう像ぞうもしたくない（笑）。
















ＧＭ：なお、都築京香はデータを持ちません。代わりに、以下の効果があります。




・セットアップの最初に宣せん言げんすることで、任にん意いのエンゲージにいるエネミーが全ぜん滅めつする。

・この効果は三回まで使用することができる。




九鬼：……問答無用で全滅？

ＧＭ：はい。

ミユキ：カバーリングとかもされないんですか？

ＧＭ：されません。指定したエンゲージにいる敵は即そく座ざに全滅します。

朱香：すごーい（笑）。

晃士朗：さすが都築京香だ（笑）。

ＧＭ：それと、情じよう報ほう収しゆう集しゆうのボーナスでひとり一回、進行判定の達成値に＋５できることもお忘わすれなく。では、ここからはラウンド進行になります！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それでは、まずセットアップです。こちらの行動値は竜馬のコピーが42、インフェルノが39、パラディーゾが18。

朱香：速いー!!

ミユキ：確たしかインフェルノよりはリーダーが先に行動できたはずなのに……（笑）。

九鬼：前回より強くなってるじゃねえか！（笑）

晃士朗：思ったよりえげつねえな。あ、都築京香の効果はいつ宣言すればいい？

ＧＭ：行動値に関係なくセットアップの一番最初とします。ハプニングチャートと同じタイミングですね。……で、そのハプニングチャートの結果は04で、特に何もなし。

晃士朗：なら迷まよう必要はねえな。竜馬コピーとパラディーゾを倒たおしてくれ。




　戦いの幕まくが上がると同時に、都築京香が動いていた。──否いや、動いたようだった。

　なぜなら、誰だれも彼かの女じよが行動したことを認にん識しきできなかったのだ。

　ただ、恐おそるべき力を持つはずのオーヴァードがふたり──永石竜馬のコピーと、パラディーゾと呼よばれる少年が、何の前まえ触ぶれもなくチリと化して崩くずれ去さったのみ。




ＧＭ：ヴァイタルアップを使用する暇ひまもなく、都築京香によって竜馬のコピーとパラディーゾは瞬しゆん時じに分ぶん解かいされてチリになります。

九鬼：あれが元リエゾンロードの力か……。

ミユキ：……敵てき対たいしたくないものですね。

晃士朗：ああ。あれが日本のＦＨを事実上統とう括かつしてた奴やつの力だ。

ＧＭ：というわけで、まずは晃士朗のセットアップ。

晃士朗：……この状況だと使っても意味はないか。39じゃ《赤方偏移世界》でも届とどかん。

朱香：あたしは《氷の城じよう砦さい》かなあ……。あ、でも《クイックダッシュ》で前に出て押さえられないかな？

晃士朗：それだ。確かエンゲージ離り脱だつ技わざはなかったはず。とすると朱香に《赤方偏移世界》を使おう。これで10ｍ移い動どうできるはずだ。

朱香：よーし、じゃあ《クイックダッシュ》！　10ｍ移動してインフェルノにエンゲージ！

ＧＭ：うおおお、押さ込こまれてしまった！《一いつ閃せん》だと離脱できん！

朱香：ようやく《クイックダッシュ》が役に立ったよ！（笑）

ミユキ：無理はしないで、朱香ちゃん……！

ＧＭ：くっ……では行動値39で朱香に攻撃しよう。《コンセントレイト》＋《吠ほえ猛たける爪つめ》＋《さらなる波》に《マシラのごとく》も追加。……達成値は73！

朱香：《炎えん陣じん》使わなくていいから楽ちん。《氷ひよう盾じゆん》＋《イージスの盾たて》でガードするよ！




　神速の剣けんを操あやつるインフェルノに先んじて、その眼がん前ぜんに肉にく迫はくする朱香。翼つばさのように燃もえ盛さかる炎が高速の連撃を食い止める！




ＧＭ：ダメージは[image: ]点、装そう甲こう無む視し。まずは朱香だけでも倒たおそうと全力で斬り裂さく。

朱香：ガード値で40点止めて82。《氷雪の守しゆ護ご》も使おう。……こっちは19点止めた！

晃士朗：３点オーバーか。なら《波は紋もんの方ほう陣じん》で……36点止める！

朱香：ありがとー、リーダー！　残りＨＰはそれで33！

ＧＭ：では、次に晃士朗ですが……。

晃士朗：俺は待機だ。進行値が上がって判定が変わるのを待つ（笑）。

朱香：じゃあ、次は行動値を上げてもらったあたしだね。進行判定するよー！

晃士朗：そこに《援えん護ごの風》を使うぜ。ダイスを３つ増ふやしてくれ。

朱香：ありがと、リーダー！　……ええと、達成値は９。ここで＋５の効果も使っちゃおう。

ＧＭ：ということは、最終的に14ですね。進行値が＋２されます。




進行値：０[image: ]２




ミユキ：それじゃあ、次は私が判定します。これでイベントを発生させれば、九鬼さんやリーダーに有利な判定になるかもしれないし。

九鬼：だねえ。頼たのむぜ、ミユキ。

ミユキ：はいっ！　……ええと最大達成値は９。私も＋５の効果を使って14です！




進行値：２[image: ]４




ＧＭ：では、進行値が３を超こえたのでイベントが発生します。敵前線部隊の攻こう勢せいが俄にわかに激はげしくなり、以い降こうの判定が〈回かい避ひ〉に変へん更こうされます。支援判定は変化なしです。

九鬼：〈回避〉か……！

晃士朗：これはドッジなの？　それとも飽あくまでも〈回避〉による判定？

ＧＭ：あくまでも〈回避〉技能による判定です。たとえば〈ＲＣ〉でドッジを行う、などのエフェクトは使用できません。

九鬼：だよねえ……。んじゃ、普ふ通つうに振ふるよ。……おおおお、10がふたつも出てる!!

ミユキ：（目を見開いて）え─────!?

朱香：三田さん、三田さん!?　大丈夫なの!?

九鬼：俺のダイス目がいいのがそんなに驚おどろくことなの!?（一同爆ばく笑しよう）

晃士朗：普ふ段だんが普段だからなあ……（笑）。

ＧＭ：ええと、達成値はおいくつでしょう。

九鬼：17～。＋５の効果も使ってしまって22にするよ。




進行値：４[image: ]７




ＧＭ：おお、予想よりハイペースですね。進行値７でイベントがまた発生します！




　戦力差をものともせず、エグジスタンス・オーギュメントの攻撃を危あぶなげなく凌しのぎ続けるケルベロスの四人。だが、敵はそんな彼かれらを脅きよう威いと感じ、戦力の集中を始める！




ＧＭ：というわけで、10ｍ離はなれた位置に竜馬のコピーとインフェルノが一体ずつ、それぞれ別エンゲージで登場。

九鬼：うおおおお、竜馬とインフェルノ!?

晃士朗：そいつらは未行動なの？

ＧＭ：いえ、登場した直後は行動済ずみです。でないと管理がややこしくなるので。

ミユキ：よかった……（笑）。

九鬼：危あぶなかった。未行動で出てこられたら何回リザレクトさせられるかわからん（笑）。

ＧＭ：更さらに、ここからはある程てい度ど交戦も必要となるため、以降の判定は〈白兵〉ないし〈ＲＣ〉に変更されます。

晃士朗：よし、待機していて正せい解かいだ。ここで稼かせぎたいところだな。〈ＲＣ〉で判定して、達成値は……お、回った。また回った。ダイス目だけで27、〈ＲＣ〉のレベルを足して40！




　晃士朗の纏まとう黒風が敵戦力を圧あつしてゆく。敵の中では、巻まき込こまれて崩くずれ去ったものさえ出るほどだ。この一手は、彼らにかなりの時間を稼かせぐことを成功させていた。




ＧＭ：おおお、最大達成値じゃないですか！　進行値がなんと＋５です。

朱香：リーダーすごーい！

ミユキ：さすがです……！




進行値：７[image: ]12




ＧＭ：というわけで、12でちょうどイベントが発生。敵火力が更に強化され、猛攻を耐え凌ぐ意い志し力が要求されます。以降の判定を〈意志〉に、難易度が９に変更。

九鬼：これは俺と晃士朗が頑がん張ばるかあ……。

朱香：〈意志〉ならあたしも得意だよ！

ＧＭ：で、最後にこのイベントが発生したラウンドのクリンナッププロセスに全員３Ｄ10のＨＰダメージを受けます。

九鬼：ひぃぃぃぃ！

晃士朗：きっついな……。

ミユキ：もう周りが火の海になってる気がします。

ＧＭ：というわけで、全員行動済みなのでクリンナップです。ダメージは……23点！

九鬼：いてえー！　くそう、装甲値が効きけばなあ。

ミユキ：《氷雪の守護》を使います！　……７、７、９で23。ぴったり０！

晃士朗：おお、そりゃすげえな。

ミユキ：朱香ちゃんを見て覚えました。冷気で結界を張はるイメージ。

朱香：えへへ～。じゃあ、あたしは《フェニックスの翼》を使う。15点回かい復ふくして、残り25。




◆第二ラウンド

ＧＭ：それでは次のラウンドです。まずはハプニングチャートですが……86。「突とつ破ぱ口こうの発見。このシーン中の最大達成値＋10」です。ちなみに重ちよう複ふくはしません。

ミユキ：クリティカルさえすれば、進行値＋６まで狙ねらえるわけですね。

朱香：達成値50は厳きびしいなあ（笑）。

ＧＭ：次に都築京香を使うかどうかですが……。

九鬼：竜馬のコピーを潰つぶすだろう、そりゃ！

ミユキ：（こくこく頷うなずく）

ＧＭ：では、都築京香の攻撃で竜馬のコピーはチリになります。

晃士朗：シーン攻撃連発してくる奴を残しててたまるか（笑）。

ＧＭ：では、ここからは行動値順に処しよ理りをしましょう。こちらは何もなし。

晃士朗：俺も今は特にないな。《赤方偏移世界》も意味はない。

九鬼：俺は《加速装そう置ち》！

朱香：《氷の城砦》を使うー！

ＧＭ：では、インフェルノＡが朱香に攻撃。さっきの組み合わせから《マシラのごとく》を外して《リミットリリース》を追加。……あ、あれ、低い。達成値42しかない。

朱香：ふふふ、《氷盾》と《イージスの盾》でガードするよ。

ＧＭ：ダメージは５Ｄか。……うう、低い。装甲無視で58点。

朱香：ええと、ガード値と《氷の城砦》で54点止めました。４点ダメージ。残りＨＰ21。

九鬼：固ぇ……!!（笑）

ミユキ：朱香ちゃん、すてきよ（笑）。

朱香：ぶいっ（笑）。

ＧＭ：では、インフェルノＢが行動します。《一閃》に《マシラのごとく》と《リミットリリース》、《獅し子し奮ふん迅じん》も加えた攻撃で朱香以外の三人を攻撃！

晃士朗：しまった、さっきエンゲージを離はなしておくべきだった。

九鬼：俺もだよ。バラけとくべきだったねえ……！

ミユキ：……来ます！

ＧＭ：……達成値は62！《疾しつ風ぷう剣》も組み合わせているので、ドッジをする場合は７個このダイスペナルティです。

晃士朗：俺はダイスが振ふれない。

九鬼：一いち応おうガードする。……焼け石に水だろうねえ（笑）。

ミユキ：私もドッジは無理ですね……。

ＧＭ：わかりました。では、ダメージは[image: ]点、装甲無視。

ミユキ＆晃士朗＆九鬼：《リザレクト》！




　防ぼう御ぎよの要である朱香が別の敵を食い止めている隙すきを狙ねらい、ふたり目のインフェルノが疾しつ駆くする。音速を超ごえて真空さえも纏まとった超ちよう高こう速そくの十二連撃がミユキたち三人を切きり刻きざむ！




ミユキ：10点回復。随ずい分ぶん久ひさしぶりに《リザレクト》させられた気がします……（笑）。

九鬼：朱香に頼りっきりだったし、戦闘に入ったら[image: ]％超えがザラだったしねえ。

ＧＭ：というわけでこちらは終了。次は晃士朗の行動ですね。

晃士朗：マイナーで《斥せき力りよく跳ちよう躍やく》を使って20ｍほど後こう退たいしておく。

ＧＭ：なるほど、了りよう解かいです。

晃士朗：メジャーは当然進行判定だ。……10がひとつ出て、達成値は13。サポートスタッフを使用して＋２、更に情報収集のボーナス＋５を使って達成値20だ。




進行値：12[image: ]15




ＧＭ：イベントは発生しませんが、ここで＋３はかなり大きい！　では、次は九鬼です。

九鬼：マイナーで《イオノクラフト》。まずは距きよ離りを離はなすよ（笑）。

ミユキ：これで全員バラけましたね。

九鬼：さっきこれをしてりゃあ被ひ害がいが減へったんだが、まあ仕方ないねえ。んじゃ、メジャーで進行判定だ。テセウスのダイスボーナスを使用して……よし、達成値14。




進行値：15[image: ]17




ＧＭ：17でイベントが発生します。敵てき側がわに焦あせりが見え始め、隙をつきやすくなります。以降の判定は、任意の能力値、または技能で行えるようになります。

晃士朗：おお、それはすばらしい！

九鬼：こりゃ一気に終わらせられるんじゃないかい？

ＧＭ：……ただし、更にインフェルノが二体登場します。場所はＰＣの初期位置──ミユキから10ｍ離れた場所に登場。二体とも別々のエンゲージです。
















ミユキ：また増ふえた!?

朱香：いやぁぁぁん、なんなのこれ（笑）。

九鬼：せめて固まってくれたらやりやすいのに！　なんだこの乱らん戦せん！

晃士朗：エンゲージを離しておいて正解だった……。

ＧＭ：というわけで、次はミユキの行動です。

ミユキ：当然〈白兵〉で判定しますよ!!　……あ、エフェクトって組み合わせられますか？

ＧＭ：〈白兵〉技能による判定であって、攻撃ではないので、攻撃に使うエフェクトは組み合わせられないとしましょう。

ミユキ：うーん、それなら仕方ない、普通に判定します。……惜おしい、達成値は29！




進行値：17[image: ]20




ＧＭ：進行値＋３ですね。イベントは発生しないので、次は朱香です。

朱香：んー……ここは〈意志〉で判定するね。

晃士朗：なら、そこに《援護の風》を飛ばそう。ダイス＋３個こだ。

朱香：ありがとうリーダー！　……んー、クリティカルしない！　達成値13！




進行値：20[image: ]22




ＧＭ：おお……では、それでイベントが発生します。

朱香：なんだろう……。

晃士朗：……そろそろヤバめのイベントが来そうだけどな。




　戦闘は最終局面を迎むかえようとしていた。ここに至いたり、もっとも集中して殲せん滅めつすべきはケルベロスである、と竜馬は判はん断だんする。

　残ざん存そん戦力が進行方向を変え、続々と集まり始める……!!




ＧＭ：というわけで、まずＰＣの初期位置から５ｍ離れた位置にインフェルノが一体登場。

ミユキ：何その大安売り!?

朱香：インフェルノの叩たたき売うりが……（笑）。

九鬼：プルガトーリオと同どう格かくじゃないのかよ！　なんだよそれ！（笑）

ＧＭ：更にそこから10ｍ離れた位置に竜馬のコピーとパラディーゾが登場します。

晃士朗：……これはひでえ。前回のクライマックスの倍以上の戦力があるな。

ＧＭ：では、クリンナッププロセスになります。

朱香：《フェニックスの翼》で回復だけはしておくよ！




◆第三ラウンド

ＧＭ：それでは第三ラウンドです。まずはハプニングチャート……09。「専せん門もん的てき知ち識しきが必要。そのラウンドの間、指定された技能が４レベル以下のキャラクターが獲かく得とくする進行値はマイナス１となる（最低０）」です。

晃士朗：今は任意の技能で判定できるから、５レベル以上の技能を使えばいいってこったな。

朱香：あ、あたしそんな技能ひとつもないよ（笑）。

ミユキ：残り３だし、リーダーと九鬼さんに任まかせて大丈夫よ。

九鬼：それより都築京香だよ！　竜馬のコピーとパラディーゾを潰つぶして欲ほしい！（笑）

晃士朗：もちろん都築京香の最後の効果はそこに使うぜ。

ＧＭ：竜馬のコピーとパラディーゾは粉々になり、この世界のレネゲイドに還かん元げんされます。「……さて、援護はこの程度で十分ですね」

晃士朗：ああ。……これであとは五体もいるインフェルノだけか（笑）。

ミユキ：五体……（笑）。

九鬼：こいつらが一気に攻撃してくるのが厳きびしいんだよねえ。……晃士朗、相手の行動値を超こえるにはいくつ足りない？

晃士朗：《赤方偏移世界》を使っても６足りないな。先手さえ取れれば、あとは〈ＲＣ〉で判定して終わらせるのは容易たやすいんだが。

九鬼：……よし、ならここだな。40点残ってる経けい験けん点を25点使って《戦局判断》を３レベルで取得する！




「テセウス、システム構こう築ちく開始。戦局判断プログラムインストール」

『Yes,Master』

　敵の厳きびしさを見て取った九鬼は、ここで戦局を変えるべくテセウスに新たなプログラムを即そつ興きようで構築させる。時間稼ぎのための防ぼう衛えい用ようドクトリンを組くみ込こんだ戦せん術じゆつサポートシステムが晃士朗の行動を補ほ助じよし、神速の剣けん士したちより先んじることを可か能のうとした。

「晃士朗、俺の言うとおりに位置を取れ！　それで先手を打てる！」




晃士朗：おお、それだ！《赤方偏移世界》と合わせて行動値39！

ＧＭ：……なるほど！　では、晃士朗が最初に行動可能です！

晃士朗：当然〈ＲＣ〉で判定だ。……達成値21！




進行値：22[image: ]25




朱香：やったああああ！　すごい連れん携けいだったよ、九鬼さんもリーダーも！

ミユキ：これまで培つちかってきたものの差ですね。

九鬼：ほんとほんと。よく即興のプログラムを信じて動けたよねえ？

晃士朗：はん、お前はともかくテセウスは信用できるからな（一同爆笑）。

ＧＭ：……では、そこで敵勢力は限げん界かいを迎むかえます。多少の誤ご差さはありますが、ほぼ同時に全員が限界を迎えて崩れ去っていく。

朱香：く、崩れちゃうんだ……。

ミユキ：悲しいなあ……。

晃士朗：誤差があるなら、陣じん形けいが崩れてきたところを狙ねらって地面に手をつく。そうすると、黒い風が巻まき起おこって生き残りを叩たたき潰つぶしていく。

朱香：かーっこいい（笑）。

晃士朗：疲つかれた。本気で疲れた……。

九鬼：……しかし、強いけど脆もろい連中なんだよねえ。戦闘行動を始めたらこんな短時間で崩れちゃうのか。

ミユキ：……けど、本体は出てきませんでしたよね。

晃士朗：そうだな。……ま、ここで向こうがどう出てくるかを待つさ。

朱香：あ、あたし《鋼はがねの肉体》使っておきたいです。いいですか？

ＧＭ：そのくらいは構かまわないでしょう。それと、戦闘が終わった時点で都築京香があなた方に言います。「これで状況は終了です。一度退いて体勢を立て直しますか？」

九鬼：モチロンさ……。回復とかしてくれると嬉うれしいんだけどねえ（笑）。

ＧＭ：「それではこれを」と、全員に医い療りようトランクを渡わたしてくれます。

晃士朗：おお、使ってもなくならない奴か。そりゃありがたい。

ＧＭ：では、一通り応おう急きゆう処しよ置ちが終わった、というところでシーンを終了しましょう。






《戦局判断》　戦闘の状況を読みとり、先手を取れるように動かすノイマンのエフェクト。









◆Middle06◆取引

Scene Player ── 九鬼




　エグジスタンス・オーギュメントの襲撃、そして戦闘終了からおよそ一時間後。

　──〝彼〟は、ふたたび姿を現あらわした。




ＧＭ：それでは、戦闘直後、大体一時間ほどあとのシーンとなります。

朱香：っとと、医療トランクをここでも使うよ！（笑）

九鬼：俺も使っておこう。……うん、これで全ぜん快かいだ。

ＧＭ：では、そうやって手当てをしているところで、ゼノスの構成員が部屋に駆かけ込こんできます。彼はまず都築京香に何事かを伝える。

晃士朗：どうした？

ミユキ：また、何かあったんでしょうか。

ＧＭ：報ほう告こくを受けた都築京香は、表ひよう情じようを変えずにあなた方に向き直ります。




「──〝奪還者〟永石竜馬が再さい度どの接せつ触しよくを求めています」

　感かん情じようをうかがわせない淡たん々たんとした口調で、都築京香は今しがた受けた報告を伝える。それは、戦いを終えたばかりの四人を驚きよう愕がくさせるには十分なものだった。




朱香：また……？

ミユキ：何をしたいのかさっぱりわからないです。

九鬼：おいおい、またこっちに訪たずねてきたとかじゃないだろうねえ？

ＧＭ：「いえ、通信回線での接触です。──こちらに繫つなぎますが？」

晃士朗：そうだな。まさかモニターや通話越ごしに攻撃はしてこねえだろ。

朱香：うん……。

ＧＭ：「では、回線を開きます」そう言って都築京香が端たん末まつを操そう作さすると、室内にあるプロジェクタが永石竜馬の姿を映うつし出だします。

九鬼：さてさて、今度はなんだい？

ＧＭ：「ん、ん……」咳せき払ばらいをしてから、竜馬はモニター越しであなた方に呼よびかける。「キミたちには感服した。戦力を削そぐつもりが、こちらが削そがれてしまった」

九鬼：随分素す直なおになったねえ（笑）。

ミユキ：……あのコピー軍ぐん団だんにも限りはあるのかしら。

ＧＭ：「大分時間を稼かせがれてしまった」




　竜馬はまるで同時に溜ため息いきが聞こえそうな声音でそう呟つぶやくと、口元へと赤い塊かたまりを運ぶ。それは、何の変へん哲てつもない林りん檎ごに見えた。

　しゃく。しゃく。おもむろに林檎を齧かじり、何度か咀そ嚼しやくした後、ごくん、と音を鳴らして嚥えん下かする。

「甘あまい。それから、酸すっぱい。──こういった感覚まで理り解かいできるようになってしまった」




晃士朗：ふむ。つまり味覚や嗅きゆう覚かくも人間と変わらなくなってきたってことか。

九鬼：……無む菌きん室しつを出て、変へん質しつが進んでる、ってことなんだろうねえ。俺の推すい理りは当たってたか。あっちも随分時間がないみたいだよ。

ＧＭ：「推すい察さつの通り、私には時間がない。──そこでだ、妥だ協きよう案あんを提てい示じしたい」

一同：妥協案？




　思いがけぬ発言に、図らずも唱和する四人の声。

　竜馬はそうだ、と頷うなずいてから続ける。




ＧＭ：「キミたちがそれほどまでに絆という個こ体たい──いや、絆という少女に執しゆう着ちやくし、大事にしているのはよくわかった」

九鬼：……感情を理解していってるよ、こいつ！（笑）

朱香：だからなんだっていうの？　絆をジャームにするなんて許ゆるせないもん！

ＧＭ：「──誤ご解かいがあるようだが、私は彼女をジャームにしたいわけではない」

晃士朗：何？

朱香：え、なんで!?

ミユキ：……違ちがうの？

九鬼：……随分妙みようなことを言い出したねえ。

ＧＭ：「私が求めているのは、あくまでも私が私のままで存在できる世界だ。現げん状じようで彼女をジャームにするのは、その手しゆ段だんであって目的ではない」

晃士朗：はん……、変質していく現げん象しようのことか。お前のことは調べたが、どうも自分のベータレネゲイドを失わないためにちょっかいを仕し掛かけてたみたいだな。

ＧＭ：「そうだ、目的はそれ以外にない。そこで、私は棲すみ分わけを提てい案あんしたい」

九鬼：棲み分けだと？

ＧＭ：「そうだ」




　淡々と──それでも、これまでよりは感情の窺うかがえる口調で──竜馬は続ける。

「永石絆と、キミたち四人、そして残り二名の適てき格かく者しやに我われ々われの同どう胞ほうとなってもらいたい。そうすれば、今世界で起こっている変質は半分程てい度どで停止させよう」




一同：はぁぁぁぁぁぁ!?

朱香：な、何を言ってるの、この人は……。

晃士朗：随分妙なことを言うじゃねえか。この世界を変質させるには、絆のジャーム化が必要だったんじゃねえのか？　なんでそこに俺たちが関わる？

ＧＭ：「彼女のジャーム化は必ひつ須すではない。彼女に同種の──ベータレネゲイドに変質したオーヴァードの仲間がいれば、理り性せいを保たもったままでその力を維い持じできる」

晃士朗：はん、なるほどな。そういうところはこっちと変わんねえのか。

九鬼：……ベータレネゲイドも拠より所どころがなきゃジャーム化するってことだろう、ねえ。

晃士朗：もうひとつ聞きたいことがある。今起こっている世界の変質は絆の力を使って発生している、それは間ま違ちがいねえな？

ＧＭ：「間ま違ちがいない。だが、彼女がいないと変質させた世界の維持は不ふ可か能のうだ」

晃士朗：……はん、なるほどな。それでわかったぜ。

九鬼：ベータレネゲイドの世界を維持するのには、絆が必要。けどそっちの世界にいっちゃったらいずれ変質して、朱香やミユキとの絆ロイスは保たもてなくなる……。

ミユキ：……そうなるとジャーム化して、いずれ世界はベータレネゲイドに侵蝕されかねない。そうしたくないのなら、私たちもベータレネゲイドで変質しろ。そういうことね。

朱香：そっか。じゃあ、あたしはモニターを見つめて聞いてみる。




「……ねえ、その林檎、おいしい？」

「味覚によって発生する脳のうの刺し激げきによってある種の快かい楽らくを感じている。それを『おいしい』と呼よぶのであれば、そうなのだろう」

　何気ない語調で投げかけた朱香の質しつ問もんに、竜馬は意外なほど真っ当な返答を返した。

　──恐おそらく、その感覚や美味と感じること自体も彼にとっては不本意なのだろうが。




朱香：……ものを食べて『おいしい』って感じるのは幸せなことだよ。それを感じられるんなら、あなたがあたしたちの世界に来ればいいんじゃないの？

ＧＭ：「……こちらに来い、だと？　この私にそれを言うのか？」ぴくりと眉まゆを動かし、彼はわなわなと震ふるえ始めます。

朱香：あれ、なんか、様子が……。

ミユキ：…………怒おこってる、の？




　モニターの向こうで、永石竜馬は手にした林檎を握にぎりつぶした。声をわずかに震ふるわせ、明らかな感情を窺うかがわせながら口を開く。

　最初に浮うかぶ表情は、不ふ快かい感かん。

「キミたちにわかるか？　一〇〇〇年を超える時間、変質し続ける自分への恐きよう怖ふが」

　次に浮かぶのは、憎ぞう悪お。

「キミたちにわかるか？　その恐怖を分かち合い縋すがる同胞をもたぬ孤こ独どくが」

　そして最後に、怒いかりが浮かぶ。

「そして──こんなことで怒りを感じる、そこまで変質した自分への焦しよう燥そうが」




ＧＭ：「その私に、なおもキミたちに迎げい合ごうしろと？　あり得ん。私は私のまま、否、私自身と私の世界をこの地球上に取とり戻もどす」

朱香：あたしたちだっておんなじだよ。いきなり世界や自分を変えられるわけないじゃない。

ＧＭ：「──ならば、我々の世界がキミたちの望むものだとしたらどうだ？」

朱香：望まない、って言ってるでしょ!?

ＧＭ：「見てから判断しても遅おそくはあるまい？」

朱香：だったらそっちもあたしたちの世界を見てから判断しなさいよ！

ＧＭ：「……私は一〇〇〇年以上こちらに居る。そうして判断した結果だ。感情に揺ゆるがされ、心身ともに脆もろく、安定とは程ほど遠とおい──そんな人間になりたくはない」

晃士朗：はん、無む駄だだぜ朱香。こいつはとっくに人間に絶ぜつ望ぼうしてんだ。もっとも、それもこいつが人間に近づいちまったから気づいたんだろうけどな。

ミユキ：そうですね。……随分人間くさく見えます。

ＧＭ：「まったくもって不本意だ。……キミたちも、我々の世界を見れば考えを変える」

九鬼：……けどさ、見るっつってもどう見ればいいんだい？

ＧＭ：「……今の私なら、見せることが可能だ」と、また不ふ快かいげに言います。「わかりやすく言いい換かえれば、通つう訳やくだ。キミたちとこちら側──本来意思疎そ通つうの不可能な相手同士をね」

ミユキ：ここでなきゃいけない理由はあるの？　どこか他の星とかに行けばいいじゃない。

ＧＭ：「そんな時間も力も残されてはいない」




　吐はき捨すてるように答え、竜馬は更に人間──否、地球の生物への嫌けん悪おを続ける。

「欲よく望ぼうに振ふり回まわされ、身を寄よせ合あうだけで互たがいを傷きずつける。キミたちのような有機生命体を私は理解できない。──いや、理解しつつあるのが恐おそろしい」




九鬼：こりゃ説得は無理だねえ……。

朱香：でも、絆がきっといやがるもん。だから──。

晃士朗：……ふむ。

ＧＭ：というところで、都築京香がここで自分の意見を言います。「私は半々でしたら問題ない、と考えますが」

ミユキ：……京香さん!?

ＧＭ：「私の目的はレネゲイドのさらなる進化です。ベータレネゲイドに既き存そんのレネゲイドが駆く逐ちくされるのは問題ですが、混こん在ざいすることに問題を感じません。むしろ新たな発見が期待できます」

晃士朗：……はん、なるほどな。そりゃ絆にも興きよう味みを持つわけだ。

ＧＭ：「永石竜馬に積極的に協力することはありませんが、邪じや魔まもしません。棲み分けの約定がある以上、ゼノスは中立の立場を取ります」




「ひとまず永石絆の保ほ護ご、および基地内の利用許きよ可かは継けい続ぞくします。それ以上のことについては期待せぬよう」

　淡々と、都築京香はケルベロスの四人にそう告げた。彼女の意思はゼノスの意志そのものだ。この決定が覆くつがえることも、ゼノスの協力を得られることももうないだろう。




晃士朗：……はん、あんたがそう決めるなら何も言えねえよ。

ＧＭ：「私もそれで結構。理解していただけて助かる」

朱香：……あたしはまだ納なつ得とくしてない。あなたは自分で勝手に半々にするって言ってるけど、望まずにベータレネゲイドにさせられた人は、被ひ害がい者しやじゃない！

ＧＭ：「望まずに……本当にそう思うのか？」

朱香：そうじゃないって言うんなら、証しよう拠こを見せてよ！

ＧＭ：「いいだろう。まずはそれを見せよう」

朱香：……え？　噓うそ？

ミユキ：……それって、さっき言ってた通訳ってことなのかしら。

晃士朗：確かに、ベータレネゲイドに取とり込こまれた連中がどう思ってるかはわからねえな。

九鬼：取り込まれた人同士は意思疎通できてる、ってのは確か情報としてあったねえ。

ＧＭ：「外に出たまえ。キミの言う証拠を見せよう」

朱香：う～…………。

ミユキ：リーダー……。

晃士朗：選せん択たく肢しがねえよ。今の俺たちには、もう後うしろ盾だてはねえんだ。

九鬼：保ほ険けんはかけておくよ。真はこっちに残して、俺たちが洗せん脳のうされたり精神構こう造ぞうが変わっちまってないか、あいつに判断させるんだ。

ミユキ：……そうですね。真くんなら安心です。

朱香：あたしもそれでいいよ。真くんとは、約束があるし。

晃士朗：ま、他に頼たのめそうな奴もいねえ。

九鬼：しかし自分で言っててなんだが、あいつにバックアップを頼むとはなあ……（笑）。

朱香：それでこそ主人公だよ（笑）。

ＧＭ：「話が決まったら出てくるといい。何、こちらに来てすぐにキミたちが変質するようなことはないよ。キミたちのレネゲイドのほうが、ベータレネゲイドよりも強い」

朱香：……本当に証拠を見せてくれるのね？

ＧＭ：「そうだ。キミたちが、こちら側に来た人々に触ふれ、判断するといい」

ミユキ：行ってみるしかないわね。

晃士朗：そうだな……。

朱香：うん。でも、絆は連れていかないよ。行くのはあたしたち四人だけ。

ＧＭ：「歓かん迎げいする。──きっと、キミたちが懐なつかしむ顔も待っていることだろう」




　竜馬の言う『証拠』──ベータレネゲイドに取り込まれた人々は、一体何を思うのか。

　そして、彼の言う懐かしむ顔、その真意はなんなのか。

　すべてを確たしかめるべく、四人は外へと踏ふみ出だす。






医療トランク　医療器具や薬品の入ったトランク。何度でも使用できる。









◆Middle07◆向こう側の世界

Scene Player ── 青峰ミユキ




　永石竜馬ながいし・りようまに促うながされ、四人はゼノス基き地ちの外へと歩み出た。ベータレネゲイドの侵しん蝕しよくはいっそう進んでおり、周囲の動植物は様々な鉱こう物ぶつ──鉄や胴どう、金、銀など──に変へん質しつしている。

　そして──不意に空間が歪ゆがみ、四人を迎むかえ入いれるゲートが生成された。




ＧＭ：それでは次のシーン。あなた方が外に出ると、晃士朗の使うディメンジョンゲートによく似にた空間の歪みが発生します。

ミユキ：……ここをくぐれ、ってことなんでしょうね。

朱香：なんか……嫌いやなもの見せられそうだよね。

九鬼：ま、それは確かく定ていだろうねえ。

晃士朗：……はん、どっちにしろ行くしかねえんだ。ゲートを通るぜ。

ＧＭ：あなた方がその歪み──ゲートを抜ぬけると、奇き妙みような場所にたどり着きます。




　ゲートを通とおり抜ぬけて出てきた先は、『至高天エンピレオ』によく似にた物もの質しつでできた巨きよ大だいな広場だった。一面がきらきらと陽光を照り返し、奇妙な美しささえ感じる。

　そして、自分たちが今立っている場所がどのような形をしているのか──最初に気づいたのはミユキだった。それは、かつて見続けていたものに酷こく似じしていたゆえだ。

　この場所は、直径数キロメートルにも及およぶ巨大な薔薇ばらの形をしていた。




ミユキ：これって……『至高天』……!?

晃士朗：サイズはあれの比ひじゃねえけどな……。

朱香：い、いったいどこにこんなものを？

ＧＭ：周りは海です。この水すい晶しようの薔薇は、太平洋上に浮うかんでいます。

九鬼：……そ、そうか。海には鉱物はいっぱいあるもんねえ。ま、海の生物が鉱物化した成れの果てなのかもしんないけどさあ。

晃士朗：恐おそらく、これだけの規き模ぼのものは他にはねえんだろうな。

ＧＭ：間ま違ちがいなく、ベータレネゲイドの影えい響きようの中でも最大規模のものでしょう。

ミユキ：そうか……陸地と比くらべて海にはレネゲイドが少ないから、ベータレネゲイドが侵蝕しやすいんだわ。

朱香：もう海だけで引きこもっちゃえばいいのに……。

ミユキ：ひとまず目を凝こらして周りをよく見てみます。

ＧＭ：周りには何種類もの鉱物が、様々な大きさや形で林立しているような状じよう態たいです。そして──そのどれもが、あなた方と違ちがう形にせよ、生命であるということがわかります。

朱香：人間の形はしてないの？

ＧＭ：はい。一いつ般ぱん的てきな生物に見えるものは、ここにはあなた方だけです。

晃士朗：塊かたまりがごろんと転がってるだけか……。

ミユキ：……ベータレネゲイドに完全に適てき応おうすると、人の姿すがたを取る必要さえないんだわ。




　ミユキたちの周りは、人でひしめきあっていた。仮かりにベータレネゲイドに完全に侵蝕され、意思の疎そ通つうも不ふ可か能のうとなっているものをヒトと呼よべるのならば、だが。

　専せん門もん的てきに観察すれば、緩かん慢まんに──恐らく数百年や数千年に何ミリ、という幅はばで──動いてさえいることがわかるだろう。




九鬼：……本当に鉱物なんだねえ。ってことは、外見が金きん属ぞくっぽくなるとかは変質の初期段だん階かいでしかないってことか。

朱香：みんな石ころになるってこと？

晃士朗：そういうことだ。

ＧＭ：では、そこであなた方の前に永石竜馬が姿を現あらわします。「……さて、まずは歓かん迎げいしよう。現げん在ざいのところ、ここが私わたしの領りよう土どだ」

ミユキ：永石……竜馬……。

晃士朗：領土、ね。ってことは、周りの石ころはそこの住人ってわけかよ。

ＧＭ：「そうとも言えるね。──それでは、お約束のものをお見せしよう」

朱香：……通つう訳やく、ってやつ？

ＧＭ：「うむ」竜馬は頷うなずくと、そこにある岩塊の中からひとつ選んで手を添そえます。




「それでは、まず〝彼かれ〟から通訳をしよう」

　竜馬が選んだのは、黒曜石に似た色をした三メートルほどの大きさの岩だ。どっしりとしていて、まるで小山のような雄ゆう大だいさを感じる。

　ふと、四人の脳のう裏りに声が響ひびいた。全員同時に、この岩が声を発しているのだと気づく。




ＧＭ：ここで竜馬は《アンシーントーカー》をその岩に使用。少し拡かく大だい解かい釈しやくですが、これでこの岩と一時的に会話が可か能のうとなります。

晃士朗：おお、なるほど。

九鬼：……どうやら、罠わなとかじゃないみたいだねえ。

ミユキ：えっと……その岩が話しかけてくるんでしょうか。

ＧＭ：そうです。というか、竜馬が通訳を行った時点で、その鉱物たちに重なるように、本来の姿──人間だった頃ころの姿が浮うかび上あがり、見えるようになります。

ミユキ：ああああ、わかっちゃった。シナリオロイスの意味……。

朱香：う、うん。それしかないよね……。

ＧＭ：「キミたちは……そうか、確たしか『神曲』セルの人たちか」と、その岩──かつて〝十字疵スカード〟と呼よばれた男はあなた方を見て言います。

朱香：……っ！〝十字疵スカード〟……真くんの、お父さん……!!

ミユキ：そんな!?

九鬼：お前、かよ……！　なんでそんなおかしな生き様晒さらしてやがる!?

ＧＭ：「……九鬼、か。私にもわからない。キミたちと戦って敗れ、朽くちたはずだが──」

九鬼：……どういうことだい、〝奪だつ還かん者〟。お前の世界ってのは死人が生き返るのか？

ＧＭ：「否ひ定ていだ。いや、正せい確かくには不明と言ったほうがいいか。蘇よみがえったのか、それとも意い識しきが転写されたのかは私にもわからない。ただ──」




「〝十字疵スカード〟真田六郎さなだ・ろくろうというパーソナリティを持って彼がここに存そん在ざいしている。それだけは確かく実じつに言えることだ」

　そう言って、竜馬は傍かたわらの岩──〝十字疵スカード〟の成れの果てを見上げた。ケルベロスの四人もまた、その岩から視し線せんを外せないでいる。




九鬼：そう、か。……じゃあ〝十字疵スカード〟、お前さん今どんな気分なんだい？

ＧＭ：「とても穏おだやかな気分だよ」

九鬼：そうか。未だにレネゲイドは全ぜん滅めつすべきだって思ってるのかい？

ＧＭ：「いいや」と〝十字疵スカード〟は即そく答とうする。そこで気づくのですが、その岩にはまるで寄より添そいあうように、別種の鉱物でできた岩が融ゆう合ごうしたようになっている。

ミユキ：……うう、さらに嫌な予感がするんですけど。

朱香：あたしも……。

ＧＭ：「妻つまもここにいる。あとは賢人がここに来てくれれば、他には何も望まない」

晃士朗：妻…………か。

ミユキ：…………言葉も出ません。

朱香：し、真くんをつれてこないでよかった……。

九鬼：あんたの息子は連れてきてないねえ。来たがるかどうかもわかんないよ。

ＧＭ：「そうか──それは仕方ないな。では、そちらの世界はどうなっているのかな」

九鬼：ベータレネゲイド……要するに今のあんたみたいなのが増ふえてきてる。それをどうしたものかって、てんやわんやさ。

ＧＭ：「なるほど。だが──もう私には無関係な話か」

九鬼：以前のあんたなら、こんな事じ態たいは絶ぜつ対たい許ゆるさなかったろうにねえ。

ＧＭ：「私が望んだのは、みんなが穏おだやかに暮くらせる世界だ。その望みは叶かなえられている」

九鬼：……なるほどねえ。（振ふり返かえって）だ、そうだよ。ミユキ、朱香。

ミユキ：…………。

朱香：…………。

晃士朗：（舌した打うちして）死んだ奴やつの言うことなんざアテになるかよ。朱香の言ったとおりの奴を出せ。生きたままベータレネゲイドに取とり込こまれた奴と話させろ。

ＧＭ：「承しよう諾だくだ。では──」と、竜馬はエフェクトの対象を拡大していく。




　ひとり、ふたり、五人、一〇人、一〇〇人──。ベータレネゲイドに取り込まれた、何人もの人々の意思が聞こえ始める。

　微び妙みような差さ異いはあるものの、基き本ほん的てきに彼らの意見は同一だ。満ち足りた穏やかな気分──。

　欲よく望ぼうや衝しよう動どうといった激はげしい感かん情じように左右されず、ただ存在し続けることの幸福を享きよう受じゆする。




九鬼：〝十字疵スカード〟と同じ──ってことか。

晃士朗：なんつうか──薄うすい、な、感情とか、そういったものが。

ミユキ：……植物みたいなものなのかしら。

ＧＭ：そうですね。ただ彼ら同士でコミュニケーションは取れますし、社しや会かい性せいのようなものも存在はしています。基本的に動かないのであまり必要はありませんが。

朱香：……でも、この人たちはベータレネゲイドの影響でこうなってるんじゃないの……？

九鬼：……どうなんだろうねえ。

ＧＭ：「なんなら、現在変質しているものは一いつ旦たん元に戻もどしても構わんよ。その上で、どちらの世界を選ぶか自分で選せん択たくさせる。それなら納得できるのではないかね、朱香」

朱香：……そんなことまでできるの？

ＧＭ：「キミたちと絆きずなが協力してくれるなら、という条じよう件けんつきでならね」

晃士朗：はん、俺おれたちには選せん択たく権けんなしかよ。

九鬼：やれやれ……。妙なところで筋すじだけ通すねえ。

ＧＭ：「洗脳したいわけではないからな。その後は、自分の意い志しでベータレネゲイドを受け入れるものだけが我われ々われと同じ存在になる」

ミユキ：話を聞きながら、私は周囲の人たち……って言っていいかな。人たちを見ています。

朱香：ミユキちゃん？

ミユキ：ここって死後の世界──天国なのね。死んでからここに来ようと、生きたまま取り込まれようと同じ。ただ存在するだけで、生きるって意志が希き薄はくなのよ。




「──確かに、それはある意味理り想そう郷きようかもしれないわね」

　自分がそこに入るのは忌き避ひしたいという意志を込こめてミユキが呟つぶやく。本ほん能のうや意志が希薄になり、ただ存在するだけで幸福と感じる理想郷……。




ＧＭ：「そのとおりだよ、青峰ミユキ」と、不意にミユキに声がかけられる。聞き覚えのある女じよ性せいの声です。

ミユキ：………っ！

朱香：そ、その口調で、女性……それって……。

ＧＭ：「私は愚おろかだった。もっと早くこうなっていれば、ああ躍やつ起きになる必要はなかった」

ミユキ：あなた……クィーンアント……。




〝クィーンアント〟高円寺瑞みず穂ほ。

　かつての親友の母であり、ミユキがその手にかけたオーヴァードだ。




ＧＭ：「勘かん違ちがいしないで欲ほしいのだが、私はキミに感かん謝しやしている。青峰ミユキ」

ミユキ：感謝？

ＧＭ：「そうだ。当時の私はあまりにも自分の世界に閉とじこもっていた。こうして他者というものを認にん識しきできるようになった今、ジャームがいかにおぞましいかを理り解かいしているよ」

ミユキ：じゃあ、今のあなたにとって真ま梨り子こはなんなの？　やっぱり道具のまま？

ＧＭ：「──真梨子？」




　ミユキはかつて親友・真梨子を救うため、彼かの女じよに恨うらまれるのを承しよう知ちでその母であるクィーンアントを手にかけた。

　──だが、真梨子は実の娘むすめというわけではない。クィーンアントが生命を維い持じするためのバックアップとして作られたクローンに過すぎなかったのだ。




ミユキ：……忘わすれてしまいましたか？　真梨子のこと。

ＧＭ：彼女はそれが誰だれのことかを考かんがえ込こみます。なぜなら、真梨子は彼女の研究内ない容ようのひとつに過すぎません。今の彼女にとって研究そのものが無意味なため、それに関連するものは、真梨子も含ふくめて完全に忘ぼう却きやくしています。

朱香：そんな…………。

ＧＭ：「やはり思い出せない。……あまり私と関かん連れん性せいのない人物なのだろうな」

ミユキ：……そうですか。じゃあ、瑞穂さん。あなたに触ふれても構かまいませんか？

ＧＭ：「問題ないよ、青峰ミユキ」




　ミユキはそっとかつてクィーンアント──高円寺瑞穂と呼ばれたモノの表面を撫なでる。

　硬かたく、ひんやりとした鉱物そのものの感かん触しよくが手のひらに伝わる。自分の手のひらと、彼女の表面の温度差は、ミユキにとって乗のり越こえがたい壁かべに思えた。




ミユキ：あなたは今幸せですか？　瑞穂さん。

ＧＭ：「無む論ろんだ。キミたちのいうそれとは少し性せい質しつが違うかもしれんがね」

ミユキ：……そうですか。それを聞いたら離はなれて、瑞穂さんとの会話を終えます。

ＧＭ：クィーンアントはふたたび沈ちん黙もくし、穏やかに佇たたずむのみとなります。




　かつて斃たおれていった敵てきたちの変へん貌ぼう──否いや、変質。動どう揺ようを隠かくせない中、今度は晃士朗に声がかけられた。

　それは、ひとりの女性の声だ。




晃士朗：……俺？

ＧＭ：「──あなたはまだ朱香たちの面めん倒どうをみてくれているのね」と、晃士朗に話しかけるのは、あなた方全員が絶対に聞き間ま違ちがえることのない女性の声です。

朱香：お母さん!!

ミユキ：美み奈な子こ、さん…………。

晃士朗：……初めて会ったな。




「それがあんたの本当の顔ってわけか、〝プルガトーリオ〟──いや、永石美奈子」

　淡たん々たんとした口調で晃士朗は答えた。──彼は、永石美奈子本人を知らない。彼が知っているのは、美奈子に取り憑いて操あやつっていた〝プルガトーリオ〟という存在だけだ。




ＧＭ：「あなたは私に遺い恨こんがあるかもしれないけれど、私は感謝しているわ。朱香やミユキちゃんをきちんと導みちびいてくれたんですもの」

晃士朗：はん、俺のことはどうでもいいだろ。俺が憎にくみ続けてたのはあんたの抜ぬけ殻がらだ。それよりも──と言って、隻せき眼がんで朱香に視線を向ける。

朱香：……あ、あたし？　ええと……お母さん……？




　最愛の母の姿が朱香の目に映うつる。触ふれることはできないものの、それは生きていた頃──おぼろげな朱香の記き憶おくにあるものとまったく変わらない姿だ。




ＧＭ：「朱香──」と、優やさしく名前を呼よびます。「……よく生きていてくれたわね」

朱香：……うん。

ＧＭ：「大きくなったあなたを見られてよかったわ。たくさん、いい出で逢あいがあったのね」

朱香：…………うん。

ＧＭ：「ここは──とても穏おだやかでいられる。けれど朱香、あなたはどうしたいのか、それは自分で決めなさい」と、美奈子の言葉はそこで終わります。

朱香：お母さん……、あたし……。




　記憶と同じ優しい母の声に、朱香は言葉を詰まらせた。

　その瞬間を見てとり、竜馬が言葉を投げ掛ける。

「では──もし永石絆がこちらへ来たいと言ったらどうする？」




朱香：……き、ずな、が……。

ＧＭ：「ないとは言い切れないだろう。彼女の半分はベータレネゲイドだ。それにまだ、人間になって日も浅い。こちらに惹ひかれる要よう素そは十分にあると思うがね」

朱香：そ……そんなことを言われても……。

ミユキ：…………なら、竜馬さん。時間をくれないかしら？

朱香：ミユキ、ちゃん？

ＧＭ：「ほう？」

ミユキ：……絆ちゃん自身にどうしたいかを聞いてからでも、遅くはないでしょう。

朱香：あ……。

晃士朗：なるほどな。確かにそいつが一番手っ取り早えだろうが。

朱香：……そうだよね。あたしも絆がどうしたいかを確かめたい。

ミユキ：──どうかしら？　竜馬さん。

ＧＭ：「……ふむ、いいだろう。それならば、一二時間後に同じ場所にゲートを開く。その時答えを聞くとしよう」

晃士朗：ついでだ。一二時間の間はベータレネゲイドの拡かく散さんを止めることはできるか？

ＧＭ：「……構わんよ。拡散そのものも、私の負ふ担たんにならないわけではないのでね。つまり、一二時間の停戦期間というわけだ」

ミユキ：……一いち応おう、聞いておきます。絆ちゃんが拒きよ否ひした場合はどうするつもりですか？

ＧＭ：「その時は、私は私を守るために戦わざるを得ないな」

ミユキ：……わかりました。

朱香：いこ、ミユキちゃん。




　ふたたびゲートが開かれる。

　絆の意思確かく認にんと、最後の選択のためのゲート。与あたえられた猶ゆう予よは一二時間。

「それでは、一旦戻もどるといい。──今のキミたちの世界へ」






《アンシーントーカー》　社会の様々な場所に存在するレネゲイドに語りかけ、情報を得るＲＢ専用エフェクト。









◆Middle08◆絆の選択

Scene Player ── 大門寺朱香




　一二時間の猶予を得て、絆のもとへ戻もどってくる四人。

　──果たして、絆はどのような選択を取るのだろうか。




ＧＭ：それでは、あなた方は一旦ゼノスの基地へ戻ってきます。ゼノスとしても絆は重要なので、中立宣せん言げんするまでと変わらず医い療りよう行こう為いは続けてくれています。

朱香：そっか、よかった。……真くんもいる？

ＧＭ：はい。ただ、ずっと絆のベータレネゲイドを抑おさえるために力を使い続けていたため大分消しよう耗もうしており、今は別室で休んでいます。

朱香：……ありがとう。

九鬼：ひゅう、お疲つかれさん。随分頑がん張ばってくれたじゃねえの。

ＧＭ：というところで都築京香つづき・きようかがあなた方に話しかけます。「つい先さき程ほど、不意にベータレネゲイドの拡散が収おさまりました」

晃士朗：……どうやら約束は守ったようだな。

ミユキ：ええ。少なくとも一二時間は何もしてこないんでしょうね。

ＧＭ：「……なにかあったようですね。〝奪還者〟との接せつ触しよくの結果はどうなりましたか」

九鬼：半日だけ休戦だ。そのあとで結けつ論ろんを出す、ってことになったんだが……俺たちだけで結論を出していいもんなのかねえ。

晃士朗：世界中の意見を聞いてる時間はねえ。それにもしあいつが噓うそをついてないなら、意に沿そわねえ形で変質するのは俺たちだけだ。選択権くらい俺たちが貰もらってもいいだろう。

ＧＭ：「結論、というと？」

晃士朗：──永石竜馬に協力するかどうか、絆に決めさせる。もし絆があいつに協力するとなった場合は、人類ひとりひとりにベータレネゲイドを受け入れるか決めさせる、だとさ。

ＧＭ：「なるほど、それは実に論ろん理り的てきです。……それでは、永石絆のところへ行く必要がありますね」そう言って、都築京香はあなた方を絆のところへ案内する。

朱香：……いこ、ミユキちゃん。そう言って手を握にぎる。

ミユキ：朱香ちゃんの手を握にぎり返すわね。




　都築京香に促され、四人は絆が休んでいる部屋へと向かった。

　絆はまだ寝ね息いきを立てているが、その表ひよう情じようは噓のように穏やかになっている。




ＧＭ：というわけで、絆の部屋です。

ミユキ：あ……絆ちゃんが起きる前に、ちょっといいですか？

ＧＭ：お、了りよう解かいです。

ミユキ：じゃあ──リーダー、九鬼さん。

九鬼：ん？

晃士朗：なんだ。

ミユキ：おふたりはどうなんですか？　やっぱり、あんな姿にはなりたくないですか……？

九鬼：んー……おじさんは『至高天エンピレオ』に願いを叶かなえてもらっちゃってるからねえ。頭ごなしに否定はできないよ。

ミユキ：……そうですか。

九鬼：それにさ、姿かたちが変わっても平和なほうがいい、って奴も少なかないと思うよ。けどねえ、結局それは他人の話なんだ。

ミユキ：他人……ですか。

九鬼：そうそう。自分の周りの奴だけ助けられればいいんだよ、俺はね。

朱香：じゃあ、たとえばセシリアさんがベータレネゲイドを選んじゃったら……九鬼さんはあっち側にいっちゃうってこと？

九鬼：俺はできればなりたくないねえ。けど、もしあの子がなりたいとか言い出したら止める権けん利りはないよ。セシリアは大事だけど、俺とあの子は別の人間だからねえ。

朱香：……そっかあ。

ミユキ：……リーダーはどうなんですか？

晃士朗：嫌そうな顔をして、黙だまる。

ミユキ：じっと見ます。




　黙だまったままごまかして答えを避さけようとする晃士朗。

　そんな晃士朗をじっと見つめ続けるミユキ。

　──先に根負けするのがどちらかは、自明だった。




晃士朗：（苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で）……ちっ。黙ってお前らに責せき任にんをおっかぶせようと思ってたのに。痛いたいところを突つくな、お前は。

ミユキ：聞きたいです。リーダー、聞かないと言ってくれませんし。

朱香：あたしも大きく頷くよ。

晃士朗：（嘆息して）……あれに然さ程ほどの嫌けん悪お感を抱だかなかった自分に驚おどろいてる。

ミユキ：……やっぱりそうだったんですね。

晃士朗：わかってたんなら俺の口から言わせるな。




　バツが悪そうに頭を搔かき毟むしりながら、観念したように晃士朗は口を開いた。

「俺は──満たされないことの苦しみを知っている。失うことの辛つらさを知っている。そして、それらをぶっ飛ばして望みを叶かなえたときの充じゆう足そく感を知っている」




晃士朗：俺は運がよかったが、満たされず喘あえいでいる奴はいくらでもいる。そいつらがベータレネゲイドを使ってでも満たされたいと思ったなら、俺はそれを否定できねえ。

ミユキ：……そうだったんですか。

晃士朗：ああ。失ったものをもう一度取とり戻もどせたら、って考えなかった時間はねえよ。

ミユキ：……リーダーの言うこと、少しわかります。私は朱香ちゃんと同じで、ベータレネゲイドになんかなりたくない。でも──。




「タクミのことを、思うと。あの子がこのまま水晶になっちゃったらって思うと──」

　ぎゅっと胸むな元もとを押おさえ、眉まゆ根ねを寄よせる。

　思おもい浮うかぶのは、今も身体が水晶に蝕むしばまれつつある弟、タクミのことだ。

「いっそタクミとふたりであっちに行ったら、楽なのかも──って。そう思いました」




ミユキ：それって、タクミの意思は関係ないんです。ただ、私が楽になりたいだけ──。

晃士朗：……楽になりたいって思うのは悪いことじゃねえがな。

朱香：……あたし、今は何も言えずに下を向いてるかな。

ミユキ：え……朱香ちゃん？

九鬼：……ま、とにかくさ。絆の意見を聞いてみようじゃない？　話はそれからでしょ。

ミユキ：……そうですね。朱香ちゃん、いいわね？

朱香：あ……うん。絆、絆……。

ＧＭ：朱香が絆を起こそうとしますが、彼女はすでに目覚め、心配そうな顔で朱香を見つめています。「ママ……どうしたの？　どこかいたいの……？」

朱香：絆～！　思わず絆を抱きしめて泣いちゃう。

ＧＭ：「ママ、どうしたの……？　ママが泣いちゃうと、絆も……えぐ……」

朱香：あ、ごめんね。そうだよね。……あのね、ママ絆に聞きたいことがあるの。

ＧＭ：「なあに？」

朱香：んー……説明が難むずかしいなあ。ええと、絆がもといたところと、ママが今いるところはね、どっちかにしか行けないの。で、どっちに行くかえらばなきゃダメなの。

晃士朗：な、なんというか微妙にわかりづらい説明だな（笑）。

九鬼：あれを口で説明するのは難しいからねえ……。

ＧＭ：「……あのね、ママ」と、絆はそっと朱香の手を握って、顔を見上げます。「絆はね、ずっと絆じゃないなにかだったの」

朱香：うん……。だよね。

ミユキ：『至高天』だったときのことを言ってるのね。

ＧＭ：「でもね、絆になって、ママに会って、ママと一緒にいるのが嬉うれしいってわかったの。だからね、絆はこれからもママといるよ」

朱香：絆[image: ][image: ][image: ][image: ]！　そうだよ、ずっと一緒だよ！　もうハグしちゃう！（笑）




「えへへ……」

　抱だきしめられながら、絆は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。それから、朱香の胸むねの中で顔を見上げて、屈くつ託たくのない笑顔を見せた。

「ずっと一緒だよ、ママ。……それでね。絆もいつか、ママになるの」




朱香：……そうなのかあ。絆も、ママになりたいんだね。

ミユキ：……ねえ、朱香ちゃん。絆ちゃんの答えは出てるんじゃないの？

朱香：……そうだよね。せっかくあたしのところに来てくれたんだもんね。

ＧＭ：「ママ……？」

九鬼：……結論は出たのかい？

朱香：うん。あたしはこの世界で、大好きなみんなと一緒に生きていきたい。それはきっと絆も同じなんだよ。色んな辛つらいことや苦しいことも、みんなと一緒に乗のり越こえるの。

ミユキ：……朱香ちゃんの手を握にぎってます。

ＧＭ：絆もよくわからないなりに朱香に甘あまえております。

朱香：きっとすっごく辛いことも苦しいこともある。それでも大だい丈じよう夫ぶだって思うの。今までだって大丈夫だったんだしね。

九鬼：……なるほどねえ。けどさ、朱香。そうすると、お前は今まで踏ふみつけてきたものを更さらに踏ふみにじることになると思うよ。

朱香：…………う、うん。

九鬼：今までのお前やミユキなら、踏ふんだことに気づきもしなかった。けど、今のお前たちは違う。他人のことを考えるようになってる。それは成長の証しよう拠こだ。

ミユキ＆朱香：…………（顔を見合わせる）。

九鬼：だが──今度からは、必要だと思ったら自分から相手を踏みつけなきゃいけない。それができるかい？　永石竜馬と戦うってのは、多分そういうことだよ。

朱香：……あたしは、お母さんの意志を確たしかめないまま、お母さんを死なせた。今でもずっとそれを後こう悔かいしてるし、もしお母さんが戻ってきてくれたら──って、いつも思ってる。




「けど、それは──ずっと背せ負おって生きていこうって決めて出した結論なの」

　絆の髪かみを撫なでながら、朱香は顔を上げてきっぱりと告げる。

「この先何度同じような決断を迫せまられても、あたしは大切な人を守るためならその度にきちんと選んで生きてくよ。たとえその結果、ジャームって呼ばれたとしても」




九鬼：……そうかい。辛いことを言ったな、勘かん弁べんしてくれ。

朱香：（涙なみだ声ごえで）うん……すごい辛い質しつ問もんだったよ？

ＧＭ：「ママ、泣かないで……」

朱香：うん、大丈夫だよ。絆は優やさしいね……。

ミユキ：……朱香ちゃんは強いな。ほんと、見習わなきゃいけないことだらけ。

晃士朗：考えてみれば、石になってた連中は昔の朱香みたいなもんだ。なにも知らず、なにも教えられず、プルガトーリオという存在に幸せだけを与えられてた頃のな。そこには何の疑うたがいもないし、何を得ることもない。

ミユキ：そう、だったのかもしれません。私も同じようなものでしたし……。

晃士朗：──だが、朱香は我が子のために障害は踏み潰すと言いやがった。人間、変われば変わるもんだ。

ミユキ：ええ。……今の朱香ちゃんは、とっても眩まぶしく見えます。

晃士朗：……お前はどうする、ミユキ。あの水晶の薔薇の上は、言わば天国だ。あれは何の苦しみも戦いもない世界だ。




「憧あこがれないはずがねえよ。痛いたみを──欲望に焦こがれることを知っていれば、特にな」

　溜ため息いきと共にこぼれた晃士朗の呟つぶやきは、ミユキの心に重く響いた。痛みを知っているからこそ、天国に憧あこがれざるを得ない──。タクミと共に逃にげたいという気持ちはまさにそれだ。




ミユキ：…………。

晃士朗：お前はＦＨの名のもとに──お前の願いの名のもとに多くの人を斬きった。その手は血に汚よごれていて、その身体は罪つみに塗まみれている。あの天国なら、その罪も消えるぜ。

ミユキ：──私が朱香ちゃんを眩しく思うのは、それもあるかもしれません。戦い方で役やく割わりを決めて、お互たがい納得もしてるんです。でも、朱香ちゃんは守って、私は殺してきた。

晃士朗：……ああ。

朱香：ミユキちゃん……。そんなふうに思ってたなんて……。




　振り返って朱香に向き直るミユキ。その表情に笑みはなく、ともすれば斬りかかりそうなほどの冷れい徹てつな空気が感じられる。

「朱香ちゃん。私、代われるものなら代わって欲ほしかったよ」

　不意に室内の温度が摂せつ氏し二度ほど下がり、ミユキの手に氷の剣けんが握にぎられた。




九鬼：お、おい、ミユキ──。

ミユキ：──朱香ちゃんにこっちを握って欲しい。そう思ったことは何度もあったよ。

朱香：……剣をしばらく見てから、ミユキちゃんと目を合わせる。




「……あたしは、ミユキちゃんが羨うらやましかった」

　絞しぼり出だすような声に感じられるのは、火傷やけどしそうなほどの熱ねつ情じよう。

　憧しよう憬けいと羨せん望ぼうが入いり混まじった感情。

「そうやって強く前に出て行けるミユキちゃんが、いつも羨うらやましくて仕方なかった」




朱香：あたしにできるのは誰だれかを守ることだけ。かと言って、目に見える全員を一度に守ることはできない。前に出て早く敵を倒たおしたほうが、結果的に守れたんじゃないかって思うこともいっぱいあった。

ミユキ：………押おし黙だまって聞いてるわ。

朱香：あたしもおんなじだよ。──ミユキちゃんだけじゃない。あたしだって、代われるものなら代わりたかった。でも、できなかったの。




　瞳ひとみを潤うるませながら、朱香が声を絞り出す。

　数秒の沈黙──。




ミユキ：……やっと、ずっと言いたかったことが言えた。




　はらり。

　ミユキの頰ほおに、涙がひと滴しずく流れる。




朱香：……あたしも、だよ。




　ぽろぽろ、ぽろぽろ。朱香の両目に大おお粒つぶの涙が浮うかぶ。

　心配そうに見上げる絆に、大丈夫だよ、と泣き笑いを見せてから、もう一度顔を上げてミユキを見つめる。




ミユキ：ずっと言いたかった。でも、朱香ちゃんに嫌きらわれるのが怖こわくて、言えなかった。

朱香：……嫌きらうわけないじゃん、大好きだもん。……でも、ね。あたしも──おんなじこと、おんなじ理由で言えてなかった。ぐすっ……おあいこ、だね……。

ミユキ：（頰の涙を拭ぬぐって）……うん、おあいこね。

朱香：えへへ……。




「あたし、ミユキちゃんが好き。大好きだよ」

「──私も、朱香ちゃんが大好きよ」




朱香：……あっちに行っちゃうと、そんな気持ちもどうでもよくなりそう。だから、やっぱりイヤ。この気持ちを手放したくないから、あたしはこの世界を守りたい。

ミユキ：……そうね、私もそう。だからこそ、彼の──永石竜馬の突つきつけてきた選せん択たく肢しが理り不ふ尽じんとしか思えない。

朱香：理不尽……。

ミユキ：ええ。弱い人やくじけたい人の気持ちもわかるの。私、そういう人たちに逃にげ道みちがちゃんと残ってる世界であってほしいのよ。

朱香：うん。……うん！　そうだよ！

ミユキ：なのに、あの人は私たちに選択を強きよう制せいしてきた。そんなの、決められるわけない。

朱香：そうだよ。あたしたち、弱いんだもん。

ミユキ：ええ。そんなことを押おし付つけられたってどうしようもないわ。

晃士朗：……くっ、くく。くくく。

九鬼：こ、晃士朗？




「くく……ははっ、はははははは！」

　晃士朗の哄こう笑しようが室内に響ひびき、ミユキと朱香の会話を中ちゆう断だんさせた。見たことのない晃士朗の大笑に、付き合いの長い三人が呆あつ気けに取られる。




朱香：リーダーが……。

ミユキ：爆笑してる……。

晃士朗：くくっ……面白いものを見せてもらった。

朱香：見世物じゃないやい！（笑）

晃士朗：自分たちが弱い、って結論から相手を否定するのは面白え。──痛い思い、苦い思いをしたから今がある、ってのは俺もよくわかってるしな。共感できるぜ。




「だったら、世界にはまだしばらく苦いままでいてもらおう。弱い奴には思う存ぞん分ぶん泣いてもらおう。野の垂たれ死じぬ奴は放っておこう。這はい上あがった奴だけが、強くなれる」

　唇くちびるの端はしを吊つり上あげて皮肉めいた笑みを浮うかべ、晃士朗は世界にとってもっとも残ざん酷こくな、それでいてあるがままを貫つらぬく決断を口にした。




朱香：うん。あたしはそれでいいと思う。

九鬼：……俺も文句はないねえ。ま、元々そうやって生きてきたつもりだよ。

晃士朗：決まりだな……っと、そうだ。ミユキ、これは返しておく。

ミユキ：それは──。




　晃士朗が一葉の写真をミユキに返す。

　それは、かつて彼女が預あずけた、家族と撮とった想い出の写真。自分にとって想い出が重荷になるからと、晃士朗に預あずけていたものだ。




晃士朗：今のお前なら、重荷には感じねえだろう。

ミユキ：……ほんとだ。これは私の想い出の写真。ただそれだけでしかない──けど、大事なものなんですね。

晃士朗：……大丈夫そうだな。

ミユキ：ええ、戦いましょう。ベータレネゲイドの存在を否定はしないし、共きよう存ぞんできる道があればとは思うけど、戦って雌し雄ゆうを決する必要はあると思うわ。

晃士朗：んじゃ──もう絆に確認する必要もねえな。あのおっさんに会いに行くぜ。

朱香：うんっ！　……絆、ママたちお出かけしてくるからね。いい子で待ってるんだよ。

ミユキ：またあとでね、絆ちゃん。

ＧＭ：「うん。……かえってきたら、オムライスだよね？」と、絆が言います。ちょっと切なそうな表情で、おなかをさすって。

ミユキ：……そうだね。ずっとおあずけだったものね（笑）。

朱香：ふふっ……あははは！　うん、もちろんだよ！




　絆の笑顔をあとにして、四人──ケルベロスはふたたび太平洋に浮かぶ薔薇へと向かう。

　全員の意志は既すでに固まり、あとは、その決断を突きつけ、雌雄を決するのみだ。










　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆天上の薔薇ばらの上で

Scene Player ── 青峰ミユキ




　約束の一二時間が過すぎ、ふたたびゲートは開く。出すべき答えを定めたケルベロスの四人はそれをくぐり、太平洋上に浮うかぶ水すい晶しようの薔薇の上へと導みちびかれた。

　──『至高天エンピレオ』を巡めぐる、正しよう真しん正しよう銘めい最後の戦いが始まる。




ＧＭ：それではクライマックスです。約束の時間にゲートが開き、あなた方はそれを通って太平洋上、永石竜馬ながいし・りようまの待つ場所へと向かうことになります。

ミユキ：行きましょう、朱しゆ香かちゃん。

朱香：うん！　もう迷まよわない！




　ミユキと朱香が先せん陣じんを切り、ついで晃こう士じ朗ろう、九く鬼きの順でゲートを抜ぬける。その先で待まち構かまえるのは、外がい宇う宙ちゆうのレネゲイド──ベータレネゲイドの化身、〝奪だつ還かん者〟永石竜馬。

　巨きよ大だいな薔薇の中央で、彼かれは待っていた。



















九鬼：よう、寂さびしがらずに待ってたかよ。

ＧＭ：「待つのには慣なれている」

ミユキ：でしょうね……（笑）。

晃士朗：どうにかこうにか、結けつ論ろんとやらを出してきたぜ。

ＧＭ：「聞こう。それが双そう方ほうにとってよい結果であることを期待する」

ミユキ：……私わたしは何も言わず、朱香ちゃんを見る。

朱香：うんっ。ミユキちゃんに頷うなずいてから、永石竜馬を見るよ。

ＧＭ：「……永石絆きずなはどうした？」

朱香：絆はあたしと一いつ緒しよにいたいって言ってた。だから、ここには来ないよ。

ＧＭ：「なら、お前も絆と一緒にこちらに来ればいい」

朱香：あたしが、イヤなの。

ＧＭ：「それは──キミたちの総そう意いと考えるべきかね？」

朱香：あたしひとりの結論だもん！

ミユキ：そう、朱香ちゃんが出した結論よ。……そして、私は私で結論を出した。こちらの世界には行かない。あなたと決着をつける──そういう結論をね。

九鬼：俺おれは元から朱香と同じでね。今回の事じ件けんは、後始末みたいなもんなんだよねえ。

晃士朗：そっちこそ総意が必要なのか？　お前が欲ほしいのは絆だけだろうが。

ＧＭ：「…………そうか。なら、仕方がない」




　ギリ、と歯は嚙がみし、永石竜馬は不ふ快かい感かんと憎ぞう悪おを露あらわにして四人をねめつける。

　俯うつむきがちな表ひよう情じようのまま、上うわ目め遣づかいで見上げるように、敵てき意いを叩たたきつけた。




九鬼：おやおや、随ずい分ぶん感かん情じよう的てきになっちゃってるねえ？

ミユキ：……あなたも随分私たちのほうに寄よってきたみたいね。

ＧＭ：「そうだ。この感かん情じようというおぞましいものがこれ以上私を侵しん蝕しよくする前に──キミたちを葬ほうむり、絆を手に入れ、この世界を変へん質しつさせる。すべて最初の予定通りだ」




「貴き様さまらすべて──磨すり潰つぶしてやるァァァァ!!」

　空気をビリビリと振しん動どうさせるほどの絶ぜつ叫きよう。永石竜馬の中のレネゲイドとベータレネゲイドが鬩せめぎ合あい、彼の中の激はげしい衝しよう動どうを迸ほとばしらせる。

　──それは、恐きよう怖ふ。

　自分が自分で無くなっていくことへの圧あつ倒とう的てきな恐怖だ。




ミユキ：……怖こわいのね。私たちの世界の何もかもが。

朱香：自分が自分でなくなるのは……こわいね。

ＧＭ：では、ここで衝動判はん定ていを行ってください。竜馬の中にあるこの世界への恐怖が、あなた方の体内にあるレネゲイドをざわつかせます。

一同：──成功!!

ＧＭ：……最後まで本当に衝動判定に強い人たち！（笑）

ミユキ：こんなところで衝動に飲のみ込こまれるなんて、ねえ。

朱香：うん。そんなみっともないことしない！

晃士朗：ま、そういうこった。……さっさと片かたをつけるぞ、いいな！

ＧＭ：「やれるものならやってみろよォォォ！」




　極きよく端たんな感情に翻ほん弄ろうされ、竜馬は声を荒あららげる。その身体の半ば以上を覆おおっていたはずの水晶部分は、いまや全体の三割わり程てい度どまで減げん少しようしていた。

　彼には、時間がないのだ。自分が自分であり続けるための時間が。




ミユキ：この人の場合、水晶化してる部分が減へるのね……。

九鬼：逆ぎやくってわけか。こいつはこいつでどんどん人間に近づいていってるんだな。

ＧＭ：そういうことです。そして竜馬の叫さけびに呼こ応おうし、ベータレネゲイド──鉱こう物ぶつの結けつ晶しようにしか見えないオーヴァードたちが彼の周囲に展てん開かいされる。

晃士朗：──よし。これで正真正銘最後にする。行くぜ！

ミユキ：はいっ！

朱香：うんっ！

九鬼：あいよ。

ＧＭ：では──ここから戦せん闘とうを開始します！　敵てきは永石竜馬、そして彼が呼よび出だしたベータレネゲイドトループが四体です。




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：セットアップの前に、戦闘開始直後、永石竜馬のＥロイス〝異ことなる理〟が発動します。

晃士朗：んん？　聞いたことのないＥロイスだな。

ＧＭ：はい、オリジナルのＥロイスです。効こう果かは「このシーンの間、すべてのエフェクトのレベルがマイナス１（最低１）される」というものです。

一同：げええええええええ!?




「この一帯はベータレネゲイドの支し配はい下にある。通つう常じようのレネゲイドが機き能のうすると思うな！」

　永石竜馬が絆と同じように──しかし、濃のう度どが段だん違ちがいのベータレネゲイドを散さん布ぷする。結界の中に充じゆう満まんするベータレネゲイドは、通常のレネゲイドの働きを阻そ害がいし始める。




晃士朗：侵蝕率りつが[image: ]％を超こえて、ようやく普ふ段だんどおりの力ってわけか。

朱香：き、きびしいなあ……。あたしの防ぼう御ぎよ能のう力りよくがガタッて落ちるよ！

九鬼：俺も使える武ぶ器きの数に直結するからねえ……。

ミユキ：私も地味に効きいてます。というか、これが効きかないオーヴァードはいない。

ＧＭ：「後こう悔かいさせてやろう──この俺に歯向かったことを！」ここからセットアップです。こちらの行動値ちは竜馬が32、他の四体はすべて０です。

晃士朗：32と０か……。

ＧＭ：まずはこちらのセットアップです。Ｅロイス〝唯ゆい我が独どく尊そん〟を使用。その効果で「タイミング：セットアップ」のＥロイスと別のＥロイスないしエフェクトを同時に使用。




「……貴様たちはレネゲイドを一三のシンドロームに区分しているんだったな」

　ベータレネゲイドの渦うず巻まく空間の中、竜馬は両手に力を集しゆう束そくさせていく。

「ならば見せてやろう。そのどれにも属ぞくさない、ベータレネゲイドのシンドロームをな」




晃士朗：外宇宙のシンドロームとエフェクトってわけかよ。

ＧＭ：「そうだ……。この地球上では使用を制せい限げんされるがな！」と、Ｅロイス〝楔くさびの呪のろい〟を使用。このラウンドはタイタスを「戦闘不ふ能のうからの復ふつ帰き」以外に使用できなくなります。

九鬼：あれか……了りよう解かい。

朱香：あたしは元々そうだから関係ない（笑）。

ミユキ：私も──それ以外のことに使う余よ裕ゆうはなさそうだしね。

ＧＭ：さらに《螺ら旋せんの悪あく魔ま》＋《ヒュドラの怒いかり》。攻こう撃げき力りよくを増ぞう強きようし、暴ぼう走そう状じよう態たいになる。

晃士朗：《赤方偏移世界》と《限げん界かい突とつ破ぱ》で《波は紋もんの方ほう陣じん》を指定。これで行動値33！

九鬼：……俺は保ほ留りゆうだ。《加速装そう置ち》を使っても32は超こえないしな。

朱香：あたしは《氷の城じよう砦さい》！

ＧＭ：では、次にイニシアチブプロセスです。

晃士朗：割わり込こんで動くぜ。《時間凍とう結けつ》！

ＧＭ：……了解です。それを止める術すべはない。

晃士朗：マイナーは《ダークマター》＋《斥せき力りよく跳ちよう躍やく》。30ｍ後こう退たいし、《サイレンの魔ま女じよ》中心に《マインドエンハンス》含ふくめ、すべて組み合わせて攻こう撃げき。……達成値は31だ。

ＧＭ：竜馬は暴走状態なのでリアクション不ふ可か。トループはすべて《イベイジョン》ですが、達成値を上回っているので命中です。

晃士朗：すげえ、４Ｄ10で36とか出た。ダメージは58点、装そう甲こう無む視し！

ＧＭ：敵は全員が《雲うん散さん霧む消しよう》を宣せん言げん。竜馬は40点、トループは20点のダメージを軽けい減げん。

晃士朗：……ちっ、大分減へらされたな。だが硬こう直ちよくとダイスペナルティが９個こだ。

ＧＭ：竜馬は《状態復ふく元げん》で硬直を解かい除じよしてから《レネゲイドアブソーブ》を使用。《喰くらわれし贄》の効果を得る。




　周囲の時間を一時的に止め、晃士朗が一番槍やりとして黒風を吹ふき荒あれさせる。周囲の敵すべてを巻まき込こむ攻撃だが、ベータレネゲイドの影えい響きようか、思ったように打だ撃げきを与あたえられない。




晃士朗：厄やつ介かいだな……。

ＧＭ：しかし、周囲のトループにダメージが入った瞬しゆん間かん、周辺のベータレネゲイドが少し不安定になり、少しだけ身体が楽になる。

朱香：……おや？

九鬼：あの周りをぶっ潰つぶせばこのレベル低下も収おさまるってことかねえ……？

ＧＭ：とはいえ、現げん在ざいは直ちよく接せつデータに影響するほどではありません。ということで、次にイニシアチブで竜馬が《フルインストール》を使用。

九鬼：俺もここで《フルインストール》を使用する。テセウス、神しん経けい加速！

晃士朗：では、行動値33で俺の通常の行動だ。侵蝕率は既すでに[image: ]を超こえたぞ（笑）。組み合わせはさっきと同じで、達成値は41……だから命中だな。ダメージは57点＋硬直。

ＧＭ：トループは全員《透とう過か》を使用してダメージを消去。竜馬はそのままダメージを受け、《状態復元》で硬直を解除する。

九鬼：うぇぇぇ、雑魚ざこが切り札持ってるのか!?

朱香：んー……やっぱり先に周りを潰つぶしたほうがいいのかなあ。

晃士朗：どうだろうな……。

ＧＭ：というわけで、行動値32でようやく竜馬の行動。マイナーアクションは《斥力跳躍》＋《ポルターガイスト》。アンチマテリアルライフルを使用し、晃士朗以外の三人にエンゲージし、その瞬間にＥロイス〝絶ぜつ対たい拒きよ絶ぜつ〟が発動します。




　竜馬は空間の歪ゆがみから巨大な銃じゆうを取り出し、短たん距きよ離りを転てん移いしてミユキたちの前に現あらわれる。

　その瞬間、彼の衝動──この世界のレネゲイドを拒絶する感情が、波動となって肉体と精せい神しんを蝕むしばみ始めた。




ＧＭ：……というわけで、竜馬とエンゲージしたＰＣは侵蝕率が１Ｄ10点上じよう昇しよう。これは一度離り脱だつしてまたエンゲージした場合、何度でも発生します。

九鬼：ひぃー!!

ミユキ：厳きびしい……！

ＧＭ：メジャーで行う攻撃の組み合わせは《飢うえし影》＋《混こん色しよくの氾はん濫らん》＋《プラズマカノン》＋《流血の胞ほう子し》＋《ブラッドバーン》＋《血の楔》＋《ピンポイントレーザー》！

晃士朗：……おい、なんかシンドローム多くねえか？

九鬼：なんか６つか７つくらいあるぞ？

ＧＭ：竜馬の専せん用ようＤロイス〝変質せし来訪者ベータレネゲイド〟の効果です。本来はまったく違ちがうエフェクトをもつシンドロームだったのが、変質によってこちらのエフェクトに近い効果を得、様々に変化させることができます。

晃士朗：なるほど、そういうＤロイスなのか。

ミユキ：ベータレネゲイド専用って感じですね。

ＧＭ：データ的には「すべてのシンドロームのエフェクトが使し用よう可か能のう」です。

九鬼：げえー！　俺そのＤロイス超ちよう欲ほしい！（笑）

ミユキ＆朱香＆晃士朗：（声をそろえて）三田さーん!!（爆笑）

ＧＭ：ゆ、ゆるぎなさすぎる（笑）。

九鬼：だって欲しかったんだもん……（笑）。

ＧＭ：えー、それでは攻撃しますね。命中するとランク６の邪毒を受け、戦闘移い動どう可か能のうな距きよ離りが12ｍ減げん少しよう。……達成値は46！




　竜馬の周囲に空間の歪みがいくつも発生し、そこからベータレネゲイドの塊かたまりで生成された真しん紅くの弾だん丸がんがいくつも射しや出しゆつされる。視し界かいを埋うめ尽つくす弾だん幕まくが、ケルベロスの四人を襲おそう！




九鬼：はいはい、ドッジ失敗。

晃士朗：俺も無理だな。

ミユキ：ドッジはしてみるけど……あ、10が三つも出てる。また出た。……惜おしい、37！

九鬼：いや待て、《勝利の女神》を使う！　ミユキ、こっちだ！　達成値に＋15！

ミユキ：……避さけた!!

ＧＭ：何ぃーっ!?

朱香：ミユキちゃんすご────い！　なら《炎えん陣じん》＋《氷ひよう盾じゆん》＋《イージスの盾たて》で九鬼さんをガード───！

ＧＭ：ダメージは装甲無視で[image: ]点。無数の弾幕に穿うがたれます。

朱香：レベル下がってるのが厳しいなあ……。53点軽減したのが倍になって[image: ]点。

晃士朗：それは《波紋の方陣》を飛ばしても無む駄だだな……（笑）。

朱香：じゃあ、永石竜馬をタイタスにして昇しよう華か。もうあなたとは住む世界が違うの。あたしはあたしの生きたいように生きる！

ＧＭ：そして《ブラッドバーン》の効果でＨＰを５点失います。次は行動値５のふたりです。

ミユキ：なら、まず私が行動します。《終末の炎》も全力で使って、新しく覚えた《クロスバースト》も含めてすべて組み合わせて攻撃、達成値は……ダイスだけで61！

ＧＭ：では最後に振ふった１に《妖よう精せいの手》。その出目を10にしてください。

晃士朗：……何かしてくるな、これは。

ミユキ：……それ、つまり振り足すんですよね。じゃあ……またクリティカル。更さらにクリティカル……結局達成値は[image: ]……ですけど。

ＧＭ：では、その攻撃に《シャッフル》。対象を朱香にしてください。

一同：何ぃぃぃぃぃぃぃ!?

ＧＭ：「残念だったな。自ら仲間を手にかける苦しみを味わえッ……!!」




　氷の剣けんを生成し、生命力をその刃やいばに注そそぎ込こみながら一刀を放つ。数多の実戦で磨みがき上あげられたミユキの剣は、袈け裟さ懸がけに竜馬を斬り裂さく。

　──手て応ごたえあり。

　そう見えた刹せつ那な、不意に竜馬の姿すがたがぼやけて消える。代わりに現あらわれたのは──朱香だ。幻げん覚かくを駆く使しして位置を入いれ替かえ、ミユキに朱香を斬きらせたのだ。




ミユキ：うそ……。

ＧＭ：ではダメージを算出してくださいね。

朱香：……何のエフェクトも使わずに受けるよ。斬られる瞬間、大丈夫、心配しないで、って笑顔になる。

ミユキ：朱香ちゃんっ……。だ、ダメージ、[image: ]点もあるよ……（笑）。

晃士朗：さっきの竜馬の攻撃とそう変わらないダメージじゃねえか（笑）。




　ミユキは表情を凍こおりつかせて必死に剣を引ひき戻もどそうとするが、遅おそい。温めたナイフでバターを切るかのように、刃はすうっと抵てい抗こうなく朱香の身体に入はいり込こむ。

　飛び散る血ち飛沫しぶきがミユキの白い頰ほおを濡ぬらした。




ミユキ：い、い、いや……朱香ちゃん……。

朱香：……だい、じょうぶ。あたしはなんともないよ！




　直接その剣を受けて、朱香は初めてミユキの戦いを理り解かいした気がしていた。前線に出て剣を振ふるうこと、人をその手にかけることの辛つらさ。自分の決けつ断だんで母を失った今なら尚なお更さらだ。

「……お母さんもミユキちゃんも、いつもこんなふうに戦ってたんだね」




朱香：お母さんのロイスをタイタスにして昇華する。ごめんね、大だい丈じよう夫ぶだから。あたしにはまだ守るものがあるから、倒たおれないよ。だから──ミユキちゃんも、こんなことを気にしたりしないで。

ミユキ：……っ。そうは言っても、ショックが大きくて動どう揺ようしてます。ＨＰは削けずっちゃったし、侵蝕率はぐんと上がるし……（笑）。

ＧＭ：「そうだ、自らの行いに恐怖しろ！」哄こう笑しようしながら、竜馬はイニシアチブプロセスでＥロイス〝怯おびえのまなざし〟を使用。彼に対してロイスを取得している全員にバッドステータスの暴走を与あたえます！　他の三人は既にタイタスにしてるので、ミユキだけですね。




　必死に平気な顔を見せる朱香。しかし、親友をその手で斬きったという事実がミユキの心を揺ゆるがす。永石竜馬はその心の間かん隙げきを見み逃のがさなかった。

　自らの抱だいている恐きよう怖ふ心しんをミユキに植え付け、朱香を斬ったという自じ己こ嫌けん悪お、殺してしまっていたかもしれないという恐怖を増ぞう大だいさせる──。




ＧＭ：……本当は朱香に使いたかったＥロイスですが、仕方ないですね。というわけで、ミユキは暴走状態になります。

ミユキ：……いやぁぁぁぁ！

朱香：落ち着いて、ミユキちゃん！　あたしは大丈夫だから!!

九鬼：くっ……てめぇぇぇ、よくも!!　出だし惜おしみなし、全部組み合わせて切きり刻きざむ！

ＧＭ：《魔ま獣じゆうの咆ほう哮こう》。ベータレネゲイドを干かん渉しようさせ、今度は攻撃速度を鈍にぶらせる。判定のダイスを４個こ減へらしてください。

晃士朗：《援えん護ごの風》だ。こっちの風でその干渉をある程てい度ど減げん殺さいする。九鬼の判定ダイスを＋３個するぜ。

九鬼：マイナス１で済すむならありがたい。テセウスのサポートも使用して判定、達成値47！　許ゆるせないんだよねえ──子どもの心を弄もてあそぶ奴やつだけはさ！

ＧＭ：《スモールワールド》を使用し、その達成値をマイナス20。竜馬の周囲に展開されたベータレネゲイドが九鬼の攻撃を緩かん和わさせていきます。

九鬼：そんなものまであるのかよ……！

ＧＭ：暴走状態なので命中します。ダメージをくださいませ。

九鬼：エフェクトレベルの低下が痛いたいねえ……。ダメージはかなり低い、61点。

ＧＭ：《ワームホール》！　九鬼の体内に侵しん入にゆうしていたベータレネゲイドが、竜馬からの返り血を受けた瞬間に体内で暴あばれまわって九鬼を傷きずつける。その61点をそのまま返します！

九鬼：そ、れは……《ラストアクション》と言わざるを得ない!!




「ぐ……ッ！　まだ、倒たおれられないんだよねえ、これが!!」

　全身から血を噴ふき上あげながら、九鬼の生命反はん応のうが危き険けん域いきに入ったのをテセウスが検けん知ち、全身の機能を強きよう制せい的てきに稼か動どう状態に移い行こう、攻撃を放った直後の隙すきを狙ねらって追つい撃げきを叩たたき込こむ。




九鬼：同じ組み合わせで判定だ。達成値は57、暴走状態でかわせないならダメージは93だ。で、プランナーのロイスをタイタスにして昇華する。

ＧＭ：それはそのままダメージを受けるしかない。……では、九鬼の行動が終しゆう了りようし、イニシアチブに入ったところで《裏うら切ぎりの真名》を使用。対象は晃士朗以外の三人！




「では──次は自分のレネゲイドを食い尽つくされる感覚を味わってもらおうか」

　俄にわかに竜馬の周囲にベータレネゲイドが集積し、至し近きん距離にいた三人に強い干渉を始める。体内に入はいり込こんだベータレネゲイドとレネゲイドが食い合いを起こし、侵蝕の度合いが深いほど身体に深い損そん傷しようを受けていく……！




ＧＭ：おおおお、９Ｄ10で60！　では、この60に自分の侵蝕率の一〇分の一を足したものがダメージになります。ミユキと朱香は73点、九鬼にいたっては76点ですね。

九鬼：くっ、早くもふたつめのタイタスを切ることになるとはねえ……。最後の仕事ってことで、ケルベロスのロイスをタイタスにして昇華するよ。

ミユキ：卒業ってことですか？

九鬼：まあ、元々俺はケルベロスじゃあないしねえ。

朱香：ケルベロスだよう！

九鬼：はは。ま、俺が最初に去るのが筋すじでしょうよ。ということで、起き上がるぜ。

ミユキ：私はクィーンアントをタイタスにして昇華、起き上がります。

朱香：あたしはもう切れるタイタスがないので頑がん張ばって耐たえてみる。《氷雪の守しゆ護ご》を使って……ええと、27！《氷の城砦》と合わせて36点軽減！

晃士朗：朱香に《波紋の方陣》だ。38点軽減する。

朱香：ノーダメージ────!!　背せ負おったユニットから蒸じよう気きの翼つばさを何重にも展開する！

ＧＭ：「……これでも倒たおれねえのかッ!!」

九鬼：こちとら往おう生じよう際ぎわが悪くてねえ。そっちこそ、そろそろ時間切れになっちゃえよ。

晃士朗：そうだな、楽になっちまえよ。

ＧＭ：「ここまで来てそんな殊しゆ勝しようなマネができるかよぉ……！」

晃士朗：はん、そう言うと思ってたさ。だがな、生あい憎にく俺たちもきつい局面を乗り切るのには慣れてんだよ。

ミユキ：きつい戦闘、多かったですからね（笑）。

朱香：そうだよ、お前なんかに負けない……！《鋼の肉体》でＨＰ20点と邪毒を回かい復ふく！

ＧＭ：では、最後に行動値０のトループですが、行動を放ほう棄きして全員行動済ずみになります。

九鬼：行動しないのか。ここから四発攻撃が来るよりは助かるけど。

朱香：なんだろう……。

晃士朗：恐おそらくだが、こいつらを倒たおせばボスが弱体化するか、俺たちに今かかってるペナルティが消えるかのどちらかだろうな。

ＧＭ：では、クリンナップです。竜馬は《フェニックスの翼》を使用してＨＰを回復。

朱香：あたしも《フェニックスの翼》を使う。うー、15点回復してＨＰ51かあ。いつもなら大体全ぜん快かいするのに……。

九鬼：エフェクトレベル低下が効いてるねえ。

朱香：ほんとだよ！　なんてひどいＧＭなんだろう！（笑）

ＧＭ：ふひひひ。そしてトループも全員《フェニックスの翼》を使用、ＨＰを10点回復。これで第一ラウンドは終了です。

晃士朗：《限界突破》を活用できずに終わっちまったか。




◆第二ラウンド

ＧＭ：セットアップ、こちらは竜馬が《螺旋の悪魔》＋《ヒュドラの怒り》。

晃士朗：……《赤方偏移世界》だ。先手だけは取っておきたい。

朱香：あたしはいつもの通り《氷の城砦》！

ＧＭ：イニシアチブプロセス、こちらは何もなし。晃士朗の行動ですね。

晃士朗：……やれることはひとつだな。マイナーで《ダークマター》だけ使って攻撃。よし、出目はかなりいい！　達成値は50ちょうど！

ＧＭ：こちらは全員暴走状態と《イベイジョン》。リアクションは失敗！

晃士朗：ダメージは60点だ。これでトループだけでも潰つぶせれば……！

ＧＭ：竜馬は《雲散霧消》で40点軽減、硬直は《状態復元》で解除。トループは……ダメだ、《雲散霧消》を使ってもこれで全ぜん滅めつする！




　滅ほろびをもたらす黒風が吹ふき荒あれ、竜馬に傅かしずくように控ひかえていた結けつ晶しよう体たい──ベータレネゲイドのオーヴァードたちを一いつ掃そうする。

　その瞬間、力を制限させていたベータレネゲイドの干渉がみるみる弱まっていく。




ＧＭ：では──トループが全滅した瞬間、Ｅロイス〝異なる理〟の効果が解除され、あなた方のエフェクトレベルが正せい常じように戻もどります。

晃士朗：はん、雑魚どもに仕し込こみを入れてやがったか。

朱香：おー、リーダーすごい！

ミユキ：ようやく全力で戦えますね……！

晃士朗：……しかし、これで俺の侵蝕率は[image: ]だ（笑）。

九鬼：だーいじょうぶ、俺がすぐ追いつくよ（笑）。

朱香：そうそう、それに……ここが多分使いどころだよ！

ミユキ：朱香ちゃん、あれをやるのね？

朱香：やるっ！　リーダーの行動が終わったら、イニシアチブに《極大消滅波》ぁー♪




「ミユキちゃん、見てて。──あたしだって、戦う手しゆ段だんを手に入れたんだから！」

　瞬間、朱香の全身が炎に包まれる。蒸気で形成された翼は炎の翼へと変じ、圧倒的な熱量で竜馬の全身を薙なぎ払はらい、焼く。

　その姿は、まさに不死鳥フエニツクスが羽は撃ばたくかのごとく。




朱香：これがあたしの怒りの一いち撃げき！　47点のＨＰダメージを喰くらえ！

ＧＭ：減へらせるものが何もない。よもや朱香からそんなダメージを受けるとは（笑）。

朱香：そして侵蝕率は21点増ふえて、[image: ]まで上がったよ！（笑）

晃士朗：ミユキや九鬼の攻撃ほどじゃないとはいえ、今のは結けつ構こう効いただろう。

ＧＭ：「くっ……！　朱香、貴様ごときがぁ……！」

朱香：あたしたちの生きる世界、あなたなんかにどうこうされたりしないもん！

九鬼：生せい存ぞん競争なんだよね、これが。気を抜ぬいたらさっくりやられるよ？

ＧＭ：「生存競争──確たしかにその通りだ。だが、生き残るのはこの私だ！」マイナーで《斥力跳躍》、10ｍ後方へ下がる

九鬼：げぇぇー、後退すんのかよ！　しゅ、朱香、封ふう鎖さはできない!?

朱香：封鎖できるエフェクトとってないよう……しくじったかも。

ミユキ：これでまたあいつとエンゲージしたら侵蝕率が１Ｄ10上昇か……。

ＧＭ：ふふふ、そういうことです。そしてメジャーは《ギガノトランス》も組み合わせ、対象をシーンに拡かく大だいする。ベータレネゲイドを侵蝕させ、身体を内部から崩ほう壊かいさせる攻撃！

晃士朗：させると思ってんのか。《時の棺》で判定を失敗させる！　空気が変わるほど濃のう密みつな《ワーディング》を展開して、そのベータレネゲイドを相殺するぜ。

ＧＭ：「貴様ぁ……」憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめる。極端な感情の起き伏ふくは、彼がどんどん変質していることを証明しているのでしょう。

晃士朗：はん、いい顔してるな。大分こっちに馴な染じんできたじゃねえか。

ミユキ：……そのほうが人間らしくていいのに、と思うのは私たちの価か値ち観かんなんでしょうね。

九鬼：だが、俺たちにとっちゃ大事なことだ。そうだろ？

ミユキ：はい。

朱香：うんっ！

九鬼：いい返事だ。じゃあ、行こうか。俺に続け、ミユキ、朱香！

ミユキ＆朱香：（力強く）はいっ!!




　晃士朗が攻撃を食い止める、その瞬間に僅わずかな動揺が竜馬に生まれた。そして、その隙を見み逃のがす九鬼やミユキではない。

　一足で間合いを詰つめ、全力で畳たたみ掛かけていくのみ──！




九鬼：まずはマイナーでエンゲージ。これで侵蝕率が……10上がったぁぁぁ!?（笑）

朱香：よりによってこんなところで……（笑）。

九鬼：大丈夫、こんなことで堕おちたりしないさ……！　全部、組み合わせて……。

ＧＭ：「させるかッ……！」《魔獣の咆哮》でダイスをマイナス４する！

晃士朗：《援護の風》だ！　ダイスをプラス５個、これで帳消しだろう！

九鬼：悪いね……！　テセウスの支し援えん効果も使ってダイスを増ふやす。達成値は47……いや。《勝利の女神》も使って68、ダメージ[image: ]点ッ!!

ＧＭ：ざっくりとナイフが竜馬に食くい込こみます。その瞬間、刃を通じてベータレネゲイドが九鬼の体内に侵入、体組そ織しきごと自じ壊かいを始める。《滅びの遺い伝でん子し》で40点のＨＰダメージ！

晃士朗：《波紋の方陣》！　……うおおおすごい出目。57点軽減！

九鬼：ふぃ～、助かったぜ、晃士朗。

晃士朗：今あんたに倒たおれられたら困こまるんだよ、マジで!!　これで俺の侵蝕率は[image: ]！（笑）

九鬼：……実は俺もこれで[image: ]になったんだけどね。ま、いざとなったらミユキをかばって倒たおれるだけさ。

ＧＭ：では、そのミユキの行動です。

ミユキ：……暴走を解除してる暇ひまはないわね。マイナーは《氷の回かい廊ろう》＋《氷の加か護ご》＋《終末の炎》。ＨＰを15点消費して、冷気を強めながら竜馬さんにエンゲージ。




　腰こしだめに剣を構かまえ、地面を凍こおらせながらミユキが滑かつ走そうする。体内でざわめくレネゲイドを抑おさえ込こまず、むしろ暴走させるままに前進への活力に変え、突とつ進しん力を利した一刀を放つ！




朱香：さっきの血もまだ乾かわいてないのに──ミユキちゃん……！

ミユキ：もちろん組み合わせられるものは全部組み合わせて攻撃。──う、でも、ダイス目が悪い……。朱香ちゃんを斬ったときの感かん触しよくを思い出して切っ先が鈍にぶるわ（笑）。

朱香：ミユキちゃん、さっきのことはもう気にしないでいいから……！（笑）

ミユキ：くっ……！　達成値は44止まり……。

ＧＭ：「どうした？　さっき朱香を斬った時とは随分勢いきおいが違うなァ？」

ミユキ：ダメージは89点。剣を振ふり下おろしながら、少し寂さびしさを感じて竜馬さんを見ます。

ＧＭ：……それでＨＰは０になる。傷きずを押おさえながら膝ひざを着きます。

朱香：やった……！

ミユキ：……私、あなたのことは決して嫌きらいじゃないわ。




「あなたとはもっとわかりあいたい、そうも思うのよ」

　出会い方が違ちがえば、やり方が違えば──共きよう存ぞんの道はあるのではないか。自分たちと絆のように。ミユキはずっとそういう思いを抱かかえていた。

「他のやり方はないの？　──本当に？」

　問いかけるミユキ。竜馬は膝を着いたまま、自じ嘲ちよう気味に笑って答える。

「一〇〇〇年の間何度も模も索さくした結果だ。それに──そんな余裕も時間も残っちゃいない」




ＧＭ：「もう少し早く、同どう胞ほうと出会えていたら──いや、ただの感かん傷しようだな」

朱香：…………。

ミユキ：もう少し早く出会って、手伝いたかった。あなたがジャームになる前に。

ＧＭ：「……もう二〇年ほど早く生まれて、出会っていればな。だが、それも『もしも』の話でしかない。私はまだ、終われん！」と言って《ラストアクション》を使用!!

晃士朗：おおおおお、そんなもんまで使うのか!?

ミユキ：……身み構がまえます。

ＧＭ：マイナーで《極光螺旋》＋《斥力跳躍》＋《ライトスピード》！　５ｍ前進し、ミユキと朱香の間に位置取り、ベータレネゲイドを高次圧あつ縮しゆくしたエネルギーの塊を作り出す。

九鬼：二回来る……!?

ＧＭ：《飢えし影》＋《プラズマカノン》＋《ピンポイントレーザー》で朱香を狙ねらう。はじめに言っておきますが、一発目で戦闘不能になったら二発目はとどめを刺さします。

朱香：ほっほーう。あたしを殺しに来ましたか。

晃士朗：死にたくなければタイタスを使え、って言ってるな。

ＧＭ：で、出目が腐くさった……達成値38しかない！

朱香：《氷盾》と《イージスの盾》でガードするよ！

ＧＭ：……ダメージは[image: ]点、装甲無視！




　竜馬の掌てのひらから、ダイヤモンドのように研とぎ澄すまされたエネルギーの塊が高速で噴ふん出しゆつされた。迎むかえ撃うつ朱香は幾いく重えにも折り重なる蒸気の翼を展開し、その衝しよう撃げきを相殺する！




朱香：ガード値を引いて75点、《氷の城砦》で15点引いて60。《氷雪の守護》も使って……こっちは22点。残りＨＰ13!!

ＧＭ：……耐え切られた！　なら、二発目は《混色の氾濫》を入れて九鬼とミユキを狙う！

晃士朗：やらせねえよ。百も々も菊ぎくのロイス──Ｓロイスをタイタスにして昇華する。

ＧＭ：お、おお!?

ミユキ：リーダー!?

晃士朗：ずっと京都に残ってたのは、あいつが気になってたからなんだが──ここに至いたって、俺が戦い続ける限かぎりあいつに拘こだわることはできねえ、と諦あきらめる。

ミユキ：……そっか。実は京都に残ってる必要はなかったんですもんね。

朱香：リーダー……。

晃士朗：ま、それも終わりだ。《時の棺》の使用回数を回復させて使用する!!




　妹への執しゆう着ちやくや思いを断たち切きり、その覚かく悟ごを力に変えた晃士朗が黒く圧縮した塊を放つ。それは竜馬の放ったエネルギーの塊に正面から激げき突とつし、相殺してもろともに消滅した。




ＧＭ：くっ……、判定失敗で攻撃は不発！　仕方ない、ここで《蘇そ生せい復ふつ活かつ》を使用！

晃士朗：《蘇生復活》ってことは残りＨＰ１かよ……！

九鬼：朱香の攻撃でも倒れかねないぞ（笑）。

朱香：……で、次はあたしなんだよね。どうしようかな。

ミユキ：相手の装甲値しだいかな。朱香ちゃん以外は無視できるから気にしないんだけど。

ＧＭ：そこそこの装甲値はあると言っておきましょう。

朱香：……うん、やる！　無む我が夢む中ちゆうで突つっ込こんで体当たりするよ！




　朱香は竜馬の攻撃を二発、全力で耐え切るつもりだった。むしろ、単たん独どくの自分に攻撃が来るのはありがたいくらいだ。

　だが──彼は孤こ立りつした朱香に一撃与あたえて牽けん制せいし、そのままミユキと九鬼を狙った。晃士朗の奮ふん戦せんで事なきを得たが、『守れなかったかもしれない』という事実が朱香を恐怖させる。




朱香：わぁぁぁ！　その前に、残ってた経けい験けん点４点を使って〈白兵〉を４レベルに上げる。で、エンゲージしたので侵蝕率も上がって[image: ]。達成値は……やーん、13しかない！

ＧＭ：命中自体はします。先に言っておくと、こちらの装甲値は20。

朱香：……ダメージ19点……。

ＧＭ：「まともな攻撃は一発が限げん度どなんだろ？　それがお前の限界だ」

朱香：悔くやしいぃぃぃぃ！　自分の不ふ甲が斐いなさが悔しい!!

ミユキ：大丈夫よ。今の朱香ちゃんを見て、私は勇気を貰もらったから！

朱香：ミユキちゃん[image: ][image: ][image: ]!!

ＧＭ：ではクリンナッププロセス。こちらは《フェニックスの翼》でＨＰを20点回復。

晃士朗：回復されたか……。

朱香：あたしも使って回復しておくね。




◆第三ラウンド

ＧＭ：セットアップ、こちらは相変わらず《螺旋の悪魔》＋《ヒュドラの怒り》。

晃士朗：……《赤方偏移世界》＋《限界突破》だ。指定するエフェクトは《波紋の方陣》しかない。これで侵蝕率[image: ]％!!

ミユキ：と、とうとう[image: ]の大台に……!!

朱香：大丈夫なの!?

晃士朗：前回と違ちがってタイタスをひとつしか切ってない、いけるはずだ。それにまともに攻撃できるのがミユキしかいねえ。

九鬼：俺はもう厳しいからねえ……。次いいのを喰くらったら寝ねてるしかないよ。

朱香：あたしも《氷の城砦》使います。なんとしても守りきるんだから。

ＧＭ：わかりました。では、まず晃士朗の行動です。

晃士朗：暴走してるんだから、当てるだけなら簡かん単たんだ。《サイレンの魔女》だけで攻撃。これで侵蝕率[image: ]％（笑）。

ミユキ：も、もう見たことない数字にびびりはじめてる私（笑）。

晃士朗：達成値は28……サポートスタッフを使って30にする。




　激げき闘とうの中、なぜかこの世界の人間──ベータレネゲイドでできた岩塊のひとつが、晃士朗の視界に飛とび込こんだ。

　そして──あれはかつて失った仲間たちの成れの果てだと、直感的に理解する。

「……はん」

　薄うすい笑みを浮うかべると、衝しよう撃げき波はが岩塊もろとも竜馬を打うち据すえた。




晃士朗：ダメージは47点、装甲無視。……足りないか!!

ＧＭ：「っく……があああ！」《雲散霧消》で40点軽減、残りＨＰ14！　しかし、既に彼の身体の水晶の部分はほとんど崩くずれて人の姿になっており、右みぎ眼めの周りに痕こん跡せきを残すのみ。

ミユキ：……もう、あんなに変質が進んでいたのね。

晃士朗：……お互たがいレネゲイドには苦労するよな。まったく、ひでぇウィルスだぜ。

ＧＭ：「貴様らに……貴様らになど、やられるわけには！」マイナーで《斥力跳躍》、２ｍだけ移動して朱香とエンゲージを離はなす。

九鬼：またいやらしい動きを……！　エンゲージのたびに侵蝕率を上げなきゃいかんのに。

ＧＭ：それが狙ねらいですからね。そしてメジャーは《神速の鼓こ動どう》＋《飢えし影》＋《プラズマカノン》＋《ピンポイントレーザー》でシーン攻撃!!




「これが正真正銘最後の切り札だ！　耐え切ってみろ……！」

　轟ごう音おんさえ聞こえそうなほど密みつ度どの濃こいベータレネゲイドが竜馬の全身から放たれる。そのあまりの濃度に、彼らが立つ水晶の薔薇さえ反応し、鳴動を始めるほどに……！




ＧＭ：達成値は……84。かつてない密度のベータレネゲイドが辺り一面に散布され、あなた方の肉体を急きゆう激げきに侵蝕していく。

ミユキ：……さすがにそれはドッジできません。

朱香：《氷盾》と《イージスの盾》でガード！

晃士朗：無理だな。俺はもう倒れるの確かく定ていだが……。

九鬼：メジャーアクションは放棄だ。ミユキをかばうよ。

ミユキ：九鬼さんっ!?

ＧＭ：「食い尽くされろ……ッ!!」ダメージは[image: ]点、装甲無視。

九鬼：ははは、そりゃすごい。倍の[image: ]点喰らって戦闘不能になるよ。

ミユキ：九鬼さん、九鬼さん……！

九鬼：……あとはお前らがやってくれんだろ？　お前らのわがままで、あいつのわがままを踏ふみ潰つぶしてこいよ。

朱香：なんであたしはあそこにいないの……!?　もう、絶対倒れられない！　ガード値と《氷の城砦》で82まで軽減。《氷雪の守護》を使って……これで57。

晃士朗：《波紋の方陣》だ。……よし、42点軽減！

朱香：ううう、ありがとう……。残りＨＰ23で立ってます！

晃士朗：……朱香、お前が一番わがままなんだから最後まで見み届とどけろ。

朱香：うん、うん……うん！　あのね、あたしリーダーのことも大好きだよ!!

晃士朗：それには軽く笑うだけだ。で、ミユキには──やっぱり何も言わない。視し線せんを向けるだけでそのまま倒れる。戦闘不能だ。

ＧＭ：わかりました。では、九鬼と晃士朗がほぼ同時に倒れるわけですが──その時に、ガシャン、と金きん属ぞく同士がぶつかるような音がする。




　高こう密みつ度どのベータレネゲイドによる攻撃は、確かく実じつに四人の身体を蝕み始めていた。矢面に立って攻撃を受け、ミユキと朱香を守って意い識しきを失ったふたりにはそれが顕けん著ちよだ。

　傷きず口ぐちや足元、指先の末まつ端たん部など──徐じよ々じよに、鉱物へと変化する兆候が見られている。




晃士朗：リーチをかけられたってわけだ。侵蝕率は[image: ]％！（笑）

九鬼：うん、ほんとにあとはミユキと朱香に任まかせたよ（笑）。

朱香：そして何気にあたしも侵蝕率[image: ]％です（笑）。

ＧＭ：おおお、なんという侵蝕率……。では、ミユキの行動です。

朱香：ミユキちゃん、お願い！　全部……全部、最後まで見み届とどけるから！

ミユキ：ええ。朱香ちゃんに頷いて、九鬼さんとリーダーを見て……あとは全部組み合わせて移動して斬きる、それだけです！　Ｅロイスの効果も入れて、侵蝕率はこれで[image: ]……！




「そうね──大好き。朱香ちゃんと同じ、私もみんなが大好きなの」

　竜馬とミユキの距離が一メートルを割わり込こむ。ミユキの間合いだ。腰だめに剣を構え、竜馬の顔を見上げるその表情は、傷きずつき血に塗まみれながらも穏おだやか。

　慈じ母ぼを思わせる笑みさえ浮うかべながら、ミユキは世界を祝福する。

「この世界が。朱香ちゃんが。タクミが。リーダーや九鬼さん、絆ちゃん、真くん、ピッツァ、真ま梨り子こ──それに、あなたも。竜馬さん」

「な、何を……言っているんだ……？」

　ミユキの真意を測はかりかねたのか、竜馬は表情を歪ゆがめて半歩後あと退ずさる。

「わからなくていいの。これが、私の気持ち。そして、私のわがまま。大好きだから、認みとめたいから──私はあなたを否ひ定ていするの」




ミユキ：達成値は53。暴走してるので、そのままダメージを出しますね。……[image: ]点。両手で構かまえた剣を真っ直ぐに突つき出だす。

ＧＭ：……もうそれに対たい処しよするエフェクトはありません。ミユキの剣は、永石竜馬の胸むな板いたを貫つらぬき、彼の生命を完全に断たち切きる。




「ごめんなさい、とは言わないわ。これは私のエゴだから」

　ミユキが刃を引ひき抜ぬく。傷口から赤い血を流し、竜馬は膝をついた。

「あなたのことは忘わすれない。あなたがいたことを無かったことにはしない」

「そうか。──なら、キミたちの認にん識しきの中で私という存そん在ざいは残るのか」

　今まさに死を迎むかえようというその時、永石竜馬は何故なぜか穏おだやかな気分だった。険けんの取れた表情でミユキを見上げ、ふう、と息をつく。

　その瞬間、彼の顔に最後に残った水晶の部分も剝はがれ落おちた。




ＧＭ：「……なら、そこで妥だ協きようしておくしかあるまい」

ミユキ：ええ。あなたのことは私が覚えておくから。

朱香：ねえ。変わるって言うのも、そんなに悪くないでしょ？

ＧＭ：「…………」




　朱香の問いに答えることなく、永石竜馬は息いき絶たえた。

　──その顔に、笑みを浮うかべたまま。




ミユキ：えっと……実は竜馬さんのロイスが残ってるんです。なので、これはタイタスにせずにあとで固定ロイスとして残しますね。彼を覚えておく、って約束したので。

晃士朗：なるほど！

ＧＭ：了解です、それはすばらしい。

朱香：……じゃあね、お父さん。そう言って目を閉とじさせてあげよう。

ミユキ：朱香ちゃん……。

ＧＭ：では、永石竜馬を倒たおしたことで絆のベータレネゲイドは沈ちん静せい化かし、世界の変質は止まります。まるで映えい像ぞうを逆ぎやく再さい生せいするように、鉱物化したものは戻もどっていく。

晃士朗：俺たちもなんとか助かったか。

九鬼：やれやれ、疲つかれたねえ……。

ＧＭ：この巨大な薔薇もいずれ水すい没ぼつするでしょうし、すぐに撤てつ収しゆうの必要があるでしょう。

ミユキ：……ここにいる人たちはどうなるんでしょう？

ＧＭ：生きたまま変質した人たちは徐々に元に戻っていきます。死し亡ぼうしたはずの美み奈な子こや〝十字疵スカード〟、クィーンアントといった人たちだった岩はそのまま崩れていく。

朱香：……お母さんだったものをじっと見ておく。

九鬼：俺はテセウスで通信衛えい星せいをハッキングして、ＵＧＮにこの場所をリークしとくよ。気づいたら救助に来るだろう（笑）。

ＧＭ：おお、了解です。それならほどなくして救助のヘリや船が来るでしょう。

晃士朗：……んじゃ、俺らはとっとと撤収するぜ。




　晃士朗が帰き還かんのためのゲートを開き、四人が順番に通っていく。通とおり抜ぬける間ま際ぎわ、ミユキと朱香は一度だけ振ふり返かえったが、それも一いつ瞬しゆんのことだ。

　──こうして。

『至高天エンピレオ』にまつわる長い戦いは、完全に終わりを告げたのである。






〝唯我独尊〟　傲慢極まる自信、醜悪なプライドを備えたジャームであることを表すＥロイス。複数のＥロイスやエフェクトの同時使用を可能にする。

《状態復元》　自分が受けている不利な状態を解除するエネミーエフェクト。

〝絶対拒絶〟　他者を恐怖し拒絶する感情が周囲を物理的に侵蝕することを表すＥロイス。

《流血の胞子》　細胞を破壊する胞子を生成して散布するソラリスのエフェクト。

《ブラッドバーン》　全身の血液をエネルギーに変えて攻撃するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《血の楔》　血液を敵の体内に撃ち込み、行動を阻害するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《ピンポイントレーザー》　装甲の隙間を見抜いて撃ち抜くエンジェルハィロゥのエフェクト。

《シャッフル》　幻覚を駆使し、対象と入れ替わるエンジェルハィロゥのエフェクト。

〝怯えのまなざし〟　世界や他人、自分自身に抱いている恐怖を他者にまで伝播させ、暴走に追い込むＥロイス。

《スモールワールド》　領域を縮小することで対象の攻撃を制限するオルクスのエフェクト。

《滅びの遺伝子》　敵のテロメアを操り瞬時に老化させるブラム＝ストーカーのエフェクト。









　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：それではバックトラックを行いたいと思います。今回は空前の侵蝕率になってますが、Ｅロイスはすべての敵を合計して、13個あります。

晃士朗：おお、ミドルフェイズの連中も持ってはいたのか。

九鬼：これならなんとかなるかな。13個で……なんと81も下がった！　一倍振りで帰還ー!!

ミユキ：私は減へりすぎた……（笑）。出目が大だい爆ばく発はつして63まで下がっちゃいました。

朱香：あたしは一倍振りで[image: ]％。不死者なのでこれも帰還だよ！

ＧＭ：……問題は[image: ]という恐おそろしい数字になった晃士朗なんですが。

晃士朗：なんとかタイタスをひとつ切るだけで済すんだので、二倍振りで90まで下がったぞ！

一同：（どよめく）おおおおおおお！

晃士朗：いやー……戻ってこれて良かった（笑）。

朱香：ほんとだよ（笑）。

ＧＭ：全員帰還おめでとうございます。では──最後のエンディングを演えん出しゆつしましょう。







◆Ending01◆家路

Scene Player ── 闇条晃士朗




　ディメンジョンゲートを抜ぬけ、四人は絆きずなやタクミの待つゼノス基き地ち近きん隣りんへと帰き還かんした。

　周囲の木々もほぼ元に戻もどりつつあり、山間部をさわやかな風が吹ふき抜ぬけた。




ＧＭ：では、まず戦せん闘とう直後のシーンから演えん出しゆつしましょう。ゼノス基地に戻もどると、あなた方を都築京香つづき・きようかが迎むかえます。「ご苦労様です」とだけ言って、あとは特に何も言わない。

九鬼：あらら、随分そっけないねえ。

晃士朗：竜りよう馬まが半分ずつでどうかって提てい案あんしてきたときにほとんど興きよう味みは失ってたんだろうな。サンプルはそこら中にあるわけだし。

九鬼：なるほどねえ……。

ミユキ：そんなことより、タクミや絆ちゃんが気になります！

朱香：そうだよ、早く会いに行きたい！　オムライスつくったげないと！　あと真くんも！




　待っていてくれた、大切な人の無事な姿すがたを見たいと焦こがれるミユキと朱香。

　その時、不意に部屋のドアが開いた。

「おねえちゃん！」

　駆かけ込こんできたのはひとりの少年──ミユキの弟、タクミである。




ＧＭ：走ることさえ可か能のうなくらいに回かい復ふくしたようで、タクミは部屋に駆かけ込こむとすぐにミユキに飛びつきます。「おかえりなさい、おねえちゃん！」

ミユキ：タクミ……！　もう大だい丈じよう夫ぶなの!?

ＧＭ：「うん、見てのとおりだよ」と屈くつ託たく無く笑います。

ミユキ：よかった……。

朱香：ほんとによかったねえ、ミユキちゃん。

ＧＭ：そして、タクミに遅おくれること三〇秒後。児童用のスモックを着た三歳さいくらいの少女を抱だいて、真が部屋に入ってきます。

朱香：真くん！　それに、その子……絆、だよね？　ちっちゃくなったの……？

ＧＭ：「タクミくんが元に戻もどった時、この子も小さくなった」と、真が教えてくれます。

朱香：ふふふ～。き・ず・な。




　両手を広げて、朱香が絆に満面の笑みを見せる。

「……まま！」

　ぱぁぁ、と顔を輝かがやかせる絆。察した真が身を屈かがめて手を離はなすと、絆は一直線に朱香に向かって駆かけ出だし、その胸むねに飛とび込こんだ。




朱香：絆[image: ][image: ][image: ]！　ただいま[image: ][image: ]！　んー、抱だっこしてちゅーしちゃうぞ♪（笑）

九鬼：本当に嬉うれしそうだ……（笑）。

ミユキ：もうすっかり「お母さん」が板についてきたわね。

ＧＭ：「きじゅなもちゅーするー」と、朱香に抱っこされながらごきげんです。それを尻しり目めに、都築京香が完全に興味をなくしたという顔で晃士朗に話しかけます。

晃士朗：……なんだ？

ＧＭ：「彼かの女じよはもうベータレネゲイドを保ほ有ゆうしていません。オーヴァードではありますが、肉体的には通つう常じようの人間とまったく同じです」

晃士朗：そうか、わかった。

九鬼：永石竜馬ながいし・りようまが死んで、ベータレネゲイドは消え行くのみ……か。

朱香：でも、オーヴァードではあるんだね。そっか……。

ミユキ：大丈夫よ。オーヴァードかどうかなんて、些さ細さいなことじゃない。

朱香：……うん！　そうだよね！

ＧＭ：「では」と、都築京香があなた方全員を見回します。「これで協力関係は終了です。異論はありますか？」

九鬼：ああ、それでいいよ。

晃士朗：そうさせてもらうさ。あんたの考えを探さぐりながら過すごすのも精せい神しん衛えい生せい上じようよくねえ。

ＧＭ：「荷物などは既にまとめてあります。それでは、私わたしは次のプランがありますので」




　踵きびすを返し、〝プランナー〟都築京香はその場を去る。彼女はこれからもレネゲイドの進化だけを目的に行動するだろう。

　その道がミユキたちと交わるのか、それは誰だれにもわからない。




ミユキ：なんだか慌あわただしいですね。

ＧＭ：「でも、少なくともここの人たちはよくしてくれたよ」と、タクミ。

ミユキ：……うん、そうね。ひとりひとりにお礼を言いたいくらいだわ。

晃士朗：はん、こっちも長なが居いは無用だ。戻る──そうだな、一いつ旦たん京都に戻るぜ。

朱香：うんっ！　みんなでかえろ！

ミユキ：ええ、そうしましょう。

九鬼：んだねえ。晃士朗～、歩くのだるいしゲート開いてよ。

晃士朗：端はしからそのつもりだ。お前だけがだるいと思うな。そう言ってゲートを開く。

ＧＭ：ゲートが開くと、「じゃあ、僕ぼくはここでお別れだ」と、真が言います。

九鬼：ん……そうか。ま、お前さんはそうだよねえ。

ミユキ：私は何も言いません。

朱香：…………。

ＧＭ：「僕には戻るところがある。それに──あなたたちとは敵てき味み方かたの立場になりたくない。だから、もう会うつもりはない」

ミユキ：……そう、って頷うなずくだけで何も言いません。

九鬼：そうかい。ま、俺おれはありがたいけどねえ。お前さんとやりあうのは御ご免めんだよ。

晃士朗：そうだな。だが、仮かりに敵てきとして出会ったら容よう赦しやはしねえぜ。

ＧＭ：「そうならないように祈いのってるよ」

朱香：……真くん。

ＧＭ：「…………」

朱香：（にっこり笑って）言ったよね。絶ぜつ対たい、会いに行くから。

ＧＭ：「……地の果てまでだって逃にげてやる」




「そんなこと言ってもだーめ。ね～絆～。真くんと会うんだもんね～？」

「うん！」

　今はそれぞれ道を分かれたとしても、必ずどこかで交わる。朱香の笑顔は絶対に再さい会かいするという自信で満ち、真の表ひよう情じようは逃にげ切きれるかという不安が露あらわであった。




九鬼：……真が根負けするに一万円。

晃士朗：賭かけが成立しねえよ。

ＧＭ：そんなやりとりをする朱香と真を見ていたタクミですが──ふと、何か言いたげな表情でミユキを見上げます。

ミユキ：タクミ？

ＧＭ：「おねえちゃん、ぼく……」

ミユキ：あ……そっか。タクミは──。




　何かを言いあぐねるタクミを見て、ミユキはあることに気づいた。

　三年前──タクミが『神曲』セルからの脱だつ出しゆつを図ったのは、『至高天エンピレオ』への恐きよう怖ふからだけではない。あの時、追っ手がかからなければタクミはＵＧＮに保ほ護ごを求めていたのだ。

　青峰タクミと言う少年は、オーヴァードとしてＵＧＮに共感している。




ミユキ：……じゃあ、少し屈かがんでタクミと視し線せんを合わせます。それから、笑顔で頷く。

ＧＭ：「……行っても、いいの？」

ミユキ：それは、あなたの人生よ。

朱香：え、あ、それはあたしも驚おどろくよ。ミユキちゃん、いいの？　タクミくんと一いつ緒しよに暮くらすために、今まで頑がん張ばってきたのに……。

ミユキ：いいの。居い場ば所しよが違ちがっても、同じ世界に住んでるんだもの。それに、ＵＧＮだろうとなんだろうと、私たちは姉弟よ。

朱香：そっか。……うん、そうだよね。関係ないよね！　真くんを見ながら言うよ！（笑）

ＧＭ：真はやれやれ、という感じで苦笑します。「……タクミくんのことは、僕が何とか取り計らってもらえるよう頼たのんでみるよ。ツテはあるしさ」

ミユキ：お願いするわね。……さ、タクミ。行きなさい、と言って背せ中なかを押おす。

ＧＭ：少しつんのめった後、真の隣となりまで歩いてからあなた方を振ふり返かえります。




「……おせわに、なりました」

　タクミは深々と頭を下げて、姉とその仲間たちに礼を告げた。少し肩かたを震ふるわせたまま顔を上げなかったのは、ひょっとしたら涙なみだを浮うかべていたのかもしれない。




晃士朗：……そろそろ行くぞ、お前ら。

九鬼：いいじゃないの晃士朗、若わか者ものの邪じや魔ましちゃいかんよ。

晃士朗：うるせえ。維い持じするだけでも結けつ構こう疲つかれるんだ（笑）。

九鬼：はいはい。んじゃ、俺はさっさと撤てつ収しゆうしよっと。ゲートを抜ぬけるよ。

ミユキ：あ、すみませんリーダー。

ＧＭ：「おねえちゃん。……元気で」

ミユキ：ええ。タクミもね。

朱香：あたしは絆を抱っこして、ゲートの前でくるっと振ふり返かえる。で、絆とふたりで声を揃そろえて、真くんに「大好きだよ」って言う（笑）。

ＧＭ：「……知ってるよ。僕もだから」

ミユキ：呆あきれ顔がおになります。タクミをよろしくなんて絶対言わないから（笑）。

朱香：えへへへ。じゃあ行こう、ミユキちゃん！

ミユキ：ええ、朱香ちゃん。




　真とタクミが見送る中、かつてケルベロスと呼よばれたオーヴァードたちは扉とびらをくぐる。

　長い長い戦いは終わり、彼らは家路についたのだ。

　ゲートが完全に閉とじられるまで、ふたりの少年はそれを見守っていた。
















◆Ending02◆それぞれの未来へ

Master Scene




　京都。

　碁ご盤ばんの目のように通りが走る街まち並なみは活気を取とり戻もどし、人々が日々を営いとなんでいた。

　ケルベロスと呼ばれたオーヴァードたちが戦っていたことなど、誰も知らない。




ＧＭ：では、最後のシーンです。ここはマスターシーンで軽く演出して、みなさんには今後の身の振ふり方かたを語ってもらう、ということで。

ミユキ：わかりました。考えてることがあるので……。

朱香：あたしもあたしも。

九鬼：ほいほい、了りよう解かい。

晃士朗：全員考えはあるみたいだな。

ＧＭ：わかりました。では、まず今後世界がどうなっていくかですが──半年ほどかけて、変へん質しつさせられた世界はゆっくりと元の姿を取り戻していきます。




　太平洋上──水すい晶しようの薔薇ばらでの戦いの後、世界はゆっくりと元に戻っていった。半年も過すぎれば、そんな事じ件けんがあったことを覚えているものもほとんどいなくなるだろう。

　ベータレネゲイドによる変質は、オーヴァード以外には記き憶おくとして残っていなかったのだ。

　社会的な混こん乱らんは発生したものの、それも時の流れと共に忘わすれ去さられていく。




　世界は、日にち常じようを取り戻したのだ。




ミユキ：……逆ぎやくに言えば半年かかる、ってことでもあるんですよね。

九鬼：ま、そのくらいはかかるだろうねえ。

ＧＭ：次に、京都の現げん状じようを描びよう写しやします。ここからは、ＰＣも全員登場。最後の戦いからそんなに時間は経たっていない時、ロングアイランドで今後のことを考える、というシーンです。




　あれほど多くの戦いと悲ひ劇げきを生んだ『至高天エンピレオ』が消しよう滅めつした今、オーヴァードにとっての京都の街も様々な変化を遂とげていた。

　ＦＨは最さい低てい限げんの人員のみを残して京都から手を引き、ＵＧＮ京都支し部ぶは規き模ぼを縮しゆく小しようした上で、新しい支し部ぶ長ちようの下で運うん営えいされている。




晃士朗：……残ってるのは俺だろうな。そのうちロングアイランドからはヤサを移うつすが、ＦＨにも京都にも残る。ミユキや朱香に変な追っ手がついたりしねえよう、後始末も必要だ。




　闇条晃士朗。彼は、このまま京都に残り、ＦＨのエージェントとして戦いを続ける。

　その先にあるものは深く、暗い闇。だが、彼はその闇を見通す目を持っている。




九鬼：俺は──まあ、いつの間にか京都を去ってるよ。というか、もうこの場にいない。

朱香：ええ!?　もう!?（笑）

ミユキ：……やっぱり、行っちゃうんですか。

九鬼：ミユキが東京の学校に戻もどれるように手続きはしておくし、学費も払はらい込こんでおくよ。で、連れん絡らく先さきだけどっかに書き残して、セシリアを連れて姿を消すよ。

朱香：……まあ、連絡先置いてるならよしとしよう、うん（笑）。




　九鬼は、気づいたら姿を消していた。

　鳴り物入りでやってきて、仕事を終えたら唐とう突とつに去る。九鬼らしい、と誰もが感じた。




晃士朗：あの野や郎ろう、勝手に行っちまいやがった。──で、お前らはどうする？

朱香：……あたしは絆と一緒に、お母さんのそばで暮くらしたい。

晃士朗：九話冒頭のあの家か。確か城きの崎さきだったな。あそこに住むのか？

朱香：うん。

晃士朗：……そうか。ＧＭ、俺はここで〝工作員〟を使うぜ。

ＧＭ：お、一体どのような使い方を？

晃士朗：書類やなにやらをでっち上げたり、家も補ほ修しゆうして朱香と絆が城崎の家に住めるようにする。ついでに美み奈な子この遺のこしたカネかなんかもつけておこう。

ＧＭ：なるほど、了解です。許きよ可かしましょう。

朱香：リーダー……！　ありがとう……!!

晃士朗：はん、退たい職しよく金きん代わりだ。いつまでもはやってけねえぞ、ちゃんと自立して働け。

ミユキ：リーダーがまともな社会人みたいなことを言ってる……（笑）。

晃士朗：やかましい（笑）。

朱香：あ、リーダー！　ピッツァも連れてっていい？

晃士朗：勝手にしろ（笑）。

朱香：えへへ。ピッツァが居いれば真くん捜さがすときに便利だもんね～。

ミユキ：…………なるほど（笑）。

朱香：九鬼さんとかに頼んでおいて、真くんの居場所についての情じよう報ほうを流してもらうの。で、情報が入ったら絆とピッツァ連れて押おしかけるんだよ。




　大門寺朱香。母を失い、母になった少女は、愛まな娘むすめや愛犬と共に亡なき母の眠ねむる地で暮らす。

　そして時折、ふたりと一匹ぴきで遠出をするのだ。大好きな、あの少年に会うために。




朱香：あ、ミユキちゃんはいつでもうちに来ていいからね。もちろんリーダーも。あ、九鬼さんにもメールしとこう。絶対みんなを「おかえり」って迎むかえてあげるから。

晃士朗：……はん、気が向いたらな。

ミユキ：私も、落ち着いたら行かせてもらうわね。

九鬼：「そのうちね(^-^)」って顔文字つきでメール返すよ（笑）。

朱香：うんっ！　……ところで、ミユキちゃんはこれからどうするの？

ミユキ：私？　うん。私、京香さんのところに行こうと思ってるの。

朱香：京香さんって……ひょっとして、ゼノスに？

ミユキ：ええ。今回みたいなことがまた起こらないとも限かぎらないでしょ？　その時に、レネゲイドへのちゃんとした知ち識しきを持っておきたい、というのがひとつ。

朱香：そうなんだ……。

晃士朗：……ふむ。

ミユキ：でも、一番大きいのは──レネゲイドへの、純じゆん粋すいな好こう奇き心しん。もっとレネゲイドについてきちんと勉強して、理り解かいしたいの。

ＧＭ：……なるほど。そういうことなら、都築京香はあなたを快こころよく迎むかえるでしょう。




　レネゲイドを識しるためにミユキが師し事じを決めたのは、都築京香とゼノスだ。

　ＵＧＮは肌はだに合わないし、ＦＨはレネゲイドを利用しすぎる。ただ純粋にレネゲイドの進化を模も索さくし、そのための研究を続けるゼノスならば、より正しく学ぶことができるはずだ。




ミユキ：折角九鬼さんが用意してくれたんだし、学校に通いながらゼノスで勉強してみるわ。だから、朱香ちゃんとも──少しお別れ。




　青峰ミユキは東京近きん郊こうにある学校に通いながら、ゼノスの一員としてレネゲイドの研究に携たずさわる。力を正しく理解し、正しい心で正しく行使するために。




ミユキ：おかしいわね。寂さびしいはずなのに、なんだかとても嬉うれしいのよ。きっと、自分でも驚くくらい自然に……みんなと離はなれるって、決けつ断だんできたからだと思うの。

朱香：……あたしも、おんなじだよ。寂さびしくて、なのに嬉しい。

晃士朗：はん。お前らも大人になったってこった。

ミユキ：……ふふ、そうかもしれませんね。

朱香：えへへ……。リーダー優やさしい。

晃士朗：……知るかよ。んじゃ、俺もここは引ひき払はらうとするか。

朱香：リーダー、またね。

ミユキ：お元気で。…………晃士朗さん。

晃士朗：答えずに店を出て行くぜ。




　九鬼が去り、晃士朗が去り、ロングアイランドに残るケルベロスのメンバーはミユキと朱香だけが残った。

　そして──ふたりもまた、ここを去ろうとしている。




朱香：あたしたちも、行かなきゃね。

ミユキ：……ええ。でも、ずっと離はなれるわけじゃない。会おうと思えばいつでも会えるわ。

朱香：うん。次に会うときは、あたしたち、もっと立りつ派ぱな大人になってるね。




「それじゃ、せーので一緒に店を出ようか」

「うんっ！」




　いち、に、さん。せーの、で、ふたりは同時に店を出て、外への一歩を踏ふみ出だした。

　それぞれの未来に続く、はじめの一歩を。










　　　　ＥＰＩＬＯＧＵＥ




　京都市内のとある裏うら通どおりに、あまり人気のない寂さびれたダーツバーがある。とにかく無口な強面のマスターがひとりでやっていて、ダーツバーなのにダーツが壊こわれていて、おまけに店はとんでもなく見つけにくい場所にある。流行る要よう素そなんざどこにもない。実じつ際さい、店は常つねに開店休業状じよう態たいだ。

　その店の名前は「ロングアイランド」という。

　少し目ざとい奴やつなら、その店の片かた隅すみにあるダッシュボードに気がつくはずだ。上にはガラスケースが置かれて、中にいくつかのガラクタが置いてある。パーティションがあるわけじゃないが、置き方からするとどうやら四つに区切ってるみたいだ。

　置いてあるものを覗のぞいてみる。




　ひとつめはチョーカー。ありふれた黒いレザーに、やはりありふれたシルバーのトップをつけている。そんなに趣しゆ味みがいいとは思えない。




　ふたつめは、刃はこぼれや損そん傷しようが酷ひどく、使い物になりそうもない大型ナイフ。柄には三〇センチ程てい度どの金きん属ぞくの棒ぼうがついているが、中ほどで折れていた。




　みっつめ。煤すすけてボロボロの金きん属ぞく製せいの籠こ手て。大きさも中ちゆう途と半はん端ぱで、成人男だん性せいには到とう底ていはめられそうもない。なぜか一緒にドッグフードの空箱と哺ほ乳にゆう瓶びんが置いてある。




　最後のひとつは、かなりまともだ。雪の結けつ晶しようをかたどったイヤリングと、仲の良さそうな四人家族の写った写真。マスターは写っていない。




　このガラクタがなんなのか、誰のもので、どういうものなのか、聞いてもマスターは何も答えない。もっとも、ここのマスターの口からは天気の話でさえ出たことはないが。

　ただ──時折、マスターはケースを見て、とても穏おだやかな顔をする。

　まるで、何かを懐なつかしんでいるみたいに。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




「マスターただいまーっ！」

「ただーま！」

　五月、春の日の昼下がり。開店前のバー・ロングアイランドのドアが元気よく開け放たれ、少女と子どもが足を踏ふみ入いれた。大門寺朱香と永石絆である。

　すっかり母娘となったふたりがカウンターに腰こしを下ろすと同時に、マスターからオレンジジュースを注いだグラスがふたつ差し出される。

「ありがと、マスター。ほら絆、お礼は？」

「あーがとごじゃいます！」

「ん～、よろしい！　絆は偉えらいね～！」

　ひとしきり朱香が絆を撫なでてから、ふたりまったく同じポーズでグラスを持つ。一連の流れは、ここ半年の間にすっかり慣かん例れいとなっていた。




　──『至高天エンピレオ』とベータレネゲイドを巡めぐる戦いが終わり、かつてケルベロスと呼ばれたオーヴァードたちはそれぞれ別の道を歩み始めた。それから半年、朱香はかつての仲間たちとは一度も会っていない。月に二、三度はロングアイランドに顔を出すが、そもそもこの店でマスター以外の人間と会ったことがなかった。

「きょうもみんないないね、まま」

　オレンジジュースを五分の一ほど飲んでから、絆が口にする。そうだねえ、と答えてから、朱香は店の隅すみに置かれたガラスケースに視線を向けた。

　チョーカー。大型ナイフとアームの残ざん骸がい。煤すすけた籠手。そして、イヤリングと写真。いつかまたここにみんなが集まるときのことを思って、置いていったもの──。

「みんな、今いま頃ごろどうしてるんだろうね」

　最初に、チョーカーに視線を向ける。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　男は闇の中を歩いている。その闇は深く、どんどん深くなり続ける。白い髪かみが闇の中で映はえ、隻せき眼がんが闇の中を見通す。闇条晃士朗は、闇を歩き続けていた。この先で待っているのは、名前も知らぬリエゾンロードということらしい。

　──面白い。

　結局、ケルベロスの中で晃士朗だけはＦＨに残った。その理由は誰にも告げていない。燻っていた野心に再び火がついたのか、それとも──。

　ふと、晃士朗は立ち止まって後ろを振り返る。そこには、ひとりの女がいた。芸げい妓こ姿の女。今は百も々も菊ぎくと名乗り、かつては晃士朗の妹の名前を名乗っていた女だ。

　煩わずらわしげな表情を見せるが、拒きよ絶ぜつはしない。ふたたび歩き始めると、女もそれに続く。

　──やがて、晃士朗は巨きよ大だいな扉に突つき当あたる。扉に手をかけ、鮫さめのように笑う。

「さて、行くか。鬼が出るか蛇へびが出るか──」

　ゆっくりと、扉が開く。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　「うぇぇぇん、メンドくさいよう！」

　カリフォルニアの海岸線を走る旅客列車アムトラツクの個室コンパートメント。九鬼がなにやら泣き言を喚わめきながら、ベッドに聖せい書しよを放り出す。

「これ、ホントに読どく破はして覚えなきゃダメ？　テセウスに覚えさせりゃいいんじゃない？」

「おじさまがそれで納なつ得とくできるんならどうぞ」

　読んでいた日本のコミックから目も離はなさずにセシリアが言う。仮かりにも神父としてセシリアが通う学校に潜もぐり込こむ以上、聖書の各節くらいは覚えておきたいと言い出したのは九鬼だ。

「……セシリアは俺には冷たいよねえ。知ってたけどさ」

　とほほと零こぼしてふたたび九鬼が聖書を手に取り──ドアの外に注意を向ける。その先に感知されたのは、サンタ・バーバラで列車に乗ったときからセシリアに向けられていた殺気。

「……あ、おじさんちょっとトイレ行ってくるね～」

「いちいち言わないでくださいっ！」

　さて、保ほ護ご者しや役は一旦休業。ボディーガードとして働く時間だ。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　ロングアイランド。開店時間の一八時まであと一時間。夕食に朱香が厨ちゆう房ぼうを借りて作ったオムライスをたいらげて、絆はにこにこと上じよう機き嫌げんだ。

「きのうの真くんママとタクミくんママ、げんきだったね」

「うん、相変わらずだったね」

　昨日、自分たちを見たときの真の慌あわてた顔を思い出し、ころころと笑う。真は未だにもう会わないと頑かたくなだが、彼とコンビを組んでいる相あい棒ぼう──タクミがたまにメールをよこしてくれているのは、今のところ秘ひ密みつだ。おかげで、この半年で三度も真に会えている。

（真くんは変わらないなあ……）

　ガラスケースの中の籠手──かつての相棒を見ながら、出会った時のことを思い出す。まだ一年と少ししか経っていないのに、随ずい分ぶん昔のことみたいだ。

「ん……ママ……」

　目をこすりながら、自分を呼よぶ絆の声。おなかが膨ふくれて、愛娘はおねむのようだ。

「そろそろおうちに帰ろっか、絆」

「んー……かえる」

　帰り支じ度たくをしながら、朱香は籠手の傍かたわらにそっと置かれた写真とイヤリングを見る。

　それは、朱香にとって何よりも、誰よりも大切で、ずっとそばにいた人のもの。離れていても、いつでも心で繫つながっている、最高の親友が置いていったもの。

　懐なつかしさといとおしさが胸にこみ上げた瞬しゆん間かん──。




「あ────」




　バー・ロングアイランドの扉が、ドアベルを鳴らしながら開かれる。舞い込んだ風は、訪問者の黒く長い髪をそっとそよがせていた。





『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デザイア』　了





















　　　　あとがき




　……………………終わった。

　……………。

　……はっ。

　呆ほうけていました。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。

『ダブルクロス　リプレイ・デザイア⑤　面影の古都』、いかがでしたでしょうか？

　悪の組そ織しきファルスハーツに所しよ属ぞくし、自らの欲よく望ぼうのために戦うところから始まり、それぞれの結末へとたどり着いたミユキたちの物語、楽しんでいただけたとしたら、これに勝る喜びはありません。




　全五巻かん──これまでの『ＤＸ』リプレイ史上最長となる巻かん数すう、魅み力りよく的てきなＰＣたち、そして読者の皆みな様さまと過すごせたことが幸せでなりません。




　願わくは、この終わりが新たな始まりへと繫つながりますことを願っております。

　いや、繫つなげてみせます！

　必ず！




　さて、これより恒こう例れいのシナリオ解かい説せつとなります。当然ながらネタバレありき、既に本ほん編ぺんをお読みいただいたという前ぜん提ていでここからは書いていきますので、読み進めた結果何が起こっても当方は関知しませんのでよろしくお願い申し上げます。




第九話

　第九話──というか、この五巻のコンセプトそのものを「劇げき場じよう版ばん完結篇へん」にしようと思ったのは、四巻を執しつ筆ぴつする前でした。本来、『デザイア』シリーズのラスボスとして設せつ定ていしていたのは大門寺蔵人くろうどでした。朱香の父親については構こう想そうはありましたが、出すことはなく終わるだろう──そう思っていたのです。

　ですが、幸いにもシリーズ延えん長ちようが決定。朱香の父にしてすべての黒くろ幕まく、〝奪だつ還かん者〟こと永石竜馬が登場と相成りました。彼を巡めぐり、『至高天エンピレオ』とはなんなのか、適てき格かく者しやとはなんなのか、なぜ願いを叶かなえる力を持つのか、そのあたりの謎なぞをひとつずつ解いていく話にしよう、ということで、今回のシナリオが出来上がりました。

　祖そ父ふと父がこんなのになってしまった朱香＝若わか林ばやしさんには災さい難なんとしか言いようがありませんが、若林さんには『至高天』から生まれた娘、絆にとても感かん情じよう移い入にゆうしていただき、ＧＭとしてとても嬉うれしく思っています。




第一〇話（最終話）

　遂ついに最終話、すべての決着をつけるときです。自分はどうも「強大な敵に真っ向から立ち向かう」という話が好きなようで、今回も基き本ほん的てきにはそういうお話です。

　途と中ちゆう、色々と絡からめ手があったり、なにより永石竜馬の正体──外がい宇う宙ちゆうから来た別種のレネゲイド──が判はん明めいしたりとありますが、おおむね正道なシナリオだったと信じます。

　最終話については、あまり長々と語るつもりはありません。すべての謎を明かし、伏ふく線せんを昇しよう華かし、結末へと向かう──そういう話になっておれば、と思っています。

　ケルベロスの四人や周りの人々がどのような道を選んだか。それは是ぜ非ひ、もう一度本文でお確たしかめください。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　続いて、本書を執筆するにあたってお世話になった皆様への感かん謝しやを。




　まずはこの物語を一緒に紡つむいでくれた最高のプレイヤー四人──合あい鴨がもさん、三田さん、矢野さん、そして若林さん。あなた方が創つくり上あげたキャラクターたちが、『デザイア』をこんなにも幸せなシリーズにしてくれました。

　イラスト担たん当とう、片かた桐ぎりいくみ先生。第一巻執筆の際さい、かねてよりファンだった片桐先生にイラストを手がけていただけることになった時の喜びは今も忘わすれません。長いシリーズ、どれもこれも素す敵てきなイラストをありがとうございます。

　そして本書に関わったすべてのスタッフに、深い深い感謝を。

　最後に──本書を手に取り、お読みいただいた読者の皆様へ、なによりも感謝を。

　ありがとうございます！




『デザイア』シリーズは終しゆう了りようとなりますが、『ＤＸ３』はこれからも展てん開かいしていきますので、よろしくお願いします！

　また次のシリーズでもお会いできるよう、精進いたします！





二〇一一年四月　ＢＧＭに『美しき狼おおかみたち』を聴ききながら　加納正顕
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